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 　 要　旨  

分担事業者が実施した平成 25 年度地域保健総合推進事業「ソーシャル・キャピタルの醸成や
活用にかかる保健活動のあり方に関する研究」では、ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある
保健師は、岩本ら 1）が開発した公衆衛生基本活動遂行尺度 12 項目全てにおいて未経験者より得
点が高いこと、ソーシャル・キャピタルの醸成経験は保健師の活動意欲を向上させる可能性があ
ることが明らかになり、保健師の人材育成上からもソーシャル・キャピタルの醸成経験が有効で
あると考えられた。

しかしながら、ソーシャル・キャピタルを醸成するための能力形成プロセスを明らかにするに
は至らなかった。

そこで、本研究では行政保健師がソーシャル・キャピタルの醸成を図る能力を形成するために
獲得すべきスキル、経験、姿勢等について、ソーシャル・キャピタル醸成経験のある保健師に対
する半構造化面接を行い分析した。

その結果から「保健師のソーシャル・キャピタルを醸成するプロセスモデル」を作成し、作成
したプロセスモデルに応じたソーシャル・キャピタルを醸成する能力形成過程について検討した。

保健師のソーシャル・キャピタルを醸成する能力は、地域に対する保健師の姿勢や価値観を基
礎として、日常の公衆衛生看護活動及び OJT を通じて育成され、地域にもたらされる波及効果
を捉えることにより、身に付くものであると考えられた。
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 1  緒　言  

アメリカの政治学者であるロバート・パットナムは、ソーシャル・キャピタルを「人々の信頼、
規範、ネットワークなどの社会組織の特徴で、互いの利益のために調整や協力を促進するもの」
であると説明している 2）。近年、米国ハーバード大学のカワチ教授らが、米国の 50 州について人々
の信頼が高い州では年齢調整死亡率が低いことを明らかにしたことに始まり、種々の研究でソー
シャル・キャピタルと健康の関係を明らかにした 3）。

それ以来、公衆衛生の分野でソーシャル・キャピタルが注目されるようになり、日本でも尾島
が行った調査では、行政及び社会福祉協議会の担当者からみて、住民相互のつながりが強いと感
じている市町村では、平均寿命が長く、悪性新生物の標準化死亡比（SMR）が低いなどの結果
が出ている。その他にも、ソーシャル・キャピタルが高い地域では、犯罪が少ないことや災害対
応力が強いことなども明らかになっている 4）。

このように公衆衛生分野でもソーシャル・キャピタルの重要性が注目されてきており「地域保
健対策の推進に関する基本的な指針（平成 24 年 7 月）」や「地域における保健師の保健活動に
ついて（平成 25 年 4 月）」においても、ソーシャル・キャピタルを活用した自助及び共助の支
援を推進していくことが盛り込まれた 5,6）。

しかしながら、ソーシャル・キャピタルの定義には統一されたものはなく、議論のあるところ
であるともいわれており、自治体の保健師活動においても、地域の人脈や人的資源を把握し活用
することは従来の保健師活動として実践してきたにも関わらず、その概念の整理は明確にはなっ
ていない。

地域保健におけるソーシャル・キャピタル醸成の現状としては、笹井らが平成 24 年度に調査
した結果ではこれまで育成した住民組織がある保健所の割合は 84.6% であったという報告 7）が
あり、平成 25 年度地域保健総合推進事業「ソーシャル・キャピタルの醸成や活用にかかる保健
活動のあり方に関する研究」報告書では、保健活動に着目したソーシャル・キャピタルの醸成経
験のある保健師は約 6 割であることが明らかとなっている 8）。さらに、ソーシャル・キャピタル
の醸成を図るためには、組織体制、人材育成上必要な要件や条件があると考えられ、かつ地域診
断や地区組織活動を実践し、個別の事例を適切にコーディネートする活動が重要であると考えら
れている。また、ソーシャル・キャピタルの醸成経験者は公衆衛生基本活動遂行能力 12 項目全
てが未経験者に比べて高いことが明らかになっており 8）、ソーシャル・キャピタルの醸成を図る
経験をすることで保健師の公衆衛生基本活動遂行能力を高められることが示唆されている。

一方、平成 26 年度に厚生労働省に設置された「保健師に係る研修のあり方等に関する検討会」
から平成 26 年 12 月に出された中間的取りまとめにおいて、保健師のキャリアラダーを明らか
にするには、能力を積み上げる筋道を可視化することが重要であるとされている 9）。

本研究では保健師の能力のうち、ソーシャル・キャピタルの醸成を図る能力に焦点を当て、そ
の能力を形成するために獲得すべきスキル、経験等を明らかにすることにより、保健師の能力形
成プロセスを検討し、能力形成モデルを作成したい。そのことにより、今後の保健師のキャリア
ラダーのうち、業務遂行能力の形成に関する基礎的資料になることが期待される。
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 2　目　的

保健師がソーシャル・キャピタルの醸成を図る能力を形成するために、獲得すべきスキル、
経験、姿勢等を明らかにすることにより、保健師がソーシャル・キャピタルを醸成するプロセ
スモデルを作成し、作成したプロセスモデルに応じたソーシャル・キャピタルを醸成する能力
形成過程を検討することを目的とする。

なお、本研究では、保健師の能動的な地域への介入に着目するため、「ソーシャル・キャピ
タルの醸成」を「事業を目的として行った地区組織の育成ではなく、地域住民の自助・共助を
推進し住民組織活動を活性化させることで住民自身の問題解決能力を高めることを目的に行っ
た保健活動」と定義することとする。また、ソーシャル・キャピタルの政策レベルとしては、
ミクロレベル（個人レベル）及びメゾレベル（地域レベル）の両者を取り扱うこととする。

 3　方　法  

（1）対象者

先行研究 8）において、ソーシャル・キャピタルの醸成経験がある自治体保健師の採用後の
経験年数は 20.1 ± 12.3 年であったことから、30 歳以上の保健師を対象とすることが適当であ
ると考えた。そのため、全国保健師長会から推薦されたソーシャル・キャピタルの醸成を経験
した保健師のうち、調査協力に同意の得られた保健師 9 名（30 歳代・40 歳代・50 歳代各 3 名。
3 名のうち市町村 1 名、指定都市・政令市・中核市・特別区 1 名、都道府県 1 名）を対象とす
る。また、醸成したソーシャル・キャピタルの類型の違いが反映されないよう結合型（bonding）、
橋渡し型（bridging）がほぼ同数となるよう配慮した。

（2）調査方法

平成 26 年 10 月 29 日から 11 月 13 日に、対象者にインタビューガイド（資料（1））に基づ
いた半構造化面接を行い、ソーシャル・キャピタルが醸成できた要因を時系列で明らかになる
ように聴取した。面接回数は各 1 回、時間は 90 分以内で、場所は対象者が希望する職場施設
内の会議室等の個室で行い、面接者はソーシャル・キャピタルの醸成経験及び 20 年以上の保
健師経験を有する公衆衛生看護活動実践者及び保健師教育者で組織する研究者 2 名で行った。
内容は地域の捉え方、役割認識、地域診断や家庭訪問、個別コーディネート等の活動状況、事
業企画や評価の経験、研究発表等の経験、職場の OJT・OFF － JT、どのようなきっかけでソー
シャル・キャピタルの醸成の必要性を感じたか、周囲の協力や継続の原動力になった事柄等と
した。

（3）分析方法

面接内容から逐語録を作成し、ソーシャル・キャピタル醸成のための能力として必要なスキ
ルと経験、認識に関するコードを作成し、事例に類似する内容のコードを集約し、内容に関す
る概念を検討したカテゴリーに名称を付けた。カテゴリーの妥当性についてはソーシャル・キャ
ピタルの醸成経験及び 20 年以上の保健師経験を有する公衆衛生看護活動実践者及び保健師教
育者で組織する研究者で検討した。
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（4）倫理的配慮

対象者の選定にあたっては、全国保健師長会（全国の自治体に所属する管理職保健師の任意
団体。平成 26 年 8 月末現在加入者数 4,996 名）の市町村部会、指定都市・政令市・中核市・
特別区部会、都道府県部会の協力を得て、推薦者を募り、地域に偏りのないよう対象者を決定
した。

研究協力依頼は所属長及び本人への依頼文により行い、同意書の提出をもって同意を得たも
のとした。依頼文には参加・不参加については各自の意思により自由となっていること、イン
タビューで、答えたくない質問には無理に答える必要がないこと、これらによって、なんら不
利益が生じることはないこと、協力に同意した後でも、または、インタビュー後であっても、
辞退することができることについて記述した。また、研究者が得たデータは管理者を定め鍵の
かかる場所に保管するとともに、研究協力者の個人名、特定の関係機関名その他の関係者名は
匿名化し、研究期間終了後、破棄すること、本研究で得た情報は研究以外の目的で使用しない
ことを記述した。

なお、本研究の実施については、平成 26 年 10 月 10 日付け、受付番号 26 － 5 － 1 で大阪
市立大学大学院看護学研究科倫理審査委員会による承認を受けた。

 4　結　果  

インタビューによって得られた逐語録から、各保健師のソーシャル・キャピタルの醸成につ
ながる経験や体験、それらの経験をどのように捉え意識として意味づけたか、学んだ技術、強
化に資した外的要因に分類し、カテゴリーを抽出した。9 事例の概要については表 1 のとおり
であった。

（1）対象者別のソーシャル・キャピタルの醸成経験

9 事例から抽出されたカテゴリーについては、表 2 の「事例 1 から抽出されたカテゴリー」
から表 10「事例 9 から抽出されたカテゴリー」のとおりであった。
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表
1

　
対

象
者

別
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

の
醸

成
経

験

年
代

所
属

型
S

C
経

験
時

の
時

期
（

経
験

年
数

）

地
縁

を
活

性
化

、
地

縁
の

な
い

地
域

の
新

た
な

繋
が

り
と

し
て

住
民

を
組

織
化

住
民

組
織

と
の

協
働

住
民

組
織

間
の

連
携

対
象

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

活
動

内
容

成
果

・
地

域
に

も
た

ら
し

た
変

化

事
例

1

5
0

代

都
道

府
県

橋
渡

し
型

2
0

年
目

●
医

療
・

介
護

・
福

祉
、

脳
卒

中
患

者
家

族

保
健

所
長

、
次

長
医

師
会

長
急

性
期

病
院

外
科

の
医

師

1
）

脳
卒

中
で

倒
れ

た
時

管
内

で
ど

ん
な

課
題

が
あ

る
の

か
全

病
院

の
地

域
連

携
担

当
者

や
リ

ハ
関

係
者

、
訪

問
看

護
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
で

連
携

、
受

皿
、

研
修

の
実

務
者

レ
ベ

ル
で

検
討

会
を

開
催

、ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

を
作

成
、

患
者

・
住

民
目

線
で

運
用

化
し

た
。

2
）

認
知

症
徘

徊
模

擬
訓

練

1
）

救
急

搬
送

の
対

応
率

の
増

加
、

脳
卒

中
の

再
発

率
の

減
少

、
関

係
者

の
情

報
交

換
や

学
習

会
の

開
催

2
）

自
治

会
の

役
員

と
行

政
の

連
絡

体
制

や
ル

ー
ル

づ
く

り
、

地
域

の
協

力
者

と
し

て
郵

便
局

、
農

協
、

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

巻
き

込
ん

だ
シ

ス
テ

ム
と

な
っ

た
。

事
例

2
政

令
市

橋
渡

し
型

2
8

年
目

●
●

●
連

合
町

内
会

、
高

齢
者

民
生

委
員

の
三

役

地
域

の
活

動
を

担
っ

て
い

る
役

員
に

、
地

域
診

断
、

課
題

整
理

、
活

動
の

振
り

返
り

や
他

地
域

と
の

比
較

を
意

図
的

に
行

い
、「

ワ
ー

ル
ド

カ
フ

ェ
、

活
字

化
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
」

を
町

内
会

単
位

で
数

回
実

施
。

意
図

し
た

防
災

の
見

守
り

活
動

、
高

齢
者

の
居

場
所

「
サ

ロ
ン

」
が

立
ち

上
が

り
、

他
地

域
と

の
デ

ー
タ

の
比

較
で

実
感

が
湧

き
、

や
る

気
に

つ
な

が
っ

た
。

既
存

の
良

い
材

料
を

紹
介

す
る

こ
と

で
、

自
分

た
ち

で
も

で
き

る
と

い
う

意
識

に
変

化
。

6
ヶ

月
後

の
主

観
的

健
康

観
の

向
上

。
住

民
同

士
の

声
の

掛
け

合
い

、
信

頼
関

係
が

で
き

た
。

事
例

3
市

町
村

橋
渡

し
型

1
1

年
目

〜
2

1
年

目
●

●
市

町
村

合
併

前
の

旧
町

の
2

地
区

保
健

所
保

健
師

2
地

区
の

自
治

会
長

当
時

の
課

長
（

事
務

職
）

波
及

効
果

の
高

い
モ

デ
ル

2
地

区
に

お
い

て
全

5
回

の
健

康
教

室
を

開
催

。
地

域
の

人
口

動
態

、
健

診
結

果
、

主
要

産
業

で
あ

る
農

業
の

実
態

な
ど

各
地

域
で

比
較

で
き

る
デ

ー
タ

を
提

示
。

健
診

を
間

に
挟

み
、

自
治

会
の

目
標

決
定

の
支

援
。

愛
育

班
と

し
て

ス
タ

ー
ト

。

「
話

し
合

い
」「

声
か

け
」

の
活

動
が

定
着

化
。

声
か

け
後

の
課

題
解

決
の

取
り

組
み

と
し

て
新

生
児

の
生

ま
れ

た
世

帯
へ

の
贈

り
物

や
生

ゴ
ミ

処
理

機
の

全
世

帯
導

入
が

で
き

た
。

1
0

年
で

全
町

へ
波

及
。

地
域

の
健

康
ま

つ
り

の
定

着
化

。
行

政
と

住
民

の
信

頼
関

係
の

形
成

。
予

算
の

確
保

に
つ

な
が

っ
た

。

事
例

4

4
0

代

都
道

府
県

結
合

型
1

2
年

目
●

●
高

齢
者

市
町

村
の

保
健

師

県
下

、
二

次
医

療
圏

域
毎

に
1

カ
所

モ
デ

ル
市

町
村

を
決

め
、

地
区

で
活

動
し

て
い

る
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
を

市
町

村
保

健
師

が
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
。

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

を
中

心
に

自
主

的
な

予
防

活
動

グ
ル

ー
プ

を
作

成
。

地
元

地
区

の
医

師
や

専
門

医
療

機
関

、
家

族
会

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
行

っ
た

。

認
知

症
の

予
防

の
た

め
の

高
齢

者
の

自
主

グ
ル

ー
プ

を
公

民
館

単
位

を
目

標
に

組
織

化
。

事
例

5
中

核
市

結
合

型
2

0
年

目
●

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
む

市
民

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

発
足

時
の

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る
市

民

市
内

の
各

健
康

づ
く

り
グ

ル
ー

プ
の

代
表

者
と

半
年

間
、

話
し

合
い

を
重

ね
、

健
康

づ
く

り
の

市
民

組
織

と
な

っ
た

。
若

い
保

健
師

と
ベ

テ
ラ

ン
保

健
師

で
一

緒
に

活
動

を
し

た
。

健
康

日
本

2
1

を
推

進
す

る
た

め
の

市
民

代
表

組
織

の
協

働
の

体
制

づ
く

り
と

健
康

増
進

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
事

業
の

協
働

開
催

。
保

健
師

と
市

民
の

信
頼

関
係

の
形

成
。

地
区

の
祭

り
を

市
民

組
織

・
関

係
機

関
と

毎
年

、
共

同
開

催
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

事
例

6
市

町
村

結
合

型
2

4
年

目
●

健
康

に
関

心
の

あ
る

市
民

自
治

体
職

員
O

B
（

市
民

活
動

を
中

心
に

行
う

N
P

O
の

職
員

）

月
1

回
の

茶
話

会
、

お
茶

を
飲

み
な

が
ら

自
由

に
市

民
と

話
し

合
う

中
で

健
康

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

、
他

職
種

と
連

携
し

て
住

民
組

織
に

投
げ

か
け

、
考

え
の

整
理

を
手

伝
っ

た
。

住
民

参
加

者
の

居
場

所
づ

く
り

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

が
で

き
た

。
健

康
に

つ
い

て
話

合
う

場
が

で
き

、
参

加
者

の
笑

顔
が

増
え

、
障

害
者

が
喫

茶
店

を
運

営
で

き
た

。
公

共
の

場
に

血
圧

計
が

あ
れ

ば
等

具
体

的
な

提
案

に
よ

り
、

団
体

に
交

渉
し

て
寄

贈
し

て
も

ら
っ

た
な

ど

事
例

7

3
0

代

都
道

府
県

結
合

型
4

年
目

●
●

愛
育

委
員

市
町

村
の

保
健

師
愛

育
委

員
の

リ
ー

ダ
ー

地
域

の
愛

育
委

員
が

声
か

け
、

訪
問

を
す

る
こ

と
を

と
お

し
て

、
自

分
の

地
域

を
知

り
、

関
係

性
が

つ
な

が
っ

た
。

住
ん

で
い

る
地

域
へ

の
愛

着
。

愛
育

委
員

活
動

が
活

発
に

な
っ

た
。

事
例

8
政

令
市

橋
渡

し
型

1
8

年
目

●
市

内
特

定
地

域
の

町
内

会
の

住
民

地
域

の
た

め
に

何
か

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
人

（
組

織
役

員
）

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
住

民
と

一
緒

に
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

と
お

し
て

地
域

の
課

題
、

取
り

組
み

た
い

こ
と

、
め

ざ
す

方
向

な
ど

と
も

に
考

え
、

K
J

法
で

整
理

し
、

実
行

に
移

し
た

。

住
民

自
身

が
お

互
い

の
考

え
や

、
や

り
た

い
こ

と
を

話
し

合
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

運
営

す
る

よ
う

に
な

り
、

見
守

り
活

動
や

住
民

交
流

の
場

づ
く

り
へ

つ
な

が
っ

た
。

専
門

職
へ

の
相

談
が

増
え

、
健

康
教

育
の

依
頼

が
増

え
た

。
保

健
師

っ
て

何
す

る
人

と
思

っ
て

い
た

住
民

か
ら

、
名

前
で

呼
ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

事
例

9
市

町
村

橋
渡

し
型

1
2

年
目

●
母

子
保

健
市

内
の

地
域

の
1
5

の
組

織
代

表
者

全
て

子
ど

も
を

産
み

育
て

る
環

境
整

備
か

ら
高

齢
者

の
健

康
づ

く
り

ま
で

、
地

域
全

体
の

仕
組

み
を

見
直

し
、

既
存

の
組

織
、

団
体

と
地

域
を

繋
げ

た
。

そ
の

中
で

支
援

者
と

母
子

を
つ

な
ぐ

仕
組

み
と

し
て

主
任

児
童

委
員

の
乳

幼
児

訪
問

や
ま

ち
の

保
健

室
を

展
開

し
た

。

地
域

の
中

で
声

か
け

、
見

守
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
と

い
う

感
覚

が
母

親
に

あ
る

。
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

表
2

　
事

例
1

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

新 採 の 頃

【
新

生
児

訪
問

】
【

個
々

の
事

例
の

違
い

を
捉

え
る

】
【

①
上

司
の

助
言

】

♯
新

生
児

訪
問

だ
っ

た
と

し
て

も
、

そ
れ

ぞ
れ

の
お

家
の

状
況

で
あ

っ
た

り
、

で
、

赤
ち

ゃ
ん

の
状

況
で

あ
っ

た
り

、
そ

れ
で

そ
の

人
の

妊
娠

中
か

ら
の

経
過

、
全

部
違

う
の

で
ね

。
そ

の
違

い
が

自
分

の
活

動
に

ど
う

い
う

ふ
う

に
や

っ
ぱ

り
結

び
つ

け
て

い
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
い

う
あ

た
り

の
ポ

イ
ン

ト
み

た
い

な
も

の
は

押
さ

え
て

く
れ

た
よ

う
な

気
が

す
る

、
上

司
が

。

♯
新

生
児

訪
問

だ
っ

た
と

し
て

も
、

そ
れ

ぞ
れ

の
お

家
の

状
況

で
あ

っ
た

り
、

で
、

赤
ち

ゃ
ん

の
状

況
で

あ
っ

た
り

、
そ

れ
で

そ
の

人
の

妊
娠

中
か

ら
の

経
過

、
全

部
違

う
の

で
ね

。
そ

の
違

い
が

自
分

の
活

動
に

ど
う

い
う

ふ
う

に
や

っ
ぱ

り
結

び
つ

け
て

い
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
い

う
あ

た
り

の
ポ

イ
ン

ト
み

た
い

な
も

の
は

押
さ

え
て

く
れ

た
よ

う
な

気
が

す
る

、
上

司
が

。

【
人

と
の

関
係

の
つ

く
り

方
】

【
①

モ
デ

ル
と

な
る

保
健

師
の

活
動

か
ら

学
ぶ

】

♯
A

さ
ん

の
動

き
方

と
い

う
の

も
横

目
で

見
て

き
て

ま
し

た
の

で
、

会
議

に
し

て
も

何
に

し
て

も
や

っ
て

き
て

、
す

ご
い

勉
強

さ
せ

て
も

ら
っ

た
な

。
そ

れ
で

、
人

と
の

つ
な

が
り

と
か

、
人

と
の

関
係

っ
て

こ
う

や
っ

て
つ

く
っ

て
い

く
の

か
み

た
い

な
と

こ
ら

辺
は

、
あ

の
方

の
動

き
も

す
ご

く
勉

強
に

な
っ

た
か

な
と

思
い

ま
す

。 

2
0 年 目

【
脳

卒
中

の
地

域
連

携
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

】
経

験
2
0

年
目

・
副

主
幹

ポ
ス

ト
【

一
部

の
代

表
者

で
作

っ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

は
現

場
で

活
用

で
き

な
い

】
【

実
態

把
握

の
た

め
に

管
内

全
て

の
病

院
の

聞
き

取
り

を
す

る
】

【
①

所
長

】

♯
脳

卒
中

の
医

療
、

そ
れ

か
ら

介
護

、
そ

れ
か

ら
福

祉
に

か
か

わ
る

関
係

機
関

の
方

々
を

対
象

に
、

検
討

会
等

を
始

め
ま

し
た

。
で

、
最

終
は

、
住

民
さ

ん
と

か
、

そ
う

い
う

脳
卒

中
の

患
者

、
家

族
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
方

々
も

同
じ

く
参

画
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
形

で
検

討
、

そ
れ

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
評

価
で

す
と

か
、

そ
の

あ
た

り
に

取
り

組
ん

で
き

た
と

い
う

経
験

が
あ

り
ま

す
。

♯
せ

っ
か

く
一

生
懸

命
つ

く
っ

た
側

は
つ

く
っ

た
と

思
っ

て
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
の

様
式

す
ら

知
ら

な
い

と
か

、
そ

れ
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

あ
る

の
も

知
ら

な
い

わ
と

い
う

現
場

の
声

が
結

構
上

が
っ

て
き

ま
し

た
。

な
の

で
、

い
や

こ
れ

は
や

っ
ぱ

り
一

部
の

代
表

の
人

だ
け

で
つ

く
っ

て
て

も
あ

か
ん

な
と

い
う

ふ
う

に
、

そ
れ

は
つ

く
っ

た
者

の
自

己
満

足
だ

け
で

終
わ

っ
て

し
ま

っ
て

る
よ

う
な

、
そ

ん
な

何
か

そ
ん

な
衝

撃
的

な
現

状
を

知
っ

て

♯
取

り
組

み
の

状
況

を
引

き
継

ぎ
を

受
け

て
、

実
際

に
そ

の
ル

ー
ル

で
あ

っ
た

り
、

様
式

で
あ

っ
た

り
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

あ
っ

た
り

と
い

う
あ

た
り

が
ど

の
程

度
使

わ
れ

て
い

る
の

か
な

あ
っ

て
い

う
ふ

う
な

こ
と

を
感

じ
ま

し
て

、
そ

れ
を

、
ま

ず
は

管
内

1
2

病
院

あ
る

ん
で

す
け

ど
も

、
1

2
病

院
に

聞
き

取
り

に
行

き
ま

し
た

。

♯
相

談
し

て
、

み
ん

な
所

長
さ

ん
た

ち
も

応
援

し
て

く
れ

て

【
保

健
所

が
来

る
の

が
当

た
り

前
に

な
る

よ
う

な
関

係
性

の
構

築
】

【
現

場
レ

ベ
ル

の
作

業
班

を
組

織
し

課
題

を
共

有
す

る
】

【
②

関
係

者
と

の
関

係
性

】

♯
3

年
間

連
続

で
、

全
部

の
病

院
に

出
向

い
て

行
っ

て
、

い
ろ

ん
な

お
話

と
か

聞
か

せ
て

も
ら

っ
た

の
で

、
そ

れ
が

も
う

、
あ

っ
、

ま
た

今
年

も
来

た
の

か
な

み
た

い
な

感
じ

で
、

そ
れ

が
も

う
定

例
化

し
て

い
っ

て
、

病
院

側
も

。
保

健
所

来
る

の
当

た
り

前
み

た
い

に
な

っ
て

く
れ

た
と

い
う

そ
う

い
う

関
係

性
も

で
き

て
き

た
と

い
う

こ
と

も
。

♯
も

っ
と

現
場

レ
ベ

ル
の

広
い

リ
ハ

の
人

た
ち

と
か

を
含

め
て

作
業

班
み

た
い

な
も

の
を

つ
く

っ
て

、
病

院
と

そ
れ

か
ら

在
宅

と
の

つ
な

が
り

と
い

う
も

の
を

し
っ

か
り

と
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
も

し
な

が
ら

、
何

が
課

題
な

の
か

、
地

域
で

脳
卒

中
で

倒
れ

た
と

き
に

、
そ

の
患

者
さ

ん
は

一
体

ど
ん

な
形

で
治

療
を

受
け

て
、

そ
れ

で
在

宅
の

療
養

に
移

行
し

て
い

っ
て

る
ん

だ
ろ

う
、

ど
う

い
う

課
題

が
あ

る
の

だ
ろ

う
と

い
う

よ
う

な
こ

と
も

、
現

場
レ

ベ
ル

の
人

た
ち

で
話

し
合

お
う

と
い

う
作

業
班

を
つ

く
っ

て
、

そ
こ

か
ら

時
間

外
に

関
係

者
が

み
ん

な
集

ま
っ

て
、

2
時

間
ぐ

ら
い

か
な

、
話

し
合

い
が

始
ま

り
ま

し
た

。

♯
1

3
年

か
ら

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

体
制

整
備

事
業

と
い

う
中

で
、

関
係

者
と

も
し

ゃ
べ

っ
た

り
と

か
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
つ

く
っ

た
り

と
か

そ
う

い
う

や
っ

ぱ
り

過
程

が
あ

っ
て

、
や

っ
て

き
た

け
ど

こ
う

だ
っ

た
か

ら
、

み
ん

な
で

も
う

一
度

や
り

直
し

ま
せ

ん
か

み
た

い
な

こ
と

で
寄

っ
て

き
て

く
れ

た
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。

【
当

事
者

に
体

験
談

を
語

っ
て

も
ら

う
場

を
設

定
】

【
住

民
目

線
で

で
き

て
い

な
か

っ
た

こ
と

を
反

省
】

♯
関

係
機

関
だ

と
か

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

が
み

ん
な

集
ま

る
研

究
会

が
あ

っ
た

の
で

、
そ

の
場

で
そ

の
患

者
さ

ん
に

実
際

の
患

者
さ

ん
の

家
族

に
来

て
も

ら
っ

て
、

そ
れ

で
体

験
を

し
ゃ

べ
っ

て
も

ら
っ

た
ん

で
す

。

♯
地

域
連

携
パ

ス
と

い
う

そ
の

呼
び

名
で

す
ね

。
や

っ
ぱ

り
パ

ス
と

か
書

い
て

あ
る

の
は

、
す

ご
く

何
か

人
を

相
手

に
す

る
と

い
う

よ
り

も
、

や
っ

ぱ
り

関
係

機
関

の
中

で
動

い
て

ま
す

の
で

、
す

ご
く

簡
単

に
次

に
ぽ

い
っ

と
ほ

ら
れ

る
よ

う
な

、
パ

ス
さ

れ
る

よ
う

な
印

象
を

受
け

た
と

い
う

こ
と

を
言

っ
て

く
れ

ま
し

て
、

♯
や

っ
ぱ

り
患

者
さ

ん
目

線
と

か
、

住
民

さ
ん

目
線

で
で

き
て

な
か

っ
た

か
な

と
い

う
こ

と
を

、
関

係
者

と
も

ど
も

私
も

す
ご

く
反

省
し

ま
し

た

【
患

者
や

家
族

が
関

わ
る

こ
と

で
患

者
自

身
が

主
体

的
に

な
る

】

♯
そ

う
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

患
者

自
身

も
す

ご
く

主
体

的
に

治
療

、
医

療
に

か
か

わ
れ

る
と

い
う

あ
た

り
も

あ
る

し
、

そ
れ

で
ま

た
何

か
次

に
違

う
病

気
が

起
こ

っ
た

と
き

に
し

て
も

、
今

ま
で

の
経

過
が

ち
ゃ

ん
と

関
係

者
に

も
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
よ

う
な

も
の

の
一

つ
の

も
の

に
し

て
い

っ
た

と
い

う
の

が
脳

卒
中

パ
ス

で
、

患
者

さ
ん

と
か

、
家

族
さ

ん
に

か
か

わ
っ

て
も

ら
っ

た
と

い
う

こ
と

が
一

つ
あ

り
ま

す
ね

。

【
事

業
評

価
】

♯
脳

卒
中

の
医

療
、

そ
れ

か
ら

介
護

、
そ

れ
か

ら
福

祉
に

か
か

わ
る

関
係

機
関

の
方

々
を

対
象

に
、

検
討

会
等

を
始

め
ま

し
た

。
で

、
最

終
は

、
住

民
さ

ん
と

か
、

そ
う

い
う

脳
卒

中
の

患
者

、
家

族
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
方

々
も

同
じ

く
参

画
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
形

で
検

討
、

そ
れ

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
評

価
で

す
と

か
、

そ
の

あ
た

り
に

取
り

組
ん

で
き

た
と

い
う

経
験

が
あ

り
ま

す
。
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
徘

回
者

の
捜

索
の

た
め

の
早

期
発

見
、

保
護

訓
練

】
【

情
報

伝
達

の
ル

ー
ル

や
様

式
づ

く
り

】

♯
認

知
症

で
行

方
不

明
に

な
ら

は
っ

た
人

は
、

ま
ず

ど
こ

に
連

絡
を

し
て

、
そ

の
連

絡
を

受
け

た
と

こ
ろ

が
ど

う
い

う
ふ

う
に

今
度

は
連

絡
し

て
、

そ
れ

で
住

民
さ

ん
は

そ
の

人
た

ち
を

ど
う

い
う

ル
ー

ル
で

探
し

て
い

こ
う

と
か

【
せ

っ
か

く
作

っ
た

ル
ー

ル
を

錆
び

つ
か

せ
て

は
い

け
な

い
】

【
毎

年
の

継
続

し
た

訓
練

】
【

②
地

域
で

起
き

た
事

件
を

防
げ

な
か

っ
た

自
ら

の
行

動
を

悔
や

む
地

域
役

員
】

♯
そ

の
ル

ー
ル

は
つ

く
っ

て
も

、
や

っ
ぱ

り
毎

年
き

ち
っ

と
定

期
的

に
い

ろ
ん

な
人

を
巻

き
込

ん
で

、
地

域
の

人
を

巻
き

込
ん

で
使

っ
て

い
か

な
い

と
、

そ
の

ル
ー

ル
を

。
絶

対
さ

び
つ

い
て

し
ま

っ
て

、
過

去
の

も
の

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

毎
年

そ
の

訓
練

は
今

も
続

い
て

ま
す

。

♯
そ

こ
の

地
域

は
徘

回
の

人
で

、
昔

ね
、

そ
の

方
が

見
つ

か
っ

た
と

き
に

は
も

う
亡

く
な

っ
て

し
ま

っ
て

た
と

か
、

い
ろ

ん
な

経
験

を
積

ん
で

る
地

域
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
そ

こ
の

民
生

委
員

さ
ん

も
、

す
ご

く
そ

の
こ

と
に

対
し

て
は

ず
っ

と
後

悔
し

て
い

る
と

い
う

か
ね

。
も

っ
と

民
生

委
員

と
し

て
何

か
で

き
な

か
っ

た
の

か
な

と
い

う
よ

う
な

思
い

も
あ

っ
た

っ
て

い
う

こ
と

も
あ

っ
て

。

【
住

民
パ

ワ
ー

は
強

い
】

【
先

駆
的

事
例

か
ら

学
ぶ

】
【

②
市

町
村

も
認

識
し

重
点

的
な

介
入

を
し

て
い

る
】

♯
訓

練
は

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

し
て

き
て

、
今

で
は

そ
の

地
域

の
人

た
ち

が
中

心
に

な
っ

て
、

そ
し

た
ら

地
元

の
コ

ン
ビ

ニ
に

も
ち

ょ
っ

と
協

力
し

て
も

ら
う

よ
う

に
言

い
に

行
こ

か
と

か
、

農
協

と
か

、
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
と

か
、

ち
ょ

っ
と

そ
の

辺
ま

で
ね

、
郵

便
局

と
か

、
そ

こ
ま

で
ち

ょ
っ

と
ね

、
自

分
た

ち
の

力
で

広
げ

て
い

っ
て

く
れ

て
ま

す
。

住
民

さ
ん

パ
ワ

ー
っ

て
強

い
な

っ
て

思
い

ま
し

た
ね

。

♯
徘

回
者

の
捜

索
の

た
め

の
早

期
発

見
、

保
護

訓
練

と
い

う
、

も
と

も
と

A
地

区
の

ほ
う

で
始

ま
っ

た
そ

の
模

擬
訓

練
を

A
地

区
に

習
い

に
い

っ
て

、
地

域
で

の
自

治
会

の
方

々
と

一
緒

に
取

り
組

み
を

始
め

て
い

っ
た

♯
市

役
所

が
丁

寧
に

そ
の

地
域

の
字

単
位

で
、

啓
発

に
回

っ
て

い
る

、
す

ご
く

認
知

症
に

対
し

て
取

り
組

も
う

と
い

う
か

ね
、

危
機

感
を

持
っ

て
い

る
よ

う
な

地
域

が
あ

っ
た

ん
で

す
ね

。

【
関

係
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
る

実
態

把
握

】
【

現
場

に
足

を
運

ぶ
】

【
地

域
の

理
解

】
【

②
自

立
し

た
自

治
会

】

♯
ま

ず
わ

か
ら

な
い

と
き

は
も

う
関

係
者

の
と

こ
ろ

に
行

っ
て

直
接

聞
き

に
行

こ
う

と
い

う
こ

と
で

、
そ

の
実

態
を

教
え

て
も

ら
う

、
こ

っ
ち

が
。

そ
れ

で
教

え
て

も
ら

い
に

い
く

と
ね

、
絶

対
嫌

と
は

言
わ

な
か

っ
た

し
、

み
ん

な
協

力
的

に
教

え
て

く
れ

る
し

、
そ

れ
を

1
回

で
終

わ
ら

ず
に

わ
か

ら
ん

と
き

は
ま

た
そ

の
後

も
ず

っ
と

、
圏

域
な

の
で

近
い

で
す

し
ね

。
い

ろ
い

ろ
考

え
て

る
よ

り
も

、
ま

ず
は

も
う

、
そ

の
人

の
と

こ
ろ

に
行

こ
う

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
考

え
て

ま
し

た
。

♯
行

く
と

、
い

ろ
ん

な
も

の
も

見
え

て
く

る
♯

そ
の

自
治

体
は

、
い

つ
ま

で
も

行
政

に
頼

っ
て

て
は

い
け

な
い

と
い

う
こ

と
で

、
ま

ず
は

自
治

会
の

役
員

さ
ん

で
企

画
し

て
れ

た
ん

で
す

け
ど

、
役

員
は

数
年

ご
と

に
替

わ
っ

て
い

く
か

ら
、

自
分

た
ち

が
や

っ
て

て
も

だ
め

だ
と

。
認

知
症

の
人

に
、

ど
う

に
か

こ
の

地
域

で
し

て
い

こ
う

と
い

う
志

願
し

て
く

れ
る

人
に

集
ま

っ
て

も
ら

っ
て

、
組

織
化

し
て

や
っ

て
い

こ
う

と
。

そ
の

事
務

局
的

な
も

の
は

、
地

元
の

公
民

館
を

中
心

に
。

そ
こ

の
職

員
を

事
務

局
に

置
い

て
や

っ
て

い
こ

う
と

組
織

つ
く

っ
て

く
れ

た
。

♯
ま

ず
は

現
場

に
足

を
運

ぶ
。

【
誠

意
が

伝
わ

る
と

関
係

者
が

助
け

て
く

れ
る

】

♯
こ

っ
ち

が
誠

意
と

い
う

か
ね

、
一

生
懸

命
と

い
う

の
が

伝
わ

れ
ば

、
相

手
も

ほ
っ

と
か

ず
、

何
か

助
け

て
や

ろ
う

と
い

う
思

い
に

な
っ

て
く

れ
る

な
あ

っ
て

い
う

の
が

、
ち

ょ
っ

と
実

感
と

し
て

思
い

ま
し

た
の

で
。

【
継

続
性

の
あ

る
活

動
を

す
る

】
【

見
え

る
形

に
し

て
還

元
す

る
】

【
①

先
輩

か
ら

学
ん

だ
仕

事
の

姿
勢

】

♯
い

ろ
ん

な
会

議
で

い
ろ

ん
な

意
見

を
出

し
て

く
れ

ま
す

よ
ね

、
皆

さ
ん

が
。

そ
れ

で
出

し
て

く
れ

た
意

見
は

、
次

の
と

き
に

は
必

ず
こ

う
い

う
こ

と
を

言
っ

て
く

れ
た

と
い

う
こ

と
は

、
ま

た
み

ん
な

の
前

で
返

す
。

あ
の

と
き

言
っ

た
け

ど
、

何
に

も
そ

の
後

つ
な

が
っ

て
な

い
わ

っ
て

、
参

加
し

て
く

れ
て

る
人

た
ち

が
思

わ
な

い
よ

う
に

、
言

っ
て

く
れ

た
意

見
は

こ
う

で
し

た
ね

っ
て

い
う

こ
と

が
次

に
つ

な
が

る
よ

う
な

形
で

、
そ

う
い

う
会

議
の

場
で

も
返

し
て

い
き

た
い

な
と

い
う

こ
と

は
、

心
が

け
て

い
た

よ
う

に
思

い
ま

す
ね

。

♯
出

か
け

て
い

っ
て

、
感

じ
て

帰
っ

て
き

て
、

資
料

化
し

て
、

関
係

者
に

ま
た

見
え

る
形

で
出

し
て

い
く

♯
入

っ
た

当
初

の
課

長
、

保
健

師
の

一
番

上
の

人
は

も
う

足
で

稼
げ

っ
て

言
っ

て
。

こ
ん

な
近

い
と

こ
に

病
院

が
あ

る
ん

だ
っ

た
ら

「
行

っ
て

お
い

で
」

と
か

、そ
の

時
代

は
こ

と
ご

と
く

言
っ

て
も

ら
っ

て
ま

し
た

。

♯
出

か
け

て
い

っ
て

、
感

じ
て

帰
っ

て
き

て
、

資
料

化
し

て
、

関
係

者
に

ま
た

見
え

る
形

で
出

し
て

い
く

と
い

う
そ

う
い

う
仕

事
の

仕
方

と
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

先
輩

か
ら

学
ん

だ
か

な
っ

て
い

う
感

じ
は

し
ま

す
ね

。

【
本

と
経

験
を

結
び

付
け

て
自

分
の

も
の

に
す

る
】

新
任

期

♯
帰

っ
て

き
た

ら
今

度
は

学
ん

だ
こ

と
を

、
ど

ん
な

こ
と

聞
い

て
き

た
と

か
、

そ
れ

は
本

の
ど

こ
に

載
っ

て
あ

る
か

ら
、

ち
ょ

っ
と

調
べ

て
、

そ
の

本
と

自
分

の
経

験
と

い
う

も
の

を
し

っ
か

り
と

結
び

つ
け

て
自

分
の

も
の

し
な

い
と

い
け

な
い

み
た

い
な

こ
と

と
か

も
教

え
て

も
ら

い
ま

し
た

ね
。
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
他

機
関

と
一

緒
に

や
る

喜
び

】
【

内
省

す
る

】
【

②
地

域
の

関
係

者
と

事
業

評
価

が
で

き
る

場
が

あ
る

】

♯
私

は
、

一
人

で
や

っ
て

る
よ

り
い

ろ
ん

な
人

と
一

緒
に

や
っ

た
ほ

う
が

楽
し

い
な

っ
て

い
う

感
覚

を
す

ご
く

持
っ

て
ま

す
。

し
か

も
、そ

れ
が

同
じ

部
署

じ
ゃ

な
く

っ
て

、
違

う
機

関
の

人
た

ち
と

や
っ

た
こ

と
に

対
し

て
振

り
返

っ
て

、
あ

っ
こ

れ
よ

か
っ

た
ね

と
か

、
こ

う
し

た
ら

す
ご

い
患

者
さ

ん
、

家
で

も
ト

イ
レ

行
け

た
わ

と
か

ね
。

♯
私

は
、

暗
黙

知
っ

て
い

う
言

葉
は

も
う

ひ
と

つ
な

ん
で

す
け

ど
、

内
省

す
る

と
い

う
か

、
自

分
の

と
こ

へ
引

き
込

ん
だ

形
で

自
分

事
に

し
て

、
次

に
動

い
て

い
く

っ
て

。
私

は
内

省
っ

て
い

う
感

覚
が

好
き

な
ん

で
す

。

♯
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
な

喜
び

を
、

い
ろ

ん
な

関
係

者
と

一
緒

に
喜

び
合

え
る

と
い

う
よ

う
な

場
っ

て
い

う
の

が
、

今
は

こ
の

地
域

に
あ

る
よ

う
に

思
う

。

【
一

緒
に

や
っ

た
経

験
は

、
い

ろ
い

ろ
な

活
動

に
広

が
る

】
【

①
活

動
を

理
解

し
容

認
し

て
く

れ
る

上
司

】

♯
こ

の
人

た
ち

と
一

緒
に

や
れ

ば
こ

ん
な

楽
し

い
と

か
ね

。
そ

れ
で

、何
か

あ
っ

た
と

き
も

、
こ

の
人

た
ち

に
相

談
行

け
ば

、
こ

ん
な

こ
と

も
し

て
く

れ
る

ん
だ

と
い

う
よ

う
な

、
そ

の
一

つ
で

も
体

験
が

あ
れ

ば
、

そ
こ

か
ら

ば
っ

と
い

ろ
ん

な
こ

と
を

や
っ

て
み

よ
う

と
い

う
広

が
り

に
も

な
っ

て
い

く
の

か
な

っ
て

、
そ

う
い

う
喜

び
と

い
う

の
か

な
。

♯
私

は
か

ち
っ

と
は

ま
っ

た
活

動
じ

ゃ
な

く
て

、
結

構
ね

、
は

み
出

て
た

と
思

う
ん

で
す

。
活

動
的

に
は

。
で

も
、

そ
れ

を
容

認
し

て
く

れ
て

。
う

ん
、

う
ん

。
や

っ
て

も
い

い
よ

、
み

た
い

な
ね

。 
そ

ん
な

に
ス

ト
ッ

プ
を

か
け

る
人

が
い

な
か

っ
た

。 

♯
予

算
と

い
う

も
の

も
ほ

と
ん

ど
な

い
中

で
の

、
し

か
も

時
間

外
と

い
う

よ
う

な
中

で
の

仕
事

の
や

り
方

で
、

普
通

の
行

政
の

仕
事

と
い

う
こ

と
か

ら
考

え
る

と
、

は
み

出
て

る
部

分
が

多
か

っ
た

か
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
け

ど
ね

。
で

も
、

そ
こ

を
や

っ
ぱ

り
所

内
と

し
て

も
協

力
も

し
て

も
ら

え
た

し
、

そ
こ

は
や

っ
ぱ

り
上

の
人

の
理

解
だ

と
思

い
ま

す
。

理
解

と
協

力
。

【
み

ん
な

で
や

っ
て

い
け

そ
う

と
い

う
見

込
み

と
自

信
】

【
①

上
司

が
責

任
を

持
つ

と
い

う
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
】

♯
楽

し
い

し
ね

、
何

で
も

や
っ

て
い

け
る

な
あ

っ
て

い
う

感
じ

も
。

♯
で

も
何

か
責

任
、

院
長

に
言

わ
な

い
と

い
け

な
い

時
は

僕
が

動
く

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

は
あ

っ
た

か
ら

、
結

構
環

境
的

に
す

ご
く

恵
ま

れ
て

い
た

な
っ

て
い

う
ふ

う
な

思
い

は
あ

り
ま

す
ね

。

♯
何

か
あ

っ
た

と
き

に
で

も
こ

こ
に

持
ち

込
め

ば
、

何
と

な
く

み
ん

な
で

や
っ

て
い

け
そ

う
だ

な
あ

と
か

、
そ

う
い

う
自

信
に

も
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
り

す
る

ん
で

す
ね

。

【
地

域
診

断
】

【
放

置
し

て
は

い
け

な
い

、
ど

う
に

か
し

た
い

と
頑

張
る

】
【

課
題

を
共

有
す

る
場

を
設

け
る

】

♯
い

ろ
ん

な
人

か
ら

い
ろ

ん
な

話
を

聞
い

て
、

こ
こ

の
課

題
は

何
や

と
か

、
こ

れ
は

ほ
っ

と
け

な
い

な
と

か
、

ど
う

に
か

し
た

い
な

と
か

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
思

い
に

な
る

っ
て

い
う

こ
と

か
な

。

♯
自

分
が

行
動

を
起

こ
さ

な
く

て
も

、
そ

れ
を

共
有

で
き

る
場

を
持

つ
と

か
ね

。
そ

れ
で

も
一

つ
の

行
動

か
な

と
は

思
う

ん
で

す
け

ど
ね

。

♯
人

か
ら

聞
い

た
り

見
た

り
と

か
、

感
じ

た
り

し
た

こ
と

で
、

ち
ょ

っ
と

ほ
っ

と
け

へ
ん

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
ほ

っ
と

か
な

い
よ

う
に

頑
張

ろ
う

と
す

る
。

♯
そ

れ
ぞ

れ
の

機
関

の
課

題
と

い
う

の
も

教
え

て
く

れ
ま

す
よ

ね
。

そ
し

た
ら

、
私

の
立

場
で

は
、

保
健

所
の

立
場

で
は

ど
ん

な
こ

と
が

こ
の

方
に

対
し

て
で

き
る

か
な

っ
て

い
う

こ
と

を
、

か
か

わ
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

が
も

の
す

ご
く

大
事

だ
っ

て
思

い
ま

す

【
他

者
か

ら
知

恵
を

も
ら

う
】

【
資

料
化

】

♯
自

分
一

人
で

は
ど

う
に

も
な

ら
な

い
と

き
は

、
資

料
化

し
て

関
係

者
に

見
て

も
ら

っ
て

、
そ

れ
を

関
係

者
か

ら
も

意
見

を
も

ら
う

。
そ

れ
で

、
い

ろ
ん

な
手

だ
て

を
所

内
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

か
ら

知
恵

も
ら

っ
て

や
っ

て
い

く
と

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
ね

。

♯
自

分
一

人
で

は
ど

う
に

も
な

ら
な

い
と

き
は

、
資

料
化

し
て

関
係

者
に

見
て

も
ら

っ
て

、
そ

れ
を

関
係

者
か

ら
も

意
見

を
も

ら
う

。

【
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

確
立

】
【

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
本

で
学

ぶ
】

♯
自

分
の

立
場

、
保

健
所

と
い

う
立

場
と

、
そ

れ
か

ら
関

係
機

関
と

市
町

と
い

う
い

ろ
ん

な
立

ち
位

置
が

い
ろ

い
ろ

あ
る

人
の

中
で

一
緒

に
仕

事
を

し
て

い
き

ま
す

の
で

、
自

分
の

や
っ

ぱ
り

役
割

と
い

う
の

は
何

な
の

か
な

っ
て

い
う

こ
と

も
、

こ
こ

は
人

に
任

せ
る

と
こ

ろ
、

こ
こ

は
や

っ
ぱ

り
保

健
所

の
自

分
の

今
の

立
場

じ
ゃ

な
い

と
で

き
な

い
こ

と
、

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
考

え
た

い
な

あ
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

ま
し

た
。

♯
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

回
し

て
い

く
、

そ
れ

の
考

え
方

で
あ

っ
た

り
と

か
、

方
法

と
か

ね
、

そ
の

辺
の

あ
た

り
は

ち
ょ

っ
と

参
考

と
い

う
か

、
勉

強
し

な
い

と
い

け
な

い
な

っ
て

い
う

ふ
う

な
こ

と
は

思
い

ま
し

た
ね

。
そ

れ
で

、
そ

う
い

う
も

の
が

載
っ

て
る

本
と

か
は

ね
、

ち
ょ

っ
と

見
た

り
し

て
、

自
分

が
今

や
っ

て
る

こ
と

等
は

ど
こ

ら
辺

ま
で

が
で

き
て

て
、

あ
と

ど
ん

な
ふ

う
に

し
て

い
っ

た
ら

い
い

の
か

な
と

か
、

そ
の

辺
の

こ
と

は
ち

ょ
っ

と
疑

問
に

も
思

い
ま

し
た

し
、

悩
ん

だ
と

こ
ろ

で
も

あ
り

ま
す

し
、

見
ま

し
た

。



8

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

P
D

C
A

【
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
で

事
業

を
充

実
強

化
す

る
こ

と
は

面
白

い
】

【
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

回
す

】

♯
形

は
変

わ
っ

て
も

、
続

い
て

い
く

こ
と

な
の

で
、

そ
れ

は
や

っ
ぱ

り
や

り
な

が
ら

、
そ

こ
で

お
も

し
ろ

味
と

い
う

の
が

出
て

き
ま

す
ね

。
♯

ル
ー

ル
を

つ
く

っ
た

ら
、

あ
と

は
P

D
C

A
で

し
っ

か
り

と
そ

れ
を

評
価

し
て

い
っ

て
、

そ
れ

で
そ

の
ル

ー
ル

を
よ

り
ま

た
充

実
、

強
化

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
は

、
も

う
ず

ー
っ

と
続

い
て

い
く

こ
と

な
の

で

励
み

に
な

る
こ

と
【

地
域

が
変

わ
っ

て
い

く
の

が
励

み
に

な
る

】
【

結
果

を
捉

え
成

果
を

出
す

】

♯
乗

り
越

え
ら

れ
る

、
悩

ん
だ

と
き

っ
て

い
う

か
、

困
っ

た
と

き
で

も
励

み
に

な
る

な
あ

っ
て

思
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
成

果
と

し
て

地
域

が
変

わ
っ

て
い

く
と

い
う

か
ね

♯
例

え
ば

脳
卒

中
の

ル
ー

ル
を

つ
く

っ
た

ら
、

管
内

、
圏

域
内

の
救

急
搬

送
で

の
対

応
率

が
増

え
て

き
た

と
か

ね
。

で
、脳

卒
中

の
再

発
の

率
が

下
が

っ
て

い
っ

た
と

か
ね

、
何

か
そ

う
い

う
ふ

う
に

し
っ

か
り

と
結

果
が

例
え

ば
出

て
く

る
と

い
う

、
数

字
で

出
て

く
る

の
も

あ
る

し
、

後
は

住
民

さ
ん

と
か

、
関

係
者

の
声

と
し

て
ね

。
や

っ
ぱ

り
あ

あ
い

う
検

討
す

る
場

が
あ

っ
た

り
と

か
、

ル
ー

ル
が

で
き

た
こ

と
に

よ
っ

て
こ

う
や

っ
た

な
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

が
ね

、
出

て
く

る
と

い
う

の
は

、
悩

ん
だ

と
き

と
い

う
か

、
次

の
励

み
に

は
な

り
ま

す
、

自
分

の
活

動
の

中
で

。

【
同

じ
よ

う
な

思
い

を
持

っ
て

い
る

人
と

夢
を

語
り

合
う

】

♯
い

ろ
ん

な
仕

事
が

き
っ

か
け

な
ん

で
す

け
ど

、
仕

事
を

き
っ

か
け

に
し

て
の

同
じ

よ
う

な
思

い
を

持
っ

て
る

人
た

ち
で

、
夢

を
語

り
合

う
と

か
。

♯
肩

書
は

捨
て

て
、

個
人

と
し

て
し

ゃ
べ

り
合

え
る

よ
う

な
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
に

な
る

べ
く

出
向

い
て

い
っ

て
、

話
を

し
合

う
み

た
い

な
の

を
や

っ
て

き
ま

し
た

。

【
学

会
発

表
】

【
自

分
の

軌
跡

】
【

ま
と

め
る

力
】

♯
日

本
公

衆
衛

生
学

会
と

か
、

認
知

症
の

ほ
う

は
何

の
学

会
だ

っ
た

か
忘

れ
ま

し
た

け
ど

。
何

か
幾

つ
か

。
認

知
症

と
地

域
連

携
パ

ス
と

。
そ

れ
で

、
保

健
師

の
教

育
の

分
野

、
ず

ー
っ

と
前

、
大

昔
で

す
け

ど
。

♯
自

分
の

や
っ

て
き

た
こ

と
の

振
り

返
り

だ
と

か
、

そ
う

や
っ

て
き

ち
っ

て
残

し
て

お
く

と
、

何
年

か
た

っ
た

後
も

ま
た

こ
う

振
り

返
っ

た
り

で
き

ま
す

し
ね

。
3
0

歳
代

ぐ
ら

い
、

本
当

に
私

何
し

て
た

か
な

っ
て

思
い

ま
す

も
ん

ね
、

今
か

ら
思

え
ば

ね
。

♯
ま

と
め

に
は

す
ご

く
な

る
と

思
い

ま
す

ね
。

地
域

と
の

関
係

性
【

保
健

所
保

健
師

の
家

庭
訪

問
は

各
機

関
に

行
く

こ
と

に
置

き
換

わ
っ

て
い

く
】

♯
保

健
師

に
な

っ
た

当
時

は
、

家
庭

訪
問

い
っ

ぱ
い

あ
っ

た
の

で
、

い
ろ

ん
な

経
験

で
き

た
ん

で
す

け
ど

、
4
0

ぐ
ら

い
か

ら
は

ね
、

も
う

訪
問

も
少

な
く

な
っ

て
き

た
。

そ
の

中
で

、
保

健
所

の
保

健
師

は
今

ま
で

家
の

個
人

に
訪

問
に

結
構

行
っ

て
た

け
ど

、
こ

れ
か

ら
は

各
機

関
と

か
、

事
業

所
と

か
、

い
ろ

ん
な

関
係

機
関

に
行

く
こ

と
が

何
か

家
庭

訪
問

、昔
の

ね
。

そ
う

い
う

よ
う

な
こ

と
か

な
っ

て
。

そ
の

各
機

関
は

、
住

民
と

つ
な

が
っ

て
い

る
っ

て
い

う
こ

と
で

、
ち

ょ
っ

と
間

接
的

に
な

り
ま

す
け

ど
、

機
関

を
通

し
て

地
域

を
知

る
と

い
う

か
ね

。
そ

ん
な

ふ
う

な
活

動
に

保
健

所
の

保
健

師
っ

て
な

っ
て

い
く

の
か

な
あ

み
た

い
な

こ
と

は
す

ご
く

思
い

ま
し

た
ね

。

【
そ

の
人

の
や

り
た

い
こ

と
が

で
き

る
周

り
の

環
境

づ
く

り
を

し
た

い
】

【
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

】

♯
一

つ
の

と
こ

ろ
が

何
か

こ
う

や
り

た
い

な
あ

、
こ

ん
な

動
き

し
た

い
な

あ
っ

て
思

っ
て

い
た

ら
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

思
い

を
感

じ
て

、
そ

し
た

ら
そ

の
思

い
、

そ
う

い
う

や
り

た
い

と
い

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

、
そ

の
人

の
周

り
の

環
境

づ
く

り
を

し
て

い
き

た
い

な

♯
人

も
そ

う
で

す
し

。
そ

し
て

、
検

討
の

場
も

そ
う

で
す

し
、

こ
の

人
と

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

に
私

た
ち

が
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

と
か

、
紹

介
し

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
活

動
も

保
健

師
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
大

事
な

仕
事

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。

【
関

係
者

間
の

動
き

を
国

の
方

向
性

を
見

て
軌

道
修

正
す

る
】

♯
管

轄
地

域
が

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
実

習
的

に
い

ろ
ん

な
活

動
が

そ
の

人
た

ち
で

動
い

て
く

れ
る

、
関

係
者

間
で

動
い

て
く

れ
る

と
い

う
も

の
の

後
ろ

盾
っ

て
い

い
ま

す
か

ね
、

私
た

ち
の

立
ち

位
置

と
し

て
は

ね
、

そ
れ

を
見

守
っ

た
り

、
ち

ょ
っ

と
方

向
性

が
国

の
い

ろ
ん

な
動

き
と

か
、

私
た

ち
は

把
握

で
き

る
の

で
。

そ
の

方
向

性
と

、
ち

ょ
っ

と
間

違
っ

て
た

ら
軌

道
修

正
し

て
い

く
と

か
、

見
守

る
と

い
う

ん
で

す
か

ね
。 
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
子

育
て

期
の

お
母

さ
ん

の
会

】
【

保
健

師
の

想
像

を
超

え
る

展
開

に
な

る
】

【
場

づ
く

り
】

♯
ち

ょ
う

ど
同

じ
年

代
ぐ

ら
い

の
子

供
を

持
つ

お
母

さ
ん

方
が

集
ま

る
機

会
が

あ
っ

た
。

そ
の

お
母

さ
ん

方
が

自
分

た
ち

で
子

ど
も

に
何

か
ち

ょ
っ

と
熱

出
し

た
り

と
か

、
け

が
し

た
り

し
て

も
、

す
ぐ

に
病

院
に

か
か

ら
ず

に
自

分
た

ち
で

で
き

る
、

母
親

と
し

て
で

き
る

こ
と

が
あ

る
だ

ろ
う

、
予

防
的

に
も

、
処

置
的

に
も

あ
る

だ
ろ

う
。

そ
の

辺
の

勉
強

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

医
療

機
関

に
負

担
を

か
け

な
く

て
も

済
む

こ
と

も
一

方
で

は
あ

る
し

、
そ

う
い

う
活

動
が

し
た

い
な

っ
て

い
う

こ
と

を
お

っ
し

ゃ
っ

た
と

き
に

、
地

域
の

医
療

福
祉

を
考

え
る

懇
話

会
と

い
う

の
を

保
健

所
で

持
っ

て
い

て
、

そ
の

懇
話

会
に

小
児

科
の

医
者

、
消

防
士

、
介

護
の

事
業

主
、

い
ろ

い
ろ

お
ら

れ
た

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

お
母

さ
ん

が
言

っ
た

こ
と

を
そ

の
場

で
お

母
さ

ん
か

ら
発

言
し

て
も

ら
っ

て
、

そ
し

た
ら

小
児

科
の

先
生

は
小

児
の

病
気

と
い

う
と

こ
ろ

で
自

分
も

協
力

で
き

る
か

ら
と

勉
強

会
で

講
師

に
来

て
も

ら
う

。
そ

れ
で

、
救

急
で

も
救

急
搬

送
は

子
ど

も
が

一
番

多
い

の
で

消
防

士
の

立
場

か
ら

、
事

故
防

止
等

の
協

力
を

し
て

も
ら

っ
て

、
お

母
さ

ん
は

お
母

さ
ん

を
集

め
る

か
ら

、
そ

こ
で

勉
強

会
を

す
る

と
か

ね
。

♯
そ

こ
に

楽
し

い
こ

と
や

、
お

母
さ

ん
の

発
想

っ
て

す
ご

い
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
子

供
た

ち
を

、
今

度
消

防
署

に
連

れ
て

い
っ

て
、

実
際

の
消

防
車

に
乗

せ
て

、
そ

こ
で

そ
う

い
う

体
験

を
す

る
と

か
ね

。
そ

れ
も

、
そ

の
つ

な
が

り
の

中
で

で
き

て
き

た
り

と
か

。 

♯
そ

う
い

う
つ

な
ぎ

役
で

あ
っ

た
り

、
そ

う
い

う
関

係
す

る
人

た
ち

に
集

ま
っ

て
も

ら
う

場
づ

く
り

で
あ

っ
た

り
と

か
。

だ
か

ら
、

そ
う

い
う

よ
う

な
こ

と
が

、
保

健
師

っ
て

で
き

て
い

く
か

ら
。

保
健

師
と

し
て

め
ざ

す
も

の
【

保
健

師
は

良
い

仕
事

】

♯
そ

の
辺

い
い

仕
事

か
な

。
自

分
が

、
そ

ん
な

に
直

接
動

か
な

く
て

も
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
ね

、
み

ん
な

が
動

い
て

く
れ

た
の

か
な

。

【
保

健
師

間
で

共
有

し
、

後
輩

に
楽

し
く

仕
事

を
し

て
も

ら
い

た
い

】

♯
や

っ
ぱ

り
、

仲
間

を
増

や
し

た
い

な
と

は
思

い
ま

す
。

そ
れ

か
ら

、
な

る
べ

く
自

分
が

や
っ

て
る

こ
と

も
共

有
し

な
が

ら
、

一
緒

に
、

さ
っ

き
は

住
民

と
か

、
関

係
機

関
と

一
緒

に
喜

び
あ

え
る

っ
て

言
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

ん
な

ふ
う

に
私

た
ち

が
や

っ
た

こ
と

を
保

健
師

間
で

ね
。

♯
後

輩
と

か
ね

。
一

緒
に

仕
事

を
す

る
中

で
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
見

た
ら

す
ご

い
楽

し
い

よ
ね

と
か

っ
て

い
う

こ
と

を
、

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

ず
つ

後
輩

の
人

た
ち

に
も

伝
え

て
い

っ
て

、
そ

れ
で

楽
し

く
仕

事
が

、
下

の
人

た
ち

も
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

ね
、

何
か

私
に

で
き

る
こ

と
が

あ
っ

た
ら

し
て

い
き

た
い

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
ね

。

【
気

に
か

け
て

も
ら

っ
て

い
る

と
い

う
嬉

し
さ

】

♯
声

は
か

け
て

も
ら

え
て

う
れ

し
か

っ
た

な
っ

て
い

う
の

は
あ

り
ま

す
け

ど
ね

。
気

に
か

け
て

も
ら

っ
て

る
っ

て
い

う
の

は
。

【
地

域
や

人
を

い
か

に
興

味
深

く
知

ろ
う

と
す

る
か

】

♯
基

本
人

が
好

き
と

い
う

か
ね

。
だ

か
ら

、
や

っ
ぱ

り
興

味
っ

て
い

う
の

が
な

い
と

、
見

て
来

よ
う

と
も

思
わ

な
い

し
、

あ
の

人
の

こ
と

知
り

た
い

と
も

思
わ

な
い

し
、

あ
の

人
が

住
ん

で
い

る
家

が
こ

ん
な

の
だ

っ
て

い
う

こ
と

も
あ

え
て

意
識

的
に

見
よ

う
と

も
思

わ
な

い
で

す
よ

ね
。 

　
だ

か
ら

、
対

象
の

地
域

で
あ

っ
て

も
、

人
で

あ
っ

て
も

、
い

か
に

そ
の

人
を

興
味

深
く

知
ろ

う
と

す
る

か
、

見
よ

う
と

す
る

か
っ

て
い

う
こ

と
は

、
す

ご
い

大
事

な
こ

と
だ

と
思

う
ん

で
す

。
機

関
も

一
緒

や
と

思
い

ま
す

。
や

っ
ぱ

り
そ

れ
が

な
い

と
、

見
方

も
流

れ
て

い
く

。
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表
3

　
事

例
2

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

子
ど

も
の

居
場

所
・

遊
場

づ
く

り

（ 採 用 1
8 年 目 ）

【
地

域
の

機
関

、
団

体
を

つ
な

げ
、

実
行

委
員

会
形

式
で

課
題

を
解

決
す

る
】

【
実

施
主

体
は

住
民

で
あ

る
こ

と
の

基
軸

】
【

組
織

化
の

準
備

・
協

働
の

た
め

の
根

回
し

】

#
主

体
と

か
、

実
施

主
体

は
、

そ
の

実
行

委
員

会
が

や
る

っ
て

い
う

形
に

し
て

い
た

の
で

、
そ

の
方

々
が

い
ろ

ん
な

子
供

の
グ

ル
ー

プ
さ

ん
に

声
を

か
け

た
り

、
お

母
さ

ん
に

声
を

か
け

た
り

し
て

、
つ

な
が

り
は

、
そ

こ
の

住
人

同
士

の
中

で
は

で
き

て
い

っ
た

と
思

い
ま

す

#
準

備
組

織
、組

織
間

だ
か

ら
、い

ろ
ん

な
機

関
、団

体
。

団
体

同
士

を
つ

な
げ

て
、

集
ま

っ
て

、
実

行
委

員
会

っ
て

形
に

し
て

、
で

、
そ

の
中

で
子

供
の

遊
び

場
と

か
、

そ
れ

か
ら

お
も

ち
ゃ

を
つ

く
っ

た
り

で
し

た
っ

け
、

遊
具

を
、

遊
び

の
機

会
と

か
、

居
場

所
つ

く
り

ま
し

ょ
う

と
い

う
こ

と
を

提
案

し
て

、
そ

の
組

織
同

士
が

共
働

し
て

、
ま

あ
、

実
行

委
員

会
形

式
だ

か
ら

共
働

し
て

、
組

織
と

し
成

り
立

っ
て

い
く

の
を

支
援

を
し

た
っ

て
い

う
こ

と
#

市
民

児
童

委
員

さ
ん

が
ま

ず
1

番
で

、
や

っ
ぱ

り
そ

の
地

域
の

中
で

誰
に

声
を

か
け

た
ら

そ
の

地
域

が
動

く
の

か
っ

て
い

う
の

を
、

や
っ

ぱ
り

よ
く

知
っ

て
い

る
し

、
順

番
を

知
っ

て
い

る
の

で
、

そ
こ

と
相

談
を

し
な

が
ら

、
こ

っ
ち

の
自

治
会

で
連

合
町

内
会

長
と

か
。

そ
の

と
き

、
何

人
に

声
か

け
た

か
ち

ょ
っ

と
忘

れ
ま

し
た

け
ど

、
そ

こ
は

や
っ

ぱ
り

地
域

の
人

と
相

談
し

て
、

ど
う

い
う

人
を

集
め

よ
う

と
か

、
人

選
と

か
、

そ
の

辺
は

や
っ

た
感

じ
で

す
ね

。
高

齢
者

の
見

守
り

体
制

づ
く

り
・

介
護

予
防

活
性

化
【

介
護

予
防

事
業

を
地

域
づ

く
り

型
介

護
予

防
事

業
の

取
組

へ
】

【
事

業
主

体
で

な
く

、
こ

う
あ

っ
た

ら
い

い
ね

を
語

り
合

う
】

#
介

護
予

防
と

か
が

結
構

事
業

と
か

で
は

中
心

な
の

で
、

介
護

予
防

の
活

動
が

活
発

に
な

る
だ

と
か

、
高

齢
者

の
居

場
所

が
で

き
る

だ
と

か
、

そ
う

い
う

見
守

り
と

か
、

い
わ

ゆ
る

顔
見

知
り

の
関

係
が

で
き

る
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

し
て

、
介

護
予

防
か

ら
も

そ
う

だ
し

、
い

ろ
ん

な
角

度
か

ら
そ

れ
が

で
き

る
よ

う
な

地
域

づ
く

り
を

す
る

っ
て

い
う

の
を

、
主

に
民

生
委

員
会

と
一

緒
に

、
話

し
合

い
な

ん
か

を
通

し
な

が
ら

、
お

伝
え

し
つ

つ
、

考
え

て
い

っ
た

と
い

う
よ

う
な

活
動

に
な

る
か

な
【

地
域

診
断

を
使

い
、

高
齢

者
の

現
状

と
あ

る
べ

き
姿

の
共

有
】

【
事

業
の

振
り

返
り

だ
け

で
終

わ
ら

な
い

】
【

課
題

の
共

有
化

の
手

法
:

ワ
ー

ル
ド

・
カ

フ
ェ

】
【

仲
間

の
存

在
:

同
僚

・
中

堅
2

名
の

方
向

性
】

#
地

域
の

中
に

高
齢

者
が

ど
ん

な
現

状
に

な
っ

て
い

て
、

高
齢

者
に

と
っ

て
ど

ん
な

場
が

あ
っ

た
ら

健
康

で
長

生
き

で
き

る
か

っ
て

い
う

こ
と

を
、み

ん
な

で
話

し
合

い
を

し
た

っ
て

い
う

の
を

、重
ね

て
い

っ
た

感
じ

#
高

齢
者

に
と

っ
て

は
、

概
念

と
し

て
、

こ
う

い
う

居
場

所
が

あ
っ

た
ら

い
い

よ
ね

、
こ

う
い

う
活

動
が

地
域

に
あ

っ
た

ら
い

い
よ

ね
っ

て
い

う
こ

と
を

、
ち

ょ
っ

と
こ

う
明

確
に

し
た

っ
て

い
う

の
が

あ
っ

て

#
ワ

ー
ル

ド
・

カ
フ

ェ
で

、
そ

の
思

っ
て

る
こ

と
を

と
に

か
く

出
そ

う
と

い
う

の
を

、
と

こ
ろ

ま
で

は
や

っ
て

、
課

題
の

整
理

ま
で

は
。

#
若

手
の

職
員

ば
っ

か
り

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

こ
に

中
堅

の
二

人
が

一
緒

に
来

て
、

同
じ

よ
う

な
方

向
だ

っ
た

ん
で

よ
か

っ
た

ん
だ

と
思

い
ま

す

#
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

必
ず

一
緒

に
や

る
の

で
、

包
括

の
保

健
師

職
も

入
れ

て
、

そ
こ

を
話

し
合

っ
て

共
有

を
し

た
#

事
業

を
振

り
返

る
と

、
こ

こ
の

参
加

者
が

少
な

い
、

ど
う

や
っ

て
参

加
者

を
増

や
そ

う
か

っ
て

い
う

レ
ベ

ル
ま

で
し

か
振

り
返

れ
な

い
で

す
、

こ
の

事
業

の
課

題
っ

て
言

っ
た

と
き

に
#

紙
に

い
ろ

い
ろ

分
析

し
な

が
ら

ね
#

み
ん

な
が

共
有

で
き

る
よ

う
に

【
手

段
を

持
つ

機
関

と
の

目
標

共
有

】
【

デ
ー

タ
を

可
視

化
・

課
題

を
目

標
へ

変
え

る
】

#
課

題
の

整
理

と
、

大
体

こ
う

い
う

方
向

に
進

む
ん

だ
よ

ね
っ

て
い

う
と

こ
ろ

ま
で

は
、

あ
あ

い
う

の
で

や
っ

て
、

そ
れ

を
や

っ
ぱ

り
紙

に
落

と
し

て
、

で
、

包
括

も
含

め
て

共
有

し
て

、
や

っ
ぱ

り
や

っ
た

こ
と

を
会

議
で

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
、

も
う

一
回

説
明

し
て

、
ま

た
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

っ
て

い
う

。
も

う
、

特
に

包
括

に
は

何
度

も
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
ま

し
た

。

#
真

の
共

感
じ

ゃ
な

い
け

ど
、

一
応

こ
う

い
う

課
題

は
、

で
も

や
っ

ぱ
り

あ
る

程
度

自
分

の
エ

リ
ア

の
中

で
は

考
え

て
思

っ
て

は
い

た
の

で
、

少
し

そ
う

や
っ

て
合

致
し

た
と

こ
ろ

を
、

こ
う

い
う

形
と

し
て

共
通

の
も

の
つ

く
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
っ

て
い

う
ふ

う
に

し
た

。
形

で
こ

う
、

何
と

い
う

ん
で

す
か

ね
、

目
標

と
形

は
一

緒
に

し
た

。

#
地

域
の

こ
と

を
考

え
て

も
ら

う
機

会
を

つ
く

っ
た

と
き

に
、

こ
こ

の
地

域
は

例
え

ば
デ

ー
タ

で
言

う
と

こ
ん

な
こ

と
が

高
齢

者
の

こ
と

で
起

こ
っ

て
き

て
ま

す
よ

、
孤

立
し

て
る

と
か

、
ひ

と
り

暮
ら

し
の

人
は

実
は

こ
の

く
ら

い
い

て
と

か
、

そ
う

い
っ

た
デ

ー
タ

、
地

域
デ

ー
タ

を
出

し
て

皆
さ

ん
に

見
て

も
ら

う

【
自

己
決

定
の

重
要

性
】

【
地

区
診

断
の

重
要

性
の

再
確

認
】

【
H

学
院

の
受

講
】

#
区

に
言

わ
れ

た
か

ら
や

っ
た

の
よ

っ
て

、
よ

く
そ

う
い

う
言

い
方

し
ま

す
よ

ね
。

で
、

最
初

は
手

伝
っ

て
く

れ
た

け
ど

や
っ

て
く

れ
な

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
と

か
、

来
な

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
だ

と
か

っ
て

言
わ

れ
る

の
は

、
今

ま
で

ず
ー

っ
と

よ
く

あ
っ

た
こ

と
な

の
で

、
そ

う
じ

ゃ
な

く
て

、
自

分
た

ち
で

や
っ

ぱ
り

考
え

て
、

納
得

し
て

、
立

ち
上

げ
る

必
要

が
あ

っ
た

と
思

っ
た

か
ら

や
っ

た
ん

だ
よ

ね
っ

て
、

そ
れ

の
お

手
伝

い
を

す
る

ん
で

す
っ

て
い

う
、

そ
う

い
う

そ
の

ス
タ

ン
ス

。

#
分

析
す

る
こ

と
、

評
価

す
る

こ
と

、
大

事
な

ん
だ

な
っ

て
。

や
っ

ぱ
り

今
の

現
状

が
ど

う
で

、
課

題
は

何
で

、
だ

か
ら

っ
て

い
う

そ
の

根
拠

と
か

ね
、

そ
の

辺
厳

し
い

で
す

ね
。

そ
こ

や
っ

ぱ
り

き
ち

ん
と

し
て

こ
と

が
い

く
大

事
だ

な

【
活

動
の

核
】

〜
誰

の
た

め
、

何
の

た
め

〜
【

職
場

に
持

ち
帰

り
話

し
合

う
】

【
職

場
内

の
話

せ
る

環
境

・
雰

囲
気

】
#

核
が

な
い

と
、

本
当

に
こ

う
ぐ

ら
つ

い
ち

ゃ
っ

て
、

職
場

に
帰

っ
て

職
員

と
こ

う
、

こ
う

い
う

ふ
う

だ
よ

ね
と

か
話

し
ま

す
よ

ね
。

#
要

は
常

に
こ

う
目

標
に

振
り

返
る

。
な

ぜ
や

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
に

、
い

つ
も

振
り

返
ら

な
い

と
、

自
分

も
ぐ

ら
つ

く
の

で
、

や
っ

ぱ
り

そ
こ

が
大

事
と

か
、

し
て

な
い

と
。

#
話

せ
る

環
境

が
ま

ず
あ

っ
た

、
職

場
内

に
。

職
員

同
士

も
そ

う
だ

し
、

上
司

も
そ

う
で

す
ね

。
話

せ
る

環
境

が
あ

っ
て

、
で

、
相

談
が

で
き

た
か

ら
か

な
と

思
っ

て
ま

す
け

ど
#

住
民

に
と

っ
て

ど
う

な
の

か
っ

て
い

う
視

点
で

、
仕

事
が

で
き

た
ら

い
い

の
か

な
と

#
時

間
内

は
や

っ
て

も
ら

い
ま

す
。

だ
け

ど
、

で
き

な
い

の
は

、
み

ん
な

で
カ

バ
ー

す
る

よ
っ

て
い

う
雰

囲
気

が
あ

っ
た

ん
で

す
。

そ
れ

な
い

と
、

多
分

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
意

欲
の

あ
る

キ
ー

マ
ン

と
の

出
会

い
】

【
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

使
っ

た
課

題
の

投
げ

か
け

】
【

顔
を

売
っ

て
く

る
】

#
民

生
委

員
さ

ん
に

意
欲

。
や

っ
ぱ

り
意

欲
の

あ
る

地
域

、
そ

れ
、

こ
う

い
う

同
じ

こ
と

を
や

っ
て

も
、

全
然

や
っ

ぱ
反

応
し

な
い

地
域

も
、

私
も

1
個

は
持

っ
て

ま
し

た
。

で
も

、
こ

こ
は

割
と

男
性

の
率

が
高

か
っ

た
り

、
論

理
的

に
考

え
ら

れ
る

人
た

ち
が

少
し

い
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

の
は

あ
り

ま
す

ね

#
そ

う
い

っ
た

情
報

と
か

、
そ

の
分

担
で

、
少

し
こ

う
い

う
機

会
で

会
う

か
ら

、
じ

ゃ
あ

こ
の

と
こ

を
話

し
て

お
こ

う
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

も
含

め
て

や
っ

ぱ
り

や
っ

て
き

た
の

も
あ

り
ま

す
。

#
老

人
ク

ラ
ブ

行
っ

て
健

康
教

育
し

て
く

る
じ

ゃ
な

い
。

そ
の

と
き

に
、

会
長

だ
と

か
、

ほ
か

の
人

と
、

茶
飲

み
話

も
含

め
て

し
て

、
そ

う
い

う
と

き
に

、
こ

う
ち

ょ
こ

ち
ょ

こ
っ

と
話

し
て

き
た

り
、

聞
い

て
き

た
ら

ど
う

と
か

、
そ

う
い

う
何

て
言

う
ん

で
す

か
ね

、
ち

ょ
っ

と
し

た
関

係
づ

く
り

と
か

、
顔

を
売

っ
て

く
る

と
か

、
何

か
そ

う
い

う
の

が
、

何
か

が
な

い
と

で
き

な
い

っ
て

言
う

た
ら

変 #
私

だ
け

が
こ

こ
の

地
域

に
か

か
わ

る
わ

け
じ

ゃ
な

い
か

ら
#

働
き

か
け

て
、

直
接

、
や

っ
ぱ

話
し

ま
す

ね
#

や
っ

ぱ
り

そ
れ

を
話

し
合

っ
た

機
会

に
と

ら
え

て
お

く
の

で
【

介
護

予
防

事
業

の
自

主
グ

ル
ー

プ
化

】
【

サ
ー

ビ
ス

の
受

け
手

か
ら

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

へ
成

長
】

【
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

存
在

を
逃

さ
な

い
】

【
上

司
の

理
解

と
保

健
師

の
考

え
る

能
力

】
#

身
近

な
と

こ
ろ

で
っ

て
い

う
の

が
一

つ
の

キ
ー

ワ
ー

ド
だ

っ
た

の
で

、
身

近
な

と
こ

ろ
で

、
自

分
た

ち
で

っ
て

い
う

か
、

お
金

を
か

け
な

い
で

、
で

、
し

か
も

継
続

し
て

や
る

っ
て

い
う

コ
ン

セ
プ

ト
を

打
ち

出
し

て
い

た
ん

で
す

ね
。

で
、

そ
れ

を
住

民
に

理
解

し
て

も
ら

っ
て

、
で

、
そ

こ
を

や
る

の
に

、
ま

ず
私

は
一

つ
は

単
位

町
内

会
。

で
、

た
ま

た
ま

、
た

ま
た

ま
知

り
合

っ
た

核
と

な
る

人
を

中
心

に
で

す
ね

、
結

果
的

に
は

体
操

の
グ

ル
ー

プ
だ

と
か

、
活

動
、

そ
の

地
域

の
中

で
の

も
の

が
で

き
た

っ
て

い
う

形
な

ん
で

す

#
本

当
は

二
次

予
防

事
業

の
対

象
者

レ
ベ

ル
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

ま
あ

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
も

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

が
い

る
ん

だ
な

と
い

う
こ

と
で

拾
っ

て
、

活
動

が
で

き
て

、
ず

っ
と

継
続

は
し

て
て

。

#
私

そ
こ

に
事

業
委

託
し

て
い

る
の

で
、

委
託

対
象

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
人

が
い

る
か

ら
見

に
い

っ
た

わ
け

で
す

。
で

、
見

に
行

っ
て

た
ま

た
ま

ち
ょ

っ
と

話
を

し
た

と
き

に
、

実
は

地
域

で
こ

ん
な

こ
と

を
、

何
だ

っ
け

な
、

何
か

活
動

を
自

分
な

り
に

や
っ

て
い

て
で

す
ね

、
自

治
会

を
巻

き
込

ん
で

。
で

、
や

っ
ぱ

り
こ

の
運

動
の

教
室

参
加

し
て

み
て

、
体

操
と

か
運

動
が

大
事

だ
と

思
う

か
ら

、
こ

の
何

か
や

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
の

よ
ね

っ
て

い
う

話
だ

っ
た

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
じ

ゃ
あ

そ
れ

は
ぜ

ひ
一

緒
に

や
り

ま
し

ょ
う

か
っ

て
言

っ
て

、
そ

の
介

護
予

防
の

居
場

所
づ

く
り

と
い

う
か

、
こ

の
地

域
型

の
も

の
を

一
緒

に
こ

う
考

え
て

、
そ

の
地

域
を

中
心

に
展

開
し

た
っ

て
い

う
形

#
そ

の
全

体
の

理
解

と
、

そ
の

下
の

考
え

る
力

と
か

、
や

る
気

と
か

が
な

い
と

、
ち

ょ
う

ど
あ

っ
た

か
ら

だ
と

思
い

ま
す

け
ど

ね
。

で
な

い
と

難
し

い
で

す
ね

。

【
自

主
グ

ル
ー

プ
の

継
続

に
向

け
て

】
【

自
主

的
な

グ
ル

ー
プ

の
広

報
・

情
報

発
信

戦
略

】
#

全
部

課
長

の
後

押
し

が
あ

っ
た

か
ら

#
そ

こ
が

1
件

目
だ

か
ら

っ
て

い
っ

て
、

広
報

的
な

感
じ

の
ス

イ
ッ

チ
を

や
っ

て
く

れ
て

ま
し

た
ね

。
1

件
目

だ
か

ら
っ

て
い

っ
て

話
を

し
て

く
れ

る
と

か
、

そ
う

い
う

の
が

で
き

て

#
区

の
広

報
に

入
れ

て
も

ら
っ

た
り

、
い

ろ
ん

な
発

表
に

も
や

っ
て

も
ら

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

広
告

塔
的

な
役

割
も

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。

【
家

庭
訪

問
】

#
家

庭
訪

問
は

、
も

う
あ

っ
て

当
た

り
前

。
ベ

ー
ス

が
あ

っ
て

、
で

、
次

の
段

階
と

し
て

、
多

分
課

長
の

言
わ

れ
た

こ
と

が
で

き
る

。
家

庭
訪

問
は

当
た

り
前

な
ん

だ
っ

て
思

う
ん

で
す

け
ど

、
で

も
そ

こ
が

多
分

、
少

な
い

ん
で

す
よ

ね
【

地
区

担
当

制
】

【
業

務
で

分
断

さ
れ

な
い

し
た

地
域

づ
く

り
】

【
業

務
分

担
で

得
ら

れ
な

い
体

験
】

【
区

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
】

#
地

区
組

織
を

つ
く

っ
て

い
く

と
か

、
活

動
が

で
き

る
と

か
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

つ
な

が
っ

て
き

ま
す

よ
ね

。
#

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

話
を

し
た

民
生

委
員

さ
ん

が
、

子
供

の
虐

待
の

主
任

児
童

委
員

さ
ん

と
し

て
個

別
に

も
お

願
い

が
で

き
る

と
か

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

っ
た

こ
と

が
、

地
区

担
当

を
し

て
い

る
と

一
応

で
き

る
の

で
、

そ
の

経
験

は
よ

か
っ

た

#
要

は
こ

の
O

市
の

業
担

制
に

反
し

た
体

制
を

と
っ

て
た

ん
で

す
、

1
区

だ
け

。
地

区
担

当
制

【
分

断
し

な
い

組
織

体
制

】
【

経
験

し
て

も
つ

な
げ

ら
れ

な
い

課
題

】
【

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

】
#

形
の

中
に

、
意

識
し

な
く

て
も

形
の

中
に

盛
り

込
ま

せ
な

い
と

、
要

は
若

い
人

は
で

き
な

い
で

す
#

若
手

で
も

、
子

供
や

っ
て

、
高

齢
来

て
、

だ
か

ら
経

験
し

て
る

ん
だ

け
ど

、
何

か
高

齢
に

行
っ

た
と

き
に

、
子

供
の

関
係

の
問

題
あ

る
な

と
思

っ
た

け
ど

、
な

か
な

か
つ

な
げ

な
か

っ
た

り
、

言
え

な
か

っ
た

り
し

て
ま

す
よ

ね
、

ど
う

し
て

で
す

か
ね

。

#
地

区
分

担
も

経
験

し
、

業
務

分
担

制
の

子
供

も
経

験
し

、
高

齢
も

経
験

し
っ

て
い

う
こ

と
を

経
験

す
る

中
で

【
自

己
研

鑽
】

【
経

験
と

S
C

醸
成

の
持

つ
意

味
】

【
保

健
師

同
士

が
共

に
考

え
る

】
【

人
材

育
成

の
で

き
る

環
境

】
#

特
別

し
て

は
な

い
で

す
。

で
も

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
キ

ャ
ピ

タ
ル

、
地

域
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
も

ね
、

職
場

内
の

保
健

師
の

育
成

も
同

じ
だ

と
思

い
ま

す
、

や
る

こ
と

は
。

何
て

い
う

ん
で

す
か

ね
、

要
は

そ
の

顔
の

見
え

る
関

係
を

つ
く

る
と

か
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
つ

く
る

と
か

、
信

頼
関

係
が

で
き

る
と

か
、

話
し

や
す

い
状

況
に

な
る

と
か

、
同

じ
だ

と
思

う
ん

で
す

#
や

り
方

も
、

効
果

も
、

一
緒

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

#
顔

の
見

え
る

関
係

が
な

い
か

ら
、

今
ち

ょ
っ

と
し

た
情

報
を

ち
ょ

こ
っ

と
伝

え
る

と
か

し
た

こ
と

が
、

や
っ

ぱ
り

し
づ

ら
い

で
す

ね
。

だ
か

ら
そ

こ
が

で
き

る
よ

う
な

関
係

性
を

つ
く

っ
て

い
く

と
か

、
機

会
が

つ
く

っ
て

い
く

と
か

、
題

材
が

あ
っ

て
、

そ
れ

を
一

緒
に

考
え

る
と

か
、

何
か

や
っ

ぱ
り

そ
う

い
う

こ
と

を
、

保
健

師
同

士
に

も
結

局
し

て
い

か
な

い
と

、
で

き
な

い
ん

で
す

よ

#
職

場
内

の
話

が
で

き
る

相
談

し
合

え
る

環
境

だ
と

か
、

あ
と

は
上

司
の

方
針

、
後

押
し

か
な

あ
と

。
住

民
に

外
的

な
要

因
が

あ
っ

た
と

き
に

乗
り

越
え

ら
れ

た
の

は
、

こ
れ

は
や

っ
ぱ

り
共

通
し

て
、

職
場

で
そ

う
持

ち
帰

っ
て

、
相

談
し

て
っ

て
い

う
こ

と
が

あ
っ

た
か

ら
、

大
丈

夫
よ

と
か

、
こ

の
人

に
相

談
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

の
と

か
、

そ
ん

な
の

が
あ

っ
た

か
ら

#
そ

の
職

場
の

目
標

と
か

、
体

制
、

環
境

的
な

要
因

て
い

う
の

す
ご

く
大

き
い

ん
で

す
け

ど
、

や
っ

ぱ
り

ね
、

首
長

の
理

解
も

あ
っ

た
ん

で
す

。
【

統
括

者
の

役
割

の
重

要
性

】
【

保
健

師
活

動
の

評
価

】
【

上
司

へ
保

健
師

の
活

動
を

伝
え

る
能

力
】

#
大

体
、

保
健

師
の

や
っ

て
い

る
こ

と
わ

か
り

づ
ら

い
の

で
#

上
に

き
ち

ん
と

わ
か

っ
て

も
ら

う
よ

う
な

説
明

と
か

、
よ

く
、

見
え

る
か

。
見

え
る

形
に

し
て

お
伝

え
す

る
。

大
体

、
保

健
師

の
や

っ
て

い
る

こ
と

わ
か

り
づ

ら
い

の
で

【
新

人
教

育
】

【
S

5
8

年
老

健
法

前
の

経
験

】
#

一
緒

に
連

れ
て

行
っ

て
見

せ
た

り
は

し
ま

し
た

。
こ

う
い

う
話

し
合

い
を

す
る

か
ら

、
一

緒
に

行
こ

う
っ

て
言

っ
て

一
緒

に
行

っ
て

見
て

た
り

す
る

ん
で

す
け

ど
。

#
事

業
っ

て
い

う
も

の
が

な
か

っ
た

か
ら

、
自

分
た

ち
が

地
域

に
行

っ
て

、
住

民
の

声
を

聞
い

て
、

そ
の

声
が

同
じ

地
域

に
、

同
じ

よ
う

な
声

が
あ

っ
た

ら
、こ

れ
が

ニ
ー

ズ
な

ん
だ

ね
。

じ
ゃ

あ
こ

れ
を

解
決

す
る

た
め

に
、

何
か

や
ん

な
き

ゃ
い

け
な

い
ん

だ
ね

っ
て

い
う

よ
う

な
、

そ
う

い
う

仕
事

の
仕

方
を

し
て

た
ん

だ
と

思
う

。
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

2 年 目

【
先

輩
保

健
師

が
立

ち
上

げ
た

愛
育

班
を

自
分

が
潰

し
た

】
2

年
目

【
一

人
で

つ
く

る
自

信
は

無
い

】
【

自
分

の
力

量
（

組
織

の
目

的
の

理
解

、
知

識
、

説
明

力
、

ス
キ

ル
）

が
必

要
】

【
②

地
域

の
人

間
関

係
が

悪
い

】

♯
昭

和
5
4

年
に

前
の

保
健

師
さ

ん
が

立
ち

上
げ

て
く

れ
た

愛
育

班
が

二
つ

あ
っ

て
、

一
つ

の
愛

育
班

、
そ

の
○

愛
育

班
と

い
う

と
こ

ろ
が

、
そ

の
と

き
の

当
時

の
班

長
さ

ん
と

班
員

さ
ん

た
ち

の
人

間
関

係
が

悪
く

な
っ

て
、

消
滅

し
て

し
ま

っ
た

ん
で

す
、

♯
す

ご
い

落
ち

込
ん

で
、

で
も

新
た

に
つ

く
ろ

う
と

い
う

、
す

ご
い

、
そ

の
苦

い
経

験
で

、
新

た
に

つ
く

っ
て

、
ま

た
違

う
地

域
に

つ
く

ろ
う

と
い

う
自

信
も

な
か

っ
た

ん
で

す
。

一
人

で
つ

く
る

こ
と

は
難

し
い

と
。

♯
ぶ

っ
ち

ゃ
け

、
私

は
そ

の
愛

育
班

の
話

し
合

い
に

行
っ

て
も

、
無

駄
話

を
し

て
い

る
よ

う
に

し
か

、
最

初
、

聞
こ

え
な

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

い
つ

も
行

っ
て

も
何

か
話

し
合

い
と

い
う

か
、

お
し

ゃ
べ

り
ば

っ
か

り
で

、
こ

の
愛

育
班

と
い

う
組

織
の

必
要

性
を

私
自

身
が

う
ま

く
理

解
し

て
な

く
て

、
私

が
引

き
と

め
る

ん
や

け
れ

ど
も

、
何

の
た

め
に

愛
育

班
が

あ
る

ん
や

と
い

う
と

こ
ろ

の
押

さ
え

と
い

う
か

、
私

が
皆

さ
ん

を
、

愛
育

班
の

必
要

性
と

か
い

う
と

こ
ろ

の
説

明
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

知
識

不
足

も
あ

っ
た

し
、

保
健

師
と

し
て

の
ス

キ
ル

も
な

か
っ

た
と

い
う

こ
と

で
愛

育
班

が
も

う
潰

れ
て

し
ま

っ
た

ん
で

す
。

♯
人

間
関

係
が

悪
く

て
、

も
う

愛
育

班
や

め
よ

う
、

班
員

さ
ん

と
か

が
皆

さ
ん

班
長

さ
ん

を
責

め
て

、
あ

な
た

が
ま

と
め

切
ら

ん
の

が
悪

い
ん

だ
と

か
言

っ
て

、
人

間
関

係
が

悪
く

な
っ

て
、

♯
1

人
保

健
師

だ
っ

た
ん

で
す

、
私

。
平

成
5

年
ま

で
は

1
人

保
健

師
で

、
平

成
6

年
に

も
う

1
人

採
用

し
て

く
れ

た
の

で
、

そ
れ

ま
で

ず
っ

と
温

め
て

て
、

何
か

住
民

の
意

識
を

変
え

る
た

め
に

は
、

自
分

一
人

の
力

で
は

ど
う

し
よ

う
も

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
を

ず
っ

と
思

っ
て

て

♯
私

は
A

県
の

大
学

の
保

健
師

学
校

を
出

て
た

ん
で

す
け

ど
、

A
県

は
そ

の
愛

育
班

と
い

う
組

織
が

な
く

て
、

実
際

そ
の

愛
育

班
と

い
う

組
織

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

ん
で

す
ね

、
就

職
し

た
と

き
に

。
そ

の
組

織
の

必
要

性
と

い
う

こ
と

も
、

ま
だ

入
っ

た
ば

か
り

で
、

よ
く

、
余

り
理

解
し

て
な

く
、

愛
育

班
と

い
う

組
織

を
理

解
し

て
な

か
っ

た
の

と
、

愛
育

班
で

保
健

師
さ

ん
来

て
く

だ
さ

い
と

呼
ば

れ
て

て
も

、
な

か
な

か
、

愛
育

班
の

中
で

班
員

会
議

で
話

し
合

い
を

す
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
日

常
生

活
の

あ
り

き
た

り
の

話
を

し
て

、
そ

の
中

か
ら

、
そ

の
生

活
の

話
し

合
い

の
中

か
ら

こ
の

地
区

の
問

題
点

を
見

つ
け

て
、

そ
れ

を
み

ん
な

で
課

題
に

し
て

取
り

組
み

を
や

ろ
う

と
い

う
と

こ
ろ

の
仕

組
み

と
い

う
か

、
そ

の
愛

育
班

の
よ

さ
と

い
う

の
を

理
解

し
て

な
か

っ
た

も
ん

だ
か

ら
、

【
①

私
を

育
て

て
く

れ
た

保
健

所
保

健
師

の
存

在
】

♯
市

民
の

人
た

ち
の

意
識

を
変

え
る

と
い

う
き

っ
か

け
が

、
自

分
一

人
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

で
、

い
つ

か
保

健
師

が
二

人
に

な
っ

た
ら

や
り

た
い

な
と

い
う

思
い

は
ず

っ
と

そ
の

中
に

温
め

て
。

♯
平

成
6

年
の

地
域

保
健

法
が

施
行

さ
れ

る
ま

で
、

保
健

所
の

保
健

師
さ

ん
が

、
私

が
入

っ
た

と
き

か
ら

本
当

に
地

区
担

当
で

、
手

と
り

足
と

り
教

え
て

く
れ

て
、

そ
の

（
愛

育
班

が
消

失
し

た
）

時
も

一
緒

に
保

健
所

の
保

健
師

さ
ん

が
行

っ
て

く
れ

た
け

ど
、

や
っ

ぱ
り

ふ
だ

ん
か

か
わ

る
の

は
町

の
保

健
師

な
の

で
、

保
健

所
の

保
健

師
さ

ん
の

助
言

と
か

も
相

当
あ

っ
た

け
れ

ど
も

、

♯
一

緒
に

入
っ

て
く

れ
た

の
は

、
保

健
所

の
保

健
師

さ
ん

。
保

健
所

の
企

画
、

私
が

一
人

の
と

き
か

ら
ず

っ
と

話
し

合
い

を
し

て
く

れ
て

た

♯
私

が
就

職
し

て
一

人
保

健
師

だ
っ

た
の

で
、

も
う

本
当

に
私

の
唯

一
の

指
導

者
で

あ
り

相
談

相
手

だ
っ

た
の

が
保

健
所

の
保

健
師

さ
ん

で
、

地
区

の
こ

と
だ

と
か

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

、
毎

度
。

♯
（

前
任

者
で

あ
っ

た
国

保
保

健
師

の
家

庭
訪

問
の

）
記

録
と

か
も

本
当

に
な

く
て

、
保

健
所

の
保

健
師

さ
ん

が
、

や
っ

ぱ
り

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

私
に

、
腕

と
か

悩
み

だ
と

か
全

て
い

ろ
い

ろ
教

え
て

く
れ

た
人

で
す

。

【
い

つ
か

愛
育

班
を

つ
く

り
た

い
と

い
う

思
い

】

♯
や

っ
ぱ

り
人

間
関

係
が

ね
じ

れ
て

、
ね

じ
れ

て
、

や
っ

ぱ
り

と
め

る
こ

と
が

で
き

ず
に

消
滅

し
て

し
ま

っ
た

と
い

う
、

心
の

、
私

の
思

い
が

ず
っ

と
あ

っ
て

、
い

つ
か

愛
育

班
を

組
織

を
つ

く
り

た
い

な
と

い
う

思
い

が
ず

っ
と

あ
っ

た
ん

で
す

。

【
保

健
師

が
二

人
に

な
っ

た
ら

組
織

を
つ

く
り

た
い

】

♯
二

人
に

な
っ

た
ら

そ
の

意
識

を
変

え
る

組
織

を
つ

く
り

た
い

と
い

う
こ

と
を

ず
っ

と
、

8
年

ぐ
ら

い
思

っ
て

て

【
地

区
座

談
会

の
開

催
】

【
住

民
の

健
康

に
対

す
る

意
識

を
変

え
た

い
】

【
質

と
量

の
両

面
で

地
域

の
健

康
課

題
を

把
握

す
る

】
【

①
農

業
施

策
と

し
て

の
学

習
会

の
存

在
】

♯
全

地
区

に
健

康
座

談
会

と
い

う
も

の
を

開
い

て
、

健
診

の
必

要
性

で
あ

る
と

か
が

ん
の

説
明

と
か

を
、

産
業

課
と

か
農

政
課

と
一

緒
に

♯
市

民
の

人
は

、
働

く
ん

や
け

れ
ど

も
、

健
診

と
か

を
受

け
る

ま
で

の
行

動
変

容
ま

で
全

然
至

っ
て

な
く

て
、

無
理

を
し

て
い

る
現

状
が

あ
っ

て
、

何
か

や
っ

ぱ
り

市
民

の
意

識
、

健
康

に
対

す
る

意
識

と
い

う
の

を
変

え
た

い
と

い
う

思
い

は
ず

っ
と

持
っ

て
て

、

♯
私

が
入

っ
た

当
初

は
、

や
っ

ぱ
り

皆
さ

ん
が

無
理

を
し

て
し

ま
う

現
象

が
あ

っ
て

、
筋

骨
格

系
の

疾
患

が
す

ご
い

多
い

。
膝

が
痛

い
と

か
腰

が
痛

い
と

か
い

う
、

そ
う

い
う

筋
骨

格
系

の
疾

患
が

多
い

の
と

、
あ

と
そ

れ
と

農
業

で
無

理
を

し
て

し
ま

っ
て

、
陽

目
愛

育
班

で
も

残
留

農
薬

の
高

い
人

が
い

ら
っ

し
ゃ

っ
た

り
と

か
し

て
、

♯
農

政
課

が
夜

、
地

区
座

談
会

と
い

う
の

を
全

地
区

に
、

そ
の

2
6

自
治

会
、

冬
場

に
地

区
座

談
会

と
い

う
の

を
毎

年
し

て
る

♯
健

診
に

つ
い

て
は

普
及

啓
発

を
し

た
ん

で
す

け
ど

、
な

か
な

か
そ

の
行

動
変

容
が

、
自

分
た

ち
の

健
康

は
自

分
た

ち
で

守
ろ

う
と

い
う

よ
う

な
、

自
分

た
ち

が
変

わ
ら

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

意
識

が
、

な
か

な
か

そ
の

当
初

な
か

っ
た

の
で

、
何

と
か

し
て

自
分

た
ち

で
意

識
を

変
え

て
い

っ
て

、
自

分
た

ち
の

力
で

変
え

て
い

っ
て

も
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

な
っ

て
、

♯
昭

和
5
8

年
か

ら
老

人
保

健
法

が
施

行
さ

れ
て

、
一

般
健

康
診

査
の

受
診

率
が

、
そ

の
と

き
は

も
う

国
も

県
も

受
診

率
真

剣
に

、
皆

さ
ん

健
診

を
受

け
ま

し
ょ

う
と

い
う

の
を

奨
励

し
て

た
時

代
が

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
私

が
入

っ
た

と
き

は
、

一
般

健
康

診
査

も
わ

ず
か

数
%

だ
っ

た
ん

で
す

ね
。

市
民

の
人

は
、

働
く

ん
や

け
れ

ど
も

、
健

診
と

か
を

受
け

る
ま

で
の

行
動

変
容

ま
で

全
然

至
っ

て
な

く
て

、
無

理
を

し
て

い
る

現
状

が
あ

っ
て

表
4

　
事

例
3

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
組

織
の

存
在

が
必

要
】

【
①

地
区

上
司

と
の

同
伴

】

♯
や

っ
ぱ

り
組

織
、

一
人

で
は

で
き

な
い

の
で

、
地

域
の

住
民

の
人

た
ち

の
意

識
を

変
え

る
し

か
な

い
の

か
な

と
い

う
こ

と
を

ず
っ

と
思

っ
て

ま
し

た
。

♯
地

区
座

談
会

に
一

緒
に

、
課

長
と

一
緒

に
つ

い
て

い
か

せ
て

も
ら

っ
て

【
保

健
師

支
援

員
の

育
成

】
4

年
目

【
地

域
の

健
康

課
題

に
取

り
組

む
仕

組
み

を
つ

く
り

た
い

】

♯
健

診
の

受
診

率
向

上
の

た
め

に
、

健
診

の
受

診
票

を
配

っ
て

も
ら

っ
た

り
と

か
、

健
診

受
け

よ
う

と
い

う
よ

う
な

声
か

け
を

、
行

政
と

の
橋

渡
し

で
、

健
診

の
き

っ
か

け
は

、
保

健
師

支
援

員
さ

ん
と

い
う

の
を

昭
和

6
2

年
か

ら
つ

く
っ

て
い

っ
た

♯
そ

れ
で

受
診

率
は

上
が

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

地
域

ぐ
る

み
で

健
康

問
題

に
、

課
題

に
、

そ
の

地
域

の
健

康
課

題
に

取
り

組
む

と
い

う
と

こ
ろ

ま
で

は
い

か
な

か
っ

た
の

で
、

地
域

み
ん

な
で

一
緒

に
考

え
る

仕
組

み
づ

く
り

を
つ

く
り

た
い

1
1 年 目

【
保

健
師

の
複

数
配

置
の

実
現

】
1
1

年
目

【
こ

れ
で

組
織

を
つ

く
れ

る
と

い
う

確
信

】
【

所
属

組
織

へ
の

継
続

し
た

働
き

か
け

】
【

①
共

に
働

き
か

け
て

く
れ

る
上

司
の

存
在

】

♯
平

成
6

年
に

保
健

師
を

2
人

目
採

用
し

て
く

れ
て

♯
地

域
み

ん
な

で
一

緒
に

考
え

る
仕

組
み

づ
く

り
を

つ
く

り
た

い
と

い
う

こ
と

で
、

そ
こ

は
一

人
じ

ゃ
で

き
な

い
の

で
、

保
健

師
を

採
用

し
て

く
れ

て
、

そ
こ

か
ら

や
ろ

う
と

い
う

こ
と

で
、

モ
デ

ル
地

区
健

康
教

室
と

い
う

の
を

♯
近

々
採

用
し

て
く

だ
さ

い
と

い
う

こ
と

を
、

ず
っ

と
私

、
入

っ
て

て
、

言
っ

て
て

♯
そ

の
と

き
の

上
司

が
す

ご
い

、
や

っ
ぱ

り
一

緒
に

健
康

づ
く

り
と

い
う

こ
と

を
、

町
の

大
き

な
事

業
と

し
て

扱
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

、
課

長
が

一
緒

に
言

っ
て

く
れ

て

【
モ

デ
ル

地
区

健
康

教
室

の
実

施
】

【
同

僚
と

の
目

標
の

共
有

】
【

①
保

健
所

保
健

師
か

ら
の

タ
イ

ム
リ

ー
で

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

】

♯
モ

デ
ル

地
区

の
教

室
を

通
し

て
、

住
民

が
自

分
の

生
活

を
振

り
返

る
機

会
を

持
っ

て
ほ

し
い

と
い

う
こ

と
と

、
自

分
た

ち
の

地
域

が
ど

う
あ

れ
ば

よ
い

か
と

い
う

こ
と

を
、

自
治

会
の

人
み

ん
な

で
考

え
て

、
自

主
的

に
活

動
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
い

う
の

が
モ

デ
ル

地
区

健
康

教
室

の
目

的
だ

っ
た

♯
私

は
こ

う
い

う
思

い
が

あ
る

ん
や

け
ど

、
あ

な
た

は
ど

う
か

な
っ

て
、

新
し

い
保

健
師

に
私

の
思

い
を

伝
え

た
ら

･･
･

私
の

思
い

を
受

け
と

め
て

く
れ

て
、

一
緒

に
や

り
た

い
っ

て
言

っ
て

く
れ

た

♯
（

モ
デ

ル
地

区
の

選
定

で
悩

ん
で

い
た

時
に

、
保

健
所

の
婦

長
が

）
一

番
あ

な
た

方
の

町
に

と
っ

て
一

番
波

及
効

果
の

高
い

自
治

会
に

し
た

ほ
う

が
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
。

そ
こ

が
成

功
す

る
と

他
の

と
こ

も
、

う
ち

も
や

ろ
う

、
う

ち
も

や
ろ

う
っ

て
な

る
か

ら
、

一
番

影
響

力
の

あ
る

自
治

会
に

し
よ

う
っ

て
言

わ
れ

て

【
全

世
帯

へ
の

参
加

し
や

す
い

し
か

け
づ

く
り

】
【

①
地

域
の

実
態

を
知

り
、

よ
き

理
解

者
で

あ
る

上
司

】

♯
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

案
で

あ
っ

た
り

と
か

活
動

の
記

録
を

住
民

に
返

す
、

モ
デ

ル
地

区
健

康
教

室
だ

よ
り

と
い

う
こ

と
で

、
来

て
な

い
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

前
回

の
内

容
が

わ
か

ら
な

い
と

次
に

参
加

で
き

な
い

か
ら

、
第

1
回

目
の

内
容

を
A

4
ぐ

ら
い

に
簡

単
に

ま
と

め
て

、
2

回
目

の
前

に
自

治
会

で
配

っ
て

も
ら

う
ん

で
す

。
第

1
回

目
、

こ
う

い
う

こ
と

を
し

ま
し

た
。

2
回

目
お

待
ち

し
て

い
ま

す
み

た
い

な
感

じ
で

、
全

世
帯

に
、

2
回

目
が

始
ま

る
前

に
、

自
治

会
長

に
お

願
い

し
て

班
長

に
配

っ
て

も
ら

う
。

♯
よ

き
理

解
者

が
、

課
長

が
い

た
の

で
、

一
緒

に
モ

デ
ル

地
区

の
健

康
教

室
を

一
緒

に
や

ろ
う

と
、

地
域

づ
く

り
を

し
よ

う
と

い
う

こ
と

で
や

っ
て

い
き

ま
し

た
。（

モ
デ

ル
事

業
を

）
こ

こ
の

波
及

効
果

の
高

い
自

治
会

が
い

い
よ

っ
て

保
健

所
の

婦
長

さ
ん

が
お

っ
し

ゃ
っ

て
く

だ
さ

っ
た

と
き

に
、

課
長

が
、

も
う

こ
こ

と
こ

こ
だ

っ
て

、
こ

こ
と

こ
こ

に
し

な
っ

て
言

わ
れ

て
、

あ
あ

そ
う

で
す

よ
ね

っ
て

。

【
健

診
デ

ー
タ

の
分

析
と

住
民

に
見

せ
る

資
料

の
作

成
】

【
②

自
治

会
長

の
意

識
の

高
さ

、
影

響
力

の
高

さ
】

♯
第

1
回

目
は

、
そ

の
自

治
会

の
現

状
を

知
っ

て
問

題
点

を
認

識
し

て
、

第
2

回
目

は
自

分
の

体
を

知
る

と
い

う
こ

と
で

健
診

（
を

受
け

）、
5

回
目

に
、

そ
の

自
分

の
検

診
結

果
を

見
て

も
ら

っ
て

、
検

診
結

果
を

も
と

に
デ

ー
タ

を
ま

た
つ

く
っ

て
、

こ
の

町
に

、
こ

の
自

治
会

で
多

い
疾

病
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
が

高
い

と
か

、
血

圧
の

高
い

人
が

こ
の

自
治

会
の

中
で

何
人

い
る

と
か

い
う

デ
ー

タ
を

、
全

体
的

に
結

果
説

明
会

を
し

た
の

と
、

あ
と

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

の
ド

ク
タ

ー
に

来
て

も
ら

っ
て

、
個

別
に

説
明

を
し

て
も

ら
い

ま
し

た
。

♯
自

治
会

長
さ

ん
が

皆
さ

ん
に

命
令

す
る

ん
で

す
。

う
ち

は
モ

デ
ル

地
区

健
康

教
室

の
命

令
を

町
か

ら
受

け
て

る
ん

だ
か

ら
、

こ
と

し
は

全
員

（
健

診
を

）
受

け
ま

し
ょ

う

【
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
自

分
た

ち
の

意
見

が
取

り
入

れ
ら

れ
る

楽
し

さ
】

【
町

と
し

て
重

要
な

施
策

と
の

同
調

】

♯
平

成
3

年
の

と
き

に
町

に
8

億
円

か
け

て
福

祉
と

健
康

の
拠

点
づ

く
り

を
し

た
ん

で
す

･･
･

平
成

2
年

の
と

き
に

高
齢

者
の

実
態

調
査

も
や

っ
た

ん
で

す
ね

。

【
関

係
機

関
と

の
協

働
】

【
①

必
要

な
予

算
の

確
保

】

♯
関

係
機

関
が

役
場

と
保

健
所

が
主

で
、

あ
と

、
う

ち
は

農
業

の
盛

ん
な

町
だ

っ
た

の
で

、
農

協
、

農
業

協
同

組
合

と
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
が

健
診

の
一

部
を

担
っ

て
く

れ
て

た
の

で
、

そ
こ

の
保

健
師

、
栄

養
士

に
も

参
加

し
て

も
ら

っ
て

。

♯
国

保
の

事
業

で
補

助
事

業
を

も
ら

っ
て

♯
人

口
動

態
で

あ
っ

た
り

、
そ

の
自

治
会

の
出

生
で

あ
っ

た
り

、
死

亡
で

あ
っ

た
り

、
農

業
の

減
少

と
か

い
う

の
を

農
協

に
ま

と
め

て
も

ら
っ

た
り

と
か

、
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
か

ら
は

、
健

診
の

状
況

で
あ

っ
た

り
と

か
、

健
診

の
受

診
率

と
か

、
健

診
の

結
果

と
か

、
そ

う
い

う
の

を
そ

れ
ぞ

れ
が

、
保

健
所

は
管

内
の

状
況

で
あ

る
と

か
、

そ
う

い
う

、
そ

れ
ぞ

れ
が

現
状

説
明

を
、

そ
れ

ぞ
れ

分
け

て
問

題
を

（
示

し
た

）

♯
財

政
的

な
援

助
、

予
算

の
確

保
と

い
う

こ
と

で
、

国
保

の
調

整
交

付
金

、
あ

の
補

助
事

業
1

0
分

の
1

0
を

と
っ

て
、

国
保

事
業

で
予

算
を

も
ら

い
ま

し
た

。
あ

の
と

き
会

計
検

査
が

何
年

後
か

に
来

た
ん

で
す

よ
。

そ
の

と
き

も
、

会
計

検
査

で
報

告
を

さ
せ

て
も

ら
っ

て
、

無
事

通
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
。

♯
対

策
と

し
て

ま
ず

は
食

生
活

の
改

善
か

ら
と

い
う

こ
と

で
、

栄
養

士
さ

ん
の

説
明

に
よ

る
調

理
実

習

♯
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

が
五

つ
も

六
つ

も
で

き
な

い
の

で
、

記
録

と
か

そ
う

い
う

の
で

参
加

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
モ

デ
ル

地
区

健
康

教
室

が
教

室
で

終
わ

る
の

は
も

っ
た

い
な

い
】

【
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
用

い
た

地
域

の
健

康
上

の
目

標
の

設
定

】
【

新
採

用
保

健
師

の
O

J
T

】

♯
自

治
会

の
目

標
が

こ
う

い
う

よ
う

な
目

標
が

決
ま

っ
て

る
ん

や
け

ど
、

こ
れ

で
終

わ
り

に
す

る
の

は
も

っ
た

い
な

い
の

で
、

♯
皆

さ
ん

に
、2

0
年

後（
こ

の
地

区
が

）ど
う

あ
っ

た
ら

い
い

か
な

と
い

う
の

と
、

そ
の

た
め

に
ど

う
し

た
ら

い
い

か
な

と
い

う
こ

と
を

、
五

つ
と

か
六

つ
ぐ

ら
い

の
グ

ル
ー

プ（
1

グ
ル

ー
プ

）に
8

人
ぐ

ら
い

で
そ

う
い

う
話

を
し

て
も

ら
っ

て
、

そ
れ

を
、

私
と

入
っ

た
ば

か
り

の
保

健
師

で
、

そ
れ

を
ば

っ
と

ワ
ー

プ
ロ

で
打

っ
て

、
模

造
紙

に
、

張
り

つ
け

作
業

を
、

生
活

と
健

康
と

仕
事

と
生

き
が

い
の

項
目

に
分

け
て

、
そ

れ
を

全
部

張
り

つ
け

て
、

現
状

と
、

こ
う

す
べ

き
と

、
こ

う
あ

り
た

い
と

い
う

意
見

に
分

け
て

、
そ

の
自

治
会

の
主

な
内

容
を

一
つ

の
模

造
紙

に
張

っ
て

、
そ

れ
を

地
区

の
、

前
回

話
し

た
皆

さ
ん

の
内

容
は

こ
ん

な
内

容
が

出
ま

し
た

よ
と

い
う

こ
と

を
復

習
を

し
て

、

♯
皆

さ
ん

が
物

を
言

い
や

す
い

よ
う

な
、

や
わ

ら
か

い
よ

う
な

伝
え

方
と

い
う

か
、

方
言

で
し

ゃ
べ

っ
た

り
と

か
、

き
ょ

う
は

皆
さ

ん
あ

り
が

と
う

と
か

、
よ

く
来

て
く

れ
ま

し
た

と
か

い
う

よ
う

な
感

謝
の

気
持

ち
を

伝
え

た
り

と
か

、
始

め
て

き
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

中
で

、
み

ん
な

で
ち

ょ
っ

と
こ

う
い

う
こ

と
し

ゃ
べ

っ
て

く
だ

さ
い

と
か

い
う

よ
う

な
司

会
、

総
合

司
会

を
新

人
保

健
師

も
、

自
分

の
地

区
は

そ
の

人
に

、
そ

の
人

の
O

J
T

で
、

最
初

の
地

区
は

私
が

持
つ

か
ら

も
う

一
つ

の
地

区
は

私
の

や
り

方
を

見
て

あ
ん

た
が

今
度

進
め

る
の

よ
っ

て
い

う
よ

う
に

し
て

、
彼

女
に

さ
せ

て
い

き
ま

し
た

。

♯
第

3
回

目
の

結
果

説
明

会
の

と
き

に
、

自
分

た
ち

の
目

指
す

自
治

会
の

姿
と

い
う

こ
と

で
、

こ
れ

は
あ

る
自

治
会

の
分

な
ん

で
す

け
ど

、「
笑

顔
あ

ふ
れ

る
家

庭
と

地
域

で
、

若
い

人
が

い
つ

ま
で

も
生

活
で

き
る

地
域

で
あ

り
た

い
な

」
と

か
い

う
よ

う
な

、
自

治
会

の
目

標
を

み
ん

な
で

決
め

て
も

ら
っ

て
、

こ
れ

で
い

い
で

す
か

と
い

う
こ

と
で

、
じ

ゃ
あ

こ
の

目
標

に
向

か
っ

て
モ

デ
ル

地
区

健
康

教
室

、
こ

れ
を

や
り

ま
し

ょ
う

と
、

こ
れ

を
自

治
会

の
目

標
と

し
ま

す
よ

と
い

う
こ

と
で

皆
さ

ん
で

決
め

て
、

♯
地

域
の

目
標

、
自

分
た

ち
の

地
域

が
こ

う
な

り
た

い
と

い
う

こ
と

で
、

地
域

の
目

標
を

明
確

に
す

る
こ

と
で

参
加

し
た

人
た

ち
が

自
分

た
ち

の
持

つ
役

割
が

見
え

て
き

て
、

こ
れ

が
そ

の
ま

ま
地

域
の

活
動

目
標

が
そ

の
自

治
会

の
活

動
目

標
に

な
っ

て
て

、
模

造
紙

1
枚

書
い

て
、

あ
の

模
造

紙
を

大
き

く
し

て
自

治
会

の
前

の
壁

に
張

っ
て

、
ず

っ
と

、
今

も
張

っ
て

る
ん

で
す

。

【
話

し
合

い
で

自
分

た
ち

の
意

見
が

活
動

に
取

り
入

れ
ら

れ
る

楽
し

さ
が

あ
る

】

♯
毎

回
話

し
合

い
を

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
の

意
見

が
活

動
に

取
り

入
れ

ら
れ

る
楽

し
さ

、
参

加
し

た
人

た
ち

が
で

す
ね

、
モ

デ
ル

地
区

に
参

加
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

話
し

合
い

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
自

分
た

ち
の

意
見

、
こ

こ
で

言
っ

た
こ

と
が

次
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

中
で

返
し

が
で

き
て

い
る

の
で

、
楽

し
く

体
験

で
き

た
と

い
う

か
、

楽
し

く
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

が
で

き
た

の
か

な
と

い
う

こ
と

を
感

じ
ま

し
た

。

【
愛

育
班

の
立

ち
上

げ
】

【
継

続
し

た
健

康
づ

く
り

は
自

治
会

の
中

で
進

め
る

も
の

】
【

愛
育

班
組

織
の

提
案

】
【

①
共

に
悩

み
後

押
し

し
て

く
れ

る
保

健
所

保
健

師
の

存
在

】

♯
皆

さ
ん

が
こ

れ
か

ら
も

ず
っ

と
こ

の
自

治
会

の
中

で
健

康
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

た
め

に
は

ど
う

あ
っ

た
ら

い
い

の
か

な
と

い
う

こ
と

を
考

え
て

も
ら

っ
て

♯
今

後
健

康
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

た
め

に
は

愛
育

班
と

い
う

組
織

を
町

か
ら

は
提

案
し

た
い

と
い

う
こ

と
を

伝
え

て
♯

（
保

健
所

の
）

A
保

健
師

と
す

ご
い

悩
ん

で
、

結
局

A
保

健
師

か
ら

、
あ

ん
た

は
最

終
的

に
ど

う
し

た
い

の
か

と
言

わ
れ

て
、

あ
ん

た
は

何
の

組
織

に
し

た
い

の
か

っ
て

言
わ

れ
て

、
相

当
悩

ん
で

、
や

っ
ぱ

り
愛

育
班

が
い

い
っ

て
言

っ
て

、
じ

ゃ
あ

も
う

愛
育

班
し

か
な

い
じ

ゃ
な

い
か

っ
て

言
わ

れ
て

、
そ

う
で

す
よ

ね
っ

て
言

っ
て

、
じ

ゃ
あ

愛
育

班
で

い
く

で
っ

て
言

っ
て

、
二

人
で

も
う

愛
育

班
の

組
織

を
つ

く
ろ

う
っ

て

【
み

ん
な

が
行

動
変

容
に

つ
な

が
る

組
織

は
愛

育
班

で
あ

る
】

【
組

織
と

し
て

の
合

意
が

必
要

】

♯
本

当
に

じ
ゃ

あ
愛

育
班

と
い

う
組

織
が

み
ん

な
の

行
動

変
容

に
つ

な
が

る
組

織
な

の
か

な
と

い
う

こ
と

を
、

す
ご

い
私

、
自

信
が

な
か

っ
た

ん
で

す
。

本
当

に
愛

育
班

で
い

い
の

か
な

っ
て

。
相

当
悩

ん
で

、
や

っ
ぱ

り
愛

育
班

が
い

い
っ

て
（

同
僚

に
）

言
っ

て
、

♯
私

た
ち

は
モ

デ
ル

地
区

で
愛

育
班

に
し

た
い

と
い

う
こ

と
を

保
健

所
の

婦
長

さ
ん

に
報

告
、

そ
れ

か
ら

う
ち

の
課

長
に

も
報

告
し

て

【
地

域
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
理

解
を

求
め

る
】

【
②

地
域

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

や
ろ

う
と

い
う

意
思

】

♯
愛

育
班

に
つ

な
ぐ

た
め

に
、

そ
の

と
き

の
ま

と
め

て
く

だ
さ

っ
た

自
治

会
長

さ
ん

に
、

や
っ

ぱ
り

皆
さ

ん
に

納
得

、
愛

育
班

と
い

う
組

織
も

皆
さ

ん
知

ら
な

い
か

ら
、

ま
ず

は
自

治
会

長
さ

ん
に

愛
育

班
と

い
う

組
織

の
説

明
に

い
っ

て
、

自
治

会
長

さ
ん

が
納

得
し

て
く

れ
た

ら
広

め
よ

う
か

と
い

う
こ

と
で

、
説

明
に

行
っ

た
ん

で
す

。

♯
そ

ん
な

え
え

組
織

が
あ

る
ん

や
っ

た
ら

最
初

か
ら

言
っ

て
く

れ
れ

ば
よ

か
っ

た
ん

や
っ

て
言

っ
て

く
れ

て
、

そ
う

い
う

い
い

組
織

が
あ

る
ん

や
っ

た
ら

、
じ

ゃ
あ

頑
張

っ
て

や
ろ

う
か

と
い

う
こ

と
を

言
っ

て
く

れ
て

、
も

う
そ

の
と

き
は

泣
き

ま
し

た
。

♯
そ

の
二

人
が

納
得

し
た

ら
、

あ
と

の
自

治
会

の
自

治
会

員
さ

ん
が

ど
ん

な
に

文
句

を
言

っ
た

っ
て

、
絶

対
押

さ
え

切
る

、
押

さ
え

ら
れ

る
と

い
う

確
信

が
あ

っ
た

ん
で

す
。

そ
の

二
人

を
説

得
で

き
れ

ば
絶

対
う

ま
く

い
く

と
い

う
、

何
か

確
信

が
あ

っ
た

の
で

。

【
愛

育
班

の
規

約
変

更
】

【
思

い
を

伝
え

る
諦

め
な

い
姿

勢
】

【
規

約
変

更
に

動
い

て
く

れ
た

保
健

所
・

県
・

国
】

♯
愛

育
班

本
部

の
規

約
が

、
そ

こ
に

住
む

主
婦

、
女

子
と

い
う

規
約

が
あ

っ
た

の
で

、
本

部
の

規
約

が
女

子
に

限
定

さ
れ

て
た

ん
で

す
。

な
の

で
、

そ
れ

を
、

私
も

規
約

読
ん

で
、

こ
れ

を
変

え
る

こ
と

が
で

き
る

か
ど

う
か

と
い

う
の

が
課

題
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。

♯
私

は
も

う
既

に
途

方
に

暮
れ

て
て

、
も

う
違

う
組

織
に

変
え

よ
う

か
と

い
う

ぐ
ら

い
思

っ
て

た
ん

で
す

よ
。

で
も

そ
の

と
き

、
ど

う
い

う
組

織
に

変
え

て
い

い
か

も
全

然
皆

目
見

当
も

つ
か

な
く

て
、

た
だ

途
方

に
暮

れ
る

ば
か

り
だ

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

そ
こ

で
や

っ
ぱ

り
、

せ
っ

か
く

愛
育

班
っ

て
決

め
た

ん
や

け
ん

、
諦

め
ち

ゃ
い

か
ん

と
い

う
・

・
・

そ
れ

で
後

押
し

し
て

く
れ

た
・

・
・

♯
保

健
所

保
健

師
が

県
の

参
事

に
今

町
は

こ
う

い
う

モ
デ

ル
地

区
を

や
っ

て
い

て
、

男
性

も
班

員
な

の
で

国
の

ほ
う

が
規

約
を

変
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

で
し

ょ
う

か
っ

て
い

う
こ

と
を

聞
い

て
く

だ
さ

っ
た

･･
･

そ
う

い
う

こ
と

も
あ

る
か

ら
県

の
現

状
を

国
の

本
部

に
伝

え
る

わ
っ

て
…

前
向

き
に

言
っ

て
く

だ
さ

っ
て
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

♯
保

健
所

の
保

健
師

と
（

モ
デ

ル
地

区
健

康
教

室
の

運
営

に
つ

い
て

）
き

め
細

か
な

こ
と

も
一

緒
に

や
っ

て
く

れ
た

の
で

、
私

た
ち

が
何

を
し

て
い

る
の

か
と

い
う

の
は

全
部

理
解

を
し

て
く

れ
て

、
愛

育
班

に
つ

な
げ

る
思

い
と

か
い

う
の

も
本

当
に

理
解

し
て

て
く

れ
た

の
で

、
私

の
悲

し
さ

と
か

い
う

の
も

わ
か

っ
て

く
れ

た
か

ら
言

っ
て

く
れ

た
の

か
な

と
い

う
思

い
が

あ
り

ま
す

。

♯
愛

育
の

方
針

を
や

っ
ぱ

り
女

子
だ

け
じ

ゃ
難

し
い

と
、

こ
れ

か
ら

の
健

康
づ

く
り

は
、

や
っ

ぱ
り

愛
育

の
方

向
性

も
少

し
変

え
な

い
と

い
け

な
い

よ
ね

っ
て

い
う

こ
と

で
、

国
の

ほ
う

も
ち

ょ
う

ど
見

直
し

を
考

え
て

た
時

期
で

、
男

性
班

員
の

こ
と

も
検

討
し

ま
し

ょ
う

っ
て

言
っ

て
く

だ
さ

っ
た

ん
で

す
ね

。
そ

れ
で

、
結

局
国

が
変

え
て

く
だ

さ
っ

て
、

規
約

を
、

男
女

、
も

う
一

般
市

民
と

す
る

と
い

う
か

、
女

子
と

す
る

と
い

う
文

言
を

削
除

し
て

く
れ

た
ん

で
す

。
そ

れ
で

男
性

班
員

の
誕

生
が

で
き

た
ん

で
す

。
そ

れ
が

全
国

で
初

め
て

と
い

う
こ

と
で

。

【
愛

育
班

の
地

域
へ

の
定

着
と

実
施

地
区

の
拡

大
】

【
愛

育
班

活
動

は
健

康
課

題
の

解
決

に
と

ど
ま

ら
ず

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
】

【
行

政
と

住
民

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
】

【
合

併
す

る
市

の
保

健
師

が
愛

育
班

を
大

切
だ

と
認

め
た

】

♯
環

境
問

題
ま

で
広

が
っ

て
い

っ
た

ん
で

す
よ

。
そ

れ
で

、
･･

･
こ

う
い

う
話

し
合

い
か

ら
生

ゴ
ミ

処
理

機
械

タ
の

購
入

に
つ

な
が

る
ん

や
っ

て
。

や
っ

ぱ
り

愛
育

班
い

い
よ

な
っ

て
い

う
こ

と
に

な
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

積
極

的
に

そ
う

い
う

話
、

や
っ

ぱ
り

し
な

い
と

い
け

ん
な

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
、

♯
行

政
と

住
民

と
の

信
頼

関
係

が
で

き
て

、
お

互
い

に
気

軽
に

声
を

か
け

や
す

い
関

係
性

が
で

き
て

、
愛

育
班

で
、

愛
育

班
の

班
員

会
議

だ
と

か
で

話
し

合
っ

た
こ

と
が

、
も

う
行

政
に

直
接

、
施

策
に

つ
な

げ
ら

れ
る

一
つ

の
市

民
か

ら
の

声
に

つ
な

が
る

よ
う

に
な

っ
て

、

♯
（

合
併

す
る

前
の

他
の

市
に

）
は

別
の

組
織

が
あ

っ
て

、
愛

育
班

の
組

織
が

な
か

っ
た

ん
だ

け
ど

、
愛

育
班

の
組

織
の

こ
と

を
認

め
て

く
れ

て
、

愛
育

班
は

や
っ

ぱ
り

す
ば

ら
し

い
組

織
や

か
ら

、
合

併
し

て
も

両
組

織
は

潰
し

ち
ゃ

い
か

ん
よ

な
っ

て
。

全
域

に
愛

育
班

も
広

げ
よ

う
よ

な
っ

て
そ

の
市

の
保

健
師

が
言

っ
て

く
れ

た
。

♯
今

度
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

の
で

、
こ

と
し

の
目

標
は

お
年

寄
り

に
声

か
け

よ
う

と
か

、
あ

と
、

赤
ち

ゃ
ん

が
生

ま
れ

る
の

が
少

な
い

の
で

、
赤

ち
ゃ

ん
に

バ
ス

タ
オ

ル
を

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

よ
う

と
か

、
よ

そ
の

町
と

か
が

、
愛

育
班

の
研

修
会

と
か

で
お

む
つ

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

が
あ

る
と

か
い

う
こ

と
を

聞
い

て
て

、
う

ち
も

せ
っ

か
く

赤
ち

ゃ
ん

が
生

ま
れ

る
か

ら
、

愛
育

班
の

自
治

会
の

お
金

で
産

着
か

バ
ス

タ
オ

ル
を

プ
レ

ゼ
ン

ト
す

る
よ

う
に

し
よ

う
と

か
、

そ
う

い
う

愛
育

班
の

班
員

会
議

の
中

で
そ

う
い

う
よ

う
に

広
が

っ
て

い
き

ま
し

た
。

♯
昔

は
女

性
ば

か
り

の
愛

育
班

だ
っ

た
の

で
、

話
し

合
い

が
世

間
話

に
限

定
さ

れ
て

た
ん

で
す

け
ど

、
男

性
が

班
員

さ
ん

で
、

そ
の

自
治

会
の

役
員

会
が

イ
コ

ー
ル

班
員

会
議

に
な

っ
た

の
で

、
環

境
の

取
り

組
み

と
か

、
自

治
会

全
体

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
た

り
と

か
、

お
祭

り
の

復
活

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
地

域
づ

く
り

に
波

及
し

て
い

っ
た

ん
で

す
ね

。
自

治
会

全
部

の
活

性
化

と
い

う
か

、
健

康
づ

く
り

の
関

心
度

が
す

ご
く

男
性

に
も

広
が

っ
て

、
本

当
愛

育
班

事
業

イ
コ

ー
ル

地
域

づ
く

り
っ

て
い

う
よ

う
に

広
が

っ
て

い
っ

た
の

が
よ

か
っ

た
の

か
な

。

♯
男

性
班

員
さ

ん
じ

ゃ
な

か
な

か
女

性
の

と
こ

ろ
に

訪
問

に
行

き
に

く
い

の
で

ジ
ャ

ン
ボ

カ
ボ

チ
ャ

の
苗

を
配

っ
て

、
カ

ボ
チ

ャ
が

大
き

く
な

っ
た

と
い

う
こ

と
で

声
か

け
を

や
っ

た
。

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
の

カ
ボ

チ
ャ

な
の

で
、

せ
っ

か
く

カ
ボ

チ
ャ

が
大

き
く

な
っ

た
か

ら
収

穫
祭

を
し

よ
う

と
い

う
こ

と
で

、
1
0

月
に

ジ
ャ

ン
ボ

カ
ボ

チ
ャ

大
会

を
自

治
会

で
し

た
ん

で
す

。
こ

れ
が

も
う

大
成

功
で

、
町

長
さ

ん
と

か
保

健
所

長
さ

ん
と

か
も

来
て

く
れ

て
、

ジ
ャ

ン
ボ

カ
ボ

チ
ャ

の
コ

ン
ク

ー
ル

が
新

聞
と

か
ニ

ュ
ー

ス
に

も
取

り
上

げ
ら

れ
て

。

♯
カ

ボ
チ

ャ
大

き
い

か
ら

持
て

な
い

の
で

、
若

い
人

が
加

勢
し

て
く

れ
る

。

♯
町

挙
げ

て
、

ジ
ャ

ン
ボ

カ
ボ

チ
ャ

大
会

を
平

成
1
3

年
か

ら
す

る
よ

う
に

し
た

ん
で

す
。

こ
れ

も
ず

っ
と

。

【
組

織
の

自
主

化
】

【
行

政
に

頼
ら

な
い

組
織

に
す

る
】

【
組

織
同

士
の

交
流

】

♯
組

織
同

士
の

交
流

を
つ

な
げ

て
、

よ
り

自
主

化
に

、
い

つ
ま

で
も

行
政

の
お

ん
ぶ

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
よ

り
自

主
化

に
つ

な
げ

て
い

こ
う

と
い

う
こ

と
を

決
め

た

♯
3
7

あ
る

自
主

組
織

を
、

よ
り

自
主

化
に

つ
な

げ
て

、
グ

ル
ー

プ
同

士
の

交
流

を
図

る
こ

と
を

強
め

よ
う

と
い

う
こ

と
を

決
め

た
ん

で
す

。

【
家

庭
訪

問
】

【
個

別
支

援
の

限
界

と
集

団
支

援
の

意
義

】
【

地
域

の
実

態
把

握
】

♯
自

分
一

人
し

か
い

な
い

の
で

、
私

は
や

っ
ぱ

り
効

率
よ

く
事

業
を

し
た

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

寝
た

き
り

を
2
5

人
、

毎
日

行
っ

た
っ

て
も

1
カ

月
か

か
る

わ
け

で
す

よ
ね

。
だ

け
ん

、
何

か
事

業
を

効
率

よ
く

し
た

い
と

い
う

の
が

、
家

庭
訪

問
を

通
じ

て
感

じ
た

ん
で

す
。

♯
家

庭
訪

問
は

、
も

う
や

っ
ぱ

り
基

本
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

と
に

か
く

そ
の

地
域

に
出

な
い

と
何

も
見

え
な

い
し

、
何

も
聞

こ
え

な
い

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
地

域
の

現
状

を
知

る
の

は
訪

問
が

一
番

だ
と

考
え

て
ま

す

♯
集

団
支

援
を

し
な

い
と

、
住

民
の

意
識

も
変

え
ら

れ
な

い
し

、
住

民
の

人
た

ち
を

変
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

と
い

う
意

識
が

、
家

庭
訪

問
を

通
じ

て
感

じ
た

♯
家

と
人

は
ほ

と
ん

ど
全

員
把

握
し

て
ま

し
た

の
で

、
い

つ
の

時
期

が
○

町
が

忙
し

い
く

て
、

い
つ

の
時

間
だ

っ
た

ら
み

ん
な

が
集

ま
れ

る
と

い
う

こ
と

を
把

握
し

て
い

た
の

で
、

モ
デ

ル
地

区
健

康
教

室
の

開
催

時
間

だ
と

か
開

催
時

期
、

そ
れ

か
ら

市
の

健
診

で
す

ね
。

健
診

を
い

つ
し

た
ら

い
い

の
か

と
か

、
そ

う
い

う
会

議
を

、
愛

育
保

健
推

進
員

会
の

会
議

を
い

つ
の

時
期

に
し

た
ら

い
い

か
と

か
い

う
の

も
、

そ
う

い
う

家
庭

訪
問

を
通

じ
て

、
皆

さ
ん

の
忙

し
い

時
期

で
あ

る
と

か
時

間
帯

と
い

う
の

を
把

握
が

で
き

た
と

思
い

ま
す

。
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
地

区
組

織
活

動
】

【
地

区
組

織
活

動
が

保
健

師
活

動
の

コ
ア

】
【

市
民

と
と

も
に

健
康

づ
く

り
を

す
る

】

♯
地

区
組

織
活

動
は

、
も

う
私

の
保

健
師

人
生

の
中

で
8

割
を

占
め

て
し

ま
い

ま
す

。
♯

市
民

と
一

緒
に

健
康

づ
く

り
が

で
き

て
い

る
と

い
う

こ
と

♯
こ

こ
が

私
た

ち
保

健
師

が
や

る
と

こ
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
、

一
番

得
意

と
す

る
と

こ
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う

【
地

区
組

織
の

努
力

の
見

え
る

化
】

♯
4
0
0

人
ぐ

ら
い

、そ
の

フ
ェ

ス
タ

に
来

て
、そ

の
頑

張
っ

た
自

治
会

、健
診

率
、

受
診

率
向

上
自

治
会

と
か

、
受

診
率

の
優

良
自

治
会

は
も

ち
ろ

ん
だ

け
れ

ど
も

、
大

幅
に

伸
び

率
の

ア
ッ

プ
し

た
自

治
会

の
愛

育
保

健
推

進
員

さ
ん

た
ち

を
表

彰
し

た
り

と
か

。
そ

し
た

ら
、そ

の
愛

育
保

健
推

進
員

が
表

彰
台

に
上

が
る

で
し

ょ
う

。
も

う
す

ご
い

得
意

。

【
保

健
師

な
ら

で
は

の
醍

醐
味

で
あ

る
】

【
橋

渡
し

、
調

整
】

♯
み

ん
な

と
一

緒
に

つ
く

り
上

げ
る

、
保

健
師

な
ら

で
は

の
醍

醐
味

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
調

整
が

で
き

る
の

は
、

私
は

保
健

師
し

か
な

い
と

思
っ

て
る

ん
で

す
。

♯
い

ろ
い

ろ
な

関
係

機
関

で
あ

っ
た

り
と

か
、

関
係

す
る

人
た

ち
の

橋
渡

し
と

い
う

か
、

調
整

、
み

ん
な

で
つ

く
り

上
げ

る
と

い
う

の
が

、
私

、
何

か
す

ご
い

好
き

な
ん

で
す

よ

【
地

域
を

変
え

て
い

く
役

割
】

♯
モ

デ
ル

地
区

に
し

て
も

そ
う

だ
し

、
厚

生
連

の
人

た
ち

で
あ

っ
た

り
、

保
健

所
と

一
緒

に
、

い
ろ

い
ろ

な
パ

タ
ー

ン
の

人
た

ち
と

、
い

ろ
い

ろ
な

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

分
担

し
な

が
ら

、
そ

の
地

域
を

変
え

て
い

く
と

い
う

、
そ

の
調

整
役

が
保

健
師

の
役

割
か

な
っ

て
、

そ
れ

で
地

域
を

変
え

て
い

く
と

い
う

の
が

保
健

師
の

役
割

だ
と

い
う

tこ
を

学
べ

た
と

い
う

の
が

、
組

織
活

動
を

通
じ

て
私

が
学

べ
た

こ
と

か
な

と
。

【
健

康
教

育
】

【
健

康
教

育
は

手
段

】

♯
受

診
率

向
上

の
た

め
で

あ
る

と
か

、
健

康
の

大
切

さ
を

知
る

た
め

の
一

つ
の

手
段

と
し

て
健

康
教

育
を

し
て

い
く

。
♯

そ
の

気
に

さ
せ

ち
ゃ

う
ん

で
す

ね
。

健
康

教
育

。

【
地

区
診

断
】

【
他

の
地

域
に

負
け

た
く

な
い

と
い

う
気

持
ち

】
【

そ
の

気
に

さ
せ

る
材

料
】

♯
ほ

か
の

地
区

に
は

負
け

た
く

な
い

と
い

う
、

何
か

そ
う

い
う

根
性

が
あ

っ
た

の
で

、
全

部
自

治
会

比
較

を
し

た
ん

で
す

。
♯

納
得

し
て

も
ら

え
る

た
め

に
、

こ
こ

の
地

域
の

健
康

の
問

題
と

し
て

、
や

っ
ぱ

糖
尿

病
が

多
い

と
か

、
そ

う
い

う
の

も
、

自
分

た
ち

に
よ

り
近

い
問

題
と

し
て

わ
か

っ
て

も
ら

っ
て

、
そ

の
気

に
さ

せ
る

材
料

な
ん

で
す

よ
ね

、
多

分
。

♯
と

に
か

く
受

診
率

は
、

子
供

か
ら

高
齢

者
に

関
係

す
る

も
の

ま
で

全
部

自
治

会
比

較
を

し
て

、
そ

れ
を

町
の

健
康

フ
ェ

ス
タ

で
表

彰
す

る
ん

で
す

。

【
一

人
で

は
で

き
な

い
】

♯
自

分
の

力
は

も
う

限
界

が
あ

る
の

で
、

み
ん

な
の

力
を

か
り

て
や

ら
な

い
と

で
き

な
い

な
と

い
う

、
そ

こ
だ

け
で

す
ね

。
自

分
一

人
で

は
や

れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
す

か
ね

。 
　

こ
れ

が
い

っ
ぱ

い
保

健
師

さ
ん

が
い

た
ら

、
そ

う
い

う
気

持
ち

に
は

な
ら

な
か

っ
た

【
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

学
習

】
【

住
民

を
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
し

て
い

か
な

い
と

地
域

は
変

わ
ら

な
い

と
い

う
信

念
の

形
成

】
【

①
保

健
所

保
健

師
か

ら
の

研
修

会
参

加
の

誘
い

】

♯
I先

生
と

か
の

研
修

に
、

私
は

、
保

健
推

進
会

の
育

成
の

と
き

に
3

回
、

研
修

に
行

か
せ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

、
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
研

修
に

は
自

費
で

行
っ

た
り

と
か

、
あ

と
○

先
生

の
健

康
な

ま
ち

づ
く

り
の

研
修

と
か

に
、

も
う

と
に

か
く

わ
ら

を
も

す
が

る
よ

う
な

気
持

ち
で

、

♯
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

や
っ

ぱ
り

推
進

し
な

い
と

い
け

な
い

と
い

う
の

が
、

そ
れ

が
地

域
を

変
え

る
ん

や
と

い
う

の
を

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
研

修
で

自
然

と
た

た
き

込
ま

れ
た

と
い

う
か

、
そ

の
思

い
が

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
住

民
の

力
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

の
を

や
っ

ぱ
り

信
じ

て
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
や

っ
ぱ

り
推

進
し

て
い

か
な

い
と

、
住

人
を

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

し
て

い
か

な
い

と
地

域
は

変
わ

ら
な

い
ん

や
と

い
う

意
識

が
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
、

今
振

り
返

っ
て

み
れ

ば
。

♯
保

健
所

の
B

保
健

師
か

ら
、

横
浜

集
会

へ
行

く
よ

っ
て

言
わ

れ
て

、
わ

け
が

わ
か

ら
ず

に
は

い
っ

て
言

っ
て

、
連

れ
て

行
か

れ
て

♯
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

思
い

と
い

う
か

、
そ

の
理

念
を

た
た

き
込

ま
れ

な
が

ら
、

私
な

り
に

、
町

を
ど

う
い

う
ふ

う
に

変
え

て
い

っ
た

ら
い

い
の

か
な

と
い

う
こ

と
を

、
そ

う
い

う
研

修
を

通
じ

て
、

私
の

中
で

の
思

い
は

少
し

ず
つ

膨
ら

ん
で

い
っ

て

【
①

先
駆

的
事

例
や

尊
敬

で
き

る
保

健
師

と
の

出
会

い
】

♯
そ

の
と

き
に

県
内

で
超

有
名

な
保

健
師

さ
ん

た
ち

と
そ

の
と

き
一

緒
だ

っ
た

ん
で

す
。
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

♯
や

り
手

の
保

健
師

さ
ん

た
ち

と
そ

こ
で

知
り

合
っ

て
、

み
ん

な
で

、
地

区
組

織
づ

く
り

っ
て

大
事

だ
よ

っ
て

い
う

こ
と

を
横

浜
集

会
、

長
野

の
松

川
町

の
こ

と
も

初
め

て
知

っ
て

、
す

ご
い

町
が

あ
る

ん
だ

と
い

う
こ

と
で

何
か

の
め

る
込

ん
で

い
っ

た
と

い
う

か

【
看

護
協

会
主

催
　

中
堅

期
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

】
【

保
健

師
、

栄
養

士
の

人
材

育
成

】

♯
地

域
が

活
性

化
す

る
た

め
に

は
、

ま
ず

保
健

師
、

栄
養

士
が

変
わ

る
こ

と
か

ら 【
マ

ン
ネ

リ
化

し
て

い
る

組
織

を
活

性
化

す
る

】

♯
自

主
的

に
な

ら
な

か
っ

た
り

、
活

性
し

な
か

っ
た

。
活

性
化

と
い

う
の

が
、

組
織

の
人

た
ち

が
生

き
生

き
と

活
動

す
る

と
い

う
こ

と
が

な
か

な
か

で
き

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
組

織
が

ど
う

や
っ

た
ら

活
性

化
す

る
か

【
保

健
所

管
内

の
保

健
師

で
定

例
会

を
組

織
し

、
研

究
や

情
報

交
換

を
行

う
】

【
研

究
や

情
報

交
換

は
保

健
師

の
資

質
を

高
め

る
た

め
に

大
切

】
【

合
併

前
に

保
健

師
全

員
で

話
し

合
い

方
針

を
決

め
る

】

♯
月

1
回

、
管

内
は

本
当

に
保

健
所

と
市

町
村

が
仲

が
よ

く
て

、
月

1
回

、
保

健
師

の
定

例
会

を
や

っ
て

た
ん

で
す

♯
今

ま
で

先
輩

た
ち

が
築

い
て

く
れ

て
た

こ
の

管
内

研
究

会
で

の
研

究
と

か
情

報
交

換
は

大
切

だ
か

ら
、

絶
対

合
併

し
て

も
、

批
判

は
あ

る
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

も
、

絶
対

つ
な

げ
よ

う
と

。
管

内
保

健
師

研
究

会
の

中
で

も
、

調
査

研
究

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
こ

と
も

問
題

に
な

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

や
っ

ぱ
り

私
た

ち
の

資
質

を
高

め
る

た
め

に
、

研
究

は
絶

対
進

め
ん

と
い

か
ん

よ
な

と
い

う
こ

と
で

、
母

子
と

老
成

人
と

認
知

症
を

含
め

た
精

神
に

分
か

れ
て

、
研

究
と

し
て

や
っ

て
い

こ
う

と
い

う
こ

と
も

、
み

ん
な

で
話

し
合

っ
て

決
め

て
い

き
ま

し
た

。

♯
保

健
所

の
保

健
師

さ
ん

た
ち

も
含

め
て

、
管

内
研

究
会

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
こ

と
も

み
ん

な
で

合
併

の
と

き
に

決
め

て
や

っ
て

き
ま

し
た

。

♯
組

織
が

大
き

く
な

る
か

ら
、

市
だ

け
の

保
健

事
業

連
絡

会
と

い
う

の
を

半
日

、
そ

れ
か

ら
管

内
研

究
会

を
半

日
と

い
う

こ
と

で
、

一
日

、
そ

う
い

う
保

健
師

た
ち

の
情

報
交

換
な

り
研

究
と

い
う

こ
と

を
、

一
日

は
と

ろ
う

っ
て

い
う

こ
と

を
決

め
ま

し
た

。

【
研

究
を

施
策

に
反

映
さ

せ
る

】
【

事
例

検
討

会
や

研
究

の
場

】

♯
絶

対
、

施
策

に
反

映
す

る
も

の
じ

ゃ
な

い
と

、
も

う
絶

対
で

き
な

い
こ

と
す

る
ん

で
す

。
一

人
で

は
で

き
な

い
か

ら
取

り
組

む
ん

で
す

。

【
学

会
で

の
発

表
】

【
学

会
発

表
は

職
場

に
根

付
い

て
い

る
も

の
】

【
文

書
に

ま
と

め
る

】
【

学
会

発
表

を
推

進
す

る
上

司
の

存
在

】

♯
資

料
で

も
い

い
か

ら
出

し
な

さ
い

と
。

そ
れ

は
ず

っ
と

根
づ

い
て

る
。

♯
必

ず
最

後
、

ま
と

め
る

ん
で

す
。

み
ん

な
で

。
♯

我
々

の
や

っ
て

い
る

こ
と

は
、

そ
れ

は
上

司
の

保
健

師
が

き
ち

っ
と

、
必

ず
ど

こ
か

に
出

し
な

さ
い

と
。

【
他

職
種

に
成

果
を

示
す

】
【

学
習

に
よ

る
技

術
の

獲
得

】
【

課
長

の
指

示
】

♯
年

に
1

回
は

発
表

す
る

。 
最

後
、

2
月

に
す

る
。

こ
と

し
も

2
月

に
す

る
。

3
月

、
議

会
が

あ
る

の
で

、
課

長
が

集
ま

れ
な

い
の

で
2

月
に

す
る

。 

♯
発

達
の

見
方

と
か

、
私

、
全

然
わ

か
ら

な
か

っ
た

け
ど

、
管

内
研

究
会

で
、

赤
ち

ゃ
ん

の
引

き
起

こ
し

で
あ

る
と

か
、

そ
う

い
う

発
達

の
学

習
か

ら
全

部
。

♯
課

長
か

ら
は

、
や

っ
て

き
た

自
分

の
軌

跡
を

必
ず

冊
子

に
し

て
残

し
な

さ
い

と
。

【
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

】
【

市
の

事
業

と
し

て
冊

子
化

す
る

】

♯
母

子
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
も

つ
く

っ
た

ん
で

す
よ

、
あ

の
と

き
に

。
♯

○
市

の
市

の
事

業
と

し
て

印
刷

し
て

く
れ

る
。 

【
最

新
情

報
を

知
る

】
【

自
主

運
営

】

♯
昔

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

と
か

も
な

か
っ

た
の

で
、

最
新

情
報

と
い

う
の

は
、

保
健

所
の

婦
長

さ
ん

が
、

そ
の

と
き

に
必

ず
。

保
健

衛
生

ニ
ュ

ー
ス

と
か

、
保

健
師

雑
誌

と
か

も
と

っ
て

ま
し

た
け

ど
、

最
新

、
国

の
情

報
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
の

は
、

本
当

に
時

間
を

か
け

て
教

え
て

く
れ

て
。 

♯
管

内
連

絡
会

は
み

ん
な

お
金

は
払

っ
て

い
る

ん
で

す
ね

。

【
事

業
評

価
】

乗
り

越
え

る
原

動
力

【
町

へ
の

愛
着

】
【

自
治

会
長

の
後

押
し

】

♯
私

が
年

を
と

っ
て

も
住

む
と

こ
だ

し
、

自
分

の
住

む
地

域
だ

か
ら

、
絶

対
自

分
は

よ
く

し
た

い
し

、
や

め
た

後
は

、
自

分
を

育
て

て
く

れ
た

町
だ

か
ら

、
恩

返
し

を
す

る
何

か
を

し
た

い
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
あ

る
と

か
、

何
か

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

♯
住

民
か

ら
は

、
そ

の
愛

育
班

の
結

成
の

と
き

に
、

自
治

会
長

が
や

ろ
う

っ
て

言
っ

て
く

れ
た

後
押

し
が

あ
っ

て
で

き
た

こ
と
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
住

民
か

ら
の

感
謝

の
言

葉
】

♯
普

段
住

民
の

方
か

ら
、

あ
ん

た
が

保
健

師
で

い
て

く
れ

て
よ

か
っ

た
っ

て
、

そ
う

い
う

日
常

的
な

会
話

の
中

で
言

っ
て

く
れ

る
言

葉
が

あ
り

が
た

い
な

と
思

っ
て

、
ま

た
頑

張
ろ

う
と

か
い

う
気

持
ち

に
さ

せ
ら

れ
ま

し
た

。

O
J
T

【
後

輩
が

後
輩

に
残

す
意

識
を

持
つ

よ
う

に
育

て
て

い
く

】
【

活
動

を
記

録
に

し
て

い
く

】
【

熱
い

職
場

】

♯
後

輩
保

健
師

た
ち

が
組

織
に

、
こ

の
組

織
活

動
を

う
ま

く
や

る
た

め
に

、
ど

う
や

っ
た

ら
い

い
の

か
、

そ
の

O
J
T

を
ど

う
し

て
い

く
か

と
い

う
こ

と
を

、
今

、
組

織
活

性
化

事
業

で
み

ん
な

と
考

え
て

い
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
う

い
う

こ
と

も
、

私
た

ち
先

輩
が

後
輩

に
残

す
意

識
を

持
っ

て
育

成
し

て
い

か
な

い
と

で
き

な
い

の
か

な
と

考
え

て
い

ま
す

。

♯
必

ず
活

動
を

記
録

に
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

は
、

昔
の

荻
町

の
と

き
か

ら
努

め
て

き
た

こ
と

な
の

で
、

そ
れ

も
継

続
し

て
い

き
た

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
。

♯
み

ん
な

熱
い

ん
で

す
、

う
ち

の
保

健
師

。

♯
今

の
保

健
師

は
二

つ
に

分
か

れ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
。

も
う

5
時

に
は

さ
よ

う
な

ら
5

時
過

ぎ
た

ら
会

議
も

し
な

い
で

く
だ

さ
い

と
い

う
タ

イ
プ

。（
う

ち
の

職
場

は
そ

う
）

じ
ゃ

な
く

て
、

み
ん

な
で

い
い

も
の

を
つ

く
り

た
い

と
。

住
民

の
た

め
に

ぶ
れ

な
い

と
。

♯
意

見
は

か
ち

合
う

ん
で

す
よ

。
こ

れ
は

こ
う

じ
ゃ

な
い

で
す

か
、

あ
あ

じ
ゃ

な
い

で
す

か
っ

て
、

若
い

人
も

言
い

ま
す

。
中

堅
は

が
ん

が
ん

言
い

ま
す

。
た

じ
た

じ
に

な
り

ま
す

け
ど

。

【
全

て
を

さ
ら

け
出

せ
る

同
僚

と
の

関
係

性
】

♯
お

互
い

が
悩

み
を

、
私

も
先

輩
に

悩
み

を
言

う
し

、
先

輩
も

私
に

言
っ

て
く

れ
た

り
と

か
、

お
互

い
の

保
健

師
の

相
談

と
か

、
気

持
ち

が
、

仕
事

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

個
人

的
な

悩
み

と
か

も
聞

い
て

く
れ

る
関

係
性

が
保

健
師

同
士

で
あ

る
と

い
う

こ
と

保
健

所
保

健
師

か
ら

の
指

導
【

市
の

保
健

師
と

し
て

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
】

【
後

輩
の

育
成

も
お

互
い

様
】

♯
地

域
保

健
法

が
施

行
さ

れ
る

と
き

に
、

私
は

今
ま

で
、

あ
な

た
の

と
こ

ろ
に

い
つ

で
も

来
れ

た
け

ど
、

地
域

保
健

法
が

施
行

さ
れ

た
ら

今
ま

で
み

た
い

に
来

れ
な

く
な

る
。

市
町

村
と

保
健

所
の

や
る

べ
き

こ
と

が
ち

ゃ
ん

と
決

ま
っ

て
く

る
か

ら
、

あ
な

た
は

市
の

保
健

師
と

し
て

何
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
と

い
う

こ
と

を
し

っ
か

り
考

え
な

さ
い

と
本

当
に

口
を

酸
っ

ぱ
く

し
て

言
わ

れ
て

た
ん

で
す

。

♯
今

、
逆

転
現

象
で

、
も

う
ち

ょ
っ

と
頑

張
ら

な
い

と
い

け
な

い
よ

な
っ

て
。

や
っ

ぱ
り

お
互

い
様

か
な

と
。

保
健

師
の

役
割

【
事

業
化

・
施

策
化

】
【

支
え

合
い

が
市

の
目

標
に

な
っ

て
い

る
】

♯
訪

問
と

か
相

談
と

か
で

、
市

民
個

人
の

健
康

問
題

を
ま

ず
聞

い
て

、
個

人
の

支
援

は
も

ち
ろ

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
の

個
人

の
課

題
が

地
域

的
な

課
題

で
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

地
域

の
課

題
と

し
て

捉
え

て
、

地
域

の
み

ん
な

で
、

住
民

が
解

決
し

て
い

く
よ

う
な

地
域

力
を

つ
け

る
よ

う
な

支
援

を
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
う

い
う

地
域

の
健

康
課

題
が

、
事

業
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

で
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

市
の

事
業

と
し

て
や

っ
て

い
く

し
、

そ
れ

を
政

策
へ

と
つ

な
い

で
い

く
こ

と
も

私
た

ち
の

役
割

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
。

♯
他

職
種

と
か

他
機

関
の

橋
渡

し
役

と
し

て
、

場
所

と
人

で
あ

る
と

か
、

組
織

と
組

織
、

い
ろ

い
ろ

な
他

機
関

の
協

働
を

進
め

て
、

目
標

と
な

る
市

の
姿

、
安

ら
ぎ

と
安

心
に

満
ち

た
支

え
合

う
暮

ら
し

と
い

う
の

が
○

市
の

目
標

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
目

標
に

向
か

っ
て

総
合

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
目

指
し

て
、

地
域

包
括

ケ
ア

、
そ

う
い

う
こ

を
目

標
に

や
っ

て
い

き
た

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
。

【
鳥

の
目

・
虫

の
目

で
地

域
全

体
を

見
る

目
を

持
つ

】

♯
私

が
大

切
だ

な
っ

て
思

う
の

は
、

よ
く

今
言

わ
れ

る
、

鳥
の

目
、

虫
の

目
と

い
う

こ
と

、
地

域
全

体
を

見
る

目
を

持
つ

と
い

う
こ

と

【
経

験
を

基
に

自
分

で
咀

嚼
し

、
考

え
、

判
断

す
る

こ
と

】

♯
私

が
感

じ
た

こ
と

、
実

感
で

あ
る

と
か

体
験

で
あ

る
と

か
事

例
と

い
う

こ
と

を
大

切
に

し
て

、
自

分
の

頭
で

考
え

る
と

い
う

こ
と

を
大

事
に

し
た

い
な

、
自

分
な

り
の

解
釈

、
自

分
で

理
解

し
た

こ
と

、
自

分
な

り
の

理
解

で
物

事
を

進
め

て
い

き
た

い
な

と
考

え
て

い
ま

す
。
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６
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献
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表
5

　
事

例
4

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

幼 少 期

も
と

も
と

私
が

育
っ

て
き

た
中

で
も

お
じ

い
ち

ゃ
ん

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
と

一
緒

♯
元

気
に

高
齢

者
の

方
も

い
ら

れ
る

と
い

い
な

と
い

う
の

が
も

う
小

さ
い

こ
ろ

か
ら

、
そ

う
い

う
問

題
意

識
は

小
さ

い
こ

ろ
か

ら
あ

り
ま

し
た

 

就 職 し て ２ 年 目

夜
間

の
大

学
に

通
い

、
地

域
福

祉
の

ゼ
ミ

に
所

属
【

他
職

種
か

ら
行

政
の

学
習

の
必

要
を

認
識

】
【

自
分

の
担

当
業

務
と

大
学

で
の

社
会

人
学

生
と

し
て

の
学

習
内

容
が

合
致

】

♯
私

が
就

職
し

た
と

き
に

、
い

ろ
ん

な
職

種
の

方
と

か
か

わ
っ

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
行

政
機

関
だ

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
の

行
政

の
勉

強
を

し
な

い
と

い
け

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

た

♯
地

域
福

祉
な

の
で

、
住

民
の

組
織

化
と

か
、

自
分

た
ち

で
住

み
や

す
い

ま
ち

づ
く

り
な

ん
て

い
う

の
が

テ
ー

マ
だ

っ
た

も
の

で
す

か
ら

、
ち

ょ
う

ど
そ

こ
の

自
分

の
や

っ
て

い
る

仕
事

と
そ

れ
と

リ
ン

ク

♯
余

り
に

知
識

が
な

さ
過

ぎ
て

、
話

が
で

き
な

い
、

通
じ

な
か

っ
た

と
い

う
、

行
政

職
の

人
と

【
保

健
師

に
対

す
る

行
政

職
と

し
て

の
よ

く
な

い
部

外
者

か
ら

の
評

価
】

♯
若

く
て

新
採

だ
っ

た
か

ら
い

ろ
ん

な
や

じ
も

聞
こ

え
て

く
る

、
保

健
師

に
対

す
る

 
 ♯

ち
ょ

っ
と

余
り

い
い

評
価

じ
ゃ

な
い

の
も

聞
こ

え
て

き
た

り
し

て
、

今
は

そ
ん

な
の

を
聞

い
て

も
何

と
も

思
わ

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

若
か

っ
た

の
で

、
こ

れ
い

か
ん

の
じ

ゃ
な

い
の

か
な

な
ん

て
思

っ
た

の
で

行
き

ま
し

た

就 職 し て 3 、 4 年 ぐ ら い

障
害

を
持

っ
た

子
供

の
訪

問
か

ら
親

が
集

ま
る

会
を

設
定

【
住

民
が

無
理

な
く

で
き

る
継

続
し

た
事

業
展

開
】

【
小

規
模

の
グ

ル
ー

プ
化

と
支

援
】

【
社

会
人

大
学

生
と

し
て

大
学

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

】

♯
行

政
で

1
カ

年
、

2
カ

年
事

業
な

ん
て

や
っ

て
も

、
そ

の
事

業
が

終
わ

っ
た

ら
終

わ
り

と
い

う
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
ほ

ぼ
根

づ
く

、
み

ん
な

が
無

理
な

く
で

き
る

よ
う

な
グ

ル
ー

プ
活

動
を

し
て

い
か

な
い

と
続

か
な

い
な

と
い

う
の

を
思

っ
て

い
ま

し
た

♯
今

ど
き

の
子

育
て

は
ど

う
し

て
い

い
か

わ
か

ら
な

い
な

ん
て

い
う

場
合

の
お

じ
い

ち
ゃ

ん
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

た
ち

の
集

ま
る

教
室

か
ら

グ
ル

ー
プ

化
と

い
う

の
も

や
っ

て
い

た

♯
夜

間
の

大
学

と
リ

ン
ク

し
て

い
て

、
そ

こ
で

い
ろ

い
ろ

や
り

な
が

ら
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
っ

て
い

た
。

難
し

い
け

れ
ど

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

を
や

ら
な

い
と

進
ま

な
い

ん
だ

な
と

い
う

の
は

あ
っ

た

♯
も

っ
と

小
さ

い
規

模
の

小
グ

ル
ー

プ
活

動
と

い
う

の
を

下
手

く
そ

な
が

ら
も

や
っ

て
い

た

【
県

民
が

健
康

で
い

る
た

め
に

本
当

に
必

要
な

仕
事

を
し

た
い

】
【

相
談

に
対

し
て

の
上

司
の

応
援

】

♯
本

当
の

仕
事

は
こ

う
い

う
こ

と
だ

よ
な

と
思

っ
て

い
た

の
で

、
や

れ
る

チ
ャ

ン
ス

が
あ

れ
ば

と
思

っ
て

い
た

♯
ま

だ
若

か
っ

た
の

で
、

漠
然

と
し

て
い

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

の
ま

ま
点

で
終

わ
る

に
は

も
っ

た
い

な
い

な
と

い
う

感
じ

が
し

て
、

若
さ

で
も

っ
て

相
談

し
て

、
み

ん
な

所
長

さ
ん

た
ち

も
応

援
し

て
く

れ
て

♯
当

に
我

々
の

親
世

代
と

か
近

所
の

人
と

か
一

般
の

生
活

し
て

い
る

県
民

の
人

が
元

気
で

健
康

で
い

ら
れ

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
と

い
う

感
じ

 
本

当
に

必
要

な
こ

と
を

や
ら

な
い

と
い

け
な

い
な

と

【
孤

立
し

い
て

い
た

人
が

「
仲

間
が

い
た

」
と

い
う

体
験

を
し

た
こ

と
に

感
動

】 
【

集
ま

る
こ

と
で

荷
を

下
ろ

し
た

と
感

じ
て

い
る

住
民

か
ら

も
ら

っ
た

感
動

】

♯
会

う
よ

う
な

機
会

を
設

け
た

ら
す

ご
く

皆
さ

ん
涙

流
し

た
り

し
な

が
ら

、
こ

う
い

う
仲

間
が

い
た

ん
だ

と
い

う
体

験
も

し
た

の
で

、
や

っ
ぱ

り
必

要
だ

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

し
た

♯
み

ん
な

大
変

な
の

は
自

分
だ

け
と

か
、

孤
立

し
て

い
た

よ
う

な
感

じ
、

も
う

重
い

荷
物

を
し

ょ
っ

て
い

た
と

い
う

感
じ

だ
っ

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
同

じ
よ

う
な

仲
間

に
会

っ
て

、
重

い
荷

物
を

み
ん

な
で

真
ん

中
に

寄
せ

た
と

い
う

感
じ

か
ね

。
仲

間
が

い
た

と
い

う
感

じ

♯
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
よ

か
っ

た
な

と
、

必
要

だ
な

と
思

い
ま

し
た

ね
。

私
た

ち
が

行
っ

て
、

若
い

娘
が

、
当

時
何

も
わ

か
ら

な
い

者
が

行
っ

て
、

そ
ん

な
ん

や
る

よ
り

は
本

当
に

集
ま

っ
て

、
そ

こ
で

重
荷

を
お

ろ
し

て
、

い
ろ

ん
な

知
恵

で
話

し
合

う
と

い
う

の
は

す
ご

く
、

思
い

出
す

と
感

動
し

て
し

ま
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

1
5 〜 6 年 目 ?

認
知

症
の

予
防

の
グ

ル
ー

プ
育

成
【

保
健

師
だ

か
ら

と
熱

く
な

っ
て

浮
か

な
い

よ
う

に
行

政
職

と
上

手
く

や
っ

て
い

く
こ

と
】

【
予

防
の

視
点

で
の

事
業

】
【

自
由

な
発

想
を

後
押

し
し

て
く

れ
る

上
司

】

認
知

症
の

予
防

を
ふ

だ
ん

か
ら

当
た

り
前

の
よ

う
に

自
分

た
ち

も
生

活
に

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
な

グ
ル

ー
プ

を
草

の
根

的
に

公
民

館
単

位

♯
同

僚
は

み
ん

な
行

政
職

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
割

と
本

当
に

担
当

業
務

と
い

う
と

こ
ろ

で
は

あ
る

ん
で

す
ね

。
た

だ
、

や
る

と
き

に
は

事
務

職
の

と
こ

ろ
に

1
人

だ
っ

た
の

で
、

保
健

師
っ

て
結

構
熱

い
の

で
、

突
っ

走
っ

て
し

ま
っ

て
浮

い
て

し
ま

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
す

。
な

る
べ

く
そ

う
は

し
た

く
な

か
っ

た
の

で
、

行
政

職
の

方
に

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
、

同
じ

よ
う

な
言

葉
を

使
い

、
納

得
い

た
だ

け
る

計
画

を
立

て
る

と
、

予
算

化
す

る
と

か
、

県
民

に
ど

う
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
話

を
す

る
と

、
そ

う
だ

そ
う

だ
と

い
う

ふ
う

に
納

得
し

て
く

だ
さ

る
の

で
、

な
る

べ
く

突
っ

走
ら

な
い

よ
う

に
み

ん
な

と
歩

調
を

合
わ

せ
な

が
ら

や
っ

て
い

っ
た

と
い

う
こ

と
で

、
皆

さ
ん

も
応

援
し

て
く

れ
ま

す

♯
当

時
は

予
防

と
い

う
視

点
が

な
か

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

も
う

少
し

先
手

を
打

つ
こ

と
は

で
き

な
い

か
♯

割
と

自
由

に
新

し
い

も
の

を
取

り
組

ん
で

い
い

よ
と

い
う

よ
う

な
上

司
も

新
し

い
も

の
を

ど
ん

ど
ん

進
め

て
い

い
と

い
う

よ
う

な
上

司
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、

自
由

に
発

想
で

き
た

と
い

う
と

こ
ろ

で
す

ね
。

【
住

民
と

一
緒

に
組

織
化

の
活

動
を

す
る

こ
と

が
本

来
の

保
健

師
の

活
動

】
【

行
政

主
体

で
は

な
く

住
民

主
体

の
事

業
へ

の
動

機
づ

け
】

【
獲

得
さ

れ
て

い
た

予
算

の
裏

付
け

】

♯
本

当
に

住
民

の
方

と
一

緒
に

な
っ

て
組

織
化

し
て

い
く

と
い

う
活

動
が

ち
ょ

っ
と

薄
れ

て
い

る
よ

う
な

時
期

だ
っ

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

の
ま

ま
で

は
い

か
ん

と
い

う
思

い
が

あ
っ

た
ん

で
す

ね
、

ち
ょ

う
ど

皆
さ

ん
も

（
H

1
6
）

♯
ど

う
し

て
も

行
政

が
や

っ
て

く
れ

る
ん

で
し

ょ
う

と
い

う
考

え
が

根
強

か
っ

た
の

で
、

そ
こ

を
自

分
た

ち
の

た
め

に
や

っ
て

い
く

ん
だ

と
い

う
ふ

う
に

動
機

づ
け

し
て

い
く

作
業

が
ひ

と
手

間

♯
予

防
の

何
か

活
動

も
取

り
組

め
る

よ
う

に
と

い
う

よ
う

な
予

算
は

あ
っ

た

【
行

政
職

と
歩

調
を

合
わ

せ
、

応
援

し
て

も
ら

う
方

法
】

♯
同

僚
は

み
ん

な
行

政
職

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
割

と
本

当
に

担
当

業
務

と
い

う
と

こ
ろ

で
は

あ
る

ん
で

す
ね

。
た

だ
、

や
る

と
き

に
は

事
務

職
の

と
こ

ろ
に

1
人

だ
っ

た
の

で
、

保
健

師
っ

て
結

構
熱

い
の

で
、

突
っ

走
っ

て
し

ま
っ

て
浮

い
て

し
ま

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
す

。
な

る
べ

く
そ

う
は

し
た

く
な

か
っ

た
の

で
、

行
政

職
の

方
に

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
、

同
じ

よ
う

な
言

葉
を

使
い

、
納

得
い

た
だ

け
る

計
画

を
立

て
る

と
、

予
算

化
す

る
と

か
、

県
民

に
ど

う
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
話

を
す

る
と

、
そ

う
だ

そ
う

だ
と

い
う

ふ
う

に
納

得
し

て
く

だ
さ

る
の

で
、

な
る

べ
く

突
っ

走
ら

な
い

よ
う

に
み

ん
な

と
歩

調
を

合
わ

せ
な

が
ら

や
っ

て
い

っ
た

と
い

う
こ

と
で

、
皆

さ
ん

も
応

援
し

て
く

れ
ま

す 【
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

養
成

】
【

研
究

機
関

・
大

学
と

の
パ

イ
プ

に
よ

る
科

学
的

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

】

♯
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

る
と

き
に

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
と

い
う

方
を

養
成

す
る

の
も

一
般

の
方

向
け

に
募

集
し

て
養

成
♯

前
担

当
者

が
下

地
を

つ
く

っ
て

き
て

く
れ

た
中

に
、

老
人

関
係

機
関

の
先

生
方

と
パ

イ
プ

が
あ

っ
た

 
科

学
的

な
そ

う
い

う
バ

ッ
ク

も
あ

る
と

い
う

、
後

ろ
盾

も
あ

っ
た ♯

大
学

の
の

公
衆

衛
生

の
先

生
に

お
世

話
に

な
っ

て
い

ま
し

て
、

先
生

の
つ

な
が

り
も

あ
っ

て
、

都
道

府
県

の
ほ

う
で

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

く
れ

る
と

い
う

話
も

あ
っ

た

【
小

グ
ル

ー
プ

の
活

用
】

【
愚

痴
を

聞
い

て
く

れ
る

先
輩

】

♯
養

成
講

座
に

来
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

中
で

も
や

は
り

こ
の

方
は

大
丈

夫
と

い
う

方
が

何
回

か
か

か
わ

っ
て

い
る

と
わ

か
る

の
で

、
そ

の
方

、
2

人
1

ペ
ア

ぐ
ら

い
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

と
し

て
一

つ
の

小
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

っ
て

も
ら

う
よ

う
な

手
だ

て
を

と
っ

て

♯
出

先
の

保
健

師
さ

ん
が

み
ん

な
先

輩
だ

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

結
構

先
輩

が
本

当
に

応
援

し
て

く
れ

て
い

て
、

ぶ
っ

ち
ゃ

け
話

の
愚

痴
も

聞
い

て
く

れ
ま

し
た

【
医

療
の

専
門

機
関

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

】
【

完
璧

を
求

め
ら

れ
て

い
な

い
と

い
う

安
心

感
】 

【
必

要
だ

か
ら

、
と

応
援

し
て

く
れ

た
市

町
村

保
健

師
】

♯
ち

ゃ
ん

と
お

医
者

さ
ん

も
す

ぐ
に

見
れ

る
よ

う
お

医
者

さ
ん

も
も

ち
ろ

ん
後

ろ
盾

が
欲

し
い

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
り

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
は

自
分

た
ち

が
困

っ
た

と
き

に
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

く
れ

る
専

門
の

病
院

が
欲

し
い

と
い

う
要

望
が

あ
っ

た
ん

で
す

。
そ

の
医

療
の

か
か

り
つ

け
医

養
成

と
専

門
医

療
機

関
の

ほ
う

も
や

っ
て

い
く

と
い

う
こ

と
 

そ
う

い
う

専
門

機
関

の
ほ

う
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト

♯
ま

た
市

町
村

の
保

健
師

さ
ん

も
応

援
し

て
く

れ
ま

し
た

の
で

、
必

要
な

ん
だ

よ
と

、
手

間
は

か
か

る
け

れ
ど

も
必

要
だ

か
ら

や
り

ま
し

ょ
う

と
、

う
ま

く
い

か
な

い
こ

と
も

あ
る

か
ら

こ
の

ぐ
ら

い
で

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
と

か
、

完
璧

を
求

め
な

く
て

も
と

い
う

や
さ

し
さ

も
あ

り
ま

し
た

【
一

次
、

二
次

、
三

次
予

防
を

総
合

的
に

組
み

合
わ

せ
る

】
【

自
分

の
立

ち
位

置
で

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

く
れ

る
行

政
職

の
上

司
】

♯
1

次
、

2
次

、
3

次
予

防
対

策
と

い
う

ふ
う

に
し

て
、

ち
ょ

っ
と

認
知

症
の

家
族

の
会

の
方

に
も

大
変

お
世

話
に

な
っ

て
、

各
地

区
の

家
族

会
の

方
に

も
相

談
が

あ
る

と
き

に
は

、
こ

う
と

こ
ろ

も
使

え
る

と
い

う
の

も
か

か
わ

っ
て

い
て

い
た

だ
い

た
の

で
、

そ
れ

以
降

い
ろ

ん
な

総
合

的
に

や
っ

て
い

る
う

ち
の

一
つ

♯
行

政
職

の
上

司
な

ん
て

そ
こ

ま
で

は
わ

か
ら

な
い

け
れ

ど
も

、
俺

ら
は

こ
う

い
う

と
こ

ろ
を

ち
ゃ

ん
と

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

か
ら

ね
と

か
、

自
分

の
持

ち
分

の
と

こ
ろ

で
応

援
し

て
く

れ
た

の
で

助
か

り
ま

し
た
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資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
推

進
会

議
の

設
置

】 
【

事
業

の
ア

ウ
ト

カ
ム

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
評

価
】

♯
推

進
会

議
と

い
う

の
を

つ
く

っ
て

い
ま

し
て

、
計

画
づ

く
り

と
、

あ
と

評
価

も
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
で

介
護

3
以

上
の

人
を

ふ
や

さ
な

い
と

い
う

目
標

に
立

っ
て

、
認

知
症

の
。

そ
れ

で
高

齢
者

専
門

の
研

究
機

関
に

も
委

託
し

て
、

そ
の

グ
ル

ー
プ

に
参

加
し

た
人

と
そ

う
じ

ゃ
な

い
人

の
比

較
で

や
っ

て
、

効
果

あ
り

と
い

う
ふ

う
に

は
出

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

も
そ

の
計

画
で

評
価

し
て

い
く

と
い

う
ふ

う
に

は
あ

ら
か

じ
め

最
初

に
立

て
て

い
た

の
で

、
そ

れ
を

会
議

で
報

告
し

て
い

た
だ

け
の

こ
と

【
関

係
者

が
現

地
に

出
向

く
よ

う
一

緒
に

行
動

す
る

こ
と

】
【

周
り

の
サ

ポ
ー

ト
で

一
人

と
い

う
感

じ
が

な
く

仕
事

が
で

き
る

】

♯
一

緒
に

行
っ

て
く

れ
ま

せ
ん

か
み

た
い

に
す

る
ん

で
す

か
。

そ
れ

と
も

。 
も

う
行

く
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す

と
い

う
ふ

う
に

言
っ

て
ま

す
。

こ
の

地
区

の
責

任
者

は
あ

な
た

で
す

。
あ

な
た

に
す

が
る

し
か

あ
り

ま
せ

ん
と

い
う

感
じ

で
 

♯
上

司
も

一
緒

に
行

っ
た

り
、

隣
の

方
、

副
担

当
の

人
も

一
緒

に
行

っ
て

も
ら

っ
た

り
し

た
の

で
、

あ
と

は
出

先
の

保
健

師
さ

ん
も

一
緒

に
行

っ
て

く
れ

た
り

し
た

の
で

、
余

り
そ

ん
な

に
一

人
と

い
う

感
じ

は
な

か
っ

た
 

 ♯
す

ご
い

頼
も

し
か

っ
た

で
す

よ
、

市
町

村
の

保
健

師
さ

ん
も

出
先

の
保

健
師

さ
ん

も

【
事

業
の

横
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
作

る
重

要
性

と
効

果
性

】
【

事
業

の
横

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

】
【

県
の

事
業

へ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

】

♯
私

も
ほ

か
の

圏
域

の
人

に
聞

い
た

り
し

て
み

た
り

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

や
っ

て
い

る
み

た
い

だ
よ

と
か

、
つ

な
ぎ

を
し

た
り

、
横

同
士

話
せ

る
よ

う
な

機
会

を
持

っ
た

り
し

て
、

そ
こ

は
各

圏
域

で
や

っ
て

も
ら

っ
て

い
た

の
が

す
ご

い
よ

か
っ

た

♯
私

も
ほ

か
の

圏
域

の
人

に
聞

い
た

り
し

て
み

た
り

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

や
っ

て
い

る
み

た
い

だ
よ

と
か

、
つ

な
ぎ

を
し

た
り

、
横

同
士

話
せ

る
よ

う
な

機
会

を
持

っ
た

り
し

て
、

そ
こ

は
各

圏
域

で
や

っ
て

も
ら

っ
て

い
た

の
が

す
ご

い
よ

か
っ

た

♯
本

当
に

共
通

の
課

題
な

も
の

で
す

か
ら

、
何

か
そ

う
い

う
新

し
い

こ
と

で
県

も
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
、

全
県

で
や

る
ん

だ
い

う
の

が
後

押
し

に

♯
あ

と
本

県
は

高
齢

化
が

先
行

し
て

い
る

の
で

、
認

知
症

対
策

案
も

特
に

課
題

が
あ

っ
て

、
県

と
し

て
も

重
点

事
業

で
上

げ
た

い
と

い
う

共
通

目
標

が
立

て
ら

れ
た

の
で

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
く

れ
ま

し
た

 
 ♯

重
点

だ
か

ら
何

年
間

限
定

で
、

重
点

的
に

そ
こ

を
別

の
と

こ
ろ

か
ら

持
っ

て
き

て
上

乗
せ

す
る

と
い

う
仕

組
み

が
あ

っ
て

、
自

分
で

手
上

げ
を

し
て

、
い

ろ
ん

な
関

係
部

局
と

か
財

政
と

か
と

や
り

と
り

し
て

い
っ

て
難

関
を

乗
り

越
え

る
と

と
れ

る
と

い
う

枠
な

ん
で

す
ね

。
そ

こ
に

エ
ン

ト
リ

ー
し

て
、

う
ま

く
そ

こ
が

通
っ

た
と

い
う

。

【
グ

ル
ー

プ
か

ら
組

織
へ

の
育

て
方

】
【

グ
ル

ー
プ

運
営

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
し

て
く

れ
る

市
町

村
保

健
師

】

♯
こ

れ
ど

う
い

う
ふ

う
に

し
た

ら
、

こ
の

活
動

が
続

い
て

い
く

ん
だ

ろ
う

か
と

思
っ

た
と

き
に

、
そ

こ
の

市
町

村
の

保
健

師
さ

ん
だ

っ
た

り
、

そ
の

グ
ル

ー
プ

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
を

や
っ

て
い

る
人

だ
っ

た
り

す
る

と
、

そ
う

い
う

の
は

し
ば

ら
く

ほ
っ

て
お

け
ば

い
い

の
よ

と
か

、
こ

っ
ち

の
人

を
少

し
お

だ
て

て
あ

げ
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
よ

と
か

、
そ

こ
の

グ
ル

ー
プ

に
長

く
入

っ
て

い
る

人
は

よ
く

わ
か

っ
て

い
る

の
で

、
こ

う
す

る
と

い
い

と
か

、
放

置
し

て
お

け
ば

い
い

と
か

、
そ

う
い

う
ア

ド
バ

イ
ス

が
も

ら
え

た
の

で
、

か
か

わ
っ

て
い

る
人

に
教

え
て

も
ら

っ
た

♯
こ

れ
ど

う
い

う
ふ

う
に

し
た

ら
、

こ
の

活
動

が
続

い
て

い
く

ん
だ

ろ
う

か
と

思
っ

た
と

き
に

、
そ

こ
の

市
町

村
の

保
健

師
さ

ん
だ

っ
た

り
、

そ
の

グ
ル

ー
プ

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
を

や
っ

て
い

る
人

だ
っ

た
り

す
る

と
、

そ
う

い
う

の
は

し
ば

ら
く

ほ
っ

て
お

け
ば

い
い

の
よ

と
か

、
こ

っ
ち

の
人

を
少

し
お

だ
て

て
あ

げ
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
よ

と
か

、
そ

こ
の

グ
ル

ー
プ

に
長

く
入

っ
て

い
る

人
は

よ
く

わ
か

っ
て

い
る

の
で

、
こ

う
す

る
と

い
い

と
か

、
放

置
し

て
お

け
ば

い
い

と
か

、
そ

う
い

う
ア

ド
バ

イ
ス

が
も

ら
え

た
の

で
、

か
か

わ
っ

て
い

る
人

に
教

え
て

も
ら

っ
た

市
町

村
の

保
健

師
と

の
共

同
活

動
【

地
区

組
織

活
動

】

♯
い

ろ
い

ろ
地

元
の

組
織

育
成

を
や

ら
れ

て
い

た
り

、
町

村
に

入
っ

て
い

っ
て

勉
強

に
な

る
こ

と
の

ほ
う

が
多

か
っ

た

♯
平

成
1
0

年
ぐ

ら
い

か
ら

は
業

務
分

担
制

に
な

り
ま

し
て

、
地

区
分

担
の

こ
ろ

は
比

較
的

市
町

村
と

一
緒

に
動

く
こ

と
が

多
か

っ
た

で
す

け
れ

ど
も

、
業

務
に

な
っ

て
か

ら
は

余
り

そ
の

地
区

組
織

活
動

と
い

う
の

は
余

り
な

か
っ

た

訪
問

【
障

害
児

の
個

の
事

例
を

つ
な

い
で

、
共

有
す

る
場

が
必

要
】

♯
地

区
分

担
の

と
き

、
い

ろ
ん

な
赤

ち
ゃ

ん
か

ら
お

年
寄

り
か

ら
い

ろ
ん

な
方

を
行

か
せ

て
い

た
だ

い
て

い
た

の
で

、
本

当
に

い
ろ

い
ろ

教
え

て
い

た
だ

い
て

、
特

に
県

な
の

で
障

害
を

持
っ

た
子

が
多

い
で

す
け

れ
ど

も
、

点
で

孤
立

し
な

が
ら

み
ん

な
精

い
っ

ぱ
い

頑
張

っ
て

い
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
こ

ん
な

に
そ

れ
ぞ

れ
頑

張
っ

て
、

そ
し

て
い

い
知

恵
も

持
っ

て
い

る
の

に
、

共
有

で
き

る
よ

う
な

場
が

な
い

の
か

な
と

い
う

疑
問

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
子

を
つ

な
い

で
で

き
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

の
を

思
い

な
が

ら
行

っ
て

い
ま

し
た

の
で
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

健
康

教
育

【
対

話
型

の
教

育
活

動
か

ら
本

当
の

課
題

が
見

つ
け

ら
れ

る
】

【
健

康
教

育
に

お
け

る
動

機
づ

け
】 

【
ニ

ー
ズ

の
引

き
出

し
】 

♯
一

方
的

な
講

演
会

で
は

や
っ

ぱ
り

何
か

ら
何

も
伝

わ
ら

な
い

感
じ

な
の

で
、

対
話

型
と

い
う

か
、

思
っ

て
い

る
こ

と
を

引
き

出
し

な
が

ら
、

こ
ち

ら
も

勉
強

さ
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
や

る
と

、
本

当
に

困
っ

て
い

る
こ

と
と

か
や

り
こ

と
が

見
つ

け
ら

れ
て

、
次

に
つ

な
が

る
よ

う
な

教
育

活
動

が
で

き
る

と
い

い
で

す
ね

♯
小

規
模

の
ス

タ
イ

ル
が

あ
る

と
い

い
な

と
い

う
の

が
あ

っ
た

の
で

、
そ

の
た

め
に

動
機

づ
け

を
し

て
、

意
見

を
聞

き
な

が
ら

ア
ン

ケ
ー

ト
も

と
っ

て
グ

ル
ー

プ
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

と
い

う
の

が
先

に
あ

っ
た

の
で

、
仕

組
ん

で
い

っ
た

と
い

う
と

こ
ろ

も
あ

る
ん

で
す

地
域

診
断

【
必

要
性

の
認

識
、

エ
ビ

デ
ン

ス
重

視
】

【
予

算
化

の
た

め
の

プ
レ

ゼ
ン

】 
【

デ
ー

タ
の

加
工

】

♯
本

当
そ

の
必

要
な

計
画

と
か

、
見

せ
る

と
き

、
予

算
を

と
る

と
き

と
か

、
そ

う
い

う
た

め
に

使
っ

て
い

ま
し

た
。

必
要

に
応

じ
て

と
い

う
と

こ
ろ

で
♯

今
回

の
認

知
症

で
い

う
と

、
予

算
を

つ
け

た
り

、
計

画
を

立
て

る
と

き
に

も
地

区
ご

と
に

ど
れ

ぐ
ら

い
発

生
頻

度
が

あ
っ

て
、

必
要

性
は

ど
の

く
ら

い
か

と
い

う
の

が
あ

っ
た

の
で

、
結

果
ど

う
見

せ
る

か
と

い
う

着
地

点
が

あ
っ

て
、

そ
の

た
め

に
い

ろ
い

ろ
資

料
を

集
め

て
い

っ
て

加
工

し
て

プ
レ

ゼ
ン

し
て

い
く

と
い

う
よ

う
な

、
欲

し
い

も
の

に
向

か
っ

て
つ

く
っ

て
い

く
と

い
う

よ
う

な
感

じ

♯
そ

の
裏

づ
け

が
欲

し
い

と
い

う
感

じ
で

や
っ

て
い

ま
す

♯
い

ろ
い

ろ
デ

ー
タ

は
加

工
し

て
見

せ
る

。
見

せ
た

い
が

た
め

に
や

っ
て

い
た

 
 ♯

今
回

の
認

知
症

で
い

う
と

、
予

算
を

つ
け

た
り

、
計

画
を

立
て

る
と

き
に

も
地

区
ご

と
に

ど
れ

ぐ
ら

い
発

生
頻

度
が

あ
っ

て
、

必
要

性
は

ど
の

く
ら

い
か

と
い

う
の

が
あ

っ
た

の
で

、
結

果
ど

う
見

せ
る

か
と

い
う

着
地

点
が

あ
っ

て
、

そ
の

た
め

に
い

ろ
い

ろ
資

料
を

集
め

て
い

っ
て

加
工

し
て

プ
レ

ゼ
ン

し
て

い
く

と
い

う
よ

う
な

、
欲

し
い

も
の

に
向

か
っ

て
つ

く
っ

て
い

く
と

い
う

よ
う

な
感

じ

【
デ

ー
タ

の
ネ

ッ
ト

検
索

】

♯
資

料
は

、
昔

は
い

ろ
ん

な
紙

で
拾

っ
て

い
く

と
い

う
こ

と
で

す
け

れ
ど

も
、

今
は

も
う

全
部

ネ
ッ

ト
で

検
索

で
き

る
も

の
で

調
べ

て
や

っ
て

い
ま

す

【
既

存
デ

ー
タ

の
活

用
】

♯
市

町
村

か
ら

も
ら

わ
な

く
て

も
、

既
存

の
も

の
で

十
分

で
き

ま
し

た

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

の
醸

成
に

役
立

つ
と

思
っ

た
研

修
や

人
材

育
成

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

♯
直

接
こ

れ
が

響
い

た
と

い
う

の
は

、
余

り
ぴ

ん
と

き
ま

せ
ん

保
健

師
の

話
し

合
う

場
、

勉
強

会
♯

そ
こ

で
余

り
得

る
も

の
は

、こ
う

い
っ

た
活

動
で

は
余

り
テ

ー
マ

で
は

な
か

っ
た

認 知 症 対 策 を

や っ て い る こ ろ

学
会

の
発

表
　

　
　

　
 

【
大

学
教

員
か

ら
の

勧
め

】

こ
の

事
業

に
深

く
関

わ
っ

て
く

だ
さ

っ
た

先
生

に
発

表
を

勧
め

ら
れ

て

【
学

会
参

加
の

た
め

の
費

用
の

確
保

】

学
会

に
行

く
と

き
の

費
用

と
か

い
う

の
は

、
ど

こ
か

か
ら

で
る

ん
で

す
か

。 
出

ま
し

た
ね

、
職

場
か

ら
　

需
用

費
の

旅
費

か
ら

工
面

自
己

学
習

【
目

の
前

の
業

務
が

動
機

づ
け

】

♯
常

に
こ

れ
を

続
け

て
や

っ
て

い
く

い
う

も
の

は
余

り
少

な
い

ん
で

す
。

本
当

そ
の

業
務

に
応

じ
て

必
要

だ
か

ら
と

い
う

の
で

調
べ

る
の

は
、

も
う

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

聞
い

た
り

、
調

べ
た

り
は

す
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

ず
っ

と
保

健
師

と
し

て
の

業
務

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

に
と

い
う

の
は

勉
強

不
足

だ
と

思
い

ま
す

♯
目

的
と

か
目

の
前

に
対

象
者

が
い

て
と

か
、

そ
う

い
う

の
が

あ
る

と
、

わ
っ

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
湧

く
の

で
調

べ
ら

れ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

自
分

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

に
と

い
う

の
は

苦
手

で
す

ね
。



23

ソーシャル・キャピタルの醸成にかかる保健師の能力形成に関する研究 報告書

１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

保
健

師
と

し
て

の
姿

勢
【

必
要

な
こ

と
へ

の
お

手
伝

い
、

下
支

え
が

保
健

師
の

役
割

】

♯
余

り
保

健
師

だ
か

ら
と

い
う

の
は

余
り

気
に

し
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

さ
っ

き
も

言
っ

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
本

当
に

必
要

な
こ

と
を

求
め

て
い

る
必

要
な

こ
と

を
お

手
伝

い
す

る
と

い
う

か
、

下
支

え
す

る
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

役
割

、
仲

間
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

意
味

で
す

【
広

大
な

県
内

で
、

ど
こ

で
で

も
み

ん
な

が
元

気
で

格
差

が
な

い
暮

ら
し

】

♯
県

内
は

と
て

も
広

い
の

で
、

み
ん

な
ど

こ
の

地
区

に
い

て
も

自
分

ら
し

く
元

気
で

い
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

余
り

格
差

が
な

い
よ

う
に

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。

【
暮

ら
し

の
基

盤
は

健
康

、
健

康
の

た
め

の
仕

組
み

づ
く

り
が

仕
事

】 
【

黒
子

の
役

割
】

♯
余

り
大

き
い

役
割

は
全

然
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
健

康
部

分
の

ほ
う

だ
と

思
う

ん
で

す
。

こ
う

い
う

ふ
う

に
暮

ら
し

た
い

と
い

う
希

望
も

あ
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
そ

の
た

め
に

や
っ

ぱ
り

基
盤

に
な

る
の

が
体

、
心

の
健

康
で

し
ょ

う
か

ら
、

そ
の

部
分

の
下

支
え

で
す

ね
、

や
っ

ぱ
り

。
仕

組
み

づ
く

り
と

い
う

か
、

仕
掛

け
づ

く
り

を
す

る
黒

子
の

よ
う

な
役

割
な

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

（
災

害
時

）
【

や
っ

ぱ
り

保
健

師
】 

【
保

険
に

も
医

療
に

も
福

祉
に

も
精

通
し

て
い

る
人

材
】 

【
自

分
で

保
健

師
と

意
識

し
な

く
て

も
保

健
師

を
醸

し
出

す
】

♯
保

健
師

と
し

て
、

自
分

自
身

保
健

師
と

い
う

の
を

余
り

気
に

し
て

と
い

う
の

は
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
た

だ
、

出
ち

ゃ
い

ま
す

ね
、

保
健

師
と

い
う

の
が

。
余

り
意

識
は

し
て

い
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
今

回
の

震
災

の
と

き
な

ん
か

も
健

康
を

守
ろ

う
と

か
、

そ
う

い
う

つ
も

り
で

言
っ

て
て

余
り

保
健

師
と

い
う

意
識

は
し

て
い

な
い

ん
だ

け
れ

ど
も

、
い

ろ
ん

な
職

種
の

人
が

入
っ

て
き

た
り

、
い

ろ
ん

な
人

が
入

っ
て

く
る

と
、

や
っ

ぱ
り

保
健

師
だ

っ
た

ん
だ

な
と

い
う

こ
と

を
気

づ
か

さ
れ

る
と

い
う

か
、

本
当

に
福

祉
も

医
療

も
保

健
も

精
通

し
て

こ
ん

な
災

害
な

と
き

に
使

え
る

人
材

は
い

な
い

な
と

自
分

も
含

め
、

仲
間

も
す

ご
く

い
い

職
種

な
ん

だ
ね

と
い

う
ふ

う
に

再
認

識
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
意

識
は

し
て

い
な

い
ん

だ
け

れ
ど

も
、

や
っ

て
い

た
ら

気
が

つ
く

と
い

う
か

、
か

も
し

出
ち

ゃ
っ

て
い

る
と

い
う

感
じ

で
す

か
ね

。

【
腹

を
据

え
て

、
長

期
展

望
で

住
民

の
立

場
に

立
つ

】

♯
や

っ
ぱ

り
住

民
の

立
場

に
立

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
、

ほ
か

の
職

種
の

人
か

ら
比

べ
る

と
。

腹
が

す
わ

っ
て

い
る

と
い

う
か

、
ほ

か
の

職
種

の
方

だ
と

ど
う

し
て

も
短

期
間

で
の

視
点

が
割

と
多

い
ん

で
す

ね
。

で
も

我
々

だ
と

ず
っ

と
こ

こ
の

分
野

で
や

っ
て

い
く

も
の

な
の

で
、

遠
い

先
の

1
0

年
、

2
0

年
を

先
を

見
た

よ
う

な
仕

事
が

で
き

る
し

、
話

も
通

じ
る

中
で

、
今

こ
こ

を
や

ろ
う

と
い

う
の

が
共

通
認

識
で

話
が

で
き

ま
す

。

人
材

育
成

に
つ

い
て

の
考

え
【

経
験

が
語

れ
る

保
健

師
サ

ポ
ー

タ
の

下
で

実
践

を
積

む
こ

と
で

力
量

形
成

が
で

き
る

】
【

県
保

健
師

は
市

町
村

保
健

師
か

ら
学

ぶ
】

♯
今

、
私

、
ち

ょ
う

ど
現

任
教

育
の

担
当

な
ん

で
す

ね
。

今
回

こ
の

機
会

を
い

た
だ

い
て

、
自

分
も

ま
と

め
て

み
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

県
で

現
任

教
育

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

つ
く

っ
た

り
、

O
J
T

を
つ

く
っ

た
り

、
研

修
も

い
ろ

い
ろ

や
っ

て
い

る
ん

で
す

。
や

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

本
当

に
こ

れ
保

健
師

の
こ

う
い

う
力

量
形

成
っ

て
、

い
わ

ゆ
る

お
勉

強
、

研
修

と
い

う
よ

り
は

、
自

分
の

担
当

す
る

業
務

を
一

旦
責

任
を

持
た

せ
て

、
深

く
入

り
込

ん
で

、
そ

こ
を

私
余

り
先

輩
か

ら
県

の
保

健
師

の
先

輩
か

ら
な

る
ほ

ど
と

思
う

よ
う

な
こ

と
は

市
町

村
の

保
健

師
さ

ん
か

ら
聞

く
こ

と
は

多
か

っ
た

ん
だ

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
担

当
業

務
を

持
た

せ
な

が
ら

な
る

ほ
ど

と
思

え
る

よ
う

な
経

験
談

が
語

れ
る

よ
う

な
保

健
師

が
サ

ポ
ー

タ
ー

で
つ

い
て

い
て

、
担

当
業

務
を

深
く

経
験

さ
せ

な
が

ら
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
て

い
く

と
い

う
や

り
方

を
し

て
い

く
と

、
力

量
形

成
に

つ
な

が
る

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

し
た

。

♯
県

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

や
っ

ぱ
り

市
町

村
の

協
力

が
な

け
れ

ば
い

け
な

い
ん

だ
と

思
う

ん
で

す
。

市
町

村
と

一
緒

に
モ

デ
ル

市
町

村
と

か
お

世
話

に
な

り
な

が
ら

、
市

町
村

の
保

健
師

さ
ん

と
一

緒
に

、
市

町
村

の
保

健
師

さ
ん

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
こ

と
も

多
分

多
い

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
入

ら
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
経

験
し

て
い

く
必

要
が

あ
る
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
統

括
保

健
師

に
よ

る
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

で
き

る
仕

組
み

】

♯
そ

う
い

う
仕

組
み

で
す

よ
ね

。
今

、
新

任
期

に
プ

リ
セ

プ
タ

ー
も

つ
け

て
い

る
ん

で
す

。
統

括
保

健
師

も
管

理
期

で
つ

け
て

い
る

ん
で

す
。

け
れ

ど
も

、
そ

の
プ

リ
セ

プ
タ

ー
が

お
姉

さ
ん

的
な

人
な

ん
で

す
ね

、
比

較
的

若
い

人
。

な
の

で
、

プ
リ

セ
プ

タ
ー

を
超

え
た

統
括

あ
た

り
な

ん
で

す
よ

ね
、

や
っ

ぱ
り

そ
こ

、
長

年
の

経
験

で
と

い
う

と
こ

ろ
。

も
う

少
し

そ
こ

を
プ

リ
セ

プ
タ

ー
が

指
導

す
る

も
の

プ
ラ

ス
そ

こ
か

ら
も

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

で
き

る
よ

う
な

仕
組

み
が

多
分

今
ま

で
薄

い
ん

だ
と

思
い

ま
す

、
県

と
し

て
は

。

【
退

職
ま

で
に

ノ
ウ

ハ
ウ

を
伝

授
し

た
い

】

♯
地

区
組

織
活

動
の

経
験

が
豊

富
な

熟
練

保
健

師
が

退
職

す
る

あ
と

1
0

年
の

間
に

、
こ

れ
ま

で
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
伝

授
し

て
い

か
な

け
れ

ば
と

い
う

よ
う

な
危

機
感

が
あ

っ
て

、
こ

の
1
0

年
の

間
に

何
と

か
伝

え
た

い
と

い
う

思
い

が
あ

る
ん

で
す

。
な

の
で

、
こ

れ
を

ま
と

め
な

が
ら

プ
リ

セ
プ

タ
ー

だ
け

じ
ゃ

な
く

、
そ

の
統

括
と

か
、

5
0

代
ぐ

ら
い

の
方

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
を

も
っ

と
入

れ
て

い
く

よ
う

な
仕

組
み

が
必

要
で

す
ね

。

【
意

識
的

に
掘

り
下

げ
た

地
区

組
織

活
動

の
実

践
を

】
【

地
域

に
入

り
こ

む
手

段
と

し
て

の
地

域
包

括
ケ

ア
】

♯
や

は
り

こ
の

地
区

組
織

活
動

と
い

う
、

こ
れ

か
ら

本
当

に
大

事
な

と
こ

ろ
な

ん
で

し
ょ

う
け

れ
ど

も
、

今
の

そ
の

現
任

教
育

の
私

の
や

っ
て

い
る

と
こ

ろ
と

い
う

の
は

、
本

当
に

最
初

の
5

年
以

内
は

新
任

期
と

位
置

づ
け

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
あ

る
程

度
通

り
一

遍
の

ざ
ら

っ
と

広
く

浅
く

で
き

る
よ

う
に

と
い

う
こ

と
で

や
っ

て
い

る
ん

で
す

ね
。

そ
こ

を
少

し
掘

り
下

げ
て

地
区

組
織

活
動

に
深

く
入

っ
て

い
け

る
よ

う
な

と
こ

ろ
を

少
し

や
っ

ぱ
り

意
識

的
に

や
っ

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

で
す

ね

ち
ょ

う
ど

地
域

包
括

ケ
ア

な
ん

か
今

動
き

が
あ

る
の

で
、

あ
の

辺
は

本
当

に
入

る
い

い
き

っ
か

け
に

な
る

と
思

う
ん

で
す

よ
、

保
健

福
祉

事
務

所
も

【
保

健
師

は
面

白
い

】

♯
お

も
し

ろ
い

と
思

う
し

 
（

生
活

と
い

う
の

に
す

ご
く

軸
足

を
し

っ
か

り
置

い
て

）

【
熱

す
ぎ

ず
、

新
人

に
合

わ
せ

た
人

材
の

育
成

】

♯
何

か
開

花
さ

せ
て

あ
げ

た
い

な
と

思
う

新
人

も
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
な

か
な

か
難

し
い

で
す

よ
ね

。
熱

過
ぎ

て
も

い
か

ん
し

な
な

ん
て

思
っ

た
り

し
て
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
N

保
健

セ
ン

タ
ー

　
地

区
担

当
保

健
師

と
し

て
市

民
と

と
も

に
活

動
し

た
経

験
】

【
市

民
さ

ん
は

一
生

懸
命

考
え

て
い

る
と

応
え

て
く

れ
る

】 
【

市
民

は
信

頼
で

き
る

】
【

地
区

担
当

保
健

師
と

し
て

の
活

動
】 

【
地

区
組

織
活

動
】

【
①

地
区

担
当

制
】 

【
②

公
民

館
と

保
健

師
の

事
務

所
が

同
じ

建
物

】

♯
セ

ン
タ

ー
の

保
健

師
で

あ
っ

た
こ

ろ
に

、
自

治
会

を
回

っ
た

り
、

自
治

会
長

さ
ん

と
お

話
し

し
に

行
っ

た
り

と
か

、
♯

市
民

さ
ん

と
い

う
の

は
一

生
懸

命
に

考
え

て
い

る
と

応
え

て
く

れ
る

と
い

う
こ

と
だ

と
か

、
一

緒
に

何
か

や
る

と
、

次
、

何
か

し
よ

う
と

ま
た

言
っ

て
く

れ
る

と
か

、
そ

う
い

う
何

か
市

民
さ

ん
の

心
の

動
き

と
い

う
の

か
、

そ
う

い
う

感
覚

が
何

か
わ

か
っ

た
感

じ
が

し
た

ん
で

す
。

結
局

、
信

頼
関

係
っ

て
、

や
る

気
が

あ
っ

て
、

一
回

、
一

緒
に

何
か

し
た

ら
物

す
ご

く
わ

か
っ

て
く

れ
る

と
。

あ
と

は
も

う
こ

っ
ち

が
何

か
い

っ
た

ら
、

す
ぐ

ぱ
っ

と
反

応
し

て
く

れ
る

ん
や

と
か

、
そ

れ
を

乗
り

越
え

た
ら

、
基

本
的

に
市

民
さ

ん
は

職
員

と
同

じ
く

ら
い

信
頼

で
き

る
と

思
っ

て
い

ま
す

。

【
地

区
担

当
保

健
師

と
し

て
自

治
会

を
回

る
】 

【
地

区
担

当
保

健
師

と
し

て
自

治
会

長
の

話
を

聞
く

】
♯

H
市

は
R

セ
ン

タ
ー

と
い

う
大

型
公

民
館

み
た

い
な

の
が

7
カ

所
あ

る
ん

で
す

。
こ

こ
も

R
セ

ン
タ

ー
な

ん
で

す
。

こ
の

中
に

行
政

サ
ー

ビ
ス

コ
ー

ナ
ー

と
、

施
設

が
あ

る
ん

で
す

、
貸

し
館

業
務

の
。

♯
企

画
運

営
み

た
い

な
と

こ
ろ

を
市

民
さ

ん
の

協
力

を
得

て
運

営
し

て
い

る
ん

で
す

。
そ

の
企

画
運

営
委

員
会

と
い

う
組

織
に

な
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
こ

と
も

い
ろ

い
ろ

話
を

し
た

り
と

か
、

一
緒

に
事

業
を

し
た

り
と

か
し

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
い

ろ
ん

な
人

と
話

を
し

た
り

と
か

し
た

こ
と

が
。

【
地

域
の

核
と

な
る

住
民

の
声

を
聞

く
】 

【
住

民
と

一
緒

に
活

動
す

る
】 

♯
基

本
的

に
は

立
候

補
し

て
な

っ
て

く
れ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

は
り

自
治

連
合

会
長

さ
ん

と
か

、
地

域
の

中
で

リ
タ

イ
ア

し
た

人
で

結
構

行
政

に
勤

め
て

は
っ

た
人

と
か

も
い

ま
す

し
、

あ
と

大
学

で
薬

剤
師

の
講

座
を

持
っ

て
い

る
先

生
と

か
、

い
ろ

ん
な

地
域

の
財

産
に

な
る

よ
う

な
人

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

や
っ

て
く

れ
て

い
る

ん
で

す
。

【
住

民
活

動
の

核
と

な
る

人
と

の
出

会
い

】
【

①
活

動
の

意
味

づ
け

を
し

て
く

れ
る

上
司

（
保

健
師

の
課

長
）】

 
【

①
挑

戦
で

き
る

助
言

を
く

れ
る

上
司

（
保

健
師

の
課

長
）】

 
【

①
一

人
一

人
の

保
健

師
の

特
性

に
応

じ
た

指
導

が
で

き
る

上
司

（
保

健
師

の
課

長
）】

♯
そ

う
い

う
方

々
と

い
ろ

ん
な

お
話

を
し

た
り

、
一

緒
に

じ
ゃ

あ
こ

ん
な

こ
と

を
し

よ
う

か
と

か
、

そ
う

い
う

経
験

と
い

う
の

は
。

♯
自

分
が

育
成

し
た

グ
ル

ー
プ

を
市

民
連

絡
会

に
紹

介
す

る
わ

け
で

、
で

も
そ

こ
が

楽
し

く
な

さ
そ

う
だ

っ
た

ら
、

い
や

こ
れ

は
何

と
か

し
た

い
と

思
っ

た
ん

で
す

。
せ

っ
か

く
集

ま
っ

て
く

れ
て

い
る

の
に

、
有

意
義

で
も

な
く

楽
し

く
も

な
く

と
い

う
の

は
申

し
わ

け
な

い
と

。
そ

こ
が

出
発

点
で

す
。

【
住

民
活

動
の

核
と

な
る

人
と

一
緒

に
活

動
を

企
画

】 
♯

課
長

の
も

と
で

仕
事

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
期

間
と

い
う

の
は

本
当

に
勉

強
に

な
る

と
い

う
か

、
い

ろ
ん

な
タ

イ
プ

の
上

司
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

Y
課

長
は

本
当

に
ふ

だ
ん

の
会

話
の

中
で

も
、

私
た

ち
が

し
ゃ

べ
っ

て
い

る
こ

と
、

そ
れ

は
あ

な
た

こ
う

い
う

こ
と

を
言

っ
て

る
ん

だ
ね

、
ほ

ん
な

ら
こ

う
い

う
視

点
で

考
え

て
み

た
ら

ど
う

と
か

、
す

ご
く

ひ
ら

め
き

を
与

え
て

く
れ

る
と

い
う

か
、

本
当

に
学

び
に

な
る

ん
で

す
。 

♯
具

体
的

に
言

う
と

、
こ

こ
の

階
上

で
企

画
運

営
委

員
さ

ん
が

夏
休

み
に

子
供

た
ち

を
集

め
て

小
さ

な
祭

り
を

し
て

い
た

ん
で

す
。

私
た

ち
は

、
若

い
世

代
の

お
父

さ
ん

、
お

母
さ

ん
と

か
を

生
活

習
慣

病
と

か
の

視
点

で
、

い
ろ

い
ろ

遊
び

な
が

ら
楽

し
み

な
が

ら
生

活
習

慣
病

に
つ

い
て

学
ん

で
も

ら
う

機
会

と
い

う
の

を
探

っ
て

い
た

け
ど

、
あ

ん
ま

り
な

か
っ

た
の

で
、

ほ
ん

な
ら

そ
の

日
曜

日
お

父
さ

ん
来

る
、

ち
ょ

っ
と

一
緒

に
祭

り
し

ま
せ

ん
か

と
。

つ
い

で
に

、
こ

こ
の

階
上

に
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
と

か
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

こ
も

一
緒

に
し

ま
せ

ん
か

と
。

人
来

な
い

で
す

よ
ね

、お
父

さ
ん

来
な

い
で

し
ょ

と
か

言
っ

て
巻

き
込

ん
で

い
っ

て
、

歯
科

医
師

会
も

階
下

に
あ

っ
て

、
歯

科
医

師
会

さ
ん

、
一

緒
に

し
ま

し
ょ

う
と

か
い

っ
て

、
予

算
も

何
も

な
か

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

一
緒

に
祭

り
を

毎
年

す
る

こ
と

に
し

た
り

と
か

し
て

、

【
住

民
を

巻
き

込
み

、
地

域
の

つ
な

が
り

の
中

で
健

康
教

育
を

実
施

】
♯

ま
あ

失
敗

し
て

も
い

い
よ

と
、

失
敗

し
た

ら
や

め
た

ら
い

い
ん

や
ん

か
と

か
言

っ
て

く
れ

る
か

ら
、

こ
ち

ら
も

よ
し

と
。

失
敗

す
る

わ
け

に
は

い
か

な
い

け
れ

ど
も

、
で

も
そ

れ
ぐ

ら
い

の
気

持
ち

で
考

え
た

ら
い

い
ん

だ
な

と
い

う
の

で
、

楽
し

く
仕

事
が

で
き

る
ん

で
す

よ
ね

。
い

ろ
ん

な
こ

と
に

挑
戦

し
や

す
く

な
る

ん
で

す
ね

。

♯
市

民
さ

ん
と

仕
事

を
す

る
の

は
き

ち
き

ち
っ

と
す

る
と

厳
し

い
面

も
あ

っ
て

、
そ

の
保

健
師

保
健

師
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
合

っ
た

方
法

と
い

う
の

が
実

は
多

分
あ

る
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
れ

を
単

一
の

方
法

で
、

自
分

と
同

じ
よ

う
な

や
り

方
で

と
い

う
の

を
言

わ
れ

る
上

司
の

も
と

や
っ

た
ら

、
厳

し
か

っ
た

り
す

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
う

の
で

、
や

は
り

一
人

一
人

の
特

性
に

応
じ

た
や

り
方

を
あ

る
程

度
認

め
て

く
れ

て
、

大
き

な
器

で
見

て
く

れ
る

人
の

も
と

で
は

、
こ

う
い

う
市

民
さ

ん
を

動
か

し
た

り
と

か
と

い
う

仕
事

は
や

り
や

す
か

っ
た

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

し
た

。

N
保

健
セ

ン
タ

ー
 

【
健

康
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

立
ち

上
げ

】 
【

住
民

の
力

を
生

か
せ

な
け

れ
ば

も
っ

た
い

な
い

】

♯
N

保
健

セ
ン

タ
ー

時
代

に
健

康
ウ

オ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

立
ち

上
げ

か
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

ま
で

♯
も

っ
た

い
な

い
。

【
健

康
教

育
か

ら
グ

ル
ー

プ
化

の
立

ち
上

げ
】

♯
保

健
セ

ン
タ

ー
時

代
に

、
単

一
の

、
一

つ
の

市
民

グ
ル

ー
プ

を
一

緒
に

立
ち

上
げ

支
援

か
ら

協
働

で
い

ろ
ん

な
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

事
業

を
つ

く
っ

て
い

く

♯
そ

れ
を

言
っ

て
く

れ
た

り
も

し
て

た
わ

け
で

す
。

こ
ち

ら
が

そ
の

声
を

無
視

し
ち

ゃ
う

と
い

う
の

は
、

言
っ

て
く

れ
て

る
ね

ん
か

ら
、

も
っ

た
い

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
か

ね
。

も
っ

た
い

な
い

し
、そ

の
ま

ま
に

し
て

た
ら

あ
か

ん
と

思
っ

た
り

は
し

ま
し

た
。

【
住

民
グ

ル
ー

プ
が

住
民

の
力

で
地

域
で

活
動

す
る

】

表
6

　
事

例
5

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

2
0 年 目

【
健

康
日

本
2
1

推
進

の
た

め
住

民
と

協
働

】 
【

連
携

か
ら

協
働

へ
】

【
行

政
主

導
で

は
な

く
市

民
が

主
体

に
で

な
け

れ
ば

い
け

な
い

】
【

住
民

の
中

で
核

と
な

る
人

を
リ

ー
ダ

ー
に

す
る

】
【

②
住

民
が

楽
し

そ
う

】 
【

②
住

民
が

続
け

た
い

と
言

っ
て

く
る

】

♯
企

画
調

整
の

部
門

に
異

動
し

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
で

は
そ

れ
ら

の
健

康
づ

く
り

の
市

民
グ

ル
ー

プ
を

ま
と

め
て

い
る

市
民

連
絡

会
と

い
う

の
が

あ
り

ま
し

て
、

そ
れ

を
担

当
す

る
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
す

。

♯
今

ま
で

の
市

民
連

絡
会

と
い

う
の

は
、

行
政

が
主

導
で

運
営

し
て

い
た

の
で

、
行

政
に

物
申

す
み

た
い

な
感

じ
で

、
縦

割
り

の
問

題
と

か
、

保
健

セ
ン

タ
ー

間
格

差
の

こ
と

に
つ

い
て

割
と

い
ろ

い
ろ

物
申

す
的

な
感

じ
の

、
余

り
い

い
雰

囲
気

じ
ゃ

な
か

っ
た

ん
で

す
。

♯
そ

れ
は

、
市

民
の

中
で

、
今

、
会

長
に

な
っ

て
く

れ
は

っ
た

市
民

さ
ん

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

れ
は

私
が

N
保

健
セ

ン
タ

ー
時

代
に

健
康

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
ま

で
を

一
緒

に
や

っ
た

方
な

ん
で

す
。

♯
楽

し
そ

う
で

し
た

。
そ

う
い

う
シ

ー
ト

と
か

も
自

分
で

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

を
し

て
、

め
ち

ゃ
め

ち
ゃ

楽
し

そ
う

な
の

に
し

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

か
。 

♯
そ

れ
ま

で
は

各
保

健
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
か

、
保

健
所

が
育

成
し

て
い

る
い

ろ
ん

な
種

類
の

グ
ル

ー
プ

が
あ

っ
た

ん
で

す
ね

、
食

育
で

あ
っ

た
り

、
精

神
の

ほ
う

で
あ

っ
た

り
、

健
康

増
進

で
あ

っ
た

り
。

そ
れ

ら
の

グ
ル

ー
プ

を
年

に
3

回
ぐ

ら
い

集
ま

っ
て

も
ら

っ
て

、
活

動
報

告
を

し
た

り
、

あ
と

研
修

を
し

た
り

ぐ
ら

い
の

感
じ

で
運

営
し

て
き

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

れ
を

協
働

で
企

画
運

営
を

し
て

、
そ

の
中

で
事

業
に

も
取

り
組

ん
で

い
く

よ
う

に
し

た
ん

で
す

ね
。

♯
要

望
ま

で
い

か
な

い
、

ち
ょ

っ
と

文
句

言
う

程
度

の
、

こ
う

い
う

目
的

で
こ

う
し

て
ほ

し
い

か
ら

と
い

う
前

向
き

の
要

望
と

は
ち

ょ
っ

と
違

う
感

じ
だ

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
の

雰
囲

気
を

変
え

る
た

め
に

、
行

政
主

導
は

あ
か

ん
な

と
。

♯
そ

の
人

が
い

な
け

れ
ば

、
そ

う
で

す
ね

。
♯

役
員

さ
ん

と
か

市
民

の
方

か
ら

も
続

け
て

く
れ

と
か

言
わ

れ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

ち
ょ

っ
と

自
主

的
に

つ
な

い
で

お
い

て
く

だ
さ

い
と

。
ま

た
今

年
や

り
ま

す
か

ら
、

そ
れ

ま
で

は
と

い
う

形
で

。

♯
市

民
連

絡
会

と
い

う
の

は
、

健
康

日
本

2
1

の
H

市
版

の
推

進
を

目
的

と
し

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
ち

ょ
う

ど
私

が
健

康
づ

く
り

課
に

異
動

し
た

年
に

、
健

康
日

本
2
1

の
第

2
次

の
H

市
版

を
つ

く
ら

な
い

と
い

け
な

い
年

だ
っ

た
ん

で
す

。
そ

の
と

き
に

市
民

連
絡

会
の

人
た

ち
と

一
緒

に
、

少
し

協
力

し
て

も
ら

っ
て

、
一

緒
に

H
市

版
第

2
次

を
つ

く
っ

た
ん

で
す

。
そ

の
次

の
年

に
、

じ
ゃ

あ
推

進
す

る
に

当
た

っ
て

、
今

ま
で

の
連

携
と

か
協

力
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

て
、

一
歩

進
ん

だ
協

働
と

い
う

の
を

や
っ

て
い

き
た

い
と

い
う

こ
と

で
、

新
た

な
協

働
の

推
進

と
い

う
か

。

♯
今

ま
で

市
民

連
絡

会
で

話
を

し
て

い
る

と
雰

囲
気

が
悪

か
っ

た
ん

で
す

が
、

会
長

を
頭

に
立

て
て

、
司

会
運

営
を

し
て

く
だ

さ
る

こ
と

で
、

役
員

会
の

雰
囲

気
と

い
う

の
が

す
ご

い
協

力
的

な
ん

で
す

、
会

長
の

た
め

に
一

肌
脱

が
ね

ば
み

た
い

な
。

♯
誰

か
市

民
さ

ん
に

や
っ

ぱ
り

頭
に

立
っ

て
も

ら
っ

て
、

そ
の

人
が

求
心

力
が

あ
っ

て
、

か
つ

各
グ

ル
ー

プ
の

こ
と

も
割

と
わ

か
っ

て
く

れ
て

い
る

人
じ

ゃ
な

い
と

、
こ

れ
は

絶
対

成
功

し
な

い
な

と
思

っ
た

ん
で

す
。

♯
そ

の
中

で
事

業
も

し
て

い
こ

う
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

、
ク

ラ
ブ

を
作

っ
て

ち
ょ

っ
と

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
み

た
い

な
事

業
を

し
て

み
よ

う
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

ん
で

す
。

♯
い

い
雰

囲
気

に
な

っ
た

ら
、

い
い

意
見

も
ち

ょ
っ

と
出

さ
な

く
ち

ゃ
ね

と
い

う
感

じ
に

な
っ

て
き

て
、

ア
イ

デ
ア

も
、

最
初

は
役

員
会

の
中

で
も

話
し

て
く

れ
る

人
と

い
う

の
は

決
ま

っ
て

い
た

形
だ

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
れ

が
だ

ん
だ

ん
回

を
重

ね
る

ご
と

に
、

み
ん

な
が

し
ゃ

べ
っ

て
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

、
そ

の
中

で
事

業
も

し
て

い
こ

う
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

♯
こ

の
人

し
か

い
な

い
と

、
私

も
ほ

か
の

グ
ル

ー
プ

の
育

成
も

し
て

い
た

の
で

、
こ

の
人

じ
ゃ

な
い

と
、

こ
の

市
民

連
絡

会
は

で
き

な
い

と
思

っ
た

ん
で

す
。

会
長

と
の

信
頼

関
係

と
い

う
の

も
、

こ
の

何
年

間
か

で
す

ご
く

私
も

信
頼

し
て

ま
す

し
、

会
長

さ
ん

の
ほ

う
も

、
私

が
思

っ
て

い
る

こ
と

を
非

常
に

よ
く

理
解

し
て

く
だ

さ
っ

て
い

た
の

で
、

【
①

若
い

保
健

師
に

一
緒

に
動

い
て

住
民

と
の

接
し

方
を

教
え

る
】

♯
だ

か
ら

そ
の

人
が

な
か

っ
た

ら
、

私
も

こ
れ

は
ス

タ
ー

ト
で

き
な

か
っ

た
と

思
っ

て
ま

す
。

♯
市

民
グ

ル
ー

プ
の

育
成

と
か

も
、

若
い

子
が

1
人

で
つ

い
て

い
た

り
と

か
し

て
、

そ
う

な
る

と
、

非
常

に
や

っ
ぱ

り
な

か
な

か
難

し
い

ん
で

す
。

市
民

グ
ル

ー
プ

さ
ん

と
仲

よ
く

な
り

方
と

い
う

の
も

ち
ょ

っ
と

わ
か

り
に

く
い

み
た

い
や

し
、

【
市

民
が

解
決

し
て

く
れ

る
】

♯
は

い
。

す
ご

く
ま

と
め

て
く

れ
て

。

♯
結

構
、

市
民

さ
ん

と
の

間
で

、
物

す
ご

く
個

性
的

な
人

で
困

っ
た

り
し

て
も

、
結

局
市

民
さ

ん
が

解
決

し
て

く
れ

た
り

し
た

ん
で

す
。

♯
お

ば
ち

ゃ
ん

と
若

い
子

た
ち

と
一

緒
に

巻
き

込
ん

で
市

民
連

絡
会

み
た

い
な

感
じ

で
、

セ
ン

タ
ー

は
セ

ン
タ

ー
で

ち
ゃ

ん
と

フ
ォ

ロ
ー

し
て

い
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
ち

ょ
っ

と
大

き
く

捉
え

て
一

緒
に

や
っ

て
い

く
と

、
い

ろ
ん

な
手

当
て

が
で

き
る

の
か

な
と

い
う

の
か

、

♯
そ

こ
の

企
画

運
営

委
員

の
人

の
中

で
、

な
か

な
か

親
分

肌
の

人
に

、
今

、
こ

ん
な

相
談

が
あ

っ
て

悩
ん

で
る

ん
で

す
と

か
な

ん
か

い
っ

た
ら

、
よ

し
よ

し
と

い
っ

て
、

何
か

ち
ょ

っ
と

柔
ら

か
く

言
っ

て
く

れ
て

、
住

民
さ

ん
の

中
で

の
力

関
係

が
や

っ
ぱ

り
あ

る
し

、
う

ま
く

ま
と

め
て

く
れ

た
り

と
か

も
し

て
く

れ
る

し
、

も
の

を
つ

く
っ

て
い

る
最

中
に

結
構

し
ん

ど
い

思
い

を
し

て
い

て
も

、
結

局
市

民
さ

ん
が

い
ろ

い
ろ

ほ
め

て
く

れ
た

り
と

か
、

大
丈

夫
や

と
言

っ
て

く
れ

た
り

、
こ

ん
な

ふ
う

に
考

え
た

ら
い

い
ん

や
で

と
か

、
や

っ
ぱ

り
人

生
の

先
輩

と
お

仕
事

す
る

こ
と

が
多

い
の

で
、

何
か

助
け

て
も

ら
っ

て
る

と
思

い
ま

す
。

【
協

働
の

た
め

に
は

住
民

の
体

制
が

必
要

】
【

話
し

合
え

る
職

場
】

♯
今

ま
で

は
行

政
が

こ
ち

ら
か

ら
案

内
文

を
出

し
て

、
会

議
に

来
て

く
だ

さ
い

ね
と

い
っ

て
、

来
て

く
だ

さ
っ

た
ら

、
健

康
増

進
の

例
え

ば
運

動
で

あ
っ

た
り

、
生

活
習

慣
病

の
話

だ
っ

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
研

修
を

す
る

。
一

つ
一

つ
の

グ
ル

ー
プ

の
報

告
が

、
ち

ょ
っ

と
特

徴
的

な
こ

と
を

し
て

い
た

だ
い

て
い

た
ら

、
そ

れ
を

報
告

し
て

い
た

だ
く

程
度

だ
っ

た
ん

で
す

。

♯
そ

れ
は

や
は

り
上

司
の

人
と

か
、

同
僚

と
か

と
話

を
し

て
共

感
し

て
も

ら
え

た
り

、
話

す
こ

と
で

す
ご

く
解

消
で

き
て

い
る

部
分

は
大

き
い

。
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

♯
具

体
的

な
話

し
合

い
が

で
き

る
よ

う
に

し
な

い
と

い
け

な
い

と
。

そ
の

た
め

に
は

体
制

と
い

う
の

を
、

少
し

協
働

で
い

く
た

め
の

体
制

で
あ

っ
た

り
、

話
し

合
え

る
体

制
と

い
う

の
を

つ
く

ら
な

い
と

い
け

な
い

と
思

っ
て

、
会

長
は

ま
ず

そ
の

方
あ

り
き

で
考

え
て

い
て

、
役

員
会

み
た

い
な

と
こ

ろ
を

つ
く

る
こ

と
に

な
っ

て
、

そ
こ

で
ち

ょ
っ

と
主

要
な

人
に

が
っ

つ
り

お
互

い
に

わ
か

り
合

っ
て

、
そ

こ
で

意
見

交
換

が
い

ろ
い

ろ
し

て
い

け
る

プ
ラ

ン
も

出
せ

て
、

全
体

の
会

議
の

中
で

は
こ

ん
な

こ
と

を
お

ろ
し

た
り

こ
ん

な
こ

と
を

聞
こ

う
と

か
、

そ
う

い
う

構
成

が
で

き
る

よ
う

な
役

員
会

を
ま

ず
つ

く
ら

な
い

と
い

け
な

い
な

と
い

う
相

談
を

、
そ

の
会

長
と

、
会

長
を

ち
ょ

っ
と

支
え

る
よ

う
な

方
々

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
方

々
と

非
公

式
に

半
年

ぐ
ら

い
話

し
合

い
を

重
ね

た
ん

で
す

。

♯
こ

ん
な

こ
と

が
あ

っ
た

と
い

う
の

は
結

構
い

っ
ぱ

い
し

ゃ
べ

っ
て

ま
す

。

♯
そ

れ
で

、
じ

ゃ
あ

役
員

会
を

し
よ

う
と

。
そ

れ
を

全
体

の
市

民
連

絡
会

の
中

で
、

ち
ょ

っ
と

こ
ん

な
こ

と
を

考
え

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
役

員
会

に
入

っ
て

く
れ

る
方

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

か
と

い
っ

た
ら

、
い

て
、

7
グ

ル
ー

プ
さ

ん
ぐ

ら
い

が
名

乗
り

を
上

げ
て

く
だ

さ
っ

て
、

そ
れ

は
各

保
健

セ
ン

タ
ー

に
ま

た
が

っ
て

い
る

よ
う

に
、

こ
ち

ら
も

ち
ょ

っ
と

お
願

い
と

か
言

い
な

が
ら

来
て

も
ら

っ
て

、
そ

う
い

う
体

制
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

た
ん

で
す

。

【
個

々
の

住
民

の
力

を
見

る
】

【
住

民
の

力
を

引
き

出
す

】

♯
せ

っ
か

く
い

ろ
ん

な
魅

力
的

な
力

を
持

っ
て

は
る

の
に

、
そ

こ
を

何
か

引
き

出
せ

る
よ

う
に

で
き

た
ら

す
ご

い
力

に
な

る
し

。

♯
グ

ル
ー

プ
も

そ
う

だ
し

、
で

も
個

々
人

が
す

ご
く

い
ろ

ん
な

力
を

持
っ

て
は

っ
て

、
こ

れ
は

こ
の

人
が

め
っ

ち
ゃ

得
意

と
か

。

♯
人

柄
で

あ
っ

た
り

、
発

想
力

が
こ

の
人

す
ご

い
と

か
、

人
を

ま
と

め
る

の
は

こ
の

人
が

す
ご

い
引

っ
張

っ
て

い
っ

て
く

れ
る

と
か

、
こ

の
人

は
地

域
に

物
す

ご
い

根
を

張
っ

て
い

る
か

ら
、

い
ろ

ん
な

こ
と

を
地

域
に

わ
っ

と
発

信
し

て
い

っ
て

く
れ

る
と

か
、

そ
れ

と
か

こ
の

人
は

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
の

部
局

と
い

う
か

、
関

係
機

関
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
あ

る
と

か
、

♯
自

分
が

担
当

に
な

っ
た

と
き

、
そ

の
中

で
何

か
そ

の
人

材
と

か
を

生
か

し
た

い
と

か
、

そ
う

い
う

何
か

楽
し

い
発

展
形

と
い

う
も

の
を

引
き

続
き

伸
ば

し
た

い
と

か
、

そ
う

い
う

よ
う

な
、

【
地

域
診

断
】

【
地

域
診

断
】

【
地

域
課

題
を

住
民

と
共

有
し

、
目

標
を

共
有

】

♯
地

域
診

断
を

、
地

域
で

こ
ん

な
問

題
が

あ
る

と
い

う
よ

り
は

、
こ

う
な

り
た

い
と

い
う

ほ
う

が
大

き
い

ん
で

す
か

ね
。

そ
う

い
う

の
を

い
ろ

い
ろ

話
し

た
り

、
市

民
グ

ル
ー

プ
の

人
た

ち
と

話
し

て
い

く
過

程
と

い
う

の
が

大
事

と
い

う
か

、
う

ま
く

言
語

化
で

き
な

い
ん

で
す

け
ど

。

♯
そ

こ
に

は
数

で
あ

っ
た

り
、

自
分

た
ち

が
行

っ
て

、
こ

ん
な

よ
う

な
問

題
が

あ
っ

た
り

す
る

よ
ね

と
か

。

♯
自

治
会

回
り

で
あ

っ
た

り
、

さ
っ

き
言

っ
た

祭
り

の
こ

と
で

あ
っ

た
り

も
そ

う
な

ん
だ

け
ど

、
結

局
、

こ
ん

な
問

題
が

あ
り

ま
す

よ
ね

、
こ

う
な

っ
た

ら
い

い
で

す
よ

ね
、

だ
か

ら
そ

れ
を

一
緒

に
そ

う
や

そ
う

や
、

そ
う

や
な

と
か

い
い

な
が

ら
、

そ
れ

を
形

に
し

て
い

く
と

い
う

の
が

、
そ

の
過

程
を

一
緒

に
す

る
と

い
う

こ
と

が
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
を

つ
く

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
や

っ
ぱ

り
私

た
ち

の
仕

事
は

そ
の

過
程

が
あ

っ
て

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

。

【
健

康
教

育
】

【
健

康
教

育
】

【
目

的
を

グ
ル

ー
プ

化
に

お
い

た
健

康
教

育
】

♯
健

康
教

育
、

そ
れ

は
O

B
会

と
か

に
つ

な
げ

る
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

で
す

か
ね

。
そ

れ
と

か
私

た
ち

が
ち

ょ
っ

と
ハ

イ
リ

ス
ク

の
方

の
健

康
教

育
と

か
で

か
か

わ
っ

た
後

の
継

続
と

か
、

市
民

グ
ル

ー
プ

さ
ん

に
つ

な
げ

た
り

、
そ

れ
は

あ
る

か
な

。

♯
も

う
意

図
的

に
で

す
ね

。
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
P

D
C

A
】

【
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

ま
わ

す
】

♯
評

価
シ

ー
ト

と
い

う
の

を
、

毎
年

、
各

保
健

セ
ン

タ
ー

で
も

、
保

健
所

全
体

と
し

て
も

、
し

た
活

動
、

す
る

活
動

を
企

画
で

あ
っ

た
り

と
か

結
果

評
価

と
い

う
の

を
ま

と
め

て
報

告
し

た
り

、
た

た
い

て
も

ら
う

と
い

う
機

会
を

設
け

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
取

り
組

み
と

い
う

の
は

役
に

立
っ

て
い

る
な

と
は

思
い

ま
す

。

【
研

究
発

表
・

活
動

報
告

】
【

研
究

発
表

・
活

動
報

告
】

K
協

会
（

全
国

・
都

道
府

県
）

♯
モ

デ
ル

事
業

を
K

協
会

の
I先

生
が

し
て

お
ら

れ
た

。
 ♯

グ
ル

ー
プ

支
援

モ
デ

ル
み

た
い

な
。

そ
れ

は
2

年
ぐ

ら
い

取
り

組
ま

せ
て

い
た

だ
い

て
。

 ♯
K

協
会

の
方

が
い

ろ
ん

な
場

を
設

定
し

て
く

れ
て

、
い

ろ
い

ろ
活

動
の

報
告

を
さ

せ
て

も
ら

っ
た

り
。

【
雑

誌
の

購
読

】
♯

ざ
っ

と
し

か
通

せ
て

な
い

ぐ
ら

い
で

。

【
保

健
師

連
絡

会
】

【
自

己
学

習
】

【
①

先
輩

の
姿

に
頑

張
ろ

う
と

思
え

た
】

♯
自

己
学

習
で

は
あ

ん
ま

り
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

も
先

輩
方

が
本

当
に

過
酷

な
状

況
の

中
で

も
自

分
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

さ
れ

た
り

と
か

、
何

か
さ

れ
て

い
る

姿
で

あ
っ

た
り

、
上

手
に

や
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

な
と

い
う

部
分

は
。

♯
自

分
が

悩
ん

で
い

る
よ

う
な

こ
と

、
も

っ
と

大
き

な
悩

み
と

い
う

か
厳

し
い

状
況

に
あ

っ
て

も
、

そ
れ

は
自

分
で

整
理

し
て

ち
ゃ

ん
と

仕
事

し
て

ら
っ

し
ゃ

る
な

と
か

、
そ

う
い

う
姿

は
、

頑
張

ら
な

い
と

。

【
め

ざ
す

も
の

】
【

手
足

を
使

っ
て

関
係

を
作

る
】

♯
本

当
に

き
れ

い
な

関
係

で
は

な
く

、
が

っ
つ

り
お

互
い

に
そ

の
人

ら
し

さ
を

出
し

な
が

ら
、

い
ろ

ん
な

こ
と

を
一

緒
に

や
っ

て
い

く
と

い
う

感
じ

を
大

事
に

し
た

い
な

と
思

っ
て

ま
す

。
情

報
を

提
供

す
る

と
か

、
き

れ
い

に
調

整
す

る
と

か
い

う
ん

じ
ゃ

な
く

て
、

本
当

に
信

頼
と

か
一

緒
に

取
り

組
ん

で
い

く
た

め
に

は
、

何
か

一
緒

に
や

ら
な

い
と

、
そ

う
い

う
関

係
は

つ
く

れ
な

い
な

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
手

足
を

使
っ

て
関

係
を

つ
く

っ
て

い
き

た
い

な
と

思
っ

て
い

ま
す

。

【
一

人
じ

ゃ
な

い
と

思
え

る
地

域
に

す
る

】

♯
や

っ
ぱ

り
安

心
し

て
そ

の
地

域
に

住
ん

で
い

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

か
な

と
思

う
ん

で
す

。
一

人
じ

ゃ
な

い
ん

だ
と

思
え

る
よ

う
な

地
域

と
い

う
か

、
そ

の
た

め
に

。

♯
何

か
大

き
な

困
っ

た
こ

と
を

抱
え

た
と

き
に

、
そ

れ
を

ち
ょ

っ
と

気
づ

い
て

く
れ

る
よ

う
な

地
域

社
会

で
あ

っ
た

り
、

こ
れ

は
発

信
し

な
い

と
な

か
な

か
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
け

ど
、

発
信

し
た

と
き

に
も

そ
れ

を
ち

ゃ
ん

と
捉

え
て

、
何

ら
か

の
手

助
け

を
し

て
も

ら
え

る
と

い
う

よ
う

な
地

域
に

な
っ

て
い

け
た

ら
い

い
ん

だ
ろ

う
な

と
思

い
ま

す
。
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
地

域
で

の
役

割
】

【
関

係
機

関
と

つ
な

が
る

】 
【

課
題

を
地

域
で

共
有

】 
【

解
決

す
る

し
く

み
づ

く
り

】 
【

解
決

す
る

た
め

の
施

策
化

】

♯
や

っ
ぱ

り
い

ろ
ん

な
問

題
を

聞
け

て
、

そ
れ

を
解

決
と

い
う

か
、

和
ら

げ
る

た
め

に
い

ろ
ん

な
機

関
と

か
と

つ
な

が
り

な
が

ら
、

そ
れ

を
広

く
、

そ
の

一
地

域
と

か
個

人
の

問
題

を
、

み
ん

な
に

こ
ん

な
問

題
が

地
域

で
あ

り
ま

す
よ

と
い

う
の

を
共

有
し

て
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
と

つ
な

が
り

な
が

ら
、

そ
れ

を
解

決
し

て
い

く
仕

組
み

で
あ

っ
た

り
、

も
の

に
よ

っ
て

は
施

策
化

み
た

い
な

こ
と

を
し

て
い

く
の

が
行

政
の

保
健

師
が

せ
な

あ
か

ん
役

割
な

の
か

な
と

思
う

の
で

、
そ

の
辺

で
す

か
ね

。

【
保

健
師

と
し

て
目

指
す

活
動

】
【

住
民

に
信

頼
し

て
も

ら
え

る
】 

【
そ

の
た

め
の

方
法

を
持

っ
て

い
る

】

♯
何

か
も

う
日

々
あ

し
た

の
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
み

た
い

な
感

じ
の

仕
事

の
仕

方
を

し
て

は
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
住

民
さ

ん
に

信
頼

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
力

を
つ

け
て

い
き

た
い

な
、

漠
然

と
し

て
ま

す
け

ど
思

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
も

い
ろ

ん
な

こ
と

を
知

っ
て

お
か

な
あ

か
ん

の
や

な
と

思
う

し
、

そ
の

た
め

の
方

法
論

と
い

う
の

も
い

ろ
ん

な
引

き
出

し
を

持
っ

て
お

か
な

い
と

い
け

な
い

ん
や

ろ
な

と
思

っ
て

い
ま

す
。

【
保

健
師

の
強

み
】

【
市

民
を

信
じ

て
い

る
】

♯
強

み
は

多
分

、
私

は
き

っ
と

市
民

さ
ん

を
信

じ
て

る
と

い
う

の
が

一
番

の
強

み
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

♯
今

の
と

こ
ろ

、
か

か
わ

っ
て

く
れ

て
い

る
人

は
す

ご
く

信
頼

し
て

る
。
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経
験

（
事

業
・

取
組

・
体

験
（

疑
似

を
含

む
））

意
味

づ
け

ら
れ

た
意

識
学

ん
だ

技
術

外
的

要
因

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

リ ハ ビ リ 教 室

【
保

健
師

活
動

と
は

生
活

や
家

族
を

見
る

と
い

う
こ

と
を

学
ん

だ
経

験
:

平
成

6
年

】
【

保
健

師
活

動
の

楽
し

さ
、

保
健

師
活

動
と

は
こ

う
い

う
こ

と
な

ん
だ

と
実

感
】

【
家

族
も

含
め

た
活

動
】

①
【

事
業

の
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

展
開

】

♯
リ

ハ
ビ

リ
教

室
を

始
め

る
た

め
に

、
保

健
師

が
目

的
を

も
ち

、
対

象
と

な
る

方
に

声
を

か
け

て
集

ま
っ

て
も

ら
い

、
住

民
さ

ん
と

一
緒

に
会

を
運

営
し

、
取

り
組

ん
だ

♯
リ

ハ
ビ

リ
教

室
で

は
家

族
の

方
と

触
れ

合
う

こ
と

が
多

く
、

大
変

さ
や

楽
し

さ
を

教
え

て
い

た
だ

い
た

【
生

活
に

関
わ

る
活

動
】

♯
保

健
師

活
動

っ
て

こ
う

い
う

こ
と

な
ん

だ
な

と
、

病
気

だ
け

じ
ゃ

な
く

、
生

活
、

地
区

組
織

で
や

る
と

す
ご

く
か

か
わ

り
が

深
く

な
り

ま
す

よ
ね

♯
病

気
を

見
る

と
い

う
よ

り
、

生
活

を
見

る
、

家
族

を
見

る
と

い
う

と
こ

ろ
が

勉
強

に
な

っ
た

介 護 予 防 体 操

【
市

民
を

主
役

に
自

主
サ

ー
ク

ル
の

立
ち

上
げ

:
平

成
1
5

年
】

【
市

民
が

主
役

と
な

る
た

め
の

取
り

組
み

】
【

最
初

か
ら

明
言

し
、

期
限

を
き

め
て

支
援

す
る

】

#
介

護
予

防
事

業
を

各
地

域
に

出
向

き
行

っ
た

。
事

業
終

了
後

、
最

初
か

ら
狙

い
を

つ
け

、
自

主
サ

ー
ク

ル
に

つ
な

げ
て

い
っ

た
#

市
民

が
主

役
に

な
る

よ
う

な
場

、
集

ま
り

が
大

事
 

♯
義

理
で

来
て

く
れ

て
も

継
続

し
な

い
。 

♯
み

ん
な

が
主

役
と

い
う

こ
と

は
お

客
さ

ん
に

な
ら

ず
に

役
割

感
を

得
ら

れ
る

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

♯
地

域
に

入
る

時
に

は
、

自
主

サ
ー

ク
ル

を
立

ち
上

げ
た

い
、

そ
の

た
め

に
3

ヶ
月

間
保

健
師

が
お

手
伝

い
し

ま
す

と
最

初
に

明
言

し
た

。

【
役

割
を

作
る

】

#
負

担
に

な
ら

な
い

程
度

の
役

割
感

健 康 サ ポ ー タ ー 育 成

【
方

法
論

な
く

地
区

組
織

の
育

成
は

で
き

な
い

と
い

う
経

験
:
平

成
1

8
年

ぐ
ら

い
】

【
会

の
あ

る
べ

き
姿

を
見

据
え

る
こ

と
が

重
要

】
【

会
の

方
向

性
の

共
有

と
自

主
性

の
尊

重
】

#
地

区
組

織
活

動
育

成
・

支
援

の
失

敗
談

#
自

主
的

な
会

と
し

て
実

施
し

て
も

ら
う

に
は

、
最

初
か

ら
ビ

ジ
ョ

ン
を

も
っ

て
取

り
組

ま
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

養
成

だ
け

し
て

後
は

自
分

た
ち

で
や

り
な

さ
い

と
言

っ
て

も
無

理
で

あ
る

・
最

初
に

自
主

的
な

会
と

い
う

こ
と

を
伝

え
る

 
・

保
健

師
が

仕
切

っ
て

は
い

け
な

い

#
住

民
組

織
の

方
か

ら
健

康
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

れ
ば

い
い

ね
と

話
し

が
あ

り
、

私
も

同
じ

思
い

が
あ

っ
た

の
で

一
緒

に
健

康
サ

ポ
ー

タ
ー

さ
ん

を
養

成
し

た
ん

で
す

#
や

ろ
う

と
言

わ
れ

養
成

講
座

を
す

ぐ
に

実
施

し
ま

し
た

が
、

事
前

の
話

し
合

い
が

少
な

か
っ

た
。

何
の

た
め

に
、

ど
の

よ
う

に
地

域
で

活
動

す
る

か
見

据
え

て
実

施
す

べ
き

だ
っ

た

・
会

の
目

的
や

活
動

に
つ

い
て

話
し

合
い

、
方

向
性

の
共

有
に

時
間

を
か

け
る

#
6

回
の

講
義

に
し

て
 

#
養

成
は

し
た

が
育

成
で

き
な

か
っ

た
。

行
政

の
お

手
伝

い
さ

ん
的

な
活

動
で

お
わ

り
自

主
的

な
活

動
に

な
ら

な
か

っ
た

#
会

と
し

て
市

民
の

方
が

主
役

に
な

る
よ

う
に

す
る

に
は

、
あ

ま
り

最
初

に
仕

切
っ

て
パ

ス
し

て
も

だ
め

な
ん

だ
と

、
そ

の
辺

は
気

を
つ

け
よ

う
と

す
ご

く
感

じ
た

・
市

民
が

主
役

に
な

る
た

め
に

重
要

な
こ

と
は

自
主

性
の

尊
重

と
引

き
出

し
方

#
こ

う
し

た
い

と
い

う
の

も
正

直
な

く
、

育
て

る
ノ

ウ
ハ

ウ
も

な
い

ま
ま

#
健

康
サ

ポ
ー

タ
ー

が
ど

の
よ

う
な

役
割

を
地

域
で

担
う

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

な
か

っ
た

#
自

主
的

に
こ

う
い

う
活

動
を

し
て

い
っ

て
く

れ
た

ら
い

い
な

と
い

う
思

い
だ

け
は

あ
っ

た

#
サ

ポ
ー

タ
ー

が
抜

け
て

い
て

、
私

達
も

悩
み

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
も

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

#
3

年
ぐ

ら
い

で
活

動
自

体
は

消
滅

健 康 教 育

【
多

職
種

連
携

で
活

動
の

広
が

り
を

経
験

:　
平

成
2
1

年
】

【
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

重
要

性
】

【
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
用

と
強

化
・

地
域

へ
の

愛
着

醸
成

】
②

【
地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

】

♯
包

括
的

健
康

づ
く

り
事

業
 

♯
喫

煙
率

が
高

い
た

め
、

若
い

年
代

で
あ

る
高

校
生

に
健

康
教

育
 

♯
無

煙
隊

を
募

集
し

て
、

高
校

生
や

保
健

所
、

病
院

、
健

康
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
等

の
団

体
に

声
か

け
メ

ン
バ

ー
に

入
っ

て
も

ら
っ

た
 

♯
た

ば
こ

の
な

い
街

に
し

よ
う

と
お

祭
り

会
場

で
市

民
に

P
R

 
♯

市
立

病
院

の
方

が
マ

ス
コ

ッ
ト

の
た

ば
こ

マ
ン

と
か

、
高

校
生

が
ポ

ス
タ

ー
を

作
っ

て
く

れ
た

 

♯
連

携
を

す
る

こ
と

で
い

ろ
い

ろ
な

ア
イ

デ
ィ

ア
が

出
て

、
活

動
に

幅
が

広
が

る
と

い
う

こ
と

を
身

を
も

っ
て

体
験

し
た

の
で

そ
の

必
要

性
が

認
識

で
き

た
 

#
応

援
し

て
く

れ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
あ

る
と

い
う

、
そ

れ
が

す
ご

く
保

健
活

動
の

強
み

・
日

ご
ろ

の
保

健
活

動
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
す

 
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
す

る
取

り
組

み
#

応
援

し
て

く
れ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

あ
る

表
7

　
事

例
6

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

（
事

業
・

取
組

・
体

験
（

疑
似

を
含

む
））

意
味

づ
け

ら
れ

た
意

識
学

ん
だ

技
術

外
的

要
因

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

健 康 ぐ ら し を 考 え る 茶 話 会

【
住

民
主

体
の

活
動

の
経

験
:2

4
年

目
】

〈
き

っ
か

け
〉

【
日

頃
の

問
題

意
識

と
住

民
の

提
案

を
結

合
】

【
健

康
課

題
の

分
析

と
問

題
意

識
】

①
【

保
健

師
活

動
の

ｼﾞ
ﾚﾝ

ﾏ・
何

と
か

し
た

い
と

い
う

強
い

思
い

】

#
市

民
代

表
の

K
さ

ん
か

ら
発

足
の

提
案

い
た

だ
く

 
#

「
い

ろ
ん

な
団

体
と

健
康

に
つ

い
て

活
動

し
て

い
る

け
ど

み
ん

な
ば

ら
ば

ら
に

な
っ

て
る

。
や

っ
ぱ

り
住

民
主

体
で

声
を

出
さ

な
い

と
だ

め
だ

よ
ね

、
何

か
活

動
し

た
い

か
ら

一
緒

に
や

り
ま

し
ょ

う
」

と
提

案
を

い
た

だ
い

た

♯
住

民
主

体
で

取
り

組
む

の
は

す
ご

く
い

い
こ

と
、

一
緒

に
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

ら
と

い
う

思
い

 
♯

保
健

師
も

健
康

課
題

、
生

活
習

慣
病

対
策

で
ど

の
よ

う
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

い
の

か
悩

ん
で

い
た

♯
わ

が
町

は
健

康
寿

命
や

平
均

寿
命

が
下

位
。

い
ろ

ん
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
の

に
結

局
結

果
が

出
て

い
な

い
た

め
、

保
健

活
動

も
引

け
目

を
感

じ
る

〈
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
〉

【
地

域
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

と
の

信
頼

関
係

が
活

動
に

つ
な

が
る

】
【

地
域

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
と

の
信

頼
関

係
を

培
う

】
②

【
保

健
師

を
支

援
し

て
く

れ
る

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
存

在
】

#
K

さ
ん

は
N

P
O

法
人

市
民

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

で
市

民
活

動
を

支
援

す
る

仕
事

を
さ

れ
て

い
た

。
当

時
か

ら
健

康
に

関
心

が
あ

り
、 

♯
ラ

ジ
オ

番
組

で
保

健
師

ｺｰ
ﾅｰ

を
作

っ
て

く
れ

た
り

。 
♯

元
市

役
所

職
員

で
、

市
役

所
に

来
や

す
い

立
場

だ
っ

た
。

提
案

に
来

た
時

は
N

P
O

も
や

め
ら

れ
て

い
て

一
般

市
民

。

♯
私

達
が

も
す

ご
く

信
頼

し
て

い
る

方
で

、
K

さ
ん

が
来

た
っ

て
な

っ
た

ら
頑

張
ん

な
き

ゃ
と

 
♯

何
か

か
ん

か
き

っ
か

け
を

作
っ

て
く

れ
る

K
さ

ん
だ

っ
た

 
♯

K
さ

ん
は

い
ろ

ん
な

市
民

の
方

を
紹

介
し

て
く

れ
る

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

 

♯
健

康
に

つ
い

て
講

演
な

ど
、

何
か

す
る

と
き

は
相

談
に

来
て

つ
な

が
っ

て
い

た
。

#
い

ろ
ん

な
市

民
の

方
を

紹
介

し
て

く
れ

る
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
で

、
す

ご
く

信
頼

し
て

い
る

方

〈
活

動
内

容
〉

【
個

人
・

家
族

か
ら

地
域

全
体

へ
つ

な
ぐ

】
【

気
軽

な
場

の
設

定
・

自
由

な
発

想
を

導
き

出
す

・
K

J
法

】

#
最

初
は

生
活

習
慣

病
予

防
を

市
民

と
一

緒
に

考
え

れ
ば

い
い

な
ぐ

ら
い

の
き

っ
か

け
だ

っ
た

。
今

は
す

ご
い

ス
ピ

ー
ド

で
ど

ん
ど

ん
広

が
っ

て
活

動
を

し
て

い
ま

す
。

当
初

気
軽

に
お

茶
を

飲
み

な
が

ら
健

康
ぐ

ら
し

を
話

し
合

お
う

と
い

う
形

で
始

ま
っ

た
、

こ
れ

が
活

動
母

体
。 

#
今

は
も

う
会

と
し

て
組

織
に

な
っ

て
い

ま
す

。
代

表
が

K
さ

ん
で

、
茶

話
会

が
い

ろ
ん

な
健

康
ぐ

ら
し

を
地

域
に

発
信

し
て

い
く

。
活

動
と

し
て

喫
茶

店
だ

っ
た

り
、

今
度

は
施

設
で

笑
い

の
講

演
な

ど
多

様
。

♯
最

初
は

月
1

回
で

お
茶

を
の

み
な

が
ら

、
自

分
の

健
康

に
関

心
あ

る
こ

と
を

自
由

に
話

し
そ

の
中

で
生

活
習

慣
病

予
防

に
つ

い
て

み
ん

な
で

意
見

を
出

し
合

っ
た

り
講

演
会

と
か

開
け

れ
ば

い
い

と
考

え
て

い
た

 
#

自
分

だ
け

で
な

く
地

域
全

体
が

健
康

に
な

っ
た

ほ
う

が
い

い
よ

ね
と

会
員

み
ん

な
の

思
い

を
共

有
 

♯
住

民
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

大
事

に
、

活
動

を
し

や
す

い
よ

う
に

支
援

し
て

、
活

動
の

輪
を

広
げ

、
地

域
全

体
の

動
き

に
し

て
い

き
た

い
 

♯
自

分
達

が
仕

切
る

と
住

民
の

自
由

な
発

想
や

ア
イ

デ
ィ

ア
が

出
な

く
な

る
た

め
、

こ
う

な
っ

て
ほ

し
い

と
は

言
わ

な
い

、
ゴ

ー
ル

を
提

示
し

な
い

#
気

軽
に

お
茶

を
飲

み
な

が
ら

健
康

ぐ
ら

し
を

ま
ず

話
し

合
お

う
 

#
で

き
る

だ
け

み
ん

な
が

自
由

な
発

想
を

言
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

 
#
K

J
法

で
ち

ょ
っ

と
健

康
ぐ

ら
し

と
は

何
か

と
い

う
の

を
ま

と
め

た
ん

で
す

 

〈
保

健
師

の
役

割
〉

【
皆

が
対

等
に

話
せ

る
場

づ
く

り
】

【
住

民
の

発
言

を
受

け
止

め
る

・
タ

イ
ム

リ
ー

に
健

康
情

報
の

発
信

・
保

健
師

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

す
・

つ
な

ぐ
・

会
の

凝
集

性
を

高
め

る
】

♯
保

健
師

は
、

最
初

は
市

民
の

一
人

と
し

て
参

加
 

♯
お

茶
を

出
す

役
目

を
し

た
り

。
記

録
を

ま
と

め
る

ぐ
ら

い
。 

♯
事

務
局

的
な

、 
♯

場
所

を
借

り
た

り
 

♯
K

さ
ん

が
い

つ
も

仕
切

っ
て

、
今

日
の

議
題

を
配

る
 

♯
業

務
で

は
な

く
自

由
な

立
場

で
話

す
。

あ
ま

り
仕

切
ら

な
い

よ
う

に
と

い
う

考
え

。 
♯

皆
が

対
等

に
自

由
に

し
ゃ

べ
れ

る
よ

う
に

、
主

役
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

て
き

た
。 

♯
皆

の
発

案
し

た
こ

と
を

受
け

止
め

て
 

#
こ

れ
が

活
動

母
体

 
#

連
携

を
す

る
こ

と
で

い
ろ

ん
な

い
い

ア
イ

デ
ア

が
出

た
 

#
関

係
機

関
を

つ
な

げ
た

ほ
う

が
い

い
と

思
い

保
健

所
・

市
立

病
院

・
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
声

を
か

け
て

徐
々

に
広

げ
て

い
っ

た
。 

♯
笑

い
の

講
演

会
で

茶
話

会
の

メ
ン

バ
ー

が
み

ん
な

で
ス

テ
ー

ジ
に

立
ち

一
緒

に
笑

い
、

会
場

が
一

体
に

な
っ

て
笑

い
が

あ
ふ

れ
て

す
ご

い
感

動
・

・
・

あ
あ

す
ば

ら
し

い
な

あ
と

思
っ

た
 

【
変

化
に

気
づ

く
・

認
め

る
・

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
】

【
評

価
指

標
の

設
定

と
成

果
の

可
視

化
】

#
生

活
習

慣
病

予
防

や
健

診
受

診
率

が
上

が
る

な
ど

健
康

度
が

上
が

っ
た

実
感

は
な

い
け

ど
、 

 

♯
成

果
と

し
て

、
茶

話
会

で
横

の
つ

な
が

り
が

で
き

た
と

か
、

今
ま

で
知

り
合

え
な

か
っ

た
人

た
ち

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
で

き
た

、
健

康
に

つ
い

て
話

し
合

う
場

が
で

き
て

い
る

と
い

う
の

は
財

産
だ

な
と

思
う

 
#

喫
茶

店
を

手
伝

っ
て

い
る

や
っ

て
い

る
障

が
い

者
が

お
客

さ
ん

と
接

し
て

い
て

す
ご

く
楽

し
い

と
、

お
手

伝
い

が
競

争
に

な
っ

て
る

。
や

り
が

い
を

感
じ

て
お

り
、

命
令

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

も
な

い
の

に
す

ご
い

と
思

う
。 

♯
、

そ
の

姿
を

み
て

健
康

に
責

任
持

ち
っ

て
仕

事
と

し
て

携
わ

っ
て

い
る

や
っ

て
い

る
私

達
も

頑
張

ろ
う

と
思

う
 

〈
保

健
師

へ
の

期
待

・
存

在
意

義
〉

【
健

康
を

切
り

口
に

す
る

】
【

皆
の

気
持

ち
を

引
き

出
し

て
ま

と
め

る
住

民
に

寄
り

添
い

進
め

る
】

♯
行

政
と

し
て

の
保

健
師

に
入

っ
て

も
ら

い
、

会
と

し
て

の
活

動
を

住
民

み
ん

な
に

広
げ

て
ほ

し
い

と
い

う
意

図
も

あ
っ

た
。

私
達

も
そ

れ
を

も
と

に
地

域
全

体
の

健
康

度
を

上
げ

た
い

と
い

う
の

も
あ

っ
た

。 
♯

K
さ

ん
は

、
ま

ず
保

健
師

に
パ

ー
ト

ナ
ー

に
な

っ
て

ほ
し

い
と

 
 

♯
テ

ー
マ

は
健

康
ぐ

ら
し

を
切

り
口

に
し

て
い

る
会

な
の

で
、

市
の

現
状

と
か

話
を

し
た

り
、

ま
ち

の
健

康
に

つ
い

て
一

番
知

っ
て

る
の

は
保

健
師

だ
と

思
う

。 
♯

保
健

師
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
市

民
病

院
・

保
健

所
）

も
活

か
せ

る
 

♯
保

健
師

は
血

圧
の

こ
と

と
か

、
市

民
が

困
っ

て
い

る
こ

と
を

ぽ
ん

と
投

げ
か

け
る

役
割

。
す

る
と

わ
あ

っ
と

い
ろ

ん
な

ア
イ

デ
ィ

ア
が

出
て

く
る

。
広

が
り

す
ぎ

て
わ

か
ら

な
く

な
る

く
ら

い
。

K
J

法
で

整
理

し
た

り
、

住
民

と
一

緒
に

健
康

ぐ
ら

し
を

考
え

共
有

。
み

ん
な

の
考

え
て

い
る

こ
と

を
引

き
出

し
ま

と
め

る
の

も
保

健
師

の
特

性
か

な
。 

♯
皆

の
気

持
ち

を
大

事
に

し
て

ま
と

め
て

返
し

て
、

皆
が

思
う

ゴ
ー

ル
を

目
指

す
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経
験

（
事

業
・

取
組

・
体

験
（

疑
似

を
含

む
））

意
味

づ
け

ら
れ

た
意

識
学

ん
だ

技
術

外
的

要
因

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

健 康 ぐ ら し を 考 え る 茶 話 会

〈
転

換
期

〉
【

保
健

師
の

役
割

を
再

認
識

し
業

務
と

し
て

位
置

付
け

】
【

継
続

し
な

が
ら

常
に

方
向

性
を

軌
道

修
正

】
【

保
健

所
保

健
師

も
入

っ
て

話
し

合
い

】

♯
今

年
度

か
ら

保
健

師
の

業
務

と
し

て
位

置
付

け
た

♯
途

中
で

こ
の

会
を

支
援

す
る

こ
と

は
は

保
健

師
と

し
て

の
業

務
で

あ
り

、
会

を
育

て
る

責
任

が
あ

る
と

意
識

し
た

 
♯

今
年

4
月

か
ら

は
業

務
と

し
て

位
置

付
け

た
。

支
援

す
る

目
的

も
明

確
に

し

♯
保

健
師

と
し

て
会

を
支

援
す

る
の

は
何

の
た

め
か

、
支

援
の

内
容

や
目

的
を

内
部

で
話

し
合

っ
た

 
♯

保
健

所
保

健
師

の
ア

ド
バ

イ
ス

〈
保

健
師

の
役

割
へ

の
疑

問
〉

【
保

健
師

の
立

ち
位

置
の

再
確

認
】

【
疑

問
を

共
有

し
保

健
師

の
関

わ
る

意
味

づ
け

】
②

【
茶

話
会

参
加

者
の

励
ま

し
】

♯
保

健
師

と
し

て
会

を
支

援
す

る
方

向
性

を
内

部
で

話
し

合
っ

た
 

♯
保

健
所

の
保

健
師

に
も

入
っ

て
も

ら
っ

て
、

ア
ド

バ
イ

ス
し

て
も

ら
っ

た

♯
会

が
ど

こ
を

目
指

し
て

い
る

の
か

わ
か

ら
な

く
な

り
不

安
に

な
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
ど

う
し

て
も

自
分

達
は

結
果

を
求

め
て

し
ま

う
 

♯
保

健
所

の
保

健
師

さ
ん

が
、

会
と

し
て

の
達

成
、

ゴ
ー

ル
を

決
め

る
の

は
保

健
師

じ
ゃ

な
い

よ
っ

て
言

っ
て

く
だ

さ
っ

て
、

す
ご

く
楽

に
な

っ
た

ん
で

す
 

♯
不

時
着

し
て

爆
発

し
て

も
参

加
し

た
み

ん
な

の
財

産
に

も
な

る
 

♯
結

果
と

し
て

市
民

の
活

動
と

し
て

大
事

な
こ

と
 

♯
ゴ

ー
ル

を
決

め
る

の
は

保
健

師
で

は
な

く
市

民
と

一
緒

に
悩

み
な

が
ら

、
支

援
す

る
、

そ
れ

が
地

域
の

財
産

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

。
き

っ
と

い
い

こ
と

ん
な

ん
だ

ね

♯
会

の
方

が
そ

ん
な

に
人

数
気

に
し

て
い

た
ら

だ
め

だ
よ

と
励

ま
し

て
く

れ
る

 
♯

市
民

活
動

と
は

そ
う

い
う

も
の

な
ん

だ
と

教
え

て
も

ら
っ

て
は

励
ま

さ
れ

て
い

る
 

♯
価

値
観

が
少

し
違

う
。

結
果

を
出

す
こ

と
に

焦
っ

て
い

な
い

〈
目

標
達

成
へ

の
焦

り
・

悩
み

〉
【

会
員

の
励

ま
し

を
力

に
悩

み
を

乗
り

越
え

る
】

【
不

安
や

悩
み

を
市

民
と

共
有

】
①

②
【

悩
み

を
職

場
や

会
員

に
話

せ
る

】

♯
み

ん
な

で
保

健
師

は
成

果
を

だ
さ

な
け

れ
ば

い
け

な
と

悩
ん

で
い

た
 

♯
予

算
を

つ
け

事
業

に
取

り
組

む
と

い
ろ

ん
な

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

が
あ

る
 

♯
保

健
師

の
悩

み
は

結
果

を
出

す
こ

と
 

 ♯
市

民
活

動
そ

う
い

う
も

の
な

ん
だ

と
会

員
の

方
に

教
え

て
も

ら
い

励
ま

さ
れ

て
い

る

♯
あ

る
程

度
人

が
来

な
い

と
会

の
方

も
達

成
感

が
な

い
の

で
は

、
市

民
の

方
も

あ
ま

り
興

味
が

な
い

の
で

は
と

気
に

な
る

が
、

茶
話

会
に

来
て

い
る

方
た

ち
は

、
も

っ
と

す
ご

く
広

い
長

い
目

で
見

て
、

た
と

え
1

人
で

も
2

人
で

も
い

い
か

ら
、

長
く

続
け

よ
う

、
そ

ん
な

に
人

数
気

に
し

て
い

た
ら

だ
め

だ
と

励
ま

し
て

く
れ

る
 

♯
そ

こ
で

悩
ん

で
K

さ
ん

に
も

相
談

し
て

と
い

う
形

 

♯
悩

み
が

あ
っ

た
ら

職
場

の
人

と
話

す
 

 ♯
悩

み
は

会
員

の
人

に
も

話
す

 
♯

K
さ

ん
に

も
相

談
 

 ♯
会

員
は

全
然

気
に

し
て

い
な

い
価

値
観

が
違

う

〈
展

開
期

に
お

け
る

対
応

〉
【

目
標

は
地

域
づ

く
り

】
【

活
動

の
方

向
性

が
見

え
な

く
な

っ
た

時
の

対
応

】

♯
事

業
を

組
み

立
て

る
と

き
は

目
標

を
明

確
に

し
、

そ
し

て
方

法
論

を
考

え
て

と
い

う
仕

組
み

で
行

っ
て

い
る

が
、

こ
の

茶
話

会
の

場
合

は
、

地
域

づ
く

り
が

広
い

意
味

で
の

達
成

ゴ
ー

ル
。 

♯
事

業
一

つ
一

つ
じ

ゃ
な

い
地

域
づ

く
り

の
な

の
で

そ の 他

【
保

健
師

は
自

分
達

の
活

動
や

仕
事

を
P

R
す

る
の

が
下

手
】

【
活

動
の

評
価

と
P

R
の

重
要

性
】

【
広

報
・

P
R

】

♯
保

健
師

は
活

動
を

P
R

す
る

の
が

下
手

と
い

う
思

っ
て

♯
実

施
し

て
い

る
活

動
を

評
価

し
そ

れ
を

P
R

す
る

こ
と

も
す

ご
く

大
事

だ
 

♯
活

動
内

容
を

上
司

や
理

事
者

や
市

民
に

P
R

し
、

理
解

し
て

も
ら

う
・

活
動

の
評

価
 

・
活

動
内

容
の

周
知

・
P

R

【
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
維

持
す

る
た

め
の

仕
掛

け
が

必
要

】
【

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

す
る

た
め

の
仕

掛
け

】

♯
何

か
に

取
り

上
げ

て
も

ら
う

と
会

の
皆

さ
ん

の
頑

張
る

気
持

に
つ

な
が

る
の

で
、

そ
う

い
う

仕
掛

け
、

を
意

識
す

る
の

も
保

健
師

活
動

・
広

報
に

取
り

上
げ

る
 

・
頑

張
る

気
持

に
つ

な
が

る
工

夫

【
首

長
に

保
健

師
活

動
が

理
解

さ
れ

予
算

化
で

き
た

経
験

】
【

保
健

師
活

動
の

見
え

る
化

に
よ

り
政

策
へ

結
び

つ
け

る
こ

と
が

重
要

】
【

活
動

の
可

視
化

・
所

属
内

の
ア

プ
ロ

ー
チ

法
】

♯
以

前
は

庁
舎

と
別

な
場

所
に

保
健

師
は

お
り

、
上

司
も

離
れ

て
い

て
、

保
健

師
が

何
を

し
て

い
る

の
か

見
え

て
い

な
か

っ
た

 
♯

私
達

は
住

民
の

方
さ

え
理

解
し

て
く

れ
れ

ば
い

い
と

考
え

、
上

司
に

仕
事

の
成

果
を

積
極

的
に

ア
プ

ロ
ー

チ
は

し
て

い
な

か
っ

た
 

♯
こ

の
よ

う
に

周
囲

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

こ
と

は
政

策
と

し
て

大
事

だ

♯
あ

る
上

司
が

、
そ

ん
な

に
い

い
こ

と
や

っ
て

る
ん

だ
っ

た
ら

、
こ

れ
は

も
う

理
事

者
に

分
か

っ
て

も
ら

わ
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
い

う
こ

と
で

 
#

普
通

は
課

長
決

裁
で

終
わ

る
企

画
で

も
、

上
司

が
市

長
の

と
こ

ろ
に

持
っ

て
い

き
、

成
果

を
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

く
れ

た

♯
住

民
の

一
部

の
方

だ
け

が
理

解
し

自
己

満
足

で
終

わ
る

の
は

だ
め

だ

♯
現

在
は

市
長

や
財

政
も

理
解

し
、

予
算

も
つ

く
と

い
う

効
果

が
実

感
で

き
た

 ♯
い

い
こ

と
は

広
げ

る
、

理
解

し
て

も
ら

う
働

き
か

け
 

 ♯
活

動
の

成
果

を
広

く
伝

え
る

の
は

上
に

立
つ

者
の

役
割

と
自

覚
 

【
上

に
立

つ
者

の
役

割
を

認
識

】

【
住

民
か

ら
褒

め
ら

れ
た

経
験

】
【

地
域

か
ら

活
動

が
評

価
さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
】

①
【

地
区

担
当

制
の

推
進

】

#
地

域
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

に
な

る
人

と
か

の
と

こ
ろ

へ
保

健
師

み
ん

な
が

定
期

的
に

顔
を

出
し

て
い

る
ん

で
す

け
ど

m
住

民
懇

談
会

で
行

政
の

課
長

や
市

長
に

対
し

て
住

民
の

方
が

、
地

区
の

担
当

の
保

健
師

さ
ん

頑
張

っ
て

く
れ

て
い

る
と

言
っ

て
く

れ
た

#
ほ

め
ら

れ
る

こ
と

は
大

事
だ

 
♯

活
動

が
見

え
る

よ
う

に
す

る
こ

と
は

大
事

だ
 

♯
地

区
担

当
保

健
師

は
更

に
頑

張
ろ

う
と

意
欲

的
に

な
る

♯
地

区
担

当
保

健
師

が
町

内
会

長
や

地
域

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
に

な
る

人
の

と
こ

ろ
へ

定
期

的
に

訪
問

し
情

報
交

換
に

努
め

て
い

る
。



33

ソーシャル・キャピタルの醸成にかかる保健師の能力形成に関する研究 報告書

１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

（
事

業
・

取
組

・
体

験
（

疑
似

を
含

む
））

意
味

づ
け

ら
れ

た
意

識
学

ん
だ

技
術

外
的

要
因

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

新 人 保 健 師 研 修

【
新

人
保

健
師

の
職

場
内

研
修

の
経

験
:
平

成
2
0

年
】

【
あ

る
べ

き
保

健
師

活
動

・
目

標
の

確
認

・
共

有
】

【
地

域
診

断
】

①
【

地
区

担
当

制
】

#
地

域
の

健
康

課
題

は
何

か
、

保
健

師
と

は
何

か
を

新
人

保
健

師
に

伝
え

た
い

と
思

い
か

ら
、

保
健

師
全

員
で

勉
強

会
を

始
め

る
よ

う
に

な
っ

た

#
保

健
師

全
員

で
勉

強
し

て
い

っ
て

、
新

人
を

育
て

る
な

ら
自

分
た

ち
も

保
健

師
の

目
指

す
姿

を
は

っ
き

り
さ

せ
な

け
れ

ば
伝

わ
ら

な
い

 
#

地
域

の
健

康
を

守
る

役
割

が
保

健
師

で
あ

り
、

そ
こ

に
専

門
性

が
あ

る
の

で
、

地
域

の
健

康
課

題
や

目
標

を
明

ら
か

に
し

て
、

そ
れ

を
住

民
さ

ん
に

伝
え

て
、

一
緒

に
考

え
る

の
が

保
健

師
の

役
割

#
地

区
に

責
任

を
持

つ
、

自
分

の
担

当
地

域
の

健
康

課
題

を
き

ち
っ

と
言

え
る

保
健

師

#
健

康
も

含
め

て
な

ん
で

す
け

ど
、

市
民

の
生

活
し

て
い

る
上

で
の

課
題

や
現

状
を

把
握

す
る

の
が

保
健

師
の

役
割

①
【

職
場

に
お

け
る

話
し

合
え

る
環

境
】

#
悩

み
が

あ
っ

た
ら

職
場

の
人

と
話

を
し

て
い

る

保 健 師 業 務 の 見 直 し

【
新

人
保

健
師

研
修

を
き

っ
か

け
と

し
て

地
域

・
活

動
の

見
直

し
:

平
成

2
0

年
】

【
地

域
の

課
題

を
と

ら
え

た
活

動
】

【
政

策
提

言
す

る
力

】
①

【
新

人
保

健
師

の
入

職
を

き
っ

か
け

に
活

動
を

振
り

返
る

】

#
新

人
保

健
師

の
育

成
を

通
し

て
地

域
活

動
を

見
つ

め
な

お
し

た
#

業
務

を
こ

な
す

ば
っ

か
り

で
本

当
に

地
域

と
し

て
健

康
度

が
上

が
っ

て
い

る
ん

だ
ろ

う
か

と
悩

み
出

し
て

い
て

。 
#

認
識

は
さ

れ
て

い
た

ん
で

す
け

ど
、

じ
ゃ

あ
、

ど
う

や
っ

た
ら

い
い

か
と

悩
ん

で
い

ま
し

た

#
提

言
し

た
り

施
策

化
し

た
り

す
る

♯
自

分
達

も
保

健
師

学
校

で
習

っ
て

き
た

ん
で

す
け

ど
 

♯
事

業
の

方
に

目
が

い
っ

て
薄

れ
て

い
て

#
今

ま
で

は
業

務
担

当
と

地
区

担
当

も
持

っ
て

い
た

ん
で

す
け

ど
、

事
業

、
訪

問
す

る
た

め
の

地
区

担
当

だ
っ

た
の

で
、

自
分

の
担

当
地

域
の

健
康

課
題

を
き

ち
っ

と
言

え
る

保
健

師
、・

・
・

そ
こ

を
目

指
さ

な
い

と
だ

め
だ

よ
ね

#
提

言
、

施
策

化
す

る
力

を
も

っ
と

身
に

つ
け

な
く

て
は

い
け

な
い

♯
保

健
師

は
何

だ
ろ

う
と

い
う

の
を

考
え

た
時

、
住

民
が

主
役

と
か

、
地

域
を

何
と

か
し

た
い

な
と

い
う

気
持

が
す

ご
く

強
か

っ
た

。 
♯

新
人

保
健

師
の

教
育

を
機

会
に

保
健

師
み

ん
な

が
熟

成

自 己 研 鑽

【
業

務
と

し
て

で
は

な
く

自
主

的
に

茶
話

会
に

参
加

】
【

住
民

と
解

決
法

を
考

え
た

い
】

【
住

民
と

と
も

に
考

え
る

】
①

【
保

健
師

の
気

持
が

一
体

と
な

っ
た

】

#
は

じ
め

、
保

健
師

が
3

人
参

加
（

主
幹

・
係

長
・

保
健

師
）

#
健

康
寿

命
ワ

ー
ス

ト
か

ら
抜

け
な

け
れ

ば
、

み
ん

な
が

健
康

に
な

っ
て

ほ
し

い
#

保
健

師
と

し
て

の
役

割
は

何
か

と
い

う
の

も
悩

み
な

が
ら

、
一

緒
に

進
ん

で
い

っ
て

い
る

♯
保

健
師

が
一

体
に

な
っ

て
、

じ
ゃ

あ
ど

う
す

る
、

住
民

と
一

緒
に

取
り

組
ん

で
解

決
法

を
見

出
し

て
い

き
た

い
と

い
う

気
持

が
あ

っ
た

。

♯
住

民
の

言
葉

を
聞

き
た

い
#

ゴ
ー

ル
を

決
め

る
の

は
保

健
師

で
は

な
く

、
こ

の
活

動
は

、
市

民
と

一
緒

に
悩

み
な

が
ら

自
分

た
ち

も
支

援
し

な
が

ら
す

す
め

て
い

く
も

の

♯
住

民
と

一
緒

に
取

り
組

ん
で

解
決

法
を

見
出

し
て

い
き

た
い

と
い

う
気

持
が

あ
っ

た
#

一
緒

に
考

え
る

こ
と

が
す

ご
く

大
事

だ
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

4
活 動 の 引 き 継 ぎ

【
先

輩
か

ら
の

引
き

継
ぎ

】
【

活
動

の
引

き
継

ぎ
】

①
【

先
輩

の
活

動
】 

②
【

地
域

の
特

性
〜

愛
育

委
員

の
活

動
が

活
発

な
歴

史
】

#
私

が
つ

く
り

上
げ

て
き

た
と

い
う

の
は

、
ま

だ
ま

だ
少

な
く

て
、

あ
る

程
度

の
取

っ
か

か
り

の
と

こ
ろ

は
先

輩
の

保
健

師
さ

ん
が

築
き

上
げ

て
き

た
と

こ
ろ

で
バ

ト
ン

タ
ッ

チ
を

受
け

て
き

た
と

い
う

の
が

多
い

か
な

#
先

輩
方

の
保

健
師

さ
ん

で
あ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
っ

た
方

々
が

活
動

を
さ

れ
て

き
た

こ
と

を
引

き
継

い
で

行
っ

て
き

た
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

#
県

は
愛

育
委

員
さ

ん
と

い
う

方
が

と
て

も
熱

心
に

活
動

を
し

て
く

だ
さ

っ
て

い
て

 
 #

す
ご

く
古

い
歴

史
が

あ
っ

て
愛

育
委

員
活

動
の

中
で

も
積

み
上

げ
て

こ
ら

れ
た

も
の

3
愛 育 委 員 の 活 動 支 援

【
リ

ー
ダ

ー
の

発
掘

】
【

活
動

し
て

い
な

い
住

民
が

関
心

を
持

つ
】

【
住

民
の

変
化

に
気

づ
く

力
】 

【
住

民
と

喜
び

を
共

有
】 

【
住

民
の

提
案

を
受

け
入

れ
る

】 
【

住
民

と
と

も
に

活
動

す
る

】

#
そ

の
中

で
私

が
携

わ
ら

せ
て

い
た

だ
い

た
中

で
は

、
そ

の
愛

育
さ

ん
の

中
で

も
リ

ー
ダ

ー
に

な
っ

て
い

た
だ

け
る

方
の

発
掘

で
あ

っ
た

り
と

か

#
今

ま
で

愛
育

委
員

と
い

う
活

動
を

し
て

い
な

か
っ

た
人

が
、

結
構

お
も

し
ろ

い
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
く

れ
た

り

【
研

修
の

実
施

】
【

活
動

す
る

人
が

喜
び

を
感

じ
る

】

#
そ

の
方

の
力

を
伸

ば
し

て
い

け
る

よ
う

な
研

修
会

を
や

っ
た

り
と

か
、

#
愛

育
さ

ん
自

身
が

、
や

っ
て

い
て

よ
か

っ
た

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
た

だ
け

る

【
一

緒
に

取
り

組
む

】
【

活
動

す
る

人
の

自
主

性
】

#
そ

う
い

っ
た

活
動

を
一

緒
に

取
り

組
ん

で
み

た
り

と
か

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
し

て
き

た
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

ね
#

こ
ち

ら
が

お
願

い
を

し
な

く
て

も
と

い
う

か
こ

ん
な

こ
と

を
や

っ
て

み
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
と

い
う

提
案

を
し

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

か
、

御
自

分
方

の
組

織
の

中
で

動
い

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

か

 

現 在 （ 7 年 目 ）

自 殺 対 策

【
統

計
デ

ー
タ

で
わ

か
っ

た
課

題
】

【
全

地
域

は
難

し
く

て
も

一
定

の
地

域
で

変
化

す
る

の
で

は
な

い
か

】 
【

こ
の

地
域

な
ら

で
き

る
と

い
う

勝
算

】
【

地
域

の
統

計
デ

ー
タ

】
②

【
愛

育
委

員
の

活
動

の
歴

史
、

実
績

】

#
自

殺
率

が
高

い
と

い
う

統
計

の
デ

ー
タ

 
#

全
地

域
は

難
し

い
の

で
あ

る
一

定
の

一
つ

の
地

域
の

中
で

住
民

の
方

々
の

声
掛

け
だ

っ
た

り
と

か
愛

育
さ

ん
が

訪
問

し
て

く
だ

さ
る

こ
と

で
、

そ
の

あ
た

り
の

住
民

の
方

々
の

意
識

で
あ

っ
た

り
と

か
、

生
き

が
い

で
あ

っ
た

り
と

か
、

そ
の

辺
が

変
化

す
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
、

今
、

勝
算

を
含

め
て

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で

#
県

の
調

査
の

中
で

わ
か

っ
た

【
住

民
に

地
域

の
現

状
を

知
っ

て
も

ら
う

】

〈
自

殺
率

低
下

に
向

け
た

取
組

〉 
#

そ
こ

の
地

域
で

何
と

か
そ

れ
が

少
し

軽
減

で
き

た
り

と
か

地
域

の
力

を
底

上
げ

し
た

こ
と

で
、

何
か

変
化

が
見

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
 

 #
今

の
自

分
の

住
ん

で
い

る
と

こ
ろ

が
ど

う
い

う
と

こ
ろ

な
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
と

か
、

い
う

こ
と

を
ま

ず
知

っ
て

い
た

だ
く

き
っ

か
け

に
 

#
何

か
自

分
に

で
き

る
こ

と
は

な
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
た

だ
け

た
り

    

 
 

【
住

民
が

話
し

合
え

る
場

づ
く

り
】

【
活

動
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
】 

【
活

動
の

評
価

】
【

結
果

が
良

い
方

向
に

向
か

う
こ

と
で

活
動

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
高

ま
る

】 
【

活
動

評
価

】

#
地

域
の

住
民

の
方

々
で

話
し

て
も

ら
え

る
場

を
設

け
ら

れ
た

り
 

 〈
活

動
の

発
展

〉 
#

実
際

に
訪

問
に

行
っ

て
い

た
だ

い
た

り
と

か
、

こ
う

い
う

の
が

あ
る

の
よ

と
い

う
よ

う
な

声
掛

け
を

し
て

く
だ

さ
っ

た
り

 
 〈
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

〉 
（

現
在

進
行

中
）

#
結

果
が

い
い

方
向

に
傾

い
て

い
る

と
、

ま
た

愛
育

さ
ん

も
、

あ
あ

、
や

っ
て

い
て

よ
か

っ
た

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

く
だ

さ
い

ま
す

 
 #

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
愛

着
が

わ
い

て
、

も
っ

と
も

っ
と

住
み

や
す

く
て

、
み

ん
な

笑
顔

に
な

っ
て

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く

り
を

み
ん

な
で

や
っ

て
い

こ
う

と
い

う
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

が
な

る
か

な
と

い
う

ふ
う

に
も

思
っ

て
で

す
ね

、
今

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
は

あ
り

ま
す

 
 #

住
民

さ
ん

が
ど

う
い

う
ふ

う
に

変
化

し
た

か
と

い
う

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

、
今

と
っ

て
い

る
と

こ
ろ

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

表
8

　
事

例
7

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

3
活 動 の き っ か け

【
先

輩
か

ら
受

け
継

い
だ

】
【

こ
の

地
域

を
ど

う
に

か
し

な
く

て
は

…
 

と
い

う
思

い
を

代
々

受
け

継
ぐ

】
【

書
面

に
残

し
て

引
き

継
ぐ

】 
【

経
緯

と
目

的
を

明
確

に
記

録
】

①
【

先
輩

が
残

し
た

記
録

に
よ

り
活

動
を

引
き

継
ぎ

や
す

い
】

〈
発

端
は

わ
か

ら
な

い
〉 

#
ど

の
方

が
発

端
に

な
っ

た
の

か
と

い
う

の
は

わ
か

ら
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

 
 #

先
輩

方
が

住
民

さ
ん

の
声

を
拾

い
上

げ
て

、
ど

な
い

か
せ

ん
と

い
け

ん
な

と
い

う
こ

と
で

始
め

ら
れ

た
と

い
う

こ
と

で
受

け
継

い
で

は
き

た

 #
前

任
の

方
も

そ
の

思
い

を
引

き
継

い
で

お
ら

れ
ま

し
た

し
、

そ
う

い
う

意
図

を
持

っ
て

今
が

あ
る

ん
だ

な
と

い
う

こ
と

も
 

 #
書

面
と

し
て

落
と

さ
れ

る
と

い
う

か
丁

寧
書

き
に

、
引

き
継

書
と

い
う

中
に

は
入

っ
て

い
る

 
 #

な
ん

で
今

こ
れ

を
し

て
い

る
の

か
と

い
う

経
緯

が
そ

れ
に

記
さ

れ
て

い
た

の
で

、
今

年
は

こ
こ

を
取

り
組

む
ん

だ
と

い
う

と
こ

ろ
が

明
確

に
な

っ
て

い
た

の
も

あ
っ

て
、

私
は

引
き

継
ぎ

や
す

か
っ

た

4
S

C に 関 し て 勉 強 し た こ と

【
他

の
地

域
の

保
健

師
の

活
動

】
【

成
功

体
験

に
よ

っ
て

元
気

に
な

る
】

【
地

域
特

性
に

応
じ

た
活

動
】

①
【

保
健

師
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
購

読
】 

②
【

県
に

保
健

福
祉

学
会

が
あ

る
】

#
ほ

か
の

と
こ

ろ
で

活
動

を
さ

れ
て

い
る

保
健

師
さ

ん
か

ら
、

そ
の

地
域

の
状

況
を

伺
う

 
 #

保
健

師
ジ

ャ
ー

ナ
ル

と
か

で
書

い
て

あ
る

と
、

す
ご

く
興

味
が

あ
っ

て
見

た
り

 
 #

県
で

も
保

健
福

祉
学

会
が

あ
り

（
中

略
）

興
味

が
あ

っ
て

聞
い

た
り

と
か

は
し

て
い

ま
す

#
そ

こ
に

住
ん

で
い

る
方

だ
っ

た
り

と
か

支
援

さ
れ

て
い

る
方

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
上

が
る

と
い

う
か

、
そ

う
い

っ
た

経
験

と
か

体
験

と
か

が
あ

る
と

、
ど

ん
ど

ん
次

々
発

展
し

て
く

だ
ろ

う
し

、
明

る
く

な
っ

て
い

く
と

い
う

か
人

間
一

人
一

人
の

成
功

体
験

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

と
か

プ
ラ

ス
の

体
験

が
重

な
っ

て
い

く
と

、
や

っ
ぱ

り
元

気
に

な
っ

て
い

く
の

か
な

 

#
地

域
に

よ
っ

て
も

そ
の

地
域

の
環

境
で

あ
っ

た
り

と
か

地
区

の
特

性
み

た
い

な
の

も
あ

る
 

   

   　
　

 

3
先 輩 の 実 践 を 見 る

【
先

輩
の

か
か

わ
り

方
、

展
開

方
法

】
【

先
輩

保
健

師
の

影
響

】
【

先
輩

の
展

開
方

法
か

ら
技

を
盗

む
】 

【
情

報
を

収
集

し
て

判
断

】 
【

計
画

を
立

て
る

】 
【

構
成

力
】 

【
判

断
力

】 
【

動
か

し
て

い
く

ス
ピ

ー
ド

】

①
【

尊
敬

で
き

る
先

輩
の

存
在

】

 #
引

き
出

し
方

が
う

ま
い

 
 #

率
直

に
聞

き
出

そ
う

と
思

っ
た

ら
、

ま
ず

そ
の

方
と

話
が

で
き

る
関

係
に

な
ら

な
い

と
い

け
な

く
て

 
 #

聞
い

た
だ

け
で

終
わ

る
の

で
は

な
く

て
、

聞
い

て
こ

の
人

が
今

必
要

と
し

て
い

る
の

が
何

な
の

か
 

 #
あ

の
方

と
つ

な
が

っ
た

ら
い

い
ふ

う
に

向
く

か
も

し
れ

な
い

 
 #

あ
の

方
に

は
こ

こ
で

一
歩

家
か

ら
出

て
き

て
、

こ
こ

で
こ

う
過

ご
し

て
も

ら
っ

た
ら

、
こ

の
人

に
と

っ
て

は
い

い
か

も
な

 #
あ

の
先

輩
の

こ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

を
私

も
取

り
入

れ
て

い
こ

う
 

 #
な

ん
で

あ
の

先
輩

が
展

開
し

て
い

く
と

事
が

ど
ん

ど
ん

う
ま

く
進

ん
で

い
く

ん
だ

ろ
う

と
か

い
う

の
も

見
て

い
る

と
、

そ
こ

か
ら

何
か

盗
め

る
も

の
が

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

た
り

 
 #

私
と

し
て

も
住

民
の

方
の

役
に

立
ち

た
い

 
 #

役
立

て
る

人
間

に
な

る
た

め
に

は
、

自
分

は
ど

う
あ

る
べ

き
か

考
え

る
 

 #
情

報
を

収
集

し
て

判
断

を
し

て
、

次
へ

つ
な

げ
た

り
と

か
計

画
を

立
て

る
と

い
う

、
構

成
力

と
い

う
か

判
断

力
と

い
う

か
次

に
動

か
し

て
い

く
と

い
う

、
そ

の
ス

ピ
ー

ド
も

全
然

違
う

な

 #
尊

敬
で

き
る

先
輩

方
が

周
り

に
い

る
の

は
す

ご
く

自
分

的
に

も
あ

り
が

た
く

【
他

の
職

種
や

組
織

の
人

に
学

ぶ
】

 
#

先
輩

方
だ

っ
た

り
と

か
先

輩
に

限
ら

ず
ほ

か
の

業
種

の
方

と
か

組
織

の
方

と
か

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

の
方

々
の

い
い

と
こ

ろ
と

い
う

の
は

、
ど

ん
ど

ん
吸

収
し

て
い

き
た

い

 
 

2
家 庭 訪 問

【
同

じ
悩

み
を

持
つ

人
の

集
ま

り
に

誘
う

】
【

情
報

を
収

集
し

分
析

】

#
育

児
不

安
が

強
く

て
、

お
子

さ
ん

に
も

発
達

に
お

く
れ

が
あ

っ
た

り
と

か
、

ち
ょ

っ
と

か
か

わ
り

が
苦

手
だ

と
か

が
あ

っ
て

（
中

略
）

同
じ

悩
み

だ
っ

た
り

と
か

、
思

い
を

持
っ

て
い

る
方

の
集

ま
り

に
お

誘
い

を
し

て
み

た
り

と
か

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
ね
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

経 験 が 浅 か っ た こ ろ （ 2 〜 3 年 目 ）

集 え る 事 業 の 担 当

【
同

じ
悩

み
の

人
が

集
ま

る
場

の
必

要
性

】
【

住
民

ニ
ー

ズ
と

市
町

の
社

会
資

源
に

合
っ

た
場

の
設

定
】

②
【

子
育

て
中

の
母

親
か

ら
の

声
】

 〈
試

行
錯

誤
で

母
親

が
集

ま
る

場
づ

く
り

〉 
#

そ
う

い
っ

た
会

み
た

い
な

の
を

立
ち

上
げ

て
、

や
り

方
を

試
行

錯
誤

し
て

い
た

と
い

う
か

そ
う

い
っ

た
経

緯
が

あ
り

ま
す

ね

（
立

ち
上

げ
に

は
か

か
わ

っ
て

い
な

い
が

、
先

輩
か

ら
聞

い
て

〉 
#

多
分

県
の

保
健

師
が

声
を

か
け

て
、

そ
れ

に
市

の
保

健
師

さ
ん

も
同

乗
さ

れ
て

、
じ

ゃ
あ

、
う

ち
で

と
い

う
よ

う
な

形
で

始
ま

っ
た

と

#
母

さ
ん

方
が

集
ま

り
や

す
い

場
所

と
時

間
と

あ
と

空
間

、
そ

こ
の

市
町

の
中

心
と

な
る

よ
う

な
集

ま
り

や
す

い
場

所
で

、
か

た
苦

し
く

な
く

、
肩

を
寄

せ
合

っ
て

話
が

で
き

る
よ

う
な

会
場

の
設

定
と

か
に

も
工

夫
を

し
た

り
と

か
っ

て
、

行
っ

た
り

と
か

は
し

ま
す

ね
 

#
「

こ
う

い
っ

た
集

ま
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
」

と
か

、
「

ほ
か

の
人

は
ど

う
し

て
い

る
ん

だ
ろ

う
」

と
か

、
そ

う
い

っ
た

声
が

あ
っ

て

【
参

加
者

に
変

化
】 

【
発

言
で

き
る

よ
う

に
な

る
】 

【
S

O
S

が
出

せ
る

よ
う

に
な

る
】 

【
自

分
の

気
持

ち
が

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

】 
【

集
え

る
事

業
で

初
め

て
主

担
当

に
】

【
住

民
の

変
化

か
ら

保
健

師
も

学
ぶ

】 
【

自
信

が
つ

い
た

】
【

自
分

が
伝

え
る

よ
り

母
親

同
士

の
情

報
が

現
実

味
が

あ
る

と
知

っ
た

】 
【

活
動

内
容

や
参

加
者

の
変

化
を

記
録

す
る

こ
と

が
評

価
に

役
立

つ
】

①
【

上
司

が
活

動
の

振
り

返
り

や
記

録
を

求
め

る
】 

①
【

上
司

が
ア

ド
バ

イ
ス

を
く

れ
る

】 
①

【
上

司
が

活
動

の
経

年
変

化
を

一
緒

に
ま

と
め

て
く

れ
た

】

#
な

か
な

か
御

自
分

の
思

っ
た

こ
と

を
言

え
な

か
っ

た
方

が
、

ち
ゃ

ん
と

発
言

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
と

こ
ろ

は
、

す
ご

い
変

化
だ

な
と

い
う

ふ
う

に
は

気
づ

き
ま

し
た

ね
。

な
か

な
か

S
O

S
と

か
も

出
せ

な
か

っ
た

方
が

、
ち

ゃ
ん

と
訴

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

と
か

、
自

分
の

気
持

ち
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

変
化

が
見

ら
れ

た
の

は
、

大
き

い
な

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

し
た

 
 

 #
そ

こ
か

ら
情

報
を

得
ら

れ
た

り
と

か
す

る
と

、
少

し
症

状
が

ほ
ぐ

れ
て

、
ま

た
来

て
み

た
い

な
と

い
う

ふ
う

に
思

わ
れ

て
 

 #
そ

う
い

っ
た

お
母

さ
ん

同
士

の
か

か
わ

り
方

を
見

る
こ

と
で

、
実

際
に

経
験

さ
れ

た
方

の
話

を
聞

く
こ

と
で

、
こ

ん
な

に
気

持
ち

が
和

ら
い

で
い

く
ん

だ
な

と
い

う
の

を
私

も
（

気
づ

い
た

） 
         

 #
職

場
の

上
司

が
す

ご
く

保
健

師
活

動
の

振
り

返
り

で
あ

っ
た

り
と

か
、

私
も

行
き

詰
ま

っ
た

と
き

に
は

、
す

ぐ
上

司
に

相
談

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

て
と

か
、

自
分

の
行

っ
て

き
た

活
動

を
1

回
1

回
は

報
告

書
と

し
て

上
げ

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

れ
を

経
年

的
に

見
て

、
自

分
が

こ
の

と
き

に
ど

う
い

う
よ

う
な

気
づ

き
を

し
て

、
参

加
者

に
は

ど
う

い
っ

た
変

化
が

あ
っ

た
の

か
と

い
う

の
を

、
ま

と
め

る
こ

と
を

一
緒

に
し

て
く

だ
さ

っ
た

ん
で

す

地 区 組 織 活 動

【
リ

ー
ダ

ー
的

な
人

材
の

発
掘

】 
【

人
と

人
を

つ
な

ぐ
】 

【
事

業
を

つ
な

ぐ
】 

【
何

を
大

切
に

思
っ

て
活

動
し

て
い

る
か

を
知

る
】 

【
ど

の
よ

う
な

信
念

を
持

っ
て

活
動

し
て

い
る

か
を

知
る

】 
【

目
標

を
持

っ
て

あ
る

べ
き

姿
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
る

か
を

知
る

】

健 康 教 育

【
保

健
師

は
何

を
す

る
人

と
聞

か
れ

る
】

【
保

健
師

は
多

く
の

役
割

を
持

つ
】 

【
保

健
師

は
目

に
見

え
な

い
形

で
活

動
を

し
て

い
る

】 
 

【
保

健
師

の
役

割
を

住
民

に
伝

え
る

こ
と

が
大

事
】

【
発

信
す

る
力

が
鍛

え
ら

れ
た

】

#
保

健
師

さ
ん

っ
て

何
を

さ
れ

る
方

な
ん

で
す

か
っ

て
、

よ
く

聞
か

れ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

一
言

で
は

答
え

ら
れ

な
く

て
 

   

#
一

言
で

答
え

ら
れ

な
い

ぐ
ら

い
た

く
さ

ん
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
う

 
 #

結
構

目
に

見
え

な
い

形
で

活
動

を
し

て
い

る
こ

と
も

多
く

て
 

 #
そ

れ
を

や
っ

ぱ
り

声
に

出
し

て
発

信
し

た
り

と
か

、
書

面
に

落
と

し
て

み
ん

な
に

知
っ

て
い

た
だ

く
と

い
う

こ
と

で
、

そ
れ

こ
そ

地
域

全
体

で
あ

る
べ

き
姿

み
た

い
な

の
が

確
認

で
き

た
り

 
 #

目
標

に
向

か
っ

て
み

ん
な

が
ど

の
役

割
を

果
た

せ
る

の
か

と
い

う
話

が
で

き
た

り
す

る
と

思
う

の
で

地 域 診 断

【
数

値
で

見
る

情
報

と
住

民
の

声
が

違
う

こ
と

も
あ

る
】 

【
1

年
目

は
戸

惑
っ

て
終

わ
っ

た
】 

【
地

域
診

断
は

欠
か

せ
な

い
】 

【
住

民
の

声
を

聴
き

、
生

活
に

触
れ

る
こ

と
が

大
事

】 
【

徐
々

に
地

域
診

断
の

重
要

性
に

気
づ

く
】 

【
基

礎
教

育
が

後
々

活
き

て
く

る
】

【
住

民
の

声
を

聴
く

】 

#
ど

う
い

っ
た

社
会

資
源

が
あ

る
の

か
と

か
、

で
も

や
っ

ぱ
り

数
値

で
見

る
そ

の
地

域
の

状
況

と
、

実
際

に
住

民
の

方
の

声
を

聞
い

て
把

握
さ

せ
て

も
ら

う
情

報
と

い
う

の
は

や
っ

ぱ
り

違
っ

た
り

す
る

の
で

 
 #

行
政

の
仕

事
に

な
れ

る
の

に
も

と
て

も
時

間
が

か
か

っ
て

で
す

ね
、

す
ご

く
戸

惑
い

ま
し

た
 

 #
看

護
学

校
で

習
っ

た
こ

と
が

そ
の

当
時

に
は

す
っ

飛
ん

で
し

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

っ
て

#
そ

の
地

域
が

ど
う

い
っ

た
地

域
な

の
か

と
い

う
の

を
知

る
に

は
、

こ
こ

は
欠

か
せ

な
い

な
と

思
い

ま
す

 
 #

既
存

の
デ

ー
タ

だ
け

で
は

な
く

て
住

民
の

人
に

声
を

か
け

て
、

そ
し

て
そ

の
生

活
に

触
れ

て
わ

か
る

こ
と

と
い

う
の

は
あ

る
の

で
 

 #
地

域
の

こ
と

を
知

る
た

め
に

は
地

区
診

断
し

な
い

と
 

 #
学

生
、

学
校

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

し
た

の
が

こ
う

い
う

こ
と

に
生

き
て

い
る

ん
だ

な
と

い
う

ふ
う

な
こ

と
に

気
づ

か
さ

れ
て
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

連 絡 会 議

①
【

担
当

地
域

が
決

ま
っ

て
い

る
】

〈
管

内
市

町
村

保
健

師
と

の
連

絡
〉 

#
保

健
師

と
の

日
頃

の
や

り
取

り
が

あ
る

#
一

応
、

業
務

分
担

と
地

区
分

担
を

、
今

両
方

で
持

っ
て

い
る

よ
う

な
形

で
 

 （
市

町
村

に
連

絡
に

い
く

と
き

に
、

市
町

村
か

ら
見

て
う

ち
の

市
の

担
当

は
、

あ
な

た
で

す
と

い
う

こ
と

は
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

?
）

→
#

な
っ

て
い

ま
す

事 業 評 価 ・ 企 画

【
お

互
い

の
役

割
を

知
る

】 
【

協
力

者
の

理
解

を
得

る
】

【
関

係
機

関
の

役
割

を
知

る
】 

【
関

係
機

関
の

理
解

と
協

力
を

得
る

】
①

【
市

町
村

か
ら

連
絡

が
来

る
】 

②
【

先
輩

が
出

席
す

る
会

議
に

つ
い

て
い

く
】

〈
企

画
会

議
〉 

#
年

度
当

初
と

か
終

わ
り

の
と

き
と

か
は

次
年

度
に

向
け

て
と

か
、

今
年

度
は

じ
ゃ

あ
こ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
を

重
点

的
に

や
っ

て
い

こ
う

で
あ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
っ

た
話

し
合

い
を

必
ず

持
っ

て
い

く
 

 #
市

町
村

保
健

師
、

保
健

福
祉

分
野

の
職

員
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

が
参

加

#
メ

ン
バ

ー
も

変
わ

る
こ

と
も

あ
る

の
で

、
お

互
い

が
ど

う
い

っ
た

役
割

を
持

っ
て

や
っ

て
い

る
ん

だ
ろ

う
と

い
う

こ
と

は
知

っ
て

い
た

だ
い

た
り

 
 #

今
年

は
こ

こ
を

重
点

的
に

取
り

組
ん

で
い

こ
う

と
思

っ
て

い
る

ん
だ

と
い

う
こ

と
を

周
り

の
支

援
者

に
も

知
っ

て
い

た
だ

い
た

り
と

か
、

御
協

力
を

お
願

い
し

た
り

人 材 育 成

【
研

修
は

ノ
ウ

ハ
ウ

を
知

る
機

会
】 

①
【

新
任

保
健

師
の

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
る

】 
①

【
中

堅
保

健
師

の
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ

る
】

〈
管

内
の

保
健

師
研

修
〉 

#
新

任
保

健
師

研
修

 
#

中
堅

保
健

師
研

修

#
（

伝
達

研
修

も
含

め
）

ノ
ウ

ハ
ウ

を
知

る
と

い
う

こ
と

も
す

ご
く

あ
り

が
た

い
機

会
だ

な
#

新
任

の
保

健
師

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
い

う
も

の
が

冊
子

で
ま

と
め

ら
れ

た
も

の
が

あ
っ

て
 

 #
中

堅
保

健
師

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

あ
る

ん
で

す

職 場 の 会 議

【
自

分
自

身
の

と
ら

え
方

の
学

び
】 

【
保

健
師

の
信

念
、

価
値

観
、

コ
ア

の
部

分
を

深
め

る
】

①
【

職
場

の
ざ

っ
く

ば
ら

ん
な

話
し

合
い

】

〈
職

場
内

の
意

見
交

換
〉 

 〈
前

の
職

場
は

他
職

種
で

会
議

〉 
 〈
今

の
職

場
は

保
健

師
で

会
議

〉

#
学

び
と

い
う

か
自

分
自

身
の

捉
え

方
と

し
て

。
勉

強
に

な
る

部
分

だ
と

か
 

 #
保

健
師

同
士

の
話

に
な

る
と

、
保

健
師

の
信

念
、

価
値

観
と

か
コ

ア
の

部
分

と
い

う
と

こ
ろ

の
話

に
す

ご
く

な
っ

て
い

く
の

で
、

よ
り

そ
の

あ
た

り
が

深
め

ら
れ

る

#
年

に
3

〜
4

回
、

い
ろ

い
ろ

な
職

種
、

課
全

体
で

 
#

率
直

に
今

の
活

動
を

通
じ

て
困

っ
て

い
る

こ
と

と
か

行
き

詰
ま

っ
て

い
る

こ
と

と
か

、
よ

か
っ

た
よ

と
い

う
こ

と
を

ざ
っ

く
ば

ら
ん

に
話

し
て

っ
て

い
う

よ
う

な
会

4 年 目

【
保

健
師

が
夢

を
与

え
て

く
れ

た
】 

【
育

児
休

業
中

も
社

会
の

動
き

に
関

心
を

持
つ

】 
【

私
も

そ
う

い
う

保
健

師
に

な
り

た
い

】 
【

他
の

人
の

役
に

立
ち

た
い

】 
【

先
輩

保
健

師
の

失
敗

談
か

ら
P

D
C

A
を

学
ぶ

】 

【
P

D
C

A
】

①
【

同
期

保
健

師
の

会
が

あ
る

】

〈
同

期
会

で
の

勉
強

会
、

情
報

交
換

〉 
#

県
の

中
で

も
、

保
健

師
会

と
い

う
の

が
あ

っ
て

、
県

の
保

健
師

さ
ん

が
集

ま
る

会
が

年
4

回
か

5
回

ぐ
ら

い
あ

る
ん

で
す

 
 #

主
に

勉
強

会
だ

っ
た

り
と

か
、

先
輩

保
健

師
の

保
健

師
魂

の
継

承
だ

っ
た

り
と

か
、

あ
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
と

か
あ

っ
た

り
す

る
 

 〈
保

健
福

祉
学

会
で

先
輩

保
健

師
の

功
績

を
知

る
〉 

#
そ

の
先

生
が

、「
保

健
師

さ
ん

が
僕

に
夢

を
与

え
て

く
れ

た
」

み
た

い
な

話
を

さ
れ

て
い

て
、

私
は

そ
れ

を
聞

い
た

と
き

に
、

す
ご

く
感

動
し

て
、

私
も

そ
う

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
活

動
が

し
た

い
し

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

思
わ

れ
る

よ
う

な
活

動
を

さ
れ

て
い

た
保

健
師

さ
ん

っ
て

す
ご

い
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
で

す
ね

 
 〈
育

児
休

業
中

も
社

会
の

動
き

に
関

心
を

持
つ

〉 
#

法
律

が
で

き
た

り
と

か
 

#
新

た
な

仕
組

み
が

県
内

で
で

き
た

と
か

、
あ

と
虐

待
が

あ
っ

た
と

か
、

自
治

体
の

ニ
ュ

ー
ス

と
か

、
そ

う
い

っ
た

変
化

に
は

一
応

気
を

つ
け

て
は

い
ま

す
ね

          #
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

経
験

と
い

う
の

も
、

た
く

さ
ん

拡
散

さ
れ

て
、

そ
れ

が
あ

る
か

ら
こ

そ
、

今
よ

か
っ

た
っ

て
思

え
る

活
動

が
あ

る
ん

だ
な

と
思

え
て

5 年 目

学 会 発 表

〈
県

保
健

福
祉

関
係

の
学

会
で

発
表

〉 
#
2
4

年
1

月
、

小
児

救
急

に
関

し
て
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

現 在 （ 7 年 目 ）

そ の 他

【
住

民
が

健
康

に
生

活
で

き
る

よ
う

に
】 

【
施

策
化

】 
【

保
健

師
が

何
を

す
る

人
か

胸
を

張
っ

て
語

れ
る

よ
う

に
な

り
た

い
】

【
保

健
師

の
役

割
】 

【
後

輩
の

存
在

に
よ

り
自

分
が

中
堅

に
な

っ
た

こ
と

に
気

づ
か

さ
れ

る
】

【
住

民
の

変
化

に
喜

び
を

感
じ

る
】【

つ
ら

い
経

験
も

無
駄

に
な

ら
な

い
】【

人
と

の
出

会
い

で
学

ぶ
】【

し
ん

ど
く

て
も

保
健

師
活

動
が

楽
し

い
と

笑
っ

て
語

れ
る

仲
間

】

②
【

県
民

性
】

〈
め

ざ
し

て
い

る
こ

と
〉 

#
住

民
の

皆
さ

ん
が

住
み

な
れ

た
場

所
で

安
心

し
て

心
身

と
も

に
健

康
に

生
活

を
し

て
い

た
だ

く
ま

ち
づ

く
り

と
い

う
か

、
御

本
人

さ
ん

に
も

そ
う

い
っ

た
力

を
も

っ
て

い
た

だ
く

と
こ

ろ
を

目
指

し
て

や
っ

て
い

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

す
 

 #
か

か
わ

れ
る

機
会

と
い

う
の

は
あ

る
の

で
、

そ
こ

は
す

ご
く

大
切

に
し

て
い

き
た

い
な

と
い

う
ふ

う
に

も
思

い
ま

す
 

 #
こ

こ
の

地
域

で
、ど

う
い

っ
た

課
題

が
あ

っ
て

、ど
ん

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る
の

か
、

ど
れ

だ
け

の
人

が
そ

れ
を

必
要

と
さ

れ
て

い
る

の
か

と
い

う
と

こ
ろ

を
明

確
に

し
て

そ
れ

を
施

策
化

し
て

い
っ

た
り

と
か

 
 #

地
域

の
状

況
を

知
っ

て
い

て
、

伝
え

る
代

弁
者

に
な

ら
ん

と
い

け
ん

な
と

い
う

ふ
う

に
も

思
い

ま
す

 
 #

自
分

の
保

健
師

像
と

い
う

か
こ

こ
で

や
っ

て
き

た
ん

だ
み

た
い

な
と

い
う

よ
う

な
こ

と
を

、
先

輩
方

が
語

っ
て

く
れ

た
よ

う
に

自
分

も
語

れ
る

よ
う

な
活

動
を

し
て

い
き

た
い

な
と

思
い

ま
す

 #
そ

れ
の

役
割

の
一

つ
を

担
わ

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

は
思

っ
て

い
ま

す
ね

 
 #

保
健

所
の

保
健

師
と

い
う

こ
と

で
、

す
ご

く
立

ち
位

置
も

難
し

い
な

と
い

う
ふ

う
に

感
じ

る
こ

と
も

あ
っ

て
 

 #
実

際
に

そ
の

住
民

さ
ん

と
直

接
触

れ
合

う
機

会
と

か
生

の
声

を
聞

く
機

会
と

い
う

の
は

、
本

当
に

先
輩

方
に

比
べ

て
は

か
な

り
減

っ
て

き
て

し
ま

っ
て

い
る

の
で

 
 #

交
渉

力
と

か
、

そ
う

い
っ

た
も

の
も

必
要

に
な

る
 

 #
目

標
と

い
う

の
を

言
語

化
を

し
て

、
そ

れ
を

同
じ

目
標

に
向

か
っ

て
進

ん
で

い
こ

う
と

い
う

ふ
う

に
言

う
た

め
に

も
、

み
ん

な
で

同
じ

目
標

に
向

か
っ

て
い

っ
て

い
る

よ
ね

と
い

う
確

認
も

必
要

で
す

し
、

そ
れ

で
み

ん
な

が
同

じ
方

向
に

向
か

っ
て

活
動

す
る

か
ら

こ
そ

最
大

限
の

効
果

と
い

う
も

の
を

得
ら

れ
る

と
思

う
の

で
 

 #
新

し
い

保
健

師
さ

ん
が

い
っ

ぱ
い

入
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
て

、
若

い
顔

ぶ
れ

が
た

く
さ

ん
い

る
と

い
う

こ
と

は
だ

ん
だ

ん
自

分
が

中
堅

の
世

代
に

来
て

い
る

ん
だ

な
と

い
う

こ
と

に
も

気
づ

か
さ

れ
て

で
す

ね

 #
住

民
の

方
に

よ
か

っ
た

と
か

、
い

い
変

化
が

見
ら

れ
た

と
き

に
は

、
や

っ
て

い
て

よ
か

っ
た

と
い

う
ふ

う
に

す
ご

く
思

い
ま

す
 

 #
そ

う
い

っ
た

経
験

や
し

ん
ど

か
っ

た
思

い
、

努
力

と
い

う
の

は
、

絶
対

今
後

も
無

駄
に

は
な

ら
な

い
と

思
う

の
で

、
嫌

が
ら

ず
に

 #
い

ろ
ん

な
人

と
の

出
会

い
の

中
で

自
分

が
学

ば
せ

て
も

ら
う

こ
と

も
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
し

、
気

づ
き

も
あ

り
ま

す
し

 
 #

物
す

ご
く

重
く

て
、

支
援

に
も

息
詰

ま
る

よ
う

な
方

ば
か

り
な

の
で

、
ど

う
し

よ
う

か
な

と
い

う
こ

と
が

多
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、そ

れ
で

も
楽

し
い

っ
て

い
う

、
笑

っ
て

語
れ

る
の

が
私

は
す

ば
ら

し
い

な
と

思
っ

て
い

て
、

そ
こ

も
私

は
ヒ

ン
ト

を
得

な
が

ら
、ど

う
い

う
ふ

う
に

し
た

ら
楽

し
い

活
動

に
な

っ
て

い
く

の
か

な
と

い
う

の
を

見
な

が
ら

 #
き

ち
ん

と
伝

え
る

と
い

う
県

民
性

が
あ

る
よ

う
な

気
が

す
る
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

保 健 師 1
4 年 目

地
域

保
健

活
動

推
進

事
業

の
先

行
事

業
【

デ
ー

タ
だ

け
積

み
上

げ
て

も
実

践
的

な
活

動
に

な
ら

な
い

】
【

地
域

を
知

る
】 

【
地

域
に

出
て

地
区

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
住

民
と

一
緒

に
ア

セ
ス

メ
ン

ト
】

【
上

司
の

ア
ド

バ
イ

ス
】

  福
祉

推
進

組
織

（
担

当
地

域
に

あ
る

組
織

） 
♯

S
市

が
平

成
7

年
度

に
立

ち
上

げ
た

、
全

市
で

立
ち

上
げ

た
、

単
町

単
位

の
見

守
り

を
推

進
す

る
と

い
う

の
が

そ
の

セ
ン

タ
ー

の
目

的

♯
地

域
を

知
る

と
い

う
、

地
区

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
部

分
を

徹
底

的
に

昨
年

度
の

前
半

始
め

て
、

単
純

に
デ

ー
タ

だ
け

を
積

み
上

げ
て

も
実

践
的

な
活

動
に

は
全

然
な

っ
て

い
か

な
い

、
と

に
か

く
地

域
に

出
て

い
き

な
が

ら
、

そ
の

出
て

い
っ

た
先

の
住

民
の

方
と

一
緒

に
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

き
た

ら
い

い
な

と
い

う
と

こ
ろ

で
昨

年
度

は
始

め
ま

し
た

。

♯
自

治
体

の
保

健
師

活
動

の
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

題
材

に
し

た
論

文
だ

と
か

雑
誌

み
た

い
な

も
の

は
丁

寧
に

見
る

よ
う

に
、

過
去

の
や

つ
も

ひ
も

解
い

て
見

る
よ

う
に

し
た

【
つ

な
ぐ

】 
【

保
健

師
も

寄
り

添
う

】
【

地
域

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
を

見
つ

け
る

】 
【

地
域

の
思

い
を

整
理

し
て

道
筋

を
一

緒
に

考
え

て
い

く
】

【
福

祉
が

目
的

で
自

分
も

先
が

見
え

な
い

】

♯
住

民
の

中
で

誰
が

核
に

な
っ

て
い

て
、

ど
こ

の
組

織
が

こ
の

地
域

の
パ

ワ
ー

の
源

に
な

っ
て

い
て

 
 ど

こ
の

組
織

が
ど

ん
な

こ
と

を
や

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
の

か
 

 そ
こ

が
や

り
た

い
こ

と
が

あ
ふ

れ
か

え
っ

て
い

る
状

態
で

、
そ

こ
を

整
理

し
て

道
筋

を
一

緒
に

考
え

て
い

く

♯
地

域
が

安
心

し
て

住
め

る
地

域
に

し
て

い
き

た
い

と
い

う
確

固
た

る
思

い
、

熱
い

思
い

も
持

っ
て

い
ら

っ
し

ゃ
る

組
織

 
そ

こ
の

組
織

の
中

に
保

健
師

も
寄

り
添

う
と

い
う

形
を

と
り

な
が

ら

♯
福

祉
推

進
組

織
と

い
う

の
が

福
祉

の
担

い
手

と
い

う
最

た
る

住
民

組
織

な
の

で
、

目
指

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

完
全

に
福

祉
の

エ
リ

ア
で

【
み

ん
な

つ
な

が
っ

て
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
】

【
寄

り
添

う
】 

【
顔

を
出

す
】

♯
物

す
ご

く
頻

繁
に

セ
ッ

シ
ョ

ン
と

い
う

か
打

ち
合

わ
せ

で
あ

っ
た

り
、

本
当

に
雑

談
の

延
長

の
中

で
こ

ん
な

こ
と

や
り

た
い

ね
、

あ
ん

な
こ

と
や

り
た

い
ね

の
話

か
ら

、
い

ろ
ん

な
話

を
す

る
中

で
、

や
っ

ぱ
り

福
祉

活
動

の
方

た
ち

が
目

指
し

て
い

る
と

い
う

の
が

、
要

す
る

に
見

守
り

活
動

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
、

住
民

を
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

て
、

誰
だ

か
さ

ん
の

お
う

ち
に

は
何

と
か

さ
ん

が
行

き
ま

す
。

A
さ

ん
の

う
ち

に
は

C
さ

ん
と

い
う

推
進

員
さ

ん
が

見
に

行
き

ま
す

。
そ

れ
を

月
に

3
回

見
に

行
き

ま
す

と
か

と
い

う
仕

組
み

づ
く

り
を

し
た

い
と

い
う

の
が

そ
の

方
た

ち
の

一
番

具
体

的
な

や
り

た
い

方
向

性
だ

っ
た

ん
で

す
よ

ね

♯
健

康
の

視
点

だ
と

か
、

ヘ
ル

ス
の

部
分

を
活

動
に

乗
っ

け
て

い
く

か
と

い
う

の
が

、
昨

年
度

は
何

か
見

え
な

か
っ

た
 

 ♯
非

常
に

大
き

な
課

題
と

し
て

は
、

自
分

た
ち

の
活

動
そ

の
も

の
が

住
民

に
全

く
浸

透
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
だ

っ
た

ん
で

す
よ

ね
 

【
住

民
の

活
動

が
地

域
に

浸
透

し
て

い
な

い
】 

【
既

存
の

活
動

を
意

味
あ

る
も

の
に

持
っ

て
い

く
】

♯
町

内
会

の
内

部
で

組
織

だ
っ

た
活

動
を

自
分

が
で

き
な

い
と

い
う

ジ
レ

ン
マ

を
抱

え
て

い
た

の
で

 
 ♯

あ
と

非
常

に
意

義
の

あ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

あ
っ

た
と

い
う

と
こ

ろ
を

反
省

会
で

共
有

さ
せ

て
も

ら
っ

て
、

こ
こ

で
終

わ
ら

ず
、

ぜ
ひ

そ
の

福
祉

活
動

の
役

員
の

方
と

保
健

師
と

で
こ

れ
を

ま
と

め
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

い
う

か
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

こ
の

後
引

き
続

き
や

り
ま

せ
ん

か
と

い
う

提
案

を
し

て
、

そ
こ

か
ら

さ
ら

に
5

回
、

役
員

の
方

と
保

健
師

と
社

会
福

祉
協

議
会

と
で

集
ま

っ
て

、
5

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
っ

た
も

の
を

1
枚

の
ペ

ー
パ

ー
に

ま
と

め
る

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

い
ま

し
た

。 
 ♯

保
健

師
さ

ん
が

言
っ

て
く

れ
て

い
る

か
ら

や
ろ

う
か

み
た

い
な

感
じ

も
あ

り
ま

し
た

し

【
活

動
の

課
題

に
住

民
が

気
づ

く
】

♯
課

題
と

し
て

、
こ

こ
と

こ
こ

と
こ

こ
を

解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
ん

だ
と

い
う

、
明

確
な

課
題

が
福

祉
活

動
の

方
自

身
で

出
し

て
き

た
ん

で
す

よ
ね

。

地
域

の
交

流
茶

房
事

業
 

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

5
回

 
　

同
一

年
度

内
　

コ
ア

メ
ン

バ
ー

で
更

に
5

回
 

　
全

体
研

修
1

回

【
企

画
や

準
備

を
住

民
と

一
緒

に
担

う
】 

【
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
ト

】 
【

反
省

会
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

意
義

を
共

有
】 

【
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
内

容
を

ま
と

め
る

た
め

に
更

に
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
】

【
活

動
を

ま
と

め
る

、
見

え
る

化
す

る
】 

【
プ

ロ
セ

ス
の

中
で

住
民

が
気

が
つ

く
】 

【
地

域
の

役
員

に
周

知
出

来
る

】 

♯
専

門
機

関
紹

介
で

あ
る

と
か

、
保

健
師

が
見

た
H

地
区

と
い

う
と

こ
ろ

、
地

区
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

部
分

を
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

で
御

説
明

す
る

時
間

も
持

ち
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

が
メ

イ
ン

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
5

回
実

施
し

て
い

ま
す

 
 ♯

さ
ら

に
5

回
、

役
員

の
方

と
保

健
師

と
社

会
福

祉
協

議
会

と
で

集
ま

っ
て

、
5

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
っ

た
 

 ♯
こ

こ
で

終
わ

ら
ず

、
ぜ

ひ
そ

の
福

祉
活

動
の

役
員

の
方

と
保

健
師

と
で

こ
れ

を
ま

と
め

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

と
い

う
か

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
こ

の
後

引
き

続
き

や
り

ま
せ

ん
か

と
い

う
提

案

♯
住

民
に

励
ま

さ
れ

る
 

　
私

の
名

前
を

呼
ん

で
く

れ
る

人
が

増
え

る
こ

と
 

　
同

じ
土

俵
に

上
が

っ
て

話
す

ベ
ー

ス
が

で
き

て
き

て
い

る
と

感
じ

る

表
9

　
事

例
8

か
ら

抽
出

さ
れ

た
カ

テ
ゴ

リ
ー
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
見

え
て

き
た

】

♯
自

分
た

ち
だ

け
で

は
で

き
な

い
の

で
、

専
門

職
で

あ
る

保
健

師
が

入
ら

な
い

と
そ

こ
ま

で
の

動
き

に
で

き
な

い
の

で
、

ぜ
ひ

や
り

た
い

と
お

っ
し

ゃ
っ

た
 

 ♯
今

回
保

健
師

と
一

緒
に

ま
と

め
作

業
を

行
っ

て
い

っ
た

と
こ

ろ
で

、
課

題
と

し
て

、
こ

こ
と

こ
こ

と
こ

こ
を

解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
ん

だ
と

い
う

、
明

確
な

課
題

が
福

祉
活

動
の

方
自

身
で

出
し

て
き

た
ん

で
す

よ
ね

【
住

民
の

強
い

思
い

】

♯
何

と
か

自
分

の
住

む
地

域
を

住
み

や
す

い
ま

ち
に

し
て

い
き

た
い

と
い

う
思

い
が

あ
る

ん
だ

な
と

い
う

の
を

、
打

ち
合

わ
せ

の
中

で
非

常
に

感
じ

た

【
家

庭
訪

問
が

基
本

】

♯
一

番
自

分
が

家
庭

訪
問

が
好

き
 

学
生

の
と

き
か

ら
、

家
庭

訪
問

に
一

番
魅

力
を

感
じ

て
い

た
 

家
庭

訪
問

で
対

象
者

を
支

援
し

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
と

地
域

に
出

て
い

っ
て

地
域

を
支

援
し

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
っ

て
と

て
も

似
て

い
る

 
家

族
で

は
担

い
切

れ
な

い
サ

ポ
ー

ト
を

、
例

え
ば

い
ろ

ん
な

専
門

機
関

で
あ

っ
た

り
、

近
隣

の
住

民
で

あ
っ

た
り

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
当

た
り

を
つ

け
な

が
ら

、
カ

ー
ド

を
並

べ
て

、
対

象
の

方
に

選
ん

で
い

た
だ

き
な

が
ら

つ
な

げ
て

い
く

作
業

っ
て

、
高

齢
に

し
て

も
母

子
に

し
て

も
、

保
健

師
で

し
か

で
き

な
い

役
割

 
 ♯

ど
ん

な
マ

イ
ナ

ス
の

面
も

プ
ラ

ス
に

変
え

て
い

く
、

強
み

に
変

え
て

い
く

転
換

を
保

健
師

は
手

伝
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う

1
0 年 目

【
地

域
診

断
が

大
事

】

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

一
緒

に
地

域
に

出
て

い
っ

た
と

き
に

非
常

に
感

じ
た

♯
地

域
の

こ
と

を
知

る
上

で
地

域
診

断
抜

き
に

は
絶

対
進

ま
な

い
【

地
域

診
断

を
地

域
に

示
す

の
は

保
健

師
し

か
い

な
い

】

♯
専

売
特

許
の

よ
う

に
保

健
師

が
地

域
で

で
き

て
い

た
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
な

と
い

う
実

感
が

あ
っ

た
♯

地
域

全
体

を
強

み
も

弱
み

も
取

り
込

み
な

が
ら

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
の

は
保

健
師

【
行

政
保

健
師

で
あ

る
と

い
う

こ
と

】

6 年 目 、 7 年 目

【
上

司
の

ア
ド

バ
イ

ス
】 

♯
先

輩
保

健
師

 
♯

保
健

師
職

で
は

な
い

上
司

の
指

導
と

か
ア

ド
バ

イ
ス

は
非

常
に

今
の

プ
ラ

ス
に

な
っ

て
い

る

♯
自

分
な

り
に

対
象

と
向

き
合

う
視

点
 

♯
面

の
中

で
空

気
を

つ
く

る
 

♯
相

手
に

と
っ

て
は

唯
一

無
二

の
今

の
担

当
保

健
師

【
行

政
組

織
の

動
き

方
】 

♯
行

政
組

織
の

難
し

さ
と

い
う

か
、

役
所

の
中

で
意

見
を

言
う

こ
と

や
、

企
画

を
通

す
こ

と
の

難
し

さ
と

か
、

あ
と

保
健

師
な

ら
で

は
の

と
い

う
か

、
特

有
の

考
え

方
み

た
い

な
も

の
が

必
ず

し
も

通
用

し
な

い
と

い
う

の
が

行
政

組
織

【
客

観
的

に
根

拠
持

っ
て

説
明

出
来

る
】

♯
科

学
的

に
と

か
、

感
情

的
に

な
ら

ず
に

、
で

き
る

だ
け

客
観

的
に

と
か

、
根

拠
を

持
っ

て
端

的
に

表
現

す
る

力
が

必
要

 
♯

誰
も

が
見

て
わ

か
る

形
に

し
な

き
ゃ

な
ん

な
い

【
情

報
交

換
、

会
議

】 
【

保
健

師
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

】 
【

自
分

の
子

育
て

経
験

】

【
視

点
の

切
り

か
え

】
♯

自
分

の
思

い
ど

お
り

に
決

し
て

な
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
ん

だ
と

い
う

こ
と

♯
保

健
師

同
士

の
横

の
つ

な
が

り
の

中
で

、
み

ん
な

が
持

っ
て

い
る

い
ろ

ん
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
か

、
あ

と
社

会
資

源
と

か
、

そ
う

い
う

情
報

を
み

ん
な

が
共

有
し

な
が

ら
進

ん
で

い
け

る
と

い
う

の
は

非
常

に
大

事

♯
企

業
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
形

で
啓

発
し

た
り

、
住

民
の

中
に

入
っ

て
い

く
と

い
う

の
も

非
常

に
有

効
な

手
段

♯
子

育
て

は
非

常
に

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
の

醸
成

に
は

役
立

っ
た

と
思

っ
て

い
ま

す
け

ど
。

【
組

織
と

し
て

の
目

標
が

あ
る

】

♯
目

標
が

が
っ

ち
り

決
め

ら
れ

て
、

目
指

す
べ

き
、

こ
こ

ま
で

到
達

し
な

さ
い

と
い

う
ノ

ル
マ

目
標

み
た

い
な

も
の

が
す

ご
く

が
っ

ち
り

あ
る

 
♯

区
長

以
下

、
区

役
所

の
中

で
定

期
的

に
報

告
 

【
報

告
の

仕
方

で
評

価
が

変
わ

る
】 

♯
首

長
ぐ

ら
い

に
な

る
と

、
結

局
、

保
健

師
が

1
年

間
で

こ
ん

な
成

果
が

出
ま

し
た

と
い

っ
た

こ
と

は
報

告

【
住

民
の

言
葉

を
重

く
受

け
止

め
る

】【
大

事
さ

の
説

明
】

♯
住

民
か

ら
発

せ
ら

れ
た

と
い

う
一

言
は

非
常

に
や

っ
ぱ

り
重

た
い
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
地

域
住

民
と

同
じ

目
線

で
話

す
】【

地
域

と
の

関
係

性
】

♯
地

域
住

民
と

は
同

じ
土

俵
に

上
が

る
よ

う
に

す
る

 
♯

で
き

る
だ

け
自

分
の

言
葉

で
し

ゃ
べ

る

【
繋

げ
る

作
業

を
保

健
師

が
担

う
】 

【
そ

の
中

で
課

題
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

】

♯
核

に
な

る
人

を
、

小
地

域
の

中
の

核
に

な
る

人
た

ち
を

い
か

に
発

掘
、

掘
り

起
こ

し
て

、
そ

の
人

た
ち

と
私

た
ち

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

つ
な

が
っ

て
、

そ
の

人
か

ら
そ

の
小

地
域

の
中

に
波

及
さ

せ
て

広
が

っ
て

い
く

か
と

い
う

、
そ

う
い

う
仕

組
み

を
つ

く
る

こ
と

【
行

政
に

保
健

師
が

い
る

意
味

】

♯
こ

の
活

動
が

行
政

の
中

で
あ

る
一

定
の

評
価

が
さ

れ
る

と
、

組
織

が
動

く
と

波
及

も
物

す
ご

く
大

き
い

♯
今

後
は

も
う

少
し

そ
う

い
う

行
政

の
中

で
活

動
し

て
い

る
と

い
う

と
こ

ろ
は

意
識

し
て

、
何

と
か

し
た

い
、

何
と

か
な

り
た

い
な

【
活

動
対

象
と

し
て

の
健

康
レ

ベ
ル

の
多

様
性

・
福

祉
と

の
違

い
】

♯
福

祉
っ

て
限

定
的

な
エ

リ
ア

で
、

健
康

っ
て

す
ご

く
健

康
レ

ベ
ル

が
高

い
と

こ
ろ

か
ら

、
非

常
に

病
気

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

け
れ

ど
も

自
分

ら
し

く
生

活
で

き
る

健
康

っ
て

い
う

、
レ

ベ
ル

が
物

す
ご

く
多

様
に

あ
る
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

N
版

ネ
ウ

ボ
ラ

【
地

区
担

当
制

と
業

務
担

当
制

の
併

用
】

♯
そ

れ
か

ら
地

域
の

担
当

保
健

師
の

併
用

っ
て

い
う

形
で

今
し

て
い

る
の

で
、

一
地

域
の

保
健

師
活

動
と

母
子

保
健

の
全

体
の

事
業

の
ほ

う
を

整
理

、
見

直
し

を
し

た
中

で
、

課
題

と
か

、
そ

れ
か

ら
地

域
の

要
望

、
そ

れ
か

ら
今

ま
で

し
て

い
た

だ
い

て
る

地
域

活
動

か
ら

の
い

ろ
ん

な
提

案
と

か
要

望
が

あ
り

ま
し

た
の

で
、

そ
こ

か
ら

今
ハ

イ
リ

ス
ク

、
母

子
保

健
だ

け
の

ハ
イ

リ
ス

ク
支

援
で

は
な

く
、

環
境

整
備

っ
て

い
う

意
味

で
も

広
く

言
っ

た
ら

産
み

育
て

や
す

い
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
に

最
終

つ
な

が
っ

て
い

く
よ

う
な

子
育

て
支

援
を

今
、

地
域

づ
く

り
組

織
と

一
緒

に
進

め
て

い
ま

す
。

【
対

象
は

全
て

の
住

民
】

【
住

民
へ

の
意

識
づ

け
の

手
法

】 
ネ

ー
ミ

ン
グ

　
N

版
ネ

ウ
ボ

ラ
【

県
医

師
会

か
ら

の
講

演
依

頼
】 

【
日

頃
の

活
動

の
見

直
し

】 
【

課
題

を
書

き
出

し
て

み
る

】

♯
シ

ニ
ア

世
代

の
方

々
の

健
康

づ
く

り
が

一
方

で
は

促
さ

れ
る

よ
う

な
母

子
保

健
の

活
動

を
し

て
い

き
た

い
っ

て
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

。
♯

住
民

さ
ん

も
何

だ
っ

て
い

う
よ

う
な

名
前

を
つ

け
て

、
N

版
ネ

ウ
ボ

ラ
っ

て
、

今
ま

で
あ

る
よ

う
、

た
く

さ
ん

皆
さ

ん
が

頑
張

っ
て

し
て

い
た

だ
い

て
た

の
を

改
め

て
意

識
で

き
た

こ
う

共
通

の
合

い
言

葉
っ

て
言

い
ま

す
か

、
ネ

ウ
ボ

ラ
だ

か
ら

ね
み

た
い

に
こ

う
、

ち
ょ

っ
と

新
し

い
物

好
き

っ
て

い
う

住
民

性
も

あ
る

の
で

、
そ

う
い

う
の

も
ね

ら
っ

た
全

市
的

な
仕

組
み

♯
M

県
の

医
師

会
の

先
生

方
に

養
育

支
援

訪
問

の
話

し
て

っ
て

、
声

か
け

ら
れ

い
つ

も
一

緒
に

顔
を

合
わ

せ
て

る
保

健
師

だ
っ

た
か

ら
っ

て
い

う
の

で
ず

る
ず

る
ず

る
っ

と
顔

の
見

え
る

関
係

を
つ

く
っ

と
い

た
ら

、
何

か
ひ

ょ
ん

な
と

こ
か

ら
声

が
か

か
っ

て
、

そ
れ

で
日

ご
ろ

の
活

動
を

少
し

客
観

的
に

見
直

す
こ

と
が

で
き

て
、

そ
の

中
で

ち
ょ

っ
と

課
題

っ
て

い
う

も
の

を
書

き
出

し
て

み
た

り

【
他

部
局

と
の

研
修

会
】 

【
つ

な
げ

な
い

と
も

っ
た

い
な

い
】

♯
1

つ
1

つ
は

す
ご

く
頑

張
っ

て
る

し
、

ハ
イ

リ
ス

ク
支

援
も

子
ど

も
部

局
と

で
き

て
る

し
、

主
任

児
童

委
員

さ
ん

は
主

任
児

童
委

員
さ

ん
で

頑
張

っ
て

る
、

ま
ち

の
保

健
室

は
ま

ち
の

保
健

室
で

地
域

の
会

長
さ

ん
と

か
健

康
づ

く
り

の
ほ

う
と

か
福

祉
の

ほ
う

、
介

護
保

険
の

相
談

機
関

と
し

て
頑

張
っ

て
る

。
保

健
師

は
保

健
師

で
頑

張
っ

て
る

。
で

も
、

何
か

違
う

立
場

か
ら

見
て

み
た

り
、

ほ
か

の
部

局
と

の
研

修
会

を
し

た
ら

、
何

か
つ

な
げ

な
き

ゃ
っ

て
、

も
っ

た
い

な
い

な
っ

て
。

【
展

開
は

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
て

】
【

研
究

会
へ

の
参

加
】 

【
保

健
師

の
役

割
】

♯
地

域
に

よ
っ

て
い

ろ
ん

な
民

生
委

員
さ

ん
、

子
育

て
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
養

成
し

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

子
育

て
支

援
拠

点
事

業
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、サ
ー

ク
ル

活
動

の
促

進
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

し
て

い
る

が
、

母
子

保
健

と
の

乖
離

が
あ

る
の

で
、

お
母

さ
ん

た
ち

に
情

報
が

届
き

に
く

い
。

ニ
ー

ズ
を

妊
娠

中
か

ら
産

前
産

後
の

あ
た

り
は

把
握

さ
え

で
き

て
い

な
い

。

♯
日

本
の

母
子

保
健

は
お

く
れ

て
る

ね
っ

て
、

有
識

者
の

先
生

が
お

っ
し

ゃ
っ

た
の

で
、

私
た

ち
の

こ
れ

を
し

っ
か

り
つ

な
い

だ
ら

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

に
負

け
な

い
ぐ

ら
い

、
日

本
の

母
子

保
健

と
か

保
健

師
役

割
に

っ
て

思
っ

た
の

が
1

つ
の

き
っ

か
け

 
♯

保
健

師
っ

て
何

が
で

き
る

か
な

っ
て

い
う

の
を

も
う

1
回

見
直

す
き

っ
か

け
に

な
り

ま
し

た
。

【
個

別
ケ

ー
ス

支
援

だ
け

で
は

、
地

域
は

変
わ

ら
な

い
】

【
統

括
保

健
師

、
先

輩
の

助
言

】

♯
ハ

イ
リ

ス
ク

支
援

っ
て

い
う

の
は

頑
張

っ
て

要
対

協
の

ほ
う

と
か

関
係

部
局

と
か

、
個

別
ケ

ー
ス

を
通

し
て

は
、

顔
の

見
え

る
関

係
を

つ
く

っ
て

き
て

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
産

ま
れ

て
き

て
か

ら
、

そ
う

い
う

問
題

が
あ

っ
て

か
ら

支
援

し
て

た
の

で
は

、
こ

の
潜

在
し

て
る

不
安

は
取

り
除

け
な

い
な

っ
て

い
う

の
が

わ
か

っ
て

き
た

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
。

♯
室

長
と

か
、

去
年

退
職

さ
れ

た
保

健
師

か
ら

い
ろ

い
ろ

こ
う

い
う

T
の

ほ
う

と
か

で
先

生
方

と
活

動
さ

れ
て

る
よ

う
な

こ
と

も
勉

強
会

を
職

場
内

の
保

健
師

寄
っ

て
し

よ
う

っ
て

、
統

括
保

健
師

と
い

う
制

度
が

で
き

て
か

ら
か

な
、

看
護

協
会

と
か

の
活

動
も

さ
れ

て
た

の
で

、
い

ろ
ん

な
こ

と
を

教
え

て
い

た
だ

い
た

の
が

県
の

保
健

師
教

育
と

か
い

ろ
い

ろ
や

っ
て

い
た

だ
い

て
る

の
よ

り
も

職
場

内
で

成
人

保
健

担
当

し
て

い
る

保
健

師
と

私
と

が
大

体
2

人
が

母
子

保
健

と
成

人
保

健
や

っ
て

る
保

健
師

2
人

が
ほ

と
ん

ど
地

域
の

こ
と

と
後

輩
の

指
導

と
っ

て
し

て
る

ん
で

す
け

ど

【
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
と

の
関

係
づ

く
り

が
大

事
】

【
地

域
へ

の
情

報
伝

達
は

順
番

が
大

切
】

♯
代

表
者

と
各

地
域

担
当

保
健

師
は

も
う

本
当

に
出

会
っ

た
ら

ハ
イ

タ
ッ

チ
す

る
ぐ

ら
い

の
仲

よ
し

に
な

ろ
う

っ
て

い
う

の
で

や
っ

て
る

ん
で

す
♯

通
す

の
は

会
長

を
通

し
て

っ
て

い
う

よ
う

な
ル

ー
ト

を
つ

く
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
保

健
師

が
そ

の
ル

ー
ト

を
つ

く
っ

と
く

こ
と

に
よ

っ
て

民
生

委
員

さ
ん

た
ち

と
も

自
由

に
連

携
取

れ
る

表
1

0
　

事
例

9
か

ら
抽

出
さ

れ
た

カ
テ

ゴ
リ

ー
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１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

活
躍

で
き

る
場

づ
く

り
が

大
切

】
【

保
健

師
は

黒
子

に
徹

す
る

】

♯
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

ﾌﾞ
ﾗﾝ

ﾁで
あ

る
、

ま
ち

の
保

健
室

を
1

カ
所

ず
つ

、
臨

時
職

員
、

介
護

職
か

看
護

職
の

職
員

を
高

齢
者

の
ほ

う
の

福
祉

の
拠

点
、

健
康

づ
く

り
の

拠
点

っ
て

い
う

こ
と

で
置

い
て

あ
っ

た
ん

で
す

ね
。

そ
の

方
々

を
ど

う
に

か
こ

の
高

齢
者

っ
て

い
う

ふ
う

に
分

け
ず

に
、

生
活

の
窓

口
と

し
て

、
し

っ
か

り
と

こ
の

子
育

て
の

ほ
う

と
つ

な
げ

な
い

か

♯
ま

ち
の

保
健

室
さ

ん
た

ち
を

こ
う

前
面

に
お

母
さ

ん
た

ち
と

つ
な

げ
つ

つ
、

で
も

バ
ッ

ク
で

必
ず

保
健

師
に

（
ま

ち
の

保
健

室
が

）
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

ら
つ

な
げ

る
よ

う
な

関
係

を
バ

ッ
ク

で
取

る

【
地

域
が

動
く

こ
と

を
実

感
す

る
体

験
】

♯
地

域
に

い
る

の
で

、
地

域
づ

く
り

組
織

が
こ

の
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
の

い
ろ

ん
な

も
の

を
も

っ
と

広
く

展
開

し
て

い
っ

て
つ

な
げ

て
い

た
だ

け
る

の
で

、
中

高
生

の
ほ

う
の

事
業

と
か

に
も

地
域

と
し

て
は

広
が

っ
て

い
く

っ
て

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

が
今

、
見

え
て

ま
す

♯
直

接
私

た
ち

が
訪

問
行

っ
た

ほ
う

が
早

い
場

合
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

先
に

必
要

な
場

合
は

私
た

ち
が

訪
問

行
っ

て
、

こ
う

い
う

お
ば

ち
ゃ

ん
た

ち
が

来
て

く
れ

る
か

ら
ね

っ
て

い
う

、
ち

ょ
っ

と
工

夫
が

必
要

な
お

母
さ

ん
に

は
そ

う
い

う
土

台
づ

く
り

ま
で

し
て

妊
娠

届
出

時
の

支
援

が
必

要
な

お
母

さ
ん

を
把

握
す

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

虐
待

予
防

、
特

定
妊

婦
抽

出
）

【
個

別
指

導
に

使
っ

て
い

た
も

の
を

統
計

処
理

し
た

ら
集

団
の

課
題

が
見

え
る

】
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

利
用

】

♯
第

3
子

の
お

母
さ

ん
の

ほ
う

が
非

常
に

心
理

的
な

、
不

安
っ

て
い

う
も

の
が

、
漠

然
と

し
た

も
の

を
抱

え
て

お
ら

れ
て

っ
て

い
う

の
が

わ
か

っ
た

♯
母

子
保

健
と

子
育

て
支

援
の

と
こ

ろ
を

し
っ

か
り

つ
な

い
で

し
て

い
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

♯
妊

婦
さ

ん
を

把
握

す
る

た
め

に
、

簡
単

な
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

を
使

っ
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

っ
て

い
う

こ
と

で
、

支
援

が
必

要
な

お
母

さ
ん

を
把

握
を

す
る

た
め

の
本

当
に

簡
単

な
項

目
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
っ

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
れ

を
通

じ
て

若
い

保
健

師
で

も
お

母
さ

ん
と

の
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

が
で

き
る

か
な

っ
て

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

を
ね

ら
っ

て
る

も
の

な
ん

で
す

主
任

児
童

委
員

が
す

る
乳

児
家

庭
全

戸
訪

問
事

業
【

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

に
は

指
導

で
は

な
く

感
謝

し
、

い
た

だ
い

た
意

見
に

は
、

必
ず

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
と

信
頼

が
得

ら
れ

る
】

【
根

拠
を

示
し

て
説

明
す

る
こ

と
の

重
要

性
】

【
住

民
が

納
得

で
き

る
仕

組
み

】

♯
こ

っ
ち

が
指

導
し

て
る

っ
て

い
う

の
は

も
う

絶
対

出
さ

な
い

形
に

し
て

、
感

謝
を

し
つ

つ
、

御
意

見
を

い
つ

も
い

た
だ

く
よ

う
な

形
で

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

対
し

て
は

、
で

き
な

い
こ

と
は

で
き

な
い

ん
で

す
け

ど
も

、
必

ず
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

♯
調

べ
て

み
て

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

数
で

、
統

計
で

出
た

か
ら

、
や

っ
ぱ

り
3

人
目

さ
ん

の
お

母
さ

ん
の

ほ
う

が
大

事
に

声
か

け
し

た
ほ

う
が

い
い

ん
だ

わ
み

た
い

な

♯
予

防
接

種
の

予
診

票
も

持
っ

て
い

く
っ

て
い

う
、

こ
の

予
診

票
が

な
か

っ
た

ら
お

母
さ

ん
た

ち
、

地
域

の
人

が
わ

ざ
わ

ざ
お

せ
っ

か
い

で
持

っ
て

き
て

く
れ

る
訪

問
が

あ
る

っ
て

い
う

の
を

受
け

入
れ

て
も

ら
え

な
い

人
も

い
る

か
な

【
保

健
師

の
や

り
方

を
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
に

見
せ

る
】

♯
険

悪
な

雰
囲

気
が

あ
っ

た
の

は
確

か
な

ん
で

す
ね

、
先

輩
か

ら
引

き
継

い
だ

と
き

に
。

そ
れ

を
こ

う
何

で
こ

ん
な

に
も

う
関

係
が

こ
う

な
っ

て
い

る
の

か
っ

て
い

う
の

を
本

音
で

語
り

合
う

♯
こ

う
い

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
し

た
ほ

う
が

い
い

っ
て

い
う

の
を

わ
ざ

わ
ざ

こ
の

御
家

庭
は

同
行

訪
問

に
し

ま
し

ょ
う

と
か

と
い

う
提

案
を

し
な

が
ら

一
緒

に
行

っ
て

姿
を

見
て

い
た

だ
い

た

【
知

識
が

意
欲

に
つ

な
が

る
】

【
地

域
や

住
民

の
中

に
飛

び
込

む
】

♯
予

防
接

種
の

こ
と

と
か

は
非

常
に

丁
寧

に
説

明
で

き
る

よ
う

に
、

知
識

も
向

上
し

て
い

た
だ

い
た

り
、

ま
た

そ
こ

が
す

ご
く

自
分

た
ち

の
意

欲
に

つ
な

が
っ

た
り

も
す

る

♯
地

域
で

あ
っ

た
り

住
民

さ
ん

の
活

動
の

ほ
う

に
飛

び
込

ん
で

、
ま

ず
そ

こ
で

こ
う

、
ど

う
い

う
動

き
が

、
強

み
が

あ
っ

た
り

課
題

が
あ

る
か

っ
て

い
う

の
を

探
っ

て
、

各
地

域
、

そ
れ

か
ら

人
に

よ
っ

て
も

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
違

う
の

で
、

そ
れ

を
探

り
ま

し
た

【
大

切
な

こ
と

は
書

き
と

め
る

】

♯
言

っ
た

と
き

に
は

す
ご

く
響

く
ん

で
す

け
ど

、
悪

気
な

く
ね

、
忘

れ
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

ね
。

ま
た

ね
、

地
雷

踏
む

ん
で

す
よ

。 
♯

書
き

と
め

て
注

意
事

項
、

こ
こ

は
間

違
っ

た
ら

だ
め

な
と

こ
な

ん
だ

な
、

こ
の

人
は

っ
て

い
う

母
子

健
康

手
帳

発
行

教
室

【
色

々
な

事
業

を
一

緒
に

し
て

実
施

】

♯
国

か
ら

揺
さ

ぶ
ら

れ
症

候
群

防
止

や
り

な
さ

い
と

か
、

こ
う

健
康

管
理

カ
ー

ド
啓

発
し

な
さ

い
と

か
、

い
ろ

い
ろ

言
わ

れ
て

く
る

も
の

を
、

そ
こ

の
中

で
健

康
教

育
っ

て
い

う
意

味
と

、
そ

れ
か

ら
児

童
福

祉
法

で
い

う
虐

待
の

リ
ス

ク
が

な
い

か
と

か
、

そ
う

い
ろ

ん
な

ふ
う

に
国

か
ら

は
言

っ
て

く
る

ん
で

す
け

ど
、

一
応

工
夫

し
た

展
開

っ
て

言
う

か
、

そ
れ

は
人

員
の

問
題

と
か

効
率

的
に

や
ら

な
け

れ
ば

私
た

ち
も

難
し

い
っ

て
い

う
の

が
あ

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も

子
育

て
広

場
の

交
流

会
【

地
域

の
差

に
気

づ
く

】
【

う
ま

く
い

っ
て

い
る

事
例

を
紹

介
す

る
】

♯
大

盛
況

の
広

場
も

あ
れ

ば
、

民
生

委
員

さ
ん

も
加

わ
っ

て
な

い
し

、
閑

散
と

し
た

（
広

場
も

あ
る

）、
お

母
さ

ん
だ

け
で

必
死

に
回

し
て

る
広

場
も

あ
る

。
♯

見
に

行
っ

て
い

い
、

じ
ゃ

あ
、

そ
れ

お
も

し
ろ

そ
う

ね
っ

て
い

う
場

を
つ

く
る

。
勝

手
に

あ
と

は
動

く
の

を
待

つ
と

言
う

か
。

で
も

、待
っ

て
も

動
か

な
か

っ
た

ら
、

今
度

は
保

健
師

が
行

っ
て

み
て

、
こ

れ
い

い
よ

ね
っ

て
、

そ
う

言
え

ば
あ

っ
ち

の
地

域
で

こ
う

だ
っ

た
わ

み
た

い
な

、
今

度
一

緒
に

見
に

行
っ

て
み

ま
せ

ん
か

と
か



44

経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
地

域
の

資
源

を
整

理
し

て
、

み
せ

る
】

♯
子

育
て

拠
点

事
業

（
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

）
で

育
成

し
て

い
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

を
も

と
の

得
意

分
野

別
、

も
と

保
育

士
さ

ん
と

か
も

、
得

意
分

野
別

、
地

域
別

、
年

代
別

に
分

け
て

、
地

域
の

ほ
う

に
御

紹
介

い
た

だ
く

よ
う

な
こ

と
を

し
て

み
ま

せ
ん

か

産
後

ケ
ア

【
つ

な
げ

る
だ

け
で

な
く

、
な

い
も

の
は

作
る

】
　

【
今

あ
る

体
制

を
変

え
て

い
き

た
い

と
い

う
熱

い
思

い
】

【
相

手
の

土
俵

で
や

る
】

【
地

域
か

ら
言

っ
て

も
ら

う
】

♯
子

育
て

部
局

と
の

関
係

が
切

れ
て

る
と

思
っ

て
る

の
で

、
そ

こ
の

職
員

さ
ん

た
ち

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
キ

ャ
ピ

タ
ル

っ
て

言
っ

た
ら

お
か

し
い

で
す

け
ど

、
職

員
間

の
意

識
の

向
上

も
で

き
た

ら
っ

て
い

う
、

ち
ょ

っ
と

お
こ

が
ま

し
い

で
す

け
ど

思
っ

て
て

、
わ

ざ
わ

ざ
産

後
ケ

ア
と

か
な

い
も

の
は

つ
く

っ
て

い
こ

う
と

思
っ

て
る

の
で

、
つ

な
げ

る
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
な

い
部

分
の

産
後

ケ
ア

を
あ

え
て

子
育

て
拠

点
事

業
の

中
で

展
開

す
る

と
か

、
そ

こ
で

周
知

を
し

て
い

た
だ

く
と

か
、

そ
こ

で
交

流
会

を
持

つ
っ

て
い

う
こ

と
を

、
ネ

ウ
ボ

ラ
だ

か
ら

っ
て

い
う

の
で

新
し

い
こ

と
を

受
け

入
れ

て
も

ら
い

つ
つ

、
今

あ
る

体
制

を
ど

う
に

か
変

え
て

い
き

た
い

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

、
は

い
、

や
っ

て
ま

す
。

♯
子

ど
も

部
が

動
い

て
な

い
と

か
、

保
健

師
さ

ん
は

来
る

け
ど

、
何

で
あ

っ
ち

は
来

な
い

ん
だ

と
か

、
地

域
で

一
貫

し
て

や
っ

て
く

れ
て

る
の

で
、

行
政

内
が

分
か

れ
て

る
こ

と
が

お
か

し
い

っ
て

い
う

ふ
う

な
御

意
見

を
地

域
か

ら
言

っ
て

い
た

だ
く

【
議

員
に

も
理

解
を

得
る

】

♯
議

員
さ

ん
っ

て
い

う
と

こ
か

ら
こ

う
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

働
き

か
け

て
い

た
だ

く

家
庭

訪
問

【
地

域
づ

く
り

中
で

小
さ

な
組

織
づ

く
り

も
す

る
】

【
つ

な
げ

る
と

自
分

た
ち

で
変

わ
っ

て
い

く
】

【
予

算
が

あ
る

】

♯
家

庭
訪

問
事

例
か

ら
ダ

ウ
ン

症
の

マ
マ

の
会

つ
く

っ
た

り
、

病
気

ご
と

に
グ

ル
ー

ピ
ン

グ
し

た
り

っ
て

い
う

こ
と

は
大

き
な

環
境

づ
く

り
の

中
の

小
さ

な
支

援
と

し
て

は
し

て
る

♯
つ

な
げ

る
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

で
、

自
分

た
ち

で
変

わ
っ

て
い

か
れ

る
様

子
は

非
常

に
よ

く
見

ま
す

。
♯

お
母

さ
ん

た
ち

だ
け

の
会

じ
ゃ

な
く

っ
て

、
あ

え
て

療
育

機
関

の
法

人
さ

ん
が

1
カ

所
あ

る
の

で
、

そ
こ

の
中

の
地

域
支

援
事

業
の

委
託

事
業

で
ち

ょ
っ

と
予

算
も

ら
っ

て
く

れ
て

る
の

が
あ

る

【
思

い
に

寄
り

添
う

こ
と

が
大

切
】

【
他

職
種

と
同

行
訪

問
す

る
】

♯
ま

ず
は

当
た

り
前

に
お

っ
ぱ

い
あ

げ
る

、
当

た
り

前
に

こ
の

子
を

産
ん

で
よ

か
っ

た
な

と
思

え
る

よ
う

な
部

分
に

ま
ず

寄
り

添
い

た
い

と
思

っ
て

1
回

目
は

行
き

ま
す

♯
家

庭
児

童
相

談
員

と
行

か
せ

て
も

ら
っ

た
り

っ
て

い
う

こ
と

も
し

な
が

ら
、

も
う

や
り

な
が

ら
の

情
報

収
集

と
か

判
断

と
か

【
ケ

ー
ス

検
討

が
大

切
】

♯
こ

う
言

っ
て

る
け

ど
本

当
の

ニ
ー

ズ
は

こ
こ

じ
ゃ

な
い

の
っ

て
い

う
、

夫
婦

関
係

じ
ゃ

な
い

の
と

か
、

そ
う

い
う

の
も

ほ
か

の
人

の
意

見
聞

き
な

が
ら

。

地
域

診
断

【
地

域
と

共
有

で
き

る
見

せ
方

】
【

数
字

、
住

居
、

道
、

人
を

み
る

】

♯
デ

ー
タ

と
し

て
も

地
域

の
方

と
共

有
で

き
る

よ
う

な
、

も
う

1
つ

の
ツ

ー
ル

と
言

う
か

、
そ

う
い

う
も

の
を

つ
く

っ
て

、
一

緒
に

見
な

が
ら

検
討

し
て

い
く

♯
地

域
診

断
の

デ
ー

タ
と

あ
わ

せ
て

環
境

面
、

N
市

は
本

当
に

地
域

に
よ

っ
て

物
す

ご
く

山
だ

っ
た

り
団

地
だ

っ
た

り
で

、
団

地
の

年
数

も
違

う
し

、
坂

道
が

す
ご

か
っ

た
り

、
い

ろ
い

ろ
あ

る
の

で
、

一
緒

に
歩

く
っ

て
い

う
と

こ
か

ら
で

し
た

ね
。

も
う

見
た

ら
、

な
る

ほ
ど

み
た

い
な

と
こ

も
多

い
し

、
あ

と
保

育
園

と
の

切
れ

目
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

地
域

の
大

事
な

資
源

と
し

て
、

保
育

園
と

の
関

係
づ

く
り

を
し

て
い

き
た

い
と

思
う

の
で

、
園

長
先

生
た

ち
と

結
構

話
し

て

健
康

教
育

【
仕

掛
け

と
し

て
の

健
康

教
育

】
【

地
域

の
メ

リ
ッ

ト
に

な
る

よ
う

な
情

報
の

出
し

方
】

♯
私

た
ち

が
こ

う
い

う
の

を
で

き
る

ん
だ

け
ど

っ
て

い
う

の
は

仕
掛

け
づ

く
り

、
活

動
推

進
の

た
め

の
仕

掛
け

と
し

て
健

康
教

育
を

や
っ

て
♯

来
年

か
ら

な
く

な
る

よ
っ

て
い

う
の

が
デ

メ
リ

ッ
ト

に
感

じ
な

い
よ

う
に

初
回

を
こ

ん
な

予
算

が
取

れ
た

の
っ

て
、

お
金

な
い

っ
て

い
う

の
も

住
民

さ
ん

み
ん

な
知

っ
て

る
の

で
、

行
政

が
。

N
市

は
お

金
な

い
も

ん
な

、
金

な
い

も
ん

な
っ

て
言

っ
て

く
れ

る
か

ら
、

知
恵

と
愛

き
ょ

う
と

工
夫

だ
け

で
や

っ
て

る
よ

う
な

。
だ

か
ら

そ
れ

で
こ

ん
な

お
得

な
の

っ
て

先
に

挙
げ

て
お

い
て

、
来

年
か

ら
は

も
う

自
分

ら
で

ほ
ん

な
ら

取
る

わ
っ

て
、

幾
ら

ぐ
ら

い
で

い
け

ん
の

っ
て

い
う

ノ
ウ

ハ
ウ

と
か

、
大

学
と

つ
な

が
っ

て
い

た
だ

く
と

か
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
ノ

ウ
ハ

ウ
と

顔
つ

な
ぎ

、
こ

ん
な

お
得

な
先

生
い

た
ん

や
と

か
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
エ

ッ
セ

ン
ス

を
逆

に
教

え
て

く
れ

た
っ

て
い

う
よ

う
な

メ
リ

ッ
ト

を
感

じ
て

い
た

だ
け

る
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経
験

 
年

数
経

験
（

事
業

・
取

組
・

体
験

（
疑

似
を

含
む

））
意

味
づ

け
ら

れ
た

意
識

学
ん

だ
技

術
外

的
要

因
（

①
体

制
（

先
輩

・
上

司
・

同
僚

等
を

含
む

）
②

地
域

）

【
地

域
と

の
信

頼
関

係
】

【
地

域
が

や
る

か
ら

い
い

結
果

が
で

て
い

る
と

い
う

こ
と

を
地

域
に

返
す

】

♯
い

ろ
ん

な
こ

と
を

や
っ

て
る

中
で

の
信

頼
関

係
が

で
き

て
る

か
ら

そ
う

い
う

話
も

で
き

る
ん

で
す

け
ど

♯
棒

グ
ラ

フ
が

上
が

っ
た

の
が

見
え

る
と

、
お

っ
し

ゃ
、

も
う

や
っ

ぱ
り

行
政

が
宣

伝
し

て
る

ん
じ

ゃ
だ

め
や

ん
ね

み
た

い
な

、
自

分
た

ち
が

や
る

か
ら

、
回

覧
版

で
回

す
か

ら
、

民
生

委
員

さ
ん

が
引

っ
張

っ
て

来
る

か
ら

受
診

率
上

が
っ

た
や

ん
っ

て
、

ほ
ら

だ
か

ら
ほ

か
の

地
域

も
う

ち
み

た
い

に
や

れ
ば

い
い

ね
ん

人
材

育
成

【
一

人
で

全
部

を
や

っ
て

み
る

】
【

首
長

の
理

解
】

♯
1

人
で

特
定

健
診

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
か

、
契

約
と

か
、

不
慣

れ
な

事
務

も
し

な
が

ら
、

で
も

保
健

師
と

し
て

何
が

で
き

る
か

考
え

な
き

ゃ
い

け
な

い
♯

好
き

に
言

っ
て

き
て

っ
て

首
長

の
好

き
に

や
っ

て
お

い
で

っ
て

言
っ

て
く

れ
た

こ
と

で
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ビ
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（1）で 9 事例から抽出されたカテゴリーを経験及び獲得すべきスキル、職場環境・人材育成、
資質、アイデンティティに分類した。

年代区分により明確な差はなかったため、経験の順序性に着目し、地域活動としての概念の形
成及びソーシャル・キャピタルの醸成に至る能力の形成の視点から得られたカテゴリーを構造化
した。

（2）ソーシャル・キャピタルの醸成につながる経験及び獲得すべきスキル

公衆衛生看護活動の中では、家庭訪問・地域診断・健康教育・関係者へのヒアリングがソー
シャル・キャピタルの醸成につながる場面として挙げられた。各場面をとおして得られたソー
シャル・キャピタルの醸成につながるスキル・認識について、以下のように抽出した。

①家庭訪問の場面

家庭訪問では、個人レベルとして【生活を知ることが大切】、【思いに寄り添うことが大切】
であると意味づけ、地域レベルでは【個別支援の限界を知る】、【場づくり・組織づくりの必要
性に気付く】、【他職種には異なる視点で把握している情報や判断がある】と意味づけていた。
家庭訪問を通じて獲得したスキルとしては、【地域の実態把握】、【コーディネート】、【ケース
検討による家庭訪問技術の向上】が挙げられた。

家庭訪問の経験からソーシャル・キャピタルの醸成に結びつく認識として【つなげると自分
たちで変わっていく】、【住民の意識を変えるのは集団支援】の 2 つのカテゴリーが抽出された。

②地域診断の場面

地域診断では、データの種類として【統計データ】、【歴史】、【生活】、【地理】、【事業実績】
が挙げられ、方法として【住民と一緒にアセスメントする】、【ワールド・カフェ】、【住民の声
を聴く】、【データの加工・文献検索】、【家庭訪問】が挙げられた。

地域診断を通じて獲得したスキルとして、【データの検索】、【データの可視化】、【既存デー
タの活用】、【プレゼンテーション】、【地域の生活実態を把握する】が挙げられた。

地域診断の経験からソーシャル・キャピタルの醸成に結びつく認識として、【地域診断は保
健師にとって欠かせない重要なもの】、【地域診断を行いエビデンスを持つことは保健師の役割
である】の 2 つのカテゴリーが抽出された。

表 11　家庭訪問の場面をとおして得られたソーシャル・キャピタルの醸成につながるスキル・認識

個人レベルの意味づけ 地域レベルの意味づけ 獲得したスキル
経験から得られた SC の

醸成に結びつく認識

生活を知ることが大切 個別支援の限界を知る 地域の実態把握
つなげると自分たちで変
わっていく

思いに寄り添うことが大切
場づくり・組織づくりの
必要性に気付く

コーディネート
住民の意識を変えるのは
集団支援

　
他職種には異なる視点で
把握している情報や判断
がある

ケース検討による家庭訪問
技術の向上

　

※「関係者へのヒアリング」は実態把握として家庭訪問及び地域診断に含めてカテゴリーを抽出した。
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③健康教育の場面

健康教育では、方法として【対話型の健康教育】、【グループワーク】、【関係機関との協働】
が挙げられ、獲得したスキルとしては、【住民への動機づけ】、【住民ニーズの引き出し】、【同
僚との目標の共有】、【母集団全体への参加しやすいしかけづくり】、【データの可視化】、【事業
評価】が挙げられた。健康教育の経験からソーシャル・キャピタルの醸成に結びつく認識とし
ては、【教室だけで終わるのはもったいない】、【地域との信頼関係を基に事業を提案できる】、【健
康教育は手段である】の 3 つのカテゴリーが抽出された。

表 12　地域診断の場面をとおして得られたソーシャル・キャピタルの醸成につながるスキル・認識

データの種類 地域診断の方法 獲得したスキル
経験から得られた SC の醸成に

結びつく認識

統計データ
住民と一緒にアセスメント
する

データの検索
地域診断は保健師にとって欠かせ
ない重要なもの

歴史 ワールド・カフェ データの可視化
地域診断を行いエビデンスを持つ
ことは保健師の役割である

生活 住民の声を聴く 既存データの活用 　

地理 データの加工・文献検索 プレゼンテーション 　

事業実績 家庭訪問
地域の生活実態を把握す
る

　

表 13　健康教育の場面をとおして得られたソーシャル・キャピタルの醸成につながるスキル・認識

健康教育の方法 獲得したスキル
経験から得られた SC の醸成に結びつく

認識

対話型の健康教育 住民への動機づけ 教室だけで終わるのはもったいない

グループワーク 住民ニーズの引き出し 地域との信頼関係を基に事業を提案できる

関係機関と協働 同僚との目標の共有 健康教育は手段である

　
母集団全体への参加しやすいしかけ
づくり

　

　 データの可視化 　

　 事業評価 　
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（3）ソーシャル・キャピタルの醸成に資する環境

ソーシャル・キャピタルの醸成に資する環境として、活動体制に関する強化因子をカテゴリー
化したところ【組織横断的な連絡会・研究会の存在】、【モデルとなる保健師の存在】、【統括的
役割を担う保健師の役割】、【県・保健所・市町村の良い関係性】、【同僚との良い関係性・理解
ある上司等の良い職場環境】、【地区担当制】、【後輩へ引き継ぐ風土】の 7 つが抽出された。

表 14　ソーシャル・キャピタルの醸成に資する環境

カテゴリー サブカテゴリー

組織横断的な連絡会・研究会の存在

保健所管内の保健師で定例会を組織し、研究会や情報交換を行う

自分自身の捉え方の学び

職場における話し合える環境

保健師間で共有し、後輩に楽しく仕事をしてもらいたい

モデルとなる保健師の存在

モデルとなる保健師の活動から学ぶ

先輩から受け継ぐ（先輩の展開方法から技を盗む）

尊敬できる保健師との出会い

逆境に立ち向かう先輩の姿に頑張ろうと思えた

統括的役割を担う保健師の役割
統括保健師によるスーパーバイズできる仕組み

統括保健師の助言

県・保健所・市町村の良い関係性

応援し、アドバイスをしてくれる市町村の保健師

保健所保健師からのタイムリーで適切なアドバイス

共に悩み、後押ししてくれる、私を育ててくれた保健所保健師の存在

保健所保健師からの研修会参加の誘い

保健所保健師も入って話し合う

県に保健福祉関係の学会がある

同僚との良い関係性・理解ある上司
等の良い職場環境

活動を理解し、容認し、責任を持ってくれる上司

自由な発想を後押ししてくれる上司

全てをさらけ出せる同僚との関係性

同僚に話しを聞いて貰う

仲間の存在

首長の理解

熱い職場

地区担当制 地区担当制

後輩へ引き継ぐ風土
先輩から受け継いだ

後輩が後輩に残す意識を持つように育てていく
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ソーシャル・キャピタルの醸成に資する人材育成として、【活動を通して伝承される OJT】、
【理論化に資する OFF － JT】のカテゴリーを抽出した。

（4）ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の資質・姿勢、職業観

①資質・姿勢

ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の資質・姿勢では、【経験の意味づけと次
に活かそうとする姿勢】、【先輩・住民を尊敬し学ぶ姿勢】、【チャレンジ精神と柔軟な考え方】【継
続したあきらめない覚悟】、【内省する力】、【エビデンスの重視と施策化志向】、【地域に働きか
け関係性を構築しようとする姿勢】、【理想とする活動をめざす】、【地域や地域住民の幸せを追
求する姿勢】、【地域への愛着】がカテゴリーとして抽出された。

表 15　ソーシャル・キャピタルの醸成に資する人材育成

カテゴリー サブカテゴリー

活動を通して伝承される OJT

上司が活動の振り返りの記録を求める・活動を振り返る

学会発表を推進する上司・学会発表が職場に根づいている

記録により活動を引き継ぐ

担当地域が決まっている・責任を持つ地域・地区担当制

理論化に資する OFF-JT

ヘルスプロモーション

エンパワメント

コンサルテーション

学会発表

表 16-1　保健師の資質・姿勢

カテゴリー サブカテゴリー

経験の意味づけと次に活かそうとす
る姿勢

つらい経験も無駄にならない　どんな経験も意味がある

モデル実施で終わらせない　つなげないともったいない

既存の活動を意味あるものにもっていく

先輩・住民を尊敬し学ぶ姿勢

先輩の失敗談や展開方法から技術や PDCA を学ぶ

住民の変化から保健師も学ぶ

人との出会いを大切にし、人から学ぼうとする

チャレンジ精神と柔軟な考え方

とりあえずやってみよう　　目の前の業務が動機

継続しながら常に方向性を軌道修正

つなぐだけではなく、ないものは作る

視点の切り替え

継続したあきらめない覚悟

放置してはいけない、どうにかしたい

保健師としてやらなければいけないことがある

腹を据えて長期展望で住民の立場に立つ
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②職業観

ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の職業的アイデンティティでは、【保健師
としての使命感】、【保健師役割の肯定感】、【保健師としての醍醐味の実感】、【健康を切り口に
する】、【施策化・事業化】、【行政役割】、【地域住民を主役に。保健師は黒子の役割を担う】、【保
健・医療・福祉に精通】、【鳥の目・虫の目】、【地区組織活動が保健師活動のコアである】、【目
的志向性】、【人材育成役割】、【判断力】、【経験の積み重ね】がカテゴリーとして抽出された。

表 16-2　保健師の資質・姿勢

カテゴリー サブカテゴリー

内省する力

自分に引き込み自分の事として取り組む

振り返り自分の軌跡を残す

自分の熱い思いに気付く

自分自身の捉え方の学び　客観視

住民の変化を見て自信がついた

エビデンスの重視と施策化志向

地域診断は欠かせない、根拠を持って説明

研究や情報交換は保健師の資質を高める

研究を施策に反映させる

保健師活動を見える化し施策化

地域に働きかけ関係性を構築しよう
とする姿勢

あらゆる機会に課題の投げかけ　キーパーソンの存在

顔を売る　手足を使って関係をつくる

住民の言葉を重く受け止める

変化に気づく・認める・エンパワメントする

地域から評価されることでモチベーションが高まる

理想とする活動をめざす

人の役に立つ保健師になりたい

保健師が何をする人か胸をはって語れるようになりたい

あるべき姿を見据えた活動

今ある体制を変えていきたいという熱い思い

地域や地域住民の幸せを追求する
姿勢

住民の健康、幸せのために必要な仕事をしたい

住民の声を聴き、生活に触れることが大事

地域への愛着

この地域をどうにかしなくてはという思いを代々受け継ぐ

住民の変化に喜びを感じる

他の地域には負けたくないという気持
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表 17-1　保健師としての職業的アイデンティティ

カテゴリー サブカテゴリー

保健師としての使命感

アイデンティティの確立

保健師の信念、価値観、コアの部分を深める

やっぱり保健師

自分で保健師と意識しなくても保健師を醸し出す

保健師の立ち位置の再確認

疑問を共有し保健師の関わる意味づけ

保健師役割の肯定感
保健師は良い仕事

保健師は面白い

保健師としての醍醐味の実感

保健師ならではの醍醐味である

保健師が夢を与えてくれた

保健師活動の楽しさ、保健師活動とはこういうことなんだと実感

健康を切り口にする

一次、二次、三次予防を総合的に組み合わせる

暮らしの基盤は健康、健康のための仕組みづくりが仕事

健康を切り口にする

活動対象としての健康レベルの多様性・福祉との違い

施策化・事業化

保健師だからと熱くなって浮かないように行政職と上手くやっていくこと

事業化・施策化

保健師の役割を再認識し業務として位置付け

行政役割

行政保健師であるということ

行政に保健師がいる意味

市の保健師としてやらなければならないことがある

地域住民を主役に。保健師は黒子の
役割を担う

黒子の役割

必要なことへのお手伝い、下支えが保健師の役割

保健師は黒子に徹する

保健師は目に見えない形で活動をしている 

保健師の役割を住民に伝えることが大事

保健師活動は他者から分かりにくく評価が困難

保健・医療・福祉に精通
保健にも医療にも福祉にも精通している人材

保健師は多くの役割を持つ
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（5）ソーシャル・キャピタルの醸成過程

ソーシャル・キャピタルの醸成には、保健師の活動を支える思いや信念が基本となっており、
【住民から得る感動・喜び・醍醐味】、【住民主体の地域づくりに対する信念】、【長期的な展望】、
【保健師活動のコア】、【諦めない姿勢】、【地域への愛着】、【住民への信頼】の 8 つのカテゴリー
が抽出された。

表 17-2　保健師としての職業的アイデンティティ

カテゴリー サブカテゴリー

鳥の目・虫の目

地域や人をいかに興味深く知ろうとするか

地域診断は欠かせない

鳥の目・虫の目で地域全体を見る目を持つ

地域診断を地域に示すのは保健師しかいない

地区診断の中で課題をキャッチする

地区組織活動が保健師活動のコアで
ある

住民と一緒に組織化の活動をすることが本来の保健師の活動

地区組織活動が保健師活動のコア

繋げる作業を保健師が担う

皆の気持ちを引き出してまとめる住民に寄り添い進める

その人のやりたいことができる周りの環境づくりをしたい

目的志向性

継続しながら常に方向性を軌道修正

あるべき方向性に向けて目標を確認・共有

広大な県内で、どこででもみんなが元気で格差がない暮らし

人材育成役割
後輩の育成もお互い様

上に立つ者の役割を認識

判断力 経験を基に自分で咀嚼し、考え、判断すること

経験の積み重ね 自分の軌跡

表 18-1　ソーシャル・キャピタルの醸成の基礎となる保健師の思い・信念

カテゴリー サブカテゴリー

住民から得る
感動・喜び・醍醐味

孤立しいていた人が「仲間がいた」という体験したことに感動

集まることで荷を下ろしたと感じている住民からもらった感動

住民の変化から保健師も学ぶ

住民の変化に喜びを感じる

保健師は面白い



53

ソーシャル・キャピタルの醸成にかかる保健師の能力形成に関する研究 報告書

１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

５

考

察

６

提

言

７

結

語

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

ソーシャル・キャピタルの醸成過程としては順序性を考慮し、【地域の実態把握】、【既存の取
り組みからの動機づけ】、【地域課題の共有の場づくり】、【勝算・確信】、【住民とともに活動】、【目
標の共有】、【キーパーソンの発掘】、【活動の核】、【信頼関係の構築】、【住民の活動の場づくり】、

【住民の力を引き出す】、【活動のための情報提供】、【住民主体の活動】、【ネットワークづくり】、【地
域の変化に気づく】、【活動成果・喜びの共有】、【活動の評価】、【地域のあるべき姿を描く】がカ
テゴリーとして抽出された。

表 18-2　ソーシャル・キャピタルの醸成の基礎となる保健師の思い・信念

カテゴリー サブカテゴリー

住民主体の地域づくりに対する信念

既存の活動を意味あるものに持っていく

この地域をどうにかしなくてはという思いを代々受け継ぐ

住民の健康に対する意識を変えたい

行政主導ではなく市民が主体にでなければいけない

住民をエンパワメントしていかないと地域は変わらないという信念の形成

他の人の役に立ちたい

業務で分断されない地域づくり

長期的な展望

住民の力を活かせなければもったいない

広大な県内で、どこででもみんなが元気で格差がない暮らし

腹を据えて、長期展望で住民の立場に立つ

いつか愛育班を作りたいという思い

保健師活動のコア
暮らしの基盤は健康、健康のための仕組みづくりが仕事

地区組織活動が保健師活動のコア

諦めない姿勢 思いを伝える諦めない姿勢

地域への愛着 町への愛着

住民への信頼 市民は信頼できる

表 19-1　ソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

地域の実態把握

地域を知る

地域に出て地区アセスメント、住民と一緒にアセスメント

同じ悩みの人が集まる場の必要性

住民の声を聴き、生活に触れることが大事

数値で見る情報と住民の声が違うこともある

徐々に地域診断の重要性に気づく

地域診断は欠かせない

地域の実態把握

健康課題の分析と問題意識
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表 19-2　ソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

地域の実態把握

コミュニケーションツールとしてのアンケートの利用

地域の差に気づく

展開は地域の実情に合わせて

個別指導に使っていたものを統計処理したら集団の課題が見える

地区診断の重要性の再確認

地区担当保健師として自治会を回る

地区担当保健師として自治会長の話を聞く

個々の住民の力を見る

地域診断

既存の取り組みからの動機づけ

目の前の業務が動機づけ

個別支援の限界と集団支援の意義

個別ケース支援だけでは、地域は変わらない

地域課題の共有の場づくり

対話型の教育活動から本当の課題が見つけられる

障害児の個の事例をつないで、共有する場が必要

ワークショップのファシリテート

プロセスの中で住民が気がつく

同じ悩みを持つ人の集まりに誘う

住民が話し合える場づくり

住民に地域の現状を知ってもらう

モデル地区健康教室の実施

地区座談会の開催

健診データの分析と住民に見せる資料の作成

全世帯への参加しやすいしかけづくり

日頃の問題意識と住民の提案を結合

市民を主役に自主サークルの立ち上げ

気軽な場の設定・自由な発想を導き出す・KJ 法

皆が対等に話せる場づくり

住民の発言を受け止める

根拠を示して説明することの重要性

つなげるだけでなく、ないものは作る

仕掛けとしての健康教育

地域と共有できる見せ方

データを可視化・課題を目標へ変える

あらゆる機会を使った課題の投げかけ

事業主体でなく、こうあったらいいねを語り合う

目的をグループ化においた健康教育
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表 19-3　ソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

地域課題の共有の場づくり

健康教育からグループ化の立ち上げ

住民を巻き込み、地域のつながりの中で健康教育を実施

課題を地域で共有

勝算・確信
この地域ならできるという勝算

これで組織をつくれるという確信

住民とともに活動

住民と一緒に組織化の活動をすることが本来の保健師の活動

企画や準備を住民と一緒に担う

顔を出す

住民とともに活動する

皆の気持ちを引き出してまとめる住民に寄り添い進める

不安や悩みを市民と共有

住民とともに考える

地域や住民の中に飛び込む

色々な事業を一緒にして実施

目標の共有

地域の思いを整理して道筋を一緒に考えていく

支え合いが市の目標になっている

同僚との目標の共有

グループワークを用いた地域の健康上の目標の設定

会の方向性の共有と自主性の尊重

手段を持つ機関との目標共有

地域診断を使い、高齢者の現状とあるべき姿の共有

地域課題を住民と共有し、目標を共有

活動の核となるキーパーソンの発掘

地域のキーパーソンを見つける

リーダーの発掘

地域のキーパーソンの理解を求める

保健師支援員の育成

自治会長の意識の高さ、影響力の高さ

自治会長の後押し

地域のキーパーソンとの信頼関係を培う

キーパーソンとの関係づくりが大事

意欲のあるキーマンとの出会い

活動の核

キーパーソンの存在を逃さない

住民活動の核となる人との出会い

地域の核となる住民の声を聞く

住民の中で核となる人をリーダーにする
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表 19-4　ソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

信頼関係の構築

行政と住民との信頼関係の構築

住民からの感謝の言葉

地域のキーパーソンとの信頼関係が活動につながる

キーパーソンには指導ではなく感謝し、いただいた意見には、必ずフィードバックすると信頼が得られる

地域との信頼関係

地域への情報伝達は順番が大切

手足を使って関係を作る

住民との関係は大切にする

住民に信頼してもらえる

住民の活動の場づくり

住民が無理なくできる継続した事業展開

組織の自主化

役割を作る

介護予防事業の自主グループ化

住民の力を引き出す

自分が伝えるより母親同士の情報が現実味があると知った

継続した健康づくりは自治会の中で進めるもの

疑問を共有し保健師の関わる意味づけ

モチベーションを維持するための仕掛け

住民活動の核となる人と一緒に活動を企画

住民に助けてもらう

活動のための情報提供

その気にさせる材料

タイムリーに健康情報の発信

地域のメリットになるような情報の出し方

地域の資源を整理して、みせる

保健師のやり方をキーパーソンに見せる

知識が意欲につながる

うまくいっている事例を紹介する

自主的なグループの広報・情報発信戦略

住民主体の活動

（保健師は）黒子の役割

必要なことへのお手伝い、下支えが保健師の役割

保健師も寄り添う

住民の提案を受け入れる

保健師の立ち位置の再確認

市民が主役となるための取り組み

会の凝集性を高める

保健師は黒子に徹する
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表 19-5　ソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

住民主体の活動

相手の土俵でやる

キーパーソンの活躍できる場づくりが大切

実施主体は住民であることの基軸

ネットワークづくり

事業の横のネットワークを作る重要性と効果性

つなぐ

橋渡し、調整

組織同士の交流

個人・家族から地域全体へつなぐ

保健師のネットワークを活かす・つなぐ

ネットワークの活用と強化・地域への愛着醸成

つなげないともったいない

分断しない組織体制

関係機関とつながる

地域の変化に気づく

見えてきた

住民の変化に気づく力

愛育班活動は健康課題の解決にとどまらず地域の活性化につながる

変化に気づく・認める・エンパワメント

地域が動くことを実感する体験

活動成果・喜びの共有

必要性の認識、エビデンス重視

住民と喜びを共有

合併する市の保健師が愛育班を大切だと認めた

受診率が向上

地域がやるからいい結果がでているということを地域に返す

活動の評価

活動をまとめる、見える化する

活動評価

地区組織の努力の見える化

評価指標の設定と成果の可視化

活動の評価と PR の重要性

PDCA サイクルをまわす

地域のあるべき姿を描く

県民が健康でいるために本当に必要な仕事をしたい

みんなつながって安心して暮らせるまち

住民が健康に生活できるように

行政に頼らない組織にする

目標は地域づくり

対象は全ての住民

１人じゃないと思える地域にする
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また、ソーシャル・キャピタルの醸成過程は地域住民との相互関係により語られていたため、
保健師が把握していた地域におけるソーシャル・キャピタル醸成過程についてカテゴリーを抽出
することとした。抽出されたカテゴリーは、【課題の理解と活動の動機】、【サービスの受け手か
ら活動へ】、【声を出す・提案する】、【目標をもって活動】、【力を発揮し、喜びの体験】、【活動の
継続】、【主体的な活動】、【モチベーション向上】であった。

表 20-1 地域におけるソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

課題の理解と活動の動機

プロセスの中で住民が気づく

活動の課題に住民が気づく

安心して住める地域にしたいという確固たる思い

活動していない住民が関心を持つ

知識が意欲につながる

サービスの受け手から活動へ

集まることで荷を下ろしたと感じている住民

孤立していた人が「仲間がいた」という体験

集まって重荷を下ろして話し合う

サービスの受け手からキーパーソンへ成長

住民同士の関係を住民が解決

保健師を助けてくれる

声を出す・提案する

保健師と一緒にやりたいと声を出す

SOS が出せるようになる

自分の気持ちが伝えられるようになる

地自治会長が参加住民に呼びかける

住民から保健師に感謝の言葉

住民主体で声を出さなければだめだよね

住民の声

目標をもって活動

発信できるようになる

自分たちで自治会の目標を決める

一緒に活動しましょうとの提案

力を発揮し、喜びの体験

課題解決の目標を住民自身が出した

活動する人が喜びを感じる

参加者に変化

グループワークで自分たちの意見が取り入れられる楽しさ

受診率が向上

表彰を受けて満足

参加者が楽しむ

やりがいを感じる

つなげると自分たちで変わっていく 
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 5　考　察

インタビューした保健師がソーシャル・キャピタルの醸成に取り組むきっかけとなった公衆衛
生看護活動は、【家庭訪問】、【健康教育】、関係機関への【ヒアリング】であり、事業として取り
組むことになった公衆衛生看護活動は、認知症高齢者の家族会や愛育班の育成、母子の切れ目な
い相談の場づくりなどの【地区組織活動】、【まちづくり】であった。

（1）ソーシャル・キャピタルの醸成に役立つ保健師活動の経験・スキル

ソーシャル・キャピタル醸成経験のある保健師は、家庭訪問、健康教育、地域診断の場面か
ら、保健師のソーシャル・キャピタル醸成に結びつく認識として意味づけ、そのうち保健師活
動のスキルとして獲得していた（図 1）。

家庭訪問で、同じような健康課題を有する事例や保健師の介入では現実味のあるアドバイス
ができない事例に会うこと、健康教育で、地域住民の意識を変え、行動変容させるにはヘルス
プロモーションを実践するしかないという想いを持った事例があり、これらは、保健師が単独
で保健指導を行ったものの効果が乏しかったという、いわゆる失敗経験から気付きを得て、違
うアプローチとしてソーシャル・キャピタルの醸成に展開していったものと考えられた。

表 20-2 地域におけるソーシャル・キャピタルの醸成過程

カテゴリー サブカテゴリー

力を発揮し、喜びの体験
市民さんは一生懸命考えていると応えてくれる

住民が楽しそう

活動の継続
長く続けよう

住民が続けたいと言ってくる

主体的な活動

活動する人の自主性

住民グループが住民の力で地域で活動する

市民が解決してくれる

モチベーション向上
成功体験によって元気になっていく

結果が良い方向に向かうことで活動のモチベーションが高まる
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まず、家庭訪問の場面では、個人レベルの意味づけとして【生活を知る】【思いに寄り添うこ
とが大切】と個人の健康課題を生活者としての視点でとらえることを重視している一方、地域レ
ベルでの意味づけでは【個別支援の限界を知る】【場つくり、組織づくりの必要性に気付く】【他
職種と同伴訪問することで新たな情報収集や判断を学ぶ】と健康課題の解決方法として他機関と
つなぐことや、集団支援を行うことで個人の意識を変えることができるというソーシャル・キャ
ピタルの醸成に結びつく認識をもっていた。その際、【コーディネート】【地域の実態把握】【ケー
ス検討による家庭訪問技術の向上】というスキルを合わせて学んでいた。

地域診断については、地域のデータを【統計データ・既存の数値化されたデータの活用】【歴
史】【生活】【実績】【地理】等幅広くとらえ、地域診断の方法を【住民と一緒にアセスメントする】
というプロセスの共有、【ワールド・カフェ】【住民の声を聞く】【データの加工・検索】【家庭訪
問】と幅広い保健師活動の中で行っていた。その際の保健師のスキルとして【データ検索】【デー
タの可視化】【既存データの活用】【プレゼンテーション】【肌身で地域を感じる】という実体験
を組み合わせたスキルを習得していた。また、地域診断自体を重要なスキルとして位置づけ、エ
ビデンスを持つことは保健師の役割であり、地域診断を健康課題の発見・地域住民との課題共有・
保健活動の戦略の立案及び評価に用いることをソーシャル・キャピタルの醸成に結びつく認識と
してとらえていた。

次いで、健康教育については、一方的なものではなく【対話型の健康教育】により課題を導く
ことや【集団力学を活用】することで住民の意見が反映されるような方法をとりながら【関係機
関と協同】し、健康教育をソーシャル・キャピタル醸成の手段として認識していた。また、【教
室だけで終わるのはもったいない】という認識のもと、【地域のメリットになるような情報の提示】
や【健診データの分析と住民に見せる資料の作成】というスキルを習得していた。

ソーシャル・キャピタルの醸成

家庭訪問 地域診断 健康教育
個人レベル

図1　公衆衛生看護活動から展開するソーシャル・キャピタルの醸成

地域レベル

SC醸成にむすびつく認識

保健師のスキル

個人の健康課題を生活者としての視点で
とらえる

・生活を知る

・思いに寄り添う

・つなげると自分たちで変わっていく

・住民の意識を変えるのは集団支援

・個別支援の限界

・場つくり・組織づくりの必要性

・他職種と同伴訪問することで新たな
  情報収集や判断を学ぶ

♦地域の実態把握（他の事例）

♦コーディネート

♦ケース検討

方法 方法

SC 醸成に結びつく意識

保健師のスキル

地域のデータ

SC 醸成にむすびつく認識

保健師のスキル

・住民と一緒にアセスメント
・ワールドカフェ
・住民の声を聞く
・データの加工・検索
・家庭訪問

・統計データ・既存のデータ活用
・歴史・生活・地理・事業実績

・地域診断でエビデンスを持つことは保健師
  の役割
・地域診断をスキルとして位置づけ、健康
  課題の発見、地域住民との課題の共有
・保健活動の戦略の立案及び評価に用いる

♦データ検索
♦データの可視化課題を目標に変える
♦既存データの活用
♦プレゼンテーション  ♦肌身で地域を感じる

・対話型の健康教育
・集団力学を活用
・関係機関と恊働

・教室だけで終わるのはもったいない
・地域との信頼関係をもとに提案できる
・健康教育は手段

♦地域のメリットになるような情報の出し方

♦住民への動機づけ

♦住民ニーズの引き出し

♦同僚と目標の共有

♦データの見える化

♦参加しやすいしかけづくり
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平成 23 年 2 月厚生労働省から発出された「新人看護職員研修ガイドライン～保健師編～」で
は保健師活動実践能力の構造が示されており、保健師活動は必要な知識、技術、態度を統合した
実践的能力を、地域・事業所等に生活する複数の対象を受け持ちながら、優先度を考慮し発揮す
ることが求められると掲げられている 10）。

このガイドラインの中の到達目標中の専門職としての能力Ⅰのうち個人・家族・小グループに
対する小項目として、既に対象者の話を聴き、コミュニケーションをとりながら信頼関係を築く
ことができること、互いの役割を認め合いともに活動するなどの達成目標が明記されている。ま
た、集団・地域に対する専門的な能力Ⅱの項目には、地域・事業場の健康問題を明らかにし、解
決改善策を計画・立案する小項目として、顕在化している健康課題に気づくことができる、地域
事業場の人々の持つ力を見出すことができるなどの項目が既に盛り込まれている。さらに、専門
職としての能力Ⅲ（施策化）の中で、地域・事業場の人々の健康を保証するために、生活と健康
に関する社会資源の公平な利用と配分を促進するに対する中項目には、社会資源を開発するため
に関係する部署・機関の間のネットワークの構築にチームの一員として関わることができる、社
会資源を管理・活用して、施策化するという項目も明記されている。

稲葉ら 11）は、コミュニティの包括的理解において、個人・個人のネットワークというミクロ
レベルから、グループ内・グループ間の特定化信頼、特定化互酬性を示すメゾレベル、社会全般
への対応とするマクロレベルのかたちを考え、プロットすることができるとしている。

保健師活動においても、個人・家族・小グループに対するアプローチとしての家庭訪問、健康
相談、健康教育などの対人支援、地区管理や地域組織活動などのメゾレベルの地域支援、組織と
の連絡やコーディネート及び会議の開催などの調整業務、地域の課題の事業化などの施策化業務
をマクロレベルととらえることが可能である。コミュニティを対象とする保健師活動に、社会関
係資本の観点をもつことで活動をさらに立体化し、構造化できうるものと考える。

保健師に求められる能力として、佐伯は 12）保健師には看護師としての力量の他に、自ら積極
的に対象との間に信頼関係を構築できる力、柔軟性と視野の広さ、多様な場面で状況判断できる
力、地域の課題分析と企画立案、健康に関する法律の理解、組織内外および住民への説明と交渉
の力に加え組織人としての能力が必要であると提唱している。これらの能力を発揮しながら公衆
衛生看護の活動を行うこと自体がソーシャル・キャピタルの醸成に大きく作用するものであると
考える。

ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師は、家庭訪問、地域診断、健康教育という保
健師活動を相互に作用させ、常に地域診断の結果をフィードバックしながら PDCA サイクルを
展開している。家庭訪問、健康教育、地域診断で培ったスキル、経験値、保健師のソーシャル・キャ
ピタルの醸成に深く浸透していると考える。

（2）ソーシャル・キャピタルの醸成に資する環境

ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の環境、活動体制をみると共通する状況があっ
た。その 1 つは、モデルとなる保健師の存在である。先輩保健師の活動やその姿から影響を受け、
先輩保健師の卓越した技術を認識し、その展開方法を保健師活動の「技」として盗もうとしたり、

「私もそうなりたい」「そういう保健師になりたい」と思っている。身近にモデルとなる保健師が
存在するかどうかは、切れ目ない人材育成の必要性を感じさせる。

2 つめは、保健所と市町村の保健師の関係性である。多くは、保健所保健師が「タイムリーで
適切なアドバイスをくれた」「共に悩み、後押ししてくれた」「私を育ててくれた」と認識してい
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るが、市町村の保健師が、「応援し、アドバイスをしてくれる」という双方向の関係性を示す記
述がある。保健所保健師と市町保健師とは、各自治体の役割を持って地域保健活動を行っている
が、「地域保健対策の推進に関する基本的な指針」の中で、都道府県が設置する保健所では、「市
町村に対する援助及び市町村相互間の連絡調整の推進」の機能が示されている。市町村保健師と
保健所保健師が、1 つの事業を共に実施するプロセスそのものが、良い関係性を構築すると考え
る。

3 つめは、同僚についてである。「全てをさらけ出せる」「話しを聞いて貰う」「寄り添う」等、
評価を気にせず、話せる存在が周辺にあることがうかがえる。報告・連絡・相談は、仕事を進め
るうえでの基本であり、朝礼や終礼等で行っているが、ここでいう「話す」「語る」とは、業務
として義務的に行うものではなく、「困ったこと」や「やりたいこと」を自由に話せる職場環境
が必要と考えられた。

上司の存在も重要で、保健師の「活動を理解し、容認し、責任は持つ。」「自由な発想を後押し
する。」「共に働きかけてくれる。」そんな上司の姿勢が、保健師を活動に向かわせるようである。
また、上司が人材育成の過程で、活動の振り返りの記録を求めたり、活動の経年変化を一緒にま
とめたり、学会発表を推進するという姿があり、上司の職種についての言及がないが、統括保健
師の役割と重なりがあるように感じる。

組織横断的な連絡会・研究会の存在は、情報交換や最新情報を得る場、知識や技術を獲得する
場、さらに事業評価の場として認識されており、連絡会等を通じて、活動の視点が転換できたり、
自主組織の運営方法を学べたりする等、ソーシャル・キャピタルの醸成に結びつけることができ
たと語られていた。このことから、ソーシャル・キャピタルの醸成に結び付く活動を行うために
は、連絡会等を開催することが重要であり、次のような目的と内容により実施することが有効で
あると考えられた。

ソーシャル・キャピタルの醸成に結び付いた活動には、統括保健師の存在、助言、スーパーバ
イズがあったと語られた。「地域における保健師の保健活動について（平成 25 年 4 月 19 日付健
発 0419 第 1 号）」（以下「指針」という。）では、「保健師の保健活動を組織横断的に総合調整及
び推進し、技術的及び専門的側面から指導する役割を担う部署を保健衛生部門等に明確に位置付
け、保健師を配置するよう努めること」と記載され、統括保健師の役割とされている 6）が、指
針に基づく保健活動を実施するには、保健師の人材育成が必須であり、統括保健師は人材育成の
責任者としても重要な役割を担う。統括保健師を配置し、人材育成の責任者すること。さらに統
括保健師は、常に人材育成の視点で、OJT の中で、保健師が活動を振り返ることができる助言
を行なうことが重要と考えられる。

OFF － JT では、保健所保健師の誘いや、先駆的事例や尊敬できる保健師との出会いから、地
域を変え、住民をエンパワメントしていくためにヘルスプロモーションの学習会に参加し力量形

表 21　ソーシャル・キャピタルの醸成に資する職場環境

目的 内容

保健師の資質向上 研修、学習会、研究発表により知識や技術を得る

保健師活動の評価と方向性の検討 活動報告、話し合い

話し合える職場環境づくり 情報交換、定期的開催
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成を図っている。コンサルテーション研修での人材育成を学ぶ経験や保健医療科学院の研修に参
加することで、ベテラン保健師としての意識を学び、課せられている課題の実践を通じて後輩に
寄り添いつつソーシャル・キャピタルの醸成について意識化していた。新人保健師の入職をきっ
かけとして、保健師活動を振り返り、地域の課題を捉えた活動や政策を提言することにつながっ
たという記述もある。活動はまとめるものという職場風土は大きく影響している。学会発表を推
進する上司の存在や学会発表が職場に根付いている。学会発表はまとめる力量が形成され自分の
活動の軌跡となることが言える。また、学会発表までいかずとも、組織が行っている研究発表会
や活動発表会に報告する経験もあった。

地区担当制により、担当地区が決まっていて、その地域に責任を持つ活動をすることは、その
ままソーシャル・キャピタルを醸成することであり、最高の OJT 環境と言えるのだろう。

（3）ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の資質・姿勢、職業観

①保健師の資質・姿勢

ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の資質やその姿勢をみると、いくつかの特
性がみられた。まず、どんな経験をも意味を見出すことができ、つらい経験も無駄にしないス
トレスをコントロールする力と次に活かそうとする姿勢がある。また、先輩の失敗談や展開方
法から技術や PDCA を学んだり、住民の変化からも学び取ろうとする習得力や研究心がある。
さらに、エビデンスを重視し、根拠を持って発信したり、施策に反映させようとする積極性が
あることから、新しい職場やポジションを与えられれば、そこで新たな方法を生み出す創造力
にも優れていることが伺える。人との出会いや人間関係を大切にして関係づくりをしており、
人との会話や意見交換をし合えるコミュニケーション力、相手の意見や立場を尊重する態度、
傾聴と意見を引き出す力が備わっていると考えられる。保健師として住民の声を聞き生活に触
れることを重視し、住民の健康や幸せを追求する姿勢で役割を果たそうとしており、このこと
は住民に寄りそう保健師としての基本的な態度といえる。この地域をどうにかしないといけな
いという思いを受け継ぎ、他の地域に負けたくないという地域への強い愛着心や使命感がみら
れる。あらゆる機会に地域に投げかけたり、キーパーソンに働きかけ関係性を構築しようとし
ていて、保健師として理想とする活動を目標に、熱い思いとあきらめない気持ち、腹を据えて
取り組もうという覚悟を持っている。一方で、とりあえずやってみようとする柔軟な行動力や
チャレンジ精神、結果を客観的に振り返りながら内省し、さらなる向上と発展につないでいく
たくましさと自律性がある。

これらの資質や姿勢は、経験年数や、年齢、段階を追って形成されるものではなく、ある時
にある事象を通して強く意識、認識され、その後のその保健師の活動の核となっていくものと
考えられる。このターニングポイントは、教育や先輩・上司のモデル、住民との関わり、活動
の振り返り等たゆまぬ働きかけにより生み出されるものと認識し、心に響く育ち合いの機会を
持ち続ける必要があろう。

図 2　活動のまとめをすることの意義

活動はまとめ
るものという
職場風土

まとめる
力量の形成

学会発表
自分の活動の
軌跡
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図 3　ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師の資質・姿勢

ソーシャル・キャピタル

の醸成

【保健師の資質・姿勢】

・経験の意味づけと次に活かそうとする姿勢

・先輩・住民を尊敬し、学ぶ姿勢

・チャレンジ精神と柔軟な考え方

・継続したあきらめない覚悟

・内省する力

・エビデンスの重視と施策化志向

・地域に働きかけ関係性を構築しようとする姿勢

・理想とする活動をめざす

・地域や地域住民の幸せを追求する姿勢

・地域への愛着
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②職業観

ソーシャル・キャピタルの醸成経験のある保健師は、その経歴の中で、置かれた環境や上司・
先輩保健師等との関係性、活動体験を通じて保健師としての職業的アイデンティティの確立を
図っていることがわかった。（図 4）

まず、職場環境においては、首長の理解や統括保健師の助言・スーパーバイズを受けられて
おり、保健師の活動が上司に伝わり支持されることで、専門性を発揮しやすい環境にいる。ま
た、先輩保健師からの書面による引き継ぎや後輩へ伝承していくという職場風土の中で良い活
動を受け継いでいる。

同僚との関係においても、すべてをさらけ出せる関係性があり、モチベーションが高められ
熱い思いが培われている。先駆的事例や尊敬できる保健師との出会いも大きく影響を与えてい
ると思われる。

実践の中で、保健師活動の面白さや醍醐味を実感することで、保健師の役割について認識し
肯定感を持つことで、保健師という職業への適応と自己一体感が芽生えていく。さらに経験を
積み重ねながら、健康を切り口にした活動の意義、一次・二次・三次予防を総合的に組み合わ
せた地域活動の展開、活動対象の健康レベルの多様性や福祉との違い、行政保健師の役割と意
義等、幅広い保健師の役割について深化させ、困難な課題に向き合い業務に位置付けていく姿
勢が育まれている。

悩みながらも活動する中で、住民からの感謝や職場内外からの評価を得て、自己効力感が高
まり、やりがいを感じるとともに、活動のノウハウを蓄積していく。住民が主役で保健師は黒
子の役割だという気づき、鳥の目虫の目で地域全体を見る目を持つこと、住民と一緒に活動を
することが保健師本来の活動だという確信、地域診断の重要性と課題を地域に発信するのは保
健師しかいないという思い、改めて保健師は保健・医療・福祉に精通している人材で有ること
を自覚し、あるべき保健師活動の姿を自己の中に同一化している。

根岸・麻原は、「保健師の職業的アイデンティティとは、自らの思考、行動に結びつく、常
に保健師であるという職業に対する意識であり、日々発達していくもの」と定義している 13）。

ソーシャル・キャピタルの醸成経験がある保健師は、自らの経験を経て保健師という職業と
自己に一体意識が形成されており、このことは保健師のアイデンティティを確立した状態とい
える。また、【あるべき方向性に向けて目標を確認・共有】しながら、【継続しながら常に方向
性を軌道修正】して活動を展開していることや、【経験を基に自分で咀嚼し、考え、判断する
こと】、人材育成において【上に立つ者の役割を認識】し、人材育成役割を認識する等高いコ
ンピテンシーが備わっている。

職業的アイデンティティの確立は、質の高い業務活動と強い関連があるとされる 14）ことか
ら、保健師の人材育成において、保健師という職業に誇りが持てて自己と一体化できるよう職
業的アイデンティティの確立を中心に据えて取り組む必要があると言える。
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職業的アイデンティティ

(職業と自己の一体感 )

【モチベーション】

・保健師としての醍醐味の実感

・住民から得る感動・喜び・醍醐味

保健師役割
の肯定感

理想とする
活動をめざす

【職場環境・体制】

・同僚との良い関係性・理解ある上司等の良い職場環境

 ・統括的役割を担う保健師の役割

 ・モデルとなる保健師との出会い ・後輩へ引き継ぐ風土

・県 / 保健所 / 市町村の良い関係性

・活動を通して伝承される OJT

 ・理論化に資する OFF－JT

・地区担当制・後輩へ引き継ぐ風土

【経験からの自信】

・地区組織活動が保健師活動

　のコアである

・経験の積み重ね

・経験の意味づけと次に活か

　そうとする姿勢

【役割認識】

・保健医療福祉に精通

・健康を切り口にする

・施策化・事業化・行政の役割

・地域住民を主役に。保健師は

　黒子の役割を担う

・人材育成役割

理想とする理想とする理想とする

【信念】

保健師としての使命感

住民主体の地域づくりに対する信念

図 4　保健師としての職業的アイデンティティの確立
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（4）ソーシャル・キャピタルの醸成過程

ソーシャル・キャピタルの醸成過程について各事例から得られたプロセスは以下の① ~ ⑩で
あった。カテゴリーを【　】、具体的な発言を〈　〉で示す。

①失敗経験からの学び

事例 3 では、当初、〈実際その愛育班という組織がわからなかった〉〈組織の必要性という
ことも、まだ入ったばかりで、よく理解していなかった〉という自分の組織・組織づくりに対
する無知や無理解から、〈私はその愛育班の話し合いに行っても、無駄話をしているようにし
か、最初、聞こえなかった〉という〈日常生活のありきたりの話をして、その中からこの地区
の問題点を見つけてそれをみんなで課題にして取り組みをする〉という地区組織活動のプロセ
スに対する理解不足があった。その結果として【先輩が立ち上げた愛育班を自分が潰した】と
いう失敗経験をしたが、それでも【いつか愛育班をつくりたいという思い】を温めていた。こ
の思いは、【経験の意味づけと次に活かそうとする姿勢】【先輩を尊敬する気持ち】【継続した
あきらめない覚悟】といった個人の資質・姿勢に加え、【私を育ててくれた保健所保健師の存在】
によって【内省する力】を得ていったものと考えられた。

事例 1 では、〈様式すら知らないとか、そのマニュアルがあるのも知らない〉という関係者
へのヒアリング結果から【一部の代表者で作ったマニュアルでは現場で活用できない】という
気付きを得ていた。

②個別事例から始まる組織づくり

事例 4 では、障害を持った子どもの訪問から、親が集まる会を設定していた。その原動力と
なっていたのは【住民が無理なくできる継続した事業展開】をしなければ、〈行政で 1 カ年事
業なんてやってもその事業が終わったら終わり〉という行政の限界を感じていたことと【県民
が健康でいるために本当に必要な仕事がしたい】という【保健師活動のコア】を認識していた
ことであった。

事例 7 では、〈集まるところがあったらいいな〉〈他の人はどうしているんだろう〉とい【子
育て中の母親からの声】を受け【住民ニーズと地域の社会資源に合った場の設定】を行い、【保
健師が伝えるより、母親同士の情報の方が現実味があると知った】が、それには【活動内容や
参加者の変化を記録することが評価に役立っていた】。

事例 4 では、実際に集まる会を実施してみて【孤立していた人が「仲間がいた」という体験
をしたことに感動】し【集まることで荷を下ろしたと感じている住民からもらった感動】とい
う心の動きを通じて、【住民と一緒に組織化の活動をすることが本来の保健師の活動】である
ということを確信し、【保健師役割が明確に】なっていた。

事例 9 では、〈ハイリスク支援で関係部局とか個別ケースを通して顔の見える関係性を作っ
てきたが、問題があってから支援したのでは潜在している不安は取り除けない〉ことに気付き

【個別支援だけでは地域は変わらない】ことを認識していた。

③地域診断から始まる組織づくり

地域診断とは「公衆衛生を担う専門家が、地区活動を通して健康課題を明らかにし、地区活
動を通して個人のケアに留まらず、集団あるいは地域を対象にケアを行い、地区課題を軽減 /
解消していく一連のプロセスである」とされている 15）。
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事例 3 では、〈農業で無理をして働いて筋骨格系の疾患が多い〉〈健診を受けるまでの行動変
容まで全然至ってない〉という【質と量の両面で地域の健康課題を把握する】ことで【地域の
健康課題に取り組む仕組みをつくりたい】という思いを強くしていた。

事例 4 では、〈結果をどう見せるかという着地点があって、そのために資料を集めていって
加工してプレゼンテーションしていくような〉〈欲しいものに向かってつくっていくという感
じ〉で地域診断を使っており、学生の行う地域診断とは異なり【必要性の認識】を基に【エビ
デンスを重視】するという姿勢の現れとして地域診断を実施していたと考えられた。

事例 9 では、地域の実態把握のために、妊婦を把握するために簡単なアンケートを作り【コ
ミュニケーションツールとしてのアンケートの利用】をしていた。

④勝算・確信を持ち戦略的に関わる

事例 3 では、【これで組織をつくれるという確信】を持ったのは保健師の採用を【所属組織
に継続して働きかけ】実現したことによっていた。

事例 9 では、保健師から〈初年度については、こんな予算が取れたの〉と地域に示し、次年
度は地域が継続して事業が行えるよう、【仕掛けとしての健康教育】を行い、初年度のノウハ
ウを地域が活用できるよう【地域のメリットになるような情報の出し方】をするなど、戦略的
に関わる方法を身に付けていた。宮崎は、保健師による事業化の戦略の概念は「地域住民の健
康生活を目標に、公共性のある健康課題に事業化という方策を用いて対処するために、コミュ
ニケーションを重視し、個人・家族・住民・地域に関する多くの情報を収集して資源を有効に
活用し人々と協働していくプロセスであり、住民と地域の主体的な力の育成へと発展する活動
である。」と定義している 16）が、これらの事例では、勝算や確信という見通しを持てるだけの
情報の把握と、判断力を持ち合わせている点がソーシャル・キャピタルの醸成に結びつくもの
であると考えられた。

⑤地域のあるべき姿を描く

事例 2 では、〈ものすごく頻回にセッションというか打ち合わせや、雑談の延長の中で、こ
んなことやりたいねの話〉から〈地域の目指している具体的な方向性〉を明確にする役割を保
健師は果たしていた。

事例 8 では、地域住民と【事業主体でなく、こうあったらいいねを語り合う】ことを行って
いた。具体的には、〈介護予防の活動が活発になるとか、高齢者の居場所ができるだとか、そ
ういう見守りや顔見知りの関係ができるとか、いろんな角度からそれができるような地域づく
りをする〉ということを〈主に民生員会と一緒に話し合いなんかを通じながらお伝えしつつ、
考えていった〉ものであり、ソーシャル・キャピタルの醸成そのものを【地域のあるべき姿】
としていた。事例 6 でも〈事業一つ一つではなく地域づくりが達成ゴール〉とし、事業が〈達
成目標を明確にして方法論を考えてという方法でやっている〉のとは異なるものであることが
語られていた。

⑥地域との関係性の構築

事例 8 では、〈健康教育をしてくるときに、会長や他の人と茶飲み話も含めてして、そうい
う時に、ちょこちょこっと話してきたり、聞いて来たり〉といった【顔を売ってくる】ことが
大事としていた。
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事例 8 では〈委託事業を見に行った時に、ちょっと話をした時に、実は地域で自治会を巻き
込んで活動している〉ことを知り、その人の〈やっぱり参加してみて運動が大事だと思うから
何かやりたいと思っているのよね〉という言葉を捉え〈それはぜひ一緒にやりましょうか〉と
いう声掛けをし【キーパーソンの存在を逃さない】ようにしていた。また、事例 5 では、以前
の保健活動の中で出会った、求心力があってグループのことをわかっている人を見つけ、〈こ
の人じゃないとこの組織はできない〉という思いでキーパーソンの発掘をしていた。事例 6 で
は、〈健康について講演会をやりたいとか、何かするときは相談に来たり、つながって〉【地域
のキーパーソンとの信頼関係を培】い、【キーパーソンとの信頼関係が活動につながる】原動
力になっていた。事例 9 では、【キーパーソンが活躍できる場づくり】を行うことが大切であ
るとし、【キーパーソンには感謝し、いただいた意見には必ずフィードバックすると信頼感が
得られる】としていた。

事例 5 では、〈市民を紹介する場が有意義で楽しくなければ申し訳ない〉という【市民との
関係を大切にする】という姿勢を基に活動を展開していくことで【市民は一生懸命考えている
と応えてくれる】と感じ、【市民は信頼できる】という信念が生まれていた。また、事例 1 では、
地域住民と一緒にやることで〈楽しさ〉と〈何でもやっていける〉という感覚を得ており、ど
んな問題でも【みんなでやっていけそうという見込みと自信】が生まれていた。これらは地域
との真のパートナーシップが生まれているものと考えられた。

⑦関係機関への働きかけ

事例 1 では、【実態把握のために管内全ての病院の聞き取りをする】ことで課題を見出し、【保
健所が来るのが当たり前になるような関係性の構築】を図るとともに、【現場レベルの作業班
を組織し課題を共有する】ことに時間を使っていた。

事例 4 では、〈障がい児がすぐに診てもらえるようにお医者さんの後ろ盾が欲しい〉という
親の思いを実現するために【医療の専門機関のコーディネート】をしていた。

事例 9 では、家庭訪問に【他職種と同行訪問する】ことで、他職種が把握している情報を収
集したり、判断を聴く場面を設けていた。また、事例 4 では、関係者には〈この地区の責任者
はあなたです。あなたにすがるしかありません〉と言いながらも、私と〈一緒に行ってくれな
いか〉という【関係機関が現地に出向くよう一緒に行動すること】を丁寧に行っていた。関係
機関とは課題を共有し、同じ目標を持つことが重要であるが、そこに【地域の代弁者としての
保健師の熱い思い】と関係機関を尊重し【協調する気持ち】が無ければならないと考えられた。

⑧住民協働のあり方

事例 1 では、【住民目線でできていなかったことの反省】から関係機関が集まる場で、【当事
者に体験談を語ってもらう場を設定】していた。その結果、保健師は〈違う病気が起こった時
も経過がちゃんと関係者に伝えることができる〉ようになるなど【患者や家族が関わることで
患者自身が主体的になる】という効果を実感していた。

事例 1 では、【事業評価】や【毎年の継続した訓練】を関係者や地域住民とともに行っていた。
訓練の中で〈バージョンアップして今ではその地域の人たちが中心になって、地元のコンビニ、
ガソリンスタンド、農協、郵便局まで、自分たちの力で広げていってくれる〉ことで【一緒に
やった経験は、いろいろな活動に広がる】、【住民パワーは強い】という【保健師の力を超えた
効果】を実感していた。
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その他、事例 2 では、【企画や準備を住民と一緒に担う】ことや、役員と【反省会でワークショッ
プの意義を共有】し、保健師は〈この後もグループワークを引き続きやりませんかという提案〉
を行っていた。

事例 9 では、【地域がやるからいい結果が出ているということを地域に返す】ことで、活動
意欲を増す働きかけを行っていた。

⑨組織化のプロセス

事例 7 では、【住民に地域の現状を知ってもらう】ために、統計データを示していた。
事例 8 では、【課題の共有化の手法であるワールド・カフェ】により、地域住民と〈その思っ

ていることを出し、課題の整理まで〉を行っていた。また、【課題を目標に変える】ことを行っ
ていた。事例 6 でも、〈何のためにとか、どういうふうに地域で活動していってもらうとか〉〈会
の目的や活動について話し合い、方向性の共有に時間をかける〉ことで、【会のあるべき姿を
見据えることが重要】としていた。

事例 3 では、保健師自身の力量としては【健診データの分析と住民に見せる資料の作成】を
行い、住民には【グループワークで自分たちの意見が取り入れられる楽しさ】を体験してもら
い【グループワークを用いた地域の健康上の目標の設定】を行い継続的な事業になるよう働き
かけていた。これには、【教室で終わるのはもったいない】という【地域に対する愛着】や【住
民主体の健康づくりに対する信念】や【長期的な展望】を持っていたものと考えられた。

事例 3 では、〈私はこういう思いがあるが、あなたはどうか〉という【同僚との目標の共有】
を図り、〈町にとって一番波及効果の高い自治体で成功すると、うちもやろうっていうことに
なる〉という戦略を立て【モデル地区での健康教室の実施】を行っていた。

事例 5 では、【健康教育からグループを立ち上げ】ていたが、〈そのままにしてはいけない〉、
〈もったいない〉という想いが原動力になっていた。

事例 8 では【組織化の準備・協働のための根回し】として〈いろんな機関、団体、団体同士
をつなげて、集まって、実行委員会という形にして〉〈遊びの機会や居場所をつくりましょう
ということを提案して〉〈実行委員会が協働して組織として成り立っていくのを支援〉していた。

事例 4 ではグループをつくる時に事前に【ファシリテーターの養成】をしたり 2 人 1 ペア
ぐらいの【小グループを活用】したりしていた。

事例 6 では、〈自主サークルを立ち上げたいということを明言〉して〈そのために 3 か月間
保健師がお手伝いします〉と【最初から目的を明言し、期限を決めて支援する】ことを行って
いた。その支援は〈みんなが主役で役割感を得られるような〉【市民が主役となるための取り
組み】を行っていた。

事例 6 では、【皆が対等に話せる場づくり】を行い、〈地域で横のつながりができた〉〈ネッ
トワークができた〉〈健康について話し合う場ができたというのは財産だ〉という【地域が変
化することに気付き、認め、エンパワメントする】ことを捉えていた。　

事例 9 では、一定動くのを待ち、動かなかった場合には、〈今度、一緒に見に行きませんか〉
と【うまくいっている事例を紹介する】手法により、地域へのイメージ化を働きかけていた。

事例 7 では、組織化の活動の中で【活動していない住民が関心を持つ】という波及効果を捉
えていた。



71

ソーシャル・キャピタルの醸成にかかる保健師の能力形成に関する研究 報告書

１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

７

結

語

６

提

言

５

考

察

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

⑩施策化のプロセス

事例 4 では、【保健師だからと熱くなって浮かないように行政と上手くやっていくこと】が
重要であるとし、【行政職と歩調を合わせ、応援してもらう方法】として〈行政職の方に教え
てもらいながら〉〈同じような言葉を使い〉〈県民にどのようなメリットがあるか〉訴え〈納得
いただける計画を立てる〉〈予算化する〉という展開をしていた。予算書を書いた経験がある
保健師の方が連携得点が高かったという報告 17）もあり、予算化するために、関係機関や関係
部署と連携が推進される可能性があると考えられた。

〈その事業に参加した人とそうじゃない人の比較〉で効果を検証するなど、【エビデンスに
基づく】、【事業のアウトカムとアウトプット評価】を【推進会議を設置】して行うということ
を、あらかじめ計画していた。

事例 9 では、【対象は全ての住民】であるとし、ネーミングからこだわり目新しさを示しな
がら【住民への意味づけ】を行っていた。

保健師は、個人及び地域の健康課題の解決のために活動するということは、就業直後から認識
している。当初は地域というものを漠然と捉えており、家庭訪問や健康教育、地区組織活動がそ
れぞれ単体の活動になりがちで、地域住民の課題を保健師が解決するかのように考えていた傾向
があった。

しかし、個別支援や集団支援などの様々な経験を通じて、地域住民の生活実態や能力を知り、
顔の見える関係ができ、地域の健康実態を客観的な根拠をもって捉えられるようになると、保健
師が課題を解決しているのではなく、住民の力を引き出すこと、エンパワメントすることが保健
師の役割であると気づいていた。

ソーシャル・キャピタル醸成の経験を持つ保健師は、個別支援や地区組織活動など様々な支援
手法が相互に関連しているものと考えられるようになり、課題の大きさや対象の範囲などの入り
口がどこであれ、支援の行き着くところはソーシャル・キャピタルの醸成につながっていると捉
えていた。

その気づきを促進しているのが地域診断で、「この地域を何とかしなくては」という使命感が
強化されると同時に、地域の課題だけでなく住民の力や人的資源を知ることにより、「住民には
力があり、それを使わなければもったいない」という信念が生まれていた。また、「住民に学び」「住
民と相互に成長する一体感」を実感することによって「地域への愛着」も形成されていた。こう
した保健師の感性と、住民に真摯に向き合う姿勢によって信頼関係が築かれ、ソーシャル・キャ
ピタルの醸成につながる活動が展開されていると考えられる。加えて、その「地域への愛着」の
高まりから、「住民の表彰」や、「地域の主体的な活動を首長に報告する」、「取材による広報に向
けた動き」をするようになっていた。

ここ至るまでのプロセスに、大きく 3 つのパターンが抽出された。
ひとつは、個人の課題を解決しようとするときに、その背景にある地域、生活を継続していく

地域というものに目が行き、個人だけではなく地域をまるごと見ていく必要性に気づいていくプ
ロセス。保健師が「対象はすべての住民」だと考えて活動を継続していくと、「活動していない
住民が関心を持つ」ようになり、潜在的なニーズの発見にもつながっていたもの。

2 つ目は、共通の健康課題をもつ住民（または共通の目標を持つ住民）に集団的に働きかける
活動の中で、保健師が住民に代わって課題解決するのではなく、住民自身に考えがあり、解決力
があることに気づいていくプロセス。「つなげると自分たちで変わっていく」「保健師より住民自



72

身の言葉に説得力がある」と気づき、保健師自身が「住民に対する信頼感」を持つことによって、
対等な関係性を築き「住民とともに成長する一体感」を経験していくもの。

3 つ目は、意図的に地域診断を行い、地域を俯瞰することによって、解決すべき課題が明らか
になり、その課題を住民と共有する場を設けることによって、解決のためのキーパーソン発掘や
住民主体の活動促進につながっていくプロセス。住民とともに「あるべき地域の姿を描く」こと
や「住民と一緒に活動する」ことによって、地域の変化に気づき、喜びを感じていくもの。

いずれも、失敗や成功を繰り返しつつも、同僚・先輩・上司等のサポートを受けながら、その
実践プロセスを客観的に内省・検証し、意味づけしていくことによって、PDCA サイクルが好
転していた。地域住民との一体感の中で活動することに喜びを感じ、「住民と同じ土俵で」「対等
な関係」として活動するようになっていた。

また、学会発表などを機に活動経過を研究的にまとめることによって、実践が科学的な根拠と
なり、次の活動につながる自信となっていた。

対象者は様々な課題をソーシャル・キャピタルの醸成によって解決していた。これは、ソーシャ
ル・キャピタルを醸成する体験によって、保健師の想像を超える効果があることに気付き、地域
の変化に気付き、地域にもたらされたものに感動したり、地域住民や組織は素晴らしい力を持っ
ていることを実感したりすることで、それ以後のあらゆる課題をソーシャル・キャピタルの醸成
に向けた働きかけで解決する態度が定着したものと考えらえた。

図 5　ソーシャル・キャピタル醸成過程のモデル
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（5）ソーシャル・キャピタルの醸成過程に応じた能力形成

ソーシャル・キャピタルの醸成を志向する保健師の特徴を成長過程としてモデル化し、図 6

に示す。ソーシャル・キャピタルの醸成を図るには、基礎としての保健師能力があり、魂を揺
さぶるような体験などの実践を通じて、本当の意味で「わかった」と体得できる。このような
実践経験から保健師としてのアイデンティティが確立され、経験を内省することにより、あら
ゆる他者を認め、地域住民に対する責任感や「元気で生活して欲しいと願う」理念や、地域の
健康課題を「自分の健康課題であるかのように見なして地域住民とともに考える」関係性を構
築していると考えられた。直接的には、地域診断で地域の健康課題を把握したり、個別へのア
プローチだけでは解決できない課題があることに気付き支援の限界を知ったり、行動変容を目
指すには地域が変わらなければならないという信念を得たりすることでグループ化や組織化を
図ろうとしていた。

組織化の中では、いわゆる「つなぐ」働きを丹念に行い協働して行う地道な活動とともに、
地域全体に働きかけ、PDCA サイクルの展開を図るなどのダイナミックな働きかけの両者を
同時に行い、エビデンスに基づき戦略的に介入していた。地域住民とともに地域のあるべき姿
を描き、地域における究極の目的は地域づくりであり、個々の事業に埋没することなく、地域
づくりこそ保健師の役割であるという活動のコアを明確にしつつ公衆衛生看護活動を展開して
いた。

図 6　ソーシャル・キャピタルの醸成を志向する保健師の公衆衛生看護活動展開モデル
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ダイナミックな働きかけ  ：地域全体
　　　　　　　　　 　　    PDCAサイクルの展開
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このような公衆衛生看護活動展開は相互に関係性があり、複雑に絡まっていると考えられるが、
ソーシャル・キャピタルの醸成を図る上で、いくつかの必要不可欠な能力について形成段階を表

22 に示した。

段階 実施 分析 地域とのすり合わせ 地域との統一化 協働

能力
住民と目標を共有

する力

他の地域と比較す

る等で課題を見つ

ける

地域の生活実態と

統計データを突合

させる

地域に還元し、

意見交換をし、

課題を共有する

住民と共通した

目標を設定する
目標を共有する

獲得すべきスキル 地域診断 統計分析 データの可視化

ワールドカフェ

グループワーク

プレゼンテーション

モデル事業の実施

予算化・事業化

戦略を立てる

広報

潜在化する対象

にも焦点を当てる

学習場面 基礎学問

能力
個別課題を地域の

中で解決する力
生活実態を捉える

環境が生活に

及ぼす影響に

ついて分析する

人をつなぐ、

キーパーソン・

活動の場を探す

地域での展開方法・

企画を立案する

地域の中で解決

する

獲得すべきスキル

ヘルスプロモー
ション理論

家庭訪問技術

交渉力

コーディネート
企画・立案

学習場面 基礎学問 事例検討

能力 当事者組織の育成

健康教育やヒアリ

ングにより実態を

捉える

生活実態と健康

データを突合

させる

当事者の思いや

考えを聴く

当事者と共通した

目標を設定する
組織化する

獲得すべきスキル エンパワーメント 組織化

学習場面
先駆的事例から

の学び

サポート環境
統括的保健師の配置

保健所の助言
地区担当制

組織横断的な連絡会

他職種との意見交換

上司の助言

上司と共に行動

する組織

職場内の議論

予算

組織の方針

表 22　保健師のソーシャル・キャピタル醸成にかかる能力形成



75

ソーシャル・キャピタルの醸成にかかる保健師の能力形成に関する研究 報告書

１

緒

言

２

目

的

３

方

法

４

結

果

７

結

語

５

考

察

８　

引
用
文
献
・
参
考
文
献

９

資

料

６

提

言

  6  提　言

ソーシャル・キャピタルの醸成を図ることのできる保健師を育成するために、（1）基礎教育に
おいて学ぶべきこと、（2）OFF － JT もしくは自己研鑚として学ぶべきこと、（3）OJT において
学ぶべきこと及び望ましい職場環境について提言したい。

（1）基礎教育において学ぶべきこと

基礎教育では地域診断の方法論、ヘルスプロモーション理論、家庭訪問や健康教育など各種
の公衆衛生看護技術について学んでおく必要がある。また、地域住民から生活実態を聴く経験
は、地域住民の持つ力に気付き、地域の健康を推進できる担い手として、地域住民を捉えるきっ
かけになる可能性がある。

公衆衛生看護活動はその専門性が見え難いことから、保健師の実践家に、エビデンスや情報
をどのように判断し活動を展開したのかという語りを聴く場面が必要である。

（2）OFF － JT もしくは自己研鑚として学ぶべきこと

ソーシャル・キャピタルを醸成した先駆的事例紹介、エンパワメント、コンサルテーション、
学会発表は公衆衛生看護活動の実践を理論化することに資するものである。その他、住民視点
で物事を捉えるため、幅広い知識の習得が役立つと考えられる。

（3）OJT において学ぶべきこと及び望ましい職場環境

ソーシャル・キャピタルはまさしく地域づくりそのものであり、地域担当制は重要な要素で
ある。

地域診断は統計データの分析に終始するのではなく、住民の生活実態とつなげることが重要
であり、課題の根拠として示せなくてはならない。事業を企画し、予算を計上することは、能
力形成という点で役立つ。

活動の振り返りは非常に重要であり、活動をまとめて報告したり、学会発表したりすること
は有効である。その前段階として、記録を書き、なぜそう考えたのかという根拠を示す、他者
に理解できるよう表現するなどの能力を磨く必要がある。また、日常的に文献を活用し、自ら
の活動を評価できるようにすることも重要である。また、科学的検証に基づき活動の展開を図
ることも忘れてはならない。

上司や統括的役割を果たす保健師は、活動をまとめることは当然であるという風土を作り、
組織横断的な意見交換の場を設け、先輩の活動を学ぶ場や、自己の活動を振り返り内省する場
を作る必要がある。具体的には「地域で何を捉えてきたのか ?」「なぜそのように判断したのか ?」
など日常的な指導をすることが効果的である。また、過去に先輩である自らが実践したソーシャ
ル・キャピタルの醸成過程を語ることは伝承に役立つものである。
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  7　結　語

本研究では保健師の能力のうち、ソーシャル・キャピタルの醸成を図る能力に焦点を当て、ソー
シャル・キャピタルの醸成経験を有する保健師へのインタビューから、その能力を形成するため
に獲得したスキル、経験、備えていた資質・姿勢、それらを強化した環境を明らかにした。その
上で明らかになったソーシャル・キャピタルの醸成過程を基に、保健師の能力形成プロセスを検
討した。
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 9　資　料

（1）インタビューガイド

Ⅰ　あなたのこれまでのソーシャル・キャピタルの醸成経験についてお尋ねします。

1　ソーシャル・キャピタルの醸成として、あなたが行った活動は次のどれに該当しますか ?  

　（複数回答可）

□地縁を活性化したり、地縁のない地域の新たなつながりとして住民を組織化する

□住民組織との協働

□住民組織間の連携

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2　あなたが行った活動を具体的に教えてください。（複数の場合は経験年数を明記）

（1）時期（経験年数 :　　年目・職位 :　　　）

（2）対象

（3）目的

（4）キーパーソンとなった人

（5）活動内容

（6）成果・地域にもたらした変化

3　 あなたがソーシャル・キャピタルを醸成しようと思った、もしくは 2 のような活動をしよ

うとしたのには、どのようなきっかけがありましたか ?

（1）地域住民等の外的な動機

（2）職場の活動目標・組織上の体制等の環境的な動機

（3）自己学習・あるいは先輩の活動等の内発的な動機

（4）その他

4　 あなた自身がソーシャル・キャピタルの醸成に役立ったと思う「仕事や活動」はありまし

たか ? その当時の経験年数と内容を教えてください。

（1）家庭訪問

（2）地区組織活動

（3）健康教育

（4）地域診断

（5）事業企画・評価

（6）その他
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5　 あなた自身がソーシャル・キャピタルの醸成に役立ったと思う「研修や人材育成ガイドラ

イン」はありましたか ? その当時の経験年数と内容を教えてください。（統括的役割を果

たす保健師の役割や上司の指導等を含む）

（1）内容

（2）方法

6　 あなた自身がソーシャル・キャピタルの醸成に役立ったと思う「自己研鑚として取組んで

いたこと」はありましたか ? その当時の経験年数と内容を教えてください。

（1）研究活動

（2）学習

（3）情報交換・会議

（4）その他

7　 あなた自身がソーシャル・キャピタルの醸成を図りながら悩んだ時に乗り越えられたのに

は、どのような要因があったからだと思いますか ?

（1）地域住民等の外的な要因

（2）職場の活動目標・組織上の体制等の環境的な要因

（3）自己学習・あるいは先輩の活動等の内発的な要因

（4）その他

Ⅱ　あなた自身の保健師としての姿勢についてお尋ねします。

1　あなたは保健師として地域住民と、どのような関係性を目指して活動していますか ?

2　 あなたは保健師として管轄地域全体が、どのようになることを目指して活動していますか ?

3　あなたは地域にとって自分がどのような役割を担っていると考えていますか ?

4　あなたは保健師としてあなた自身が、どのようになることを目指して活動していますか ?
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